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新年明けましておめでとうございます。

たいへんに厳しい環境の下で新年を迎えまし

た。世界は連結しており、ボーダレスであり、複

雑であっても一つの系であることを痛感させま

す。

世界が連結し、あらゆる事柄が国際的に連動し

て生じる時代を迎えたが故に、国際的に卓越した

大学となることを目指している神戸大学は、貴重

な機会に巡り会っているということができます。

神戸大学人として、自らの責務を果たすことに大

きな手応えを得ることができる年であります。

神戸大学で学ぶ学生諸君には、この困難な時代

に挑戦し、未来を構築する力を培うことが求めら

れています。

優れた資質を持つ学生諸君が学び、自らを形成

する場として神戸大学は更に卓越した環境を形成

していかねばなりません。

その環境は、真理を追求し、あるいは新たな技

術開発に没頭する中で、学生と共に学び続けるこ

とに意義を見いだす教育研究者で構成され、この

営みを可能にする環境を整えることに喜びを見い

だす優れた事務スタッフで構成されていなければ

なりません。

その環境は、互いの尊厳を守り、相互に啓発で

きる存在となることで初めて形成されるもので

す。神戸大学はこれを為すことができる大学であ

り、私たちはこの新しい年の初めにもう一度この

ことを強く自覚しておきたい。

この年、神戸大学は国際的に卓越した大学とな

るための「神戸大学ビジョン2015」で掲げた「チ

ェンジ」「チャレンジ」「エクセレンス」の３つの

フェーズの最初の「チェンジ・フェーズ」の最終

年度を迎えます。この新しい年に、国内外の厳し

い環境の中で革新を為すことができるならば、私

たちは更なる「チャレンジ」を為す体制を整えた

ことになります。

自ら変革を為すことができる大学には未来が約

束されていると信じます。

新しい年、革新を為す年、なにとぞ宜しくお願

い申し上げます。

『平成21年（2009）新年交歓会』

新しい年を迎えるにあたって
神戸大学長　　野　上　智　行

巻頭言 巻頭言 
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昨年11月27日に行われた学長選考

の意向投票では956票対623票の票差

をもって福田先生が優位に立ち、翌

11月28日の学長選考会議で審査の結

果、第13代学長に選出されました。

先生は京都大学工学部応用化学科

出身で工学博士、Ｓ45年（1970）か

ら24年間「鐘淵化学工業」（現カネ

カ）で勤務され、発酵の効率化など

多くの研究成果を治められる傍ら経

営にも参画されており、Ｈ６年

（1994）に本学工学部教授に就任されました。

「企業は時間との勝負であったが、大学では会議が多く、カ

ルチャーショックを受けた。今こそ研究と経営の“２足のわら

じ”が役立つ時」と意気込んでおられます。

厳しい大学間競争の中で生き残るため、次の重点課題を挙げ

ておられます。

１．研究分野では　従来の枠組みを超えた学際的テーマを設け

て、基礎研究に力を入れる。

２．教育分野では　学部生の学力を向上させるため、就学環境

を整備する。

３．社会貢献分野では　大学の研究が社会にどう役立つかを明

確にし、戦力的に取り組む。

４．経営分野では　執行部を出来る限りスリム化し、小さな執

行部体制とする。

と表明され、加えて平成22年度（2010）にポートアイランド２

期地区に設置される次世代スーパーコンピュータを活用した新

研究科「システム情報学研究科（仮称）」の設置も検討したい

と明らかにされています。

工学部から生まれた学長は第８代堯天義久学長に続いてお二

人目です。誠にお目出度く、栄誉のあることとお祝い申し上げ

ます。

先生の目指しておられる法人化した母校の真の改革・発展

に、先生の企業経営感覚を生かされた大学運営を切に期待して

います。

各界で活躍する卒業生群の活力が必要な時は、卒業生一同一

丸となって、大学改革に邁進する先生をバックアップしなけれ

ば成らないと考えます。

機関誌編集副委員長　島　一雄

（H21.1.1記）

第13代学長に福田秀樹教授選出される
（自然科学系先端融合研究環長）

「夢を持ち社会貢献まで考える人材を育てたい」

Ｈ21年１月13日　教育委員の互選
により委員長に現委員の森脇俊道工
学博士・神戸大学名誉教授が選任さ
れました。
任期はＨ21年１月13日からＨ22年

１月12日迄１年間。
先生はＳ43年（1968）京都大学大

学院工学研究科精密工学専攻修士課
程を修了され、神戸大学工学部に奉
職、Ｓ60年（1985）教授に就任され、
Ｈ12年（2000）から２期４年間、工

学部長として工学部発展のためご尽力を頂きました。
Ｈ19年（2007）４月に退職され名誉教授となられ、その後、

財団法人神戸市産業振興財団理事長・神戸市教育委員・摂南大
学工学部教授（工学部長）として活躍しておられ、去る１月13
日　互選の結果、教育委員長に選任されました。
誠にお目出度く栄誉あることとお喜び申し上げます。
先生の学術上の実績、熱意ある教育・お人柄は万人の認める

ところ、必ずや神戸市教育部門でご活躍されるものと期待して
います。

神戸市教育委員会とは（以下要約）
教育の政治的中立性と安定性を確保するため市長から独立し

て設置される合議制の執行機関であり、地方公共団体の行政委
員会の一つである。（他に選挙管理委員会・人事委員会・監査
委員会・農業委員会がある）
その制度は、第二次世界大戦後、従来の中央集権的な教育行

政に代わって、新しく教育行政制度をめざすものとしてＳ23年

に制定された旧教育委員法において誕生し、ついでＳ31年に制
定された「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」で改正
された。
最近では①文部科学大臣による教育長の任命承認制度の廃止

②教育委員の中から教育長を任命③教育委員の人選に当たって
年齢・性別・職業等に著しい偏りが生じないよう配慮すること
が規定される制度改正が行われた。
さらに、Ｈ20年４月から教育基本法の改正を踏まえた改正が

行われ、教育委員会の責任体制の明確化や体制の充実、教育に
おける地方分権の推進、国の責任の果たし方等について規定が
整備された。
◎　教育委員会の委員

委員は、人格高潔で、教育・学術及び文化に関し見識を
有するものの中から市長が、議会の同意を得て任命する。

◎　教育委員会の職務
学校等の教育機関の管理、教育職員等の任免、児童生徒
の入学、教育課程の編成、教科書の採択、学校給食、社
会教育、スポーツ、文化財等に関する事務を管理し、執
行する。
さらに教育委員会は法令又は条例に違反しない限りにお
いて教育委員会規則を制定することができる。

◎　互選のあと、同会議では新しい学習指導要領への移行が
来年度から始まり、年間授業時間数が増えることを受け、
市立小中学校と特別支援学校の春休みを１日、冬休みを
２日、それぞれ短縮する規則の一部改正案を承認。来年
度から現在、４月７日までの春休みは６日まで、12月25
日～１月７日の冬休みは12月26日～１月６日になる。

機関誌編集副委員長　島　一雄（H21.1.14記）

神戸市教育委員会　委員長に森脇俊道名誉教授が選任される

トピックス トピックス 

トピックス トピックス 
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神戸大学卒業生でもある山中教授が、Ｈ20年（2008）４

月８日、神戸ポートアイランドホールで催された神戸大学

入学式で、記念講演されました。了承を得て、載録します。

（まとめ・神戸大学広報室）

本日は新入生の皆さん、本当に入学おめでとうございま

す。私が神戸大学に入学したのはＳ56年（1981）、ここに

おられるほとんどの方が生まれてくる前です。そんなに自

分が年をとったのかと思うと嫌になってしまうのですが、

そう言いましても私は45歳、まだまだ若造であります。偉

そうに「こうしなさい」とは言えませんが、これまで研究

を続けてきた過程において、苦しい時をどうやって乗り越

えてきたかをお伝えしたい。それが研究だけではなく、こ

れから独り立ちして色んなことに悩み苦しむ時、少しでも

参考になればと思います。

私はスポーツが大好きなので、何でもスポーツに例えて

しまいますが、研究者生活はどんな感じか、ということか

ら始めます。中学から大学の２年生まで、柔道をやってお

りました。柔道というスポーツは、勝ち負けが非常にはっ

きりしています。試合時間は５分、長ければ10分くらいの

こともありますが、一応決まっております。私の場合一番

早い試合では、２秒で投げられて負けたことがあります。

４分58秒をどうしてくれるかと思うのですが、もう何もあ

りません。

大学２年で膝の靱帯を切りまして柔道をやめたのです

が、３年生になってよくなってくると、ラグビー部に入部

しました。ラグビーは柔道とちょっと違います。どんな強

い相手と試合をして徹底的にやられても、80分間戦い抜く

というか、80分間我慢しないとだめです。しかし、ラグビ

ーも勝ち負けがはっきりしています。現在やっているのが

マラソンです。これまでフルマラソンを４回か５回ほど走

っていますが、マラソンは勝ち負けだけではありません。

完走して自分の記録を１秒でも短縮する、そういった別の

意味があるのです。では、研究はどちらでしょうか。今、

私たちのやっているiPS細胞の研究は、アメリカの超一流

大学と非常に厳しい競争になっています。でも、これはマ

ラソンです。最後まで走り抜ける必要があります。一番に

なれなくても論文を出す、一番になれなくても特許を出す

ということです。ですから、まず皆さんに伝えたいメッセ

ージは、研究はマラソンであるということです。さらに、

人生そのものがマラソンであるということを、私は日々痛

感しています。

もう一つ、私がモットーにしている言葉があります。そ

れは「ＶＷ」の２文字。アメリカで修行をしていた時に、

研究所長だったDr.メーリーが教えてくれたのです。ビジ

ョンのＶとハードワークのＷ。目的をはっきり持って、そ

れに向かって一生懸命ハードワークする、ということです。

日本人は勤勉な国民ですから、ハードワークは得意です。

今、私の研究室に学生がたくさんおり、夜遅くまで一生懸

命実験しています。しかし、目的がはっきりしないまま、

何か知らないけど実験をしている、それで満足している、

という学生が多いのです。私自身も気を付けないと、何か

仕事をして実験をして論文を書いて忙しいと、ついつい自

分は頑張っているという風に勘違いしてしまうのですが、

ビジョンがなければ、見失っていたら、それは無駄な努力

になってしまいます。

もう一つお伝えしたいのが、私の一番好きな「塞翁が馬」

という言葉です。中国北方の城塞におじいさんが住んでお

られて、持ち馬がいなくなったと思ったら名馬を連れて帰

った。ところが、息子がその名馬から落ち、足を骨折して

しまった。やがて戦争になったが、息子は足が悪いため兵

役を免れ、命を落とさずにすんだ、という故事からきてい

ます。要するに、研究をやっていて起こるいろいろな出来

事が、いいことなのか悪いことなのかは分らない、という

ことです。

それでは、私がどうやって今に至ったかを紹介したいと

思います。私は柔道やラグビーをやっていたので、けがが

絶えませんでした。そのため大学の３年生か４年生くらい

の時に、スポーツでけがや障害を負った患者さんを治療す

る専門の医者になるんだと決心しました。ネガティブなこ

とから、自分のビジョンをはっきり作ることができたので

す。そのあたりから「塞翁が馬」という言葉を意識するよ

うになりました。大学を卒業し、関西においてスポーツ医

学に一番力を入れていた大阪市立大学へ行くことを決めま

した。最初は大学ではなく、国立大阪病院で研修医になり

講演「iPS細胞研究で学んだこと」
京都大学 iPS細胞研究センター長　再生医科学研究所教授　　山　中　伸　弥

講演載録 講演載録 
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ました。ところが、人生には大変なことがたくさんありま

す。学生時代には経験したこともなかったような人間関係

でいろいろと苦しみました。また悪いことに、その研修期

間に私は父親を亡くしました。さらに、研修医ですから指

導医の元で注射とかをするのですが、治らないけがとか病

気がたくさんあります。色々な意味で無力感の塊になりま

した。それで、スポーツ外傷を治療するという自分のビジ

ョンを、あっさりとあきらめてしまいました。では、次は

どうするか。治らない病気とか患者さんを見ていると、こ

の人を治せるのは基礎研究ではないかと思い始めました。

大阪市立大学で大学院に入り、薬理学と言う学問を始めま

した。最初のビジョンに失敗して、逃げるように行きまし

た。しかしそこで、まったく別の展開が見えてきました。

臨床医学では勝手に手術はできませんけれど、基礎医学

は自分から何でもできる。手術は下手でも研究すれば多く

の人を、簡単ではないかも知れませんが、治せるかもしれ

ない。そこで２つ目のビジョンができました。基礎研究で

頑張ることだと。４年後にアメリカに渡りました。ノーベ

ル賞をいただいた先生がたくさんいるような大学でしたの

で、非常に充実した研究ができました。その頃にiPS細胞

の研究を始めました。４年ほどいて意気揚々と帰国し研究

を開始したのですが、そんなにいいことは続きませんでし

た。周りに超一流の研究者が少ないですから、十分なディ

スカッションができない状況になり、研究者としてやって

いく自信がなくなりました。研究費もありません。半年も

続けていたら、もうだめだと、別人のようになってしまい

ました。未だにＰＡＤと勝手に呼んでいますが、「ポス

ト・アメリカ・ディプレッション」です。本当に半分鬱状

態になってしまい、とても耐えられなくなりました。

そこで何を考えたのか、家を建てようと思いました。家

を建てるとお金がかかりますから、否応なしに病院勤めを

しなければならず、それをきっかけに研究をやめてしまお

うと考えました。たった10年前のことです。土地を探し、

明日本契約するという前の日の朝になって、離れて暮らし

ていた母親から電話がありました。「お父さんが夢枕に立

った。家を建てるのは慎重にと告げられた」と言うではあ

りませんか。私も科学者ですからそんな話を信じる訳はな

いのですが、年老いた母親を哀れに思い、不動産屋さんに

１日だけ待って欲しい旨伝えました。しかし、なんとその

日のうちに、その土地は他人の手に渡ってしまいました。

これで踏ん切りがつかなくなって、どうしようと思ったと

ころに、奈良先端科学技術大学院大学が助教授（准教授）

を募集している広告を雑誌で見ました。「これが次のあき

らめる方法だ」と考えました。公募ですからコネクション

もない私が採用される訳はないし、今度こそ基礎医学を諦

めようと。ところが応募すると、驚いたことに採用となり

ました。あの時父親が母親の夢枕に立たなければ、間違い

なく研究はやめていましたから、これも「塞翁が馬」だと

思います。

この大学はアメリカの状況に近く、施設だけでなく、す

ばらしい研究者がおられます。そこで先ほどのＰＡＤとい

う病気をなんとか克服して、もう一度やってみようかと思

うようになりました。研究者としては一旦死んでいるので、

どうせ神様が何かの気まぐれで研究の場を与えてくださっ

たのであったら、何か他の人がやらないような、難しい研

究をしようと。それで始めたのが、今回の皮膚の細胞から

iPS細胞を作る研究です。それからは、辛い時期は必ずい

つか、いいことになるのだと思うようになりました。

神戸大学の4年や6年はあっという間に過ぎてしまいます

が、後で後悔しないように存分に学生生活を堪能してくだ

さい。それが私からの最後のメッセージです。

■山中伸弥教授略歴

Ｓ37年（1962） 大阪府生まれ

Ｓ62年（1987） 神戸大学医学部卒業

Ｈ５年（1993） 大阪市立大学大学院医学研究科修了

University of California, San Francisco,

Research Fellow

Ｈ８年（1996） 大阪市立大学医学部助手

Ｈ11年（1999） 奈良先端科学技術大学院大学助教授

Ｈ15年（2003） 同教授

Ｈ16年（2004） 京都大学再生医科学研究所教授

Ｈ20年（2008） 京都大学iPS細胞研究センター長

iPS細胞

さまざまな細胞や組織に分化する能力を持つ多能性幹細

胞。体細胞に３～４個の遺伝子を導入して作りかえる。山

中教授らが皮膚細胞から作製することに世界で初めて成功

した。傷ついたり病気になったりした細胞を作り直す再生

医療の実現に近づくと期待されている。

講演の詳細は神戸大学ホームページでご覧になれます。

http://www.kobe-u.ac.jp/info/messages/

m2008_04_08_yamanaka.htm
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宮　：本日はお忙しいところ、お時間をいただきましてありが

とうございます。ＫＴＣでは「変貌する神戸大学」として学内

の新しい状況を紹介させていただいております。この度、学生

の就職を支援されている「神戸大学キャリアセンター」につい

てお話を伺いに参りました。

内田先生：発達科学部にはキャリアサポートセンター、国際文

化学部にはキャリアデザインセンターというのがあり、紛らわ

しいのですが、我々の方は「キャリアセンター」と言っており

まして、全学的な立場から１年生から、場合によっては第２新

卒まで幅広く支援しています。ガイダンス等や企業情報の提供、

個別相談等を通じて、キャリアデザインへの意識喚起、進路選

択や就職活動の支援を行うとともに、優れた人材の輩出を目指

して活動しています。

＜キャリアの定義＞

山本：まず「キャリア」という言葉の定義ですが、一般の人に

はわかりにくいと思います。キャリア組とノンキャリア組とい

うのがありますが、その「キャリア」とは意味が違いますね。

内田：それはまったく違います。全学キャリア科目という授業

がありまして、その初回に配った資料の中にその「キャリア」

の語義があります。「働くこと」は今日では職業生活以外にも、

ボランティアや趣味などの多様な活動が含まれますから、

「個々人が職業生活、家庭生活、市民生活等の全生活の中で経

験する様々な立場や役割を遂行する活動」として、幅広くとら

える必要があります。そしてキャリアはそうした多様な活動の

積み重ねということができます。ただし、大学での就職支援の

観点から言いますと焦点が絞りにくいので、さし当たって就職

ということになるのですが、内定して卒業後の職業が決まって

その先がどうなるか、ということがあります。内定はゴールで

はなく、むしろそこからキャリア形成が始まるといってもいい

のです。

山本：人生の経歴、歩んでいく道をどうするのかを考えるとい

うことですね。

内田：そういうことです。その考えが強くなってきたのは、終

身雇用や年功序列ではなくなり、「７・５・３」と言われるよ

うに大学生でも３年経てば３割が辞める時代になってきたから

です。そんな中で学生には、しっかりとした人生観や価値観、

そして職業観を持って社会に出てほしいという考え方になって

きました。そこで、３年生になってから就職を考えるのではな

く、１年生の時から将来の仕事に関して夢や目標を育み、そこ

から自分を知り社会を知って職業（企業等）選択をした方が望

ましいのです。新入生対象に、入学式の前に保護者も含めてキ

ャリアガイダンスをやります。最初は少なかったのですが、今

は400人ほど参加者があり、今年は文系・理系・保護者を分け

て３つの会場でやりました。受けてよかったという感想も多い

です。

宮　：大学で勉強する際に、それを目標とするかしないかでは

全然違いますね。

内田：そうです。昔は大学への進学率が低くて、入学した時に

「自分は最高学府に来たのだ」という良い意味でのエリート意

識や社会に対する責任感があったので、勉強もしますし、就職

に対する意識も高かったのです。ところが今は大学への進学率

が50％を超えていますし、大学を選ぶ時も偏差値で選んでしま

いますので、「こういうことを勉強したい」とか「将来こうい

う仕事がしたいから神戸大学へ来た」という学生がそれほど多

くないのです。そこで授業として全学キャリア科目というのを

やっているわけです。テーマとして「職業と学び――キャリア

デザインを考える」を掲げています。

宮　：単位を与えて授業としてやるわけですね。

内田：ええ。社会の各分野で活躍されている卒業生の方々のお

話を聞くという授業です。実際に現場で仕事をされている方々

のお話は、学生たちにも印象深いものですから非常に効果的で

す。目的の一つは将来のキャリアデザインを考えることです。

かつては企業が社員のキャリアを管理していましたが、現在は

個々人が自らのキャリアを管理する時代ですね。企業は節目ご

とに研修や機会を設けて「あなたはどうするか？　子会社へ行

くか、それとも管理職になる為の試験を受けますか？」といっ

たように問いかけます。したがって常に自分はどうするのか、

どうなりたいのかを考えなければなりません。入社したら企業

が何とかしてくれるという時代は過ぎたと思います。

宮　：何年か前の学内講演会でオムロン副社長の明致親吾様の

お話にもありました。

山本：本人の自主性を重んじて、自分のやりたいことをやらせ

てくれる企業へ行きなさいというお話でしたね。

取材　K T C 副 理事長 山本和弘
機関誌編集委員長 宮　康弘

『神戸大学キャリアセンターってどんなとこ？』

―― 学生の就職活動をサポートする“神戸大学キャリアセンター”を

センター長内田正博 教授 に聞く――
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内田：ただ、自主性と言いましても何でも自由にできるという

わけではありませんね。やはり企業内でも制約があります。

山本：マッチングするように自分をコントロールしなければい

けません。

内田：最近では合併して企業風土が変わる場合もありますか

ら、その時に慌てない様に「自分はこうだ」というぶれない軸

を持つ必要があります。日本企業には社員を大事にし、社会に

対してもしっかり配慮する意識を持った企業がたくさんありま

す。そういうところは長続きしますが、長寿企業が一番多いの

は日本だそうです。近江商人の「三方よし」がよく例にあがり

ますが、自分にとってもお客さんにとっても、さらに社会にと

っても良いことをするという考え方ですね。

山本：私の出身企業でも「世のため人のため、はたまた我がた

め」という言葉がありました。自分を犠牲にしないで、一緒に

成長していける企業を目指しているわけです。

内田：全学キャリア科目の講師になってくださった元ホンダの

萩野道義様も良いことを言われています。「目的を履き違えて

はいけない。金持ちになることは目的ではなく手段であり、金

持ちになって何をするかが問題なのだ」と。

この授業はアカデミックなことを伝えるのが目的ではなく、

自分たちが勉強していることは将来のキャリアデザインのた

め、自分づくりのためだと感じてくれればいいのです。いわば

大学が本来提供している教育をしっかり学ぶための動機付けの

役割ということになるでしょうか。

宮　：結局、そのあたりを理解すれば、専門知識を勉強する気

になるということもありますね。

山本：内田先生が今いいことを言われました。自分づくりのた

めの勉強ということです。それは就職だけに役に立つものでは

なくて、将来の自分づくりのための勉強だという考えになって

くれれば、キャリアセンターの役目も果たせますね。

内田：今、就職活動のひとつのキーワードとして「自己分析」

ということがよく言われています。自己分析とは自分とは何か

を知ることですが、それが分かって初めて自分にふさわしい職

業を見つけることができるわけです。ところが自己分析という

と過去の自分を掘り起こすようなイメージがあるようです。

山本：分析というからにはスケールが要ります。自己分析しよ

うとしても自分にスケールが無ければできません。自分がどこ

まで成長しているかわからないわけです。ですからそのスケー

ルを作ってあげることも重要です。

内田：そうです。ただ、自己分析という言い方が就職活動で一

般的になっているのは自分を知ることが大事だという意味であ

って、別の言い方をすれば自己認識といってもよいのですが、

学生は非常に固く捉えて抵抗感があるようです。過去の自分を

掘り起こすのは何のためかと言いますと、その延長上で将来の

自分を創り出すためであって、大事なのはやはり自分づくりで

あるということです。自分づくりをするための自己分析だとい

うことを、学生に言っています。

山本：自己分析にこだわるのですが、それは他人と比べてとい

うことではないのですか？

内田：それもあります。どうしたら自分を知るかと言いますと、

自分と違う存在と触れ合うことですね。学生でいえば、他学部

の人や異年齢のしかも世界が違う社会人などです。異なる価値

観や異文化と触れ合うことで、自分というものを形づくってい

くわけですね。それが無ければ自分を知るということにならな

いと思います。異文化や他者との出会いを通して人は成長する

のです。

山本：「あの人はすばらしい人だが、あの人のようにはなれな

い」と諦めてしまう人もいます。

内田：しかし少なくともその時点で、そんなすばらしい人がい

ることがわかっただけでも成果があったと思いますよ。いろん

な人を知って、自分のモデルになるのはどういう人かというの

を考えることが大事です。ゲーテが「外国語を知らない者は、

自国語も知らない」と言っていますが、言いかえれば「他人を

知らない者は、自分も知らない」ということです。せっかく大

学という環境へ来たのですからいろんな人、先輩・同級生・教

員等と触れ合う中で世界が広がるし、キャリアデザインにとっ

ても大きなヒントが得られると思います。キャリアの話から話

題が広がりましたが、キャリアとは中央官庁のエリートを意味

するものではなくて、職業を中心とする人生の歩みというのが

今の一般的な考え方です。キャリア論で有名な経営学部の金井

壽宏先生はキャリアを轍（わだち）に例えて、「轍を見ればど

の方向へ行くのか予感することができる」と言われています。

＜活動状況＞

内田：キャリアセンターの活動としては、まず３年生に対する

全学就職ガイダンスがあります。

宮　：３年生からは頻度が増えてくるわけですね。平成20年度

は第16回までの予定になっています。

内田：16回といっても実質的には25回以上になります。例えば、

12月開催の第15回全学就職ガイダンスは３日間にわたって計

120社が参加するものですし、さらに２月の第16回などは６日

間にわたって計180社が参加するイベントですが、それぞれ１

回と数えたりしているからです。この他に、１年生対象の全学

キャリアガイダンスが年１回、２年生対象は年２回あります。

宮　：６月と10月になっていますね。

内田：また神戸大学の外国人留学生も1000人を超えました。政

府も全国で留学生を30万人に増やす計画ですし、日本で働きた

いという人も増えてきました。そこで留学生対象の就職ガイダ

ンスも行う必要が出てきました。「グローバルキャリアセミナ

ー」として留学生センターの主催でやりますが、キャリアセン

ターも共催しています。

山本：それらのガイダンスは自由参加ですか？

内田：そうです。前述の全学キャリア科目は授業ですが、それ

以外は自由参加です。まず１、２年生対象の全学キャリアガイ

ダンスですが、数年前に実施したときは出席者わずか３名でし

た。それが去年74名となって主催した自分たちが驚き、さらに

今年の６月は113名、10月は180名になりました。ニーズがどん

どん高くなっています。

宮　：それだけ意識が高まってきたのですね。

内田：それは、１年生対象のガイダンスや全学キャリア科目の
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効果もあると思うのですが、米国の金融危機からの不安感が影

響しているのかもしれません。

宮　：２年生ガイダンスは、講師等協力がエン・ジャパン（株）

さんになっていますが…。

内田：センターが企画運営のすべてを自前で実施する行事もあ

りますが、ガイダンスの多くは、センターから日程と各ガイダ

ンスの大枠や性格を就職情報会社に提示し、各社に入札してい

ただいて、こちらで選ぶということになります。

昨日（10月27日）の２年生ガイダンスは、最初に私がご挨拶

してからエン・ジャパンさんの講師に短い講演をしていただ

き、その後企業内定者２名と公務員合格者１名の４年生にパネ

ラーになってもらってディスカッションしました。２年生が聞

いているのですが、フロアから結構活発な質問が出ましたよ。

かなり意識が高いと感じました。

宮　：すぐ上の先輩がどういう経過を辿って内定に至ったかは

興味があるでしょうね。

内田：参加した学生とそうでない学生とは差がありますね。

宮　：それは差が出るでしょうね。

内田：３年生・修士１年生対象の全学就職ガイダンスになる

と、参加者は300名以上になります。10月８日は450名、10月18

日は880名でした。やはり去年より多いですね。徐々に不況に

なりつつあるという予感があるのかも知れませんが…。

宮　：３年生は就職が間近なので、関心は高いですからね。

内田：このように就職ガイダンスをやっていますが、個人相談

も重視しています。３年生だけでなく、学部１、２年生や院生

の個別相談も増えてきました。

宮　：例えばどのような相談ですか？

内田：「夢を持てと言われても分かりません。どうしたら夢を

持てるのですか？」といった初歩的なものもあります。

山本：どんな質問をしたらよいかが分からないのでは？

内田：それでも大歓迎だと言っています。

山本：話を聞いても自分で意識できずに、ただ聞いただけで満

足してしまうのですかね。

内田：最近時々あって問題なのは、本人ではなく保護者が相談

に来られることです。もちろん、それ自体悪いことではないの

ですが、本人にもぜひ来させてくださいと言うと、子供は忙し

いから来れないとおっしゃったりすることもあるのです。しか

し、それでは永久に内定は貰えません。親に言われた企業を受

けているだけとしたら、肝心な自己分析ができていないという

ことです。「自分はこういう人間だからこういう仕事がしたい」

というふうに考えたり、自己表現するプロセスが欠落している

からです。私が言いたいのは、学部に関係なしにそういう学生

が増えてきているということです。ですから１年生のときから、

キャリアガイダンスをやる必要があるのです。キャリアセンタ

ーや各就職支援組織だけではなくて、各学部の先生方もそうい

う学生が入ってきているということを自覚して教育にあたって

いただきたいと思っています。ご自分の専門を教えるだけでは

なく、学生が何を考えているのか、もっと関わっていただきた

いと思うし、それに応じて教育していただくことが必要だと思

います。できれば１人ひとりの教員に、自分の担当している学

生の出口に関心をもってもらい、学生との間で進路に関する話

題をもっと取り上げていただきたいと願っています。

宮　：１年生の全学キャリアガイダンスで、参加した学生と親

御さんに今のお話をされたらいかがでしょう。

山本：そういうのに参加される親御さんは分かっておられると

思います。

内田：それは言えますね。時代の変化を感じておられるから、

参加されるのでしょうね。学生が企業へ行きたいと思っている

のに公務員を目指すように言ったり、中小企業だといい顔をし

ない親御さんがおられます。大企業がいいかどうか分からない

時代ですから、学生の選択を大事にしてほしいですね。

山本：理系を出て人事部の仕事をしている人も、結構おられま

す。

宮　：経営者になれば人をどう使うかとか、人とどういう話が

できるかということばかりですからね。

内田：キャリアに関する問題は、社会的な背景とともにきわめ

て個人的な事柄でもあるので、大多数対象のガイダンスの充実

と同時に個別相談を重視しています。キャリアセンターになっ

てから、キャリアアドバイザーを従来の４人から５人体制にし

ました。また、キャリアセンターの活動として忘れてならない

のは、インターンシップの受付もあります。

＜組織＞

内田：学内で個人相談をやっている組織は、本キャリアセンタ

ーを含めて４つあります。六甲台就職情報センターは６人の凌

霜会の人たちが相談に当たっています。発達科学部のキャリア

サポートセンターに専任の相談員が１人。それと今年から就職

相談に応じるという体制を取られたＫＴＣです。

ところで、神戸大学の就職支援体制についてですが、他大学

と比べてもかなりユニークな特色があります。一言でいえば、

それはネットワーク型就職支援体制といってもよいでしょう。

就職支援やキャリア教育を行っているのは、キャリアセンター

だけではありません。先ほど、ガイダンスの回数を約２５回と

いいましたが、それはキャリアセンター主催行事の数にすぎま

せん。実は、神戸大学において開催される就職ガイダンス・セ

ミナーの数は年間およそ150以上にも上ります。その数は、キ

ャリアセンターを初めとして各学部就職委員会や生協を含む数

多くの学内諸団体が独自の就職支援行事を提供しているところ

から生まれたものです。しかも、それらはバラバラに活動して

いるわけではなく、お互いに連携して情報の共有を図りながら、

神戸大学の学生のために効果的な就職支援活動やキャリアサポ

ートを展開しています。このような神戸大学のやり方は、強力

な中央組織としての就職部やキャリアセンターを有する他大学

とは異なり、ネットワーク型就職支援体制ということができま

す。

このネットワークは、キャリアセンター、各学部、生協、

job-naviや六甲台学生評議会（ゼミ幹）の学生団体、各学部同

窓会、東京オフィスなどから成り、それらの各組織は、各々自

分たちのニーズを踏まえた独自の行事を企画・開催しながら、

そうした行事等の支援活動を互いにシェアし合っているので
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す。したがって、各学部生や各研究科の院生は原則としてどの

団体の行事にも参加できます。

各学部（各研究科）といいましたが、神戸大学で面白いのは、

必ずしもすべての学部に就職委員会があるわけではないという

ことです。例えば、私の所属する国際文化学部・国際文化学研

究科には「キャリアデザインセンター（ＣＤＣ）」という名称

の就職委員会があります。そのようにほとんどの学部には就職

委員会があるのですが、経済・経営・法学部には就職委員会が

ないのです。工学部にもそうした就職委員会はありません。

山本：分けて考えなければいけないのは、教員が関わっている

就職委員会と同窓会がやっているものがあるということです。

内田：いま私が申し上げたのは教員による就職委員会のことで

す。ただ、教員による就職委員会がないからといって、それら

の学部が就職支援に関して何もしていないわけではありませ

ん。経済・経営・法学部には「六甲台就職情報センター」があ

り、同窓会である凌霜会のメンバーが個人相談やイベント開催

など、就職支援に活躍してくださっています。また、学生自身

もがんばっており、六甲台学生評議会（旧ゼミ幹）は毎年約70

社も呼んで業界セミナーを学生だけの手で開催しています。工

学部はご存知のように、ＫＴＣがかなり大規模な合同企業セミ

ナーや個人相談などもしておられますし、学科や研究室単位あ

るいは教授個人が携わっておられます。

教員による就職委員会と同窓会その他の組織は、厳密にいえ

ば大学側から見た場合にオーソライズされているかどうかの違

いはあるのですが、ネットワーク上では差別していません。教

員による就職委員会があるかどうかはさしあたり問題ではあり

ません。それは、その学部の事情や必要性の違いによるからで

す。肝心なことは、だれが担当するかはともかく、神戸大学に

おいてはすべての学部においてしっかり就職支援活動が行われ

ているということです。

例えば、国際文化学部は新しくできた学部ですから、卒業生

もいないし教員がやらざるをえないところから、教員による就

職委員会が生まれたという事情があります。

宮　：教員の方々が関係するので、開催時

間が授業時間帯でも苦情が出ないのです

か？ＫＴＣ主催の場合は午後５時以降でな

いと授業の妨げになります。

内田：それは文系と理系の差の方が大きい

でしょうね。文系の場合は実験等がないの

で、時間が空いている人が参加すればいい

ということでやっています。理系の学生の

場合は３、４年生になってもかなり授業が

詰まっていますから、その授業の妨げにな

ると言われる先生がおられるわけです。文

系の場合は３年生になると時間が少し空く

のです。４年生になると授業がそれほどな

い学生も出てきます。ですから就職活動に

比較的時間が取れますし、その後は卒論で

がんばることができます。ネットワークが

始まったころはその問題があって、３時頃

から理系のためにスケジュールを組んだところ苦情がきまし

た。ですから今は、理系は午後５時からやろうということにな

っています。

面白いと思いますのは、キャリアセンターを中心とする就職

支援ネットワークが、大学から見てオーソライズされていない

ボランティア組織にもかかわらず、大学がある意味で認知して

いる点です。２年前のことですが、受験生向けの進学説明会の

時のパワーポイントのスライドに、私たちのネットワーク図や

活動内容が紹介されていて、びっくりしたと同時に嬉しかった

ことを覚えています。ただし、このネットワークは大学の委員

会組織には入っていません。キャリアセンターは2007年６月に

できましたが、ネットワークはすでに2002年から存在していま

した。きっかけは、その年の秋にjob-naviという学生による就

職活動支援組織が誕生したことです。当時は厚生課と発達科学

部、国際文化学部の３つだけが就職支援をやっていました。そ

こにjob-naviが加わることになったので、せっかくやるのだか

らお互いに情報を共有化しようということで、ホームページに

各組織の行事を集約したイベントカレンダーを作ることになっ

たわけです。その後、今のように組織や団体がどんどん増えま

したが今年、留学生センターが加わってくれました。神戸学術

事業会は初めから参加してくれていましたし、ＫＴＣもかなり

早くから参加されていました。

山本：ＫＴＣはjob-naviを応援するために始めたのですよ。今

は事情が変わりましたが…。

内田：ＫＴＣは前にもましてがんばっていただいています。神

戸大学の良さだと思うのですが、キャンパスが分散していると

いうことも相まって、各団体・各学部がそれぞれのニーズによ

り自主的な活動をどんどんやって、しかも情報を共有するなど

お互いに協力し合っています。そして、このキャリアセンター

の役割で最も重要なのは、ハブ組織としてネットワークの連携

と強化に貢献することです。

山本：お互いの情報を共有するまとめ役になることですね。

内田：そういうことです。実際にメーリングリストによる意見
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交換会があり、そこでは情報の共有や意見交換を行っています。

例えば、昨日ですが学生のニュースネット委員会から取材申し

込みがありまして、米国に端を発する金融危機が就職活動にど

のように影響するか、具体的にはどの業種が縮小するか、学生

からそういう相談があるか、などの質問が事前に４つほどあり

ました。それをその意見交換会のメーリングリストに投げます

と、すぐに多くのレスポンスが返ってきました。

全学のガイダンス計画は年度初めの４月より前に決めます

が、いち早く意見交換会へ情報を流して、それとバッティング

しないように他団体に予定を組んでいただきます。その時にも

メーリングリストやイベントカレンダーが役に立っています。

あと、『Future！』という就職情報紙がありまして、本年度

からキャリアセンターと生協が共同発行しています。キャリア

センターがなかった時は生協だけで発行していたもので、ネッ

トワークやキャリアセンターが情報提供し生協が企画・編集し

ており、全学の各組織の情報を載せています。もちろんＫＴＣ

の就職支援活動も載ります。

山本：11月号に載せるということで、私も原稿を書きました。

内田：そうですね。こういうものを出してくれている点からも、

大学生協の存在は非常に大きいのです。

宮　：昔から学生の要望があったのでしょうね。

内田：分かりませんが、2002年のネットワークの発足時にjob-

naviが、こういうことをやりましょうと言ってきた時から、生

協も仲間になってもらってやってきました。オーソライズされ

てはいるが建前でつくられた委員会というのは往々にして前に

進まないことがありますね。なぜかと言いますと、教員の仕事

は教育と研究だから委員会はついでだと思っている人が単なる

ローテーションで委員になると、それほど前向きに一生懸命や

っていただけないことがあります。しかし、このネットワーク

には学生のキャリアや就職支援に対して熱い気持ちを持った人

たちが集まっています。ここには、学生のキャリア支援という

目的のために連携できる人たちに居てほしいと思いますね。最

近の組織論にあるそうですが、縦割りのオーソライズされた委

員会があり、その横から並行に入っていく組織があれば活性化

していくというのを聞いたとき、このネットワークは正にそれ

だなと思いました。神戸大学のモットーとして「真摯、自由、協

同」というのがありますが、それぞれの組織が真剣かつ自由に

独自のプログラムを立ち上げながらも、お互いにそっぽを向か

ずに協力し合い、全体としては一つの目的に向かって進んでゆ

く、というあり方が神戸大学にとって一番よいと思っています。

宮　：神戸大学らしいかも知れませんね。

内田：神戸大学には就職支援に関して元々強力な中央組織がな

かったために、各学部やその他組織が自助努力をしなければな

らず、やむなくこうしたネットワーク型支援体制になったとも

いえるのですが、しかし今となっては、潜在的にかなり先進的

な性格をもつことにもなりました。先ほども言いましたが、各

学部において自分たちの専門教育とキャリア教育やキャリア支

援は密接に結びつくはずです。キャリアに関することは何でも

キャリアセンターに任せればよいというものではなく、例えば

海運業界、船舶、船員、魚群探知機メーカーなどは、海事科学

部が抑えておくべき領域だろうと思います。たしかに、商船大

学が前身であった海事科学部では、学生たちの将来のキャリア

を見据えながら自らの専門教育を行うことは当然のように行わ

れてきたと思います。実際、専門教育の延長にあって、海事科

学部の就職支援活動は非常に活発です。工学部もまたそうした

傾向の強い学部だと言えるでしょう。

もちろん学部によって程度の差こそありますが、しかしどの

学部においても、少なくとも自分が預かった学生たちの出口を

考えながら教育をやっていただきたいと願っています。その上

で、キャリア支援に関するハブ組織としてのキャリアセンター

は、そういった情報を共有してそれを全体に提供するとともに、

学部横断の汎用性のあるガイダンスやキャリア教育を展開する

ということになります。キャリアパスを念頭におきながら自ら

の専門教育を行うこと、このことは今大学が社会から求められ

ていることの一つですが、神戸大学のネットワーク型支援体制

はそうした可能性を秘めているといえるでしょう

＜卒業生に望むこと、及び今後の課題＞

内田：キャリアセンターとしましては同窓会や卒業生との連携

を強化したいと思っています。色々な卒業生情報をもっといた

だきたい。例えば、全学キャリア科目などにおいて学生が元気

になるような話のできる人などの情報です。神戸大学を出たこ

とに誇りを持ち、そこで培われた人的ネットワークが非常に役

に立ったと思い、なおかつ自分の仕事に誇りを持っておられる

方であれば、仕事内容は問いません。ヒューマンリソースとい

う面で、同窓会というのはきわめて豊富ですね。またＯＢ・Ｏ

Ｇ訪問を受け入れてくれる卒業生のリストがあればと思いま

す。そして時々ホームカミングデイなどに神戸大学に来ていた

だきたいですね。

最後に一つ、これは今後の課題ですが、外国人留学生、院

生・ポスドク、さらに卒業生に対する就職支援です。一部は少

し実現しているものもありますが、今後はこうした課題に取組

んでいきたいと考えています。

宮　：分かりました。それではお忙しいところありがとうござ

いました。

（取材　2008年10月28日）

もっとよくお知りになりたい方は下記のホームページをご参照

ください。

キャリアセンター関連

http://www.kobe-u.ac.jp/campuslife/employment/index.htm

全学キャリア科目

http://ccs.cla.kobe-u.ac.jp/committee/EC/zkamoku08.htm

ネットワーク型就職支援

http://ccs.cla.kobe-u.ac.jp/committee/EC/uninetwork.htm

イベントカレンダー

http://seagull.coop.kobe-u.ac.jp/recruit/calendar.html

神戸スタイルのキャリア支援

『KOBE university STYLE』第10号　p.5－12

http://www.kobe-u.ac.jp/info/magazine/style/index.htm
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司会　森崎輝行（KTC副理事長）：皆さん、本日は多数お集

まりいただきありがとうございます。ただ今から平成20年度学

内講演会を開催させていただきます。まず最初に多淵敏樹

KTC理事長からご挨拶をさせていただきます。

多淵敏樹理事長：KTC理事長を仰せつかっている多淵です。

今日はＳ50年に第１回目として開催された学生対象の学内講演

会の31回目になります。学生諸君にとっては大先輩である川崎

重工業（株）社長の大橋忠晴様に、お忙しい中特別に講演をお引

き受けいただきました。世界が大きく変動している中で、大会

社の舵取りをされている大橋大先輩からお話しいただいて、こ

れからの参考にしていただければと思います。それでは早速講

演をお願いしたいと思います。

司会：先に大橋様のご略歴をご紹介しします。

～（ご略歴はKTC機関誌67号裏表紙をご覧ください）～

それではご講演をよろしくお願いいたします。

大橋忠晴氏：

皆さんこんに

ちは。本日は

母校である神

戸大学でお話

しさせていた

だけるという

ことで、光栄

に思います。

実は昨年１月

に東京で開催

されました神戸大学東京フェアでは、「21世紀を生きる重工業

として目指すもの」というタイトルで基調講演をさせていただ

きました。その講演の中で、つぎのようなことをお話ししまし

た。

＜はじめに＞

19世紀の終盤に産声をあげた日本の「ものづくり」は、わが

国の旺盛な近代化の波の中で20世紀を通して加速度的な発展を

遂げ、インフラを担う産業も消費財産業も世界でも類を見ない

急激な成長を遂げてきました。そして、バブル経済の崩壊を20

世紀の置き土産にして、本格的なグローバル世紀である21世紀

を迎えました。

さらに地球の資源・エネルギー・環境の観点から先進国や新

興国、発展途上国が調和を持って成長を遂げて行くために、今

後、資源・エネルギー小国であるわが国が20世紀の高度成長期

に培った世界最高水準の省エネ技術、環境負荷軽減技術、環境

保全技術あるいは製品を駆使して、世界に貢献する時が到来し

たと申し上げました。

そして21世紀に生きる企業としては、このような社会貢献と

収益を両立させて、企業価値を向上させて行くことが重要であ

ると申し上げ、当社が進めているいつかの実例をご紹介しまし

た。それが前回の講演の要旨です。

早いもので、その講演から２年近くになりまして、私も社長

業４年目を半ば過ぎたところです。この度の演題は、前回の講

演の延長線上にあるお話です。「ものづくり」の会社として目

指すものは２年前と変わらないのですが、昨今世界はものすご

いスピードで変化しており、また予期せぬことが次々に起こっ

ています。中でも、米国のサブプライム問題に端を発する金融

危機は、金融・株式市場のみならず、世界経済に多大な影響を

与えています。その影響は、「ものづくり」である我々製造業

にも深く及んでおりまして、現在のものづくり産業に最大の危

機をもたらそうとしているように思えてなりません。

例えば資材費、電力・燃料代などの製造業にとって基本的な

条件までもが、実体経済から離れた金融本位で決まる傾向が強

くなってきているからです。

また環境問題を巡りましても、規制強化が議論されている一

方で、CO2排出量取引などが検討されており、環境分野にも金

融が入り込もうとしています。

ものづくり産業にとりましては、このように世界的かつ急激

に変化して行く中で、いかにして直面する危機を克服し、持続

的な成長を図って行くかが喫緊の経営課題となっています。本

日は日本のものづくり産業の一員として、これらの問題にどう

対処して行こうとしているかお話ししたいと思います。

＜日本の「ものづくり」の近代化＞

まず日本のものづくりの近代化というのを、お話のベースと

して要約したいと思います。日本のものづくりの近代化は、19

世紀の後半から始まります。ちなみに当社は1878年に東京の築

地造船所を川崎正蔵が創業いたしまして、1896年に株式会社川

崎造船所を設立しました。初代社長は松方幸次郎です。それ以

降、造船が110年余り経っておりまして、車両が100年余りにな

ります。さらにここから汽船、製鉄が分離していきました。日

本の近代化の中で、明治政府の保護を受けながら国家の基幹産

業として成長を開始したわけです。

つぎに20世紀の後半には、日本のものづくりは加速度的に発

展を遂げました。戦後の焦土からの復興もそうですし、その後

の1950年代半ばからの本格的な日本の高度経済成長の過程にお

いても、日本経済とともに重工業は大きな成長を遂げてきたわ

けです。

しかしながら、1973年秋の第四次中東戦争を契機とする第一

次石油危機、1978年秋のイラン革命を契機とする第二次石油危

機が起こります。その後1985年のプラザ合意があり、円高が進

行し始めました。１ドル240円位であったのが年末には200円に

なり、それ以降も円高傾向が続きます。それ以来、日本の輸出

『資源・エネルギー・環境新時代のものづくり』

講演者：川崎重工業（株）代表取締役社長　大橋　忠晴氏（M⑰）
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産業というのはこの円高と戦いながら、改革を進めてきました。

そして1980年代終わりから90年代初めのバブル経済が崩壊、そ

の後の長期低迷を契機として、企業は必死の構造改革に取り組

み、幾多の困難を克服してきたわけです。

また、その間に一方ではグローバル化が進み、国際的な経済

障壁が下げられました。ビジネスのグローバリゼーションがあ

らゆる分野で拡大し、それがいま新興国へも拡がっています。

このグローバリゼーションが日本のものづくり産業の持続的

成長に対して、非常に大きなプラス効果を生み出したと言えま

す。そして今日も日本のものづくり産業はこのメリットを十分

に享受しています。当社の例で申しますと、全体で１兆５～６

千億円の売上の内の55～60％が海外売上ですから、世界を見な

がら経営を進める時代に入ったということです。

このように、21世紀は本格的なグローバル化の世紀でありま

すが、どのようなものをもたらしたかと言いますと、１つ目は

経済国境の消滅であります。その象徴として今やEUの加盟国

は27カ国です。その中のユーロ通貨圏は15カ国まで増えている

わけです。米国市場の約３億２千万人に対して、EUは４億人

を超えました。１つ１つは国家ですから国境があります。しか

し経済圏として１つのグループをなし、共通の通貨を使ってい

ます。

また、アジアの例で言えば、台湾海峡を挟む台湾と中国との

間には経済的な国境はすでにありません。

グローバル化がもたらした２番目としては、企業の国籍が希

薄になってきたということです。企業が国籍を選択する自由度

が増大してきました。ビジネス上の有利性を求めてスイス、シ

ンガポール、最近ではドバイ首長国などへ、企業の本社が移動

するという例があります。９月に世界銀行グループが起業、融

資、納税などの項目で、どこの国がビジネスをやり易いかのラ

ンキングを発表しました。１位がシンガポール、２位ニュージ

ーランド、３位米国で12位が日本でした。

さらに、「ものづくり」の事業展開で言えば、世界は垂直分

業から水平分業へと移行しまして、さらに工程分業へと移行し

ています。どういう意味かと言いますと、マーケティング、フ

ァイナンス、技術開発、部品製造、組立など、それぞれが世界

の最適地で分業する時代が来たということです。これを国際工

程分業時代と呼んでいます。好例として当社が参画しているボ

ーイング787は、70％位がカーボン複合材で軽量化を図ってお

り、それぞれの部位を米国、日本、イタリア、オーストラリア、

イギリス、韓国などに分けてつくっています。

このようにグローバル化を見て参りますと、日本のものづく

り産業の近代化が、19世紀の終わりから始まって、わずか100

年と少し、戦後からも60年余りの間に急速な進歩を遂げてきた

ことになります。ものづくりに限らず、この21世紀はあらゆる

分野のグローバル化が続いて行くのではないかと推測しており

ます。

＜資源・エネルギー新時代の到来＞

そのようにグローバリゼーションが進化していく21世紀にお

いて、「資源・エネルギー新時代」の到来と言われています。

その構造はどのように形成されているのかについて、少し考え

てみたいと思います。昨年来くすぶり続けていた米国の住宅ロ

ーンを織り込んだ金融派生商品の不良債権化に起因する危機

が、今年９月のリーマンブラザーズの破綻をきっかけにしまし

て、ついに金融危機へと大きく動きました。

昨年（2007年）の８月にサブプライム問題が表面化し、この

問題の先行きへの不透明さが増すにしたがって、世界の原油価

格をはじめとする石炭、LNGなどのエネルギー価格が高騰し

ました。また、鉄鉱石をはじめとする鉱物資源価格の高騰にと

もなって、鉄鋼をはじめ金属素材の価格も高騰しました。さら

には、トウモロコシなどバイオマス燃料の原料となる農産物の

価格まで上昇しました。

何故こういうことが起こるのか。元々、新興国の需要を反映

して上昇傾向にありましたが、サブプライム問題の表面化以降、

高騰率は尋常ではない数字でした。現在、戻りつつある現状を

見ると、この度の高騰は、ものの経済的な需給バランスや付加

価値評価といった産業資本主義の原理・原則とは違った価格暴

騰スパイラルに陥ったと考えるのが妥当ではないかと考えま

す。さらに最近の、各国による資源・エネルギーの囲い込みや

資源産出国の供給制限などの動きを見ますと、資源・エネルギ

ーの高騰が危機感を煽り、資源ナショナリズムに火をつけて、

高騰スパイラルを加速させたようにさえ思えます。

こうした一連の経緯を見ていきますと、先行き不透明なサブ

プライム危機により世界の金の流れが金融市場原理によって、

株式市場から資源やエネルギー、果てには食料へと移動し、世

界の株価の連鎖的暴落と原油・石炭・鉄鉱石などの価格の投機

的高騰を生み出した、との説は説得力があります。

思えば20世紀終盤では、10年周期でバブルとその崩壊サイク

ルが繰り返されています。まず1987年のブラックマンデー。世

界中で株価が暴落しました。それから1997年のITバブル崩壊

と東アジア通貨危機。そして2007年に米国サブプライムローン

問題が深刻化して、８月に世界同時株安が起こりました。その

原因は、「世界の金余り」現象、つまり必要以上のお金が動い

ていたことにあるらしいのです。

需給のバランスや付加価値を正当に評価した上での、緩やか

で経済原則に従った価格上昇スパイラルというのは、ものづく

りの成長にとってむしろ歓迎されるものです。

しかしながら、強力なグローバル金融市場の金余りで、投機

的な価格急騰スパイラルが、ものづくりに及ぼす悪影響には計
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り知れないものがあります。まず資材費・電力・燃料代といっ

た製造業には基本的な条件が根底から揺すぶられることになり

ます。これは、ものづくりにとっては未曾有の危機と言わざる

を得ません。さらに今後、資源・エネルギー・食料などで、

益々ナショナリズムが顕著になってくるとすれば、資源小国で

ある日本のものづくりには、大きな痛手となることを覚悟しな

ければならないでしょう。

しかしながら、それは製造業側から見た状況でして、金融資

本市場原理から見ますと、資源ナショナリズムから来る資源・

エネルギーに対する投資を否定することはできないわけです。

ですから、我々としてはある程度は規制をかけていただきたい

と思っているのですが、基本的にはグローバル金融市場が資

源・エネルギー新時代の構図を形成していると認識した上で、

事業を進めていくしかない、というのが結論です。

＜新環境時代の到来＞

つぎに「環境新時代」の到来について考えてみたいと思いま

す。今日、地球上におきまして持続的経済成長を考える時、資

源・エネルギーの他に環境問題を切り離して考えることはでき

ません。今や日本のものづくり産業において、積極的な地球環

境問題への取り組みは常識になっております。

一言で言えば、経済成長と低炭素社会の両立をどうするかと

いう問題です。若い学生の皆さんが今後、地球上で生きていく

為の最大の課題はここにあります。そういう意味で環境の分野

でも新時代に入りました。環境新時代における温室効果ガスの

削減目標の設定やCO2排出量取引の制度化が、日本のものづく

りに与える影響も極めて大きいものがあるわけです。

環境ビジネスにおきましても、新たな金融派生商品が生まれ

ようとしています。これまで述べてきました金融資本主義の世

界では、お金でお金を生み出すのが目的ですから、投資と利益

回収のサイクルが速くなけれならないのです。また、投資の対

象というのは何でもいいわけです。不動産、鉱物資源、エネル

ギー、食品、あるいは債権や水であったり、今や空気になる可

能性もあります。その内、「きれいな空気に投資しませんか」

ということも起こるかも知れません。

例えば、セメントプラントを廃熱利用セメントプラントに変

えた場合、多量の炭酸ガスを出していたのが熱で回収すること

になります。排出した炭酸ガスに対しての利用度が上がってい

ますから節減したことになりますが、CO2排出量取引というの

は、それに時価をつけて売買しようとするものです。それによ

ってCO2排出量を圧縮しようというものです。

しかし、ものをつくる以上CO2は出ているわけです。一見合

理的な手法のように見えるのですが、裏返して考えればCO2削

減目標というのが数値先行とも考えられます。

さらに、排出量が金融派生商品化したら将来的にはサブプラ

イムと同じような問題が起こるかもしれません。それを懸念し

ているわけです。やはり地球温暖化対策の一環としては、温室

効果ガスの排出を削減するための正攻法をとるべきです。世界

中の製鉄所や熱を多量に使う各種のプラントから排出される

CO2を分離して回収し、固定化する技術を開発することが本来

の正攻法ではないかと考えています。排出量取引自身は私が属

するものづくりを主体とする産業資本主義の世界でも新たなビ

ジネスチャンスを生み出す機会がありますが、それはあくまで

も副次的なもので、本筋は技術的手法ですので、そちらの開発

に力を入れるのが本来の姿だと考えています。

当社は、一昨年、グループミッションステートメント（企業

の活動目標）を制定いたしまして、「世界の人々の豊かな生活

と地球環境の未来に貢献する“Global Kawasaki”」を果たすべ

き使命と定めました。冒頭で述べましたように、あくまでも良

いものをつくりだすことによって社会貢献と収益を両立させる

ことに価値観を見出したいと思っている次第です。

話は少し反れますが、いかに少ない炭酸ガス排出量で多くの

利益を生み出すか、という指標があります。ROC（Return On

Carbon）というもので、つぎの式になります。

どういう意味かと言いますと、利益を上げるということはお

客様が良いものだと思って企業から買ってくれるということで

す。その良いものをつくり出す為に、炭酸ガスをどれだけ使っ

ているかということです。当社はこの指標で見ると、連結売上

高上位100社の日本の製造業の中で14位です。１位キャノン、

２位武田薬品、３位トヨタ自動車となっていますが、この順位

がさらに上がるように努めて参るつもりです。

＜経済成長と低炭素社会の両立を目指す＞

今日、地球上で持続的経済成長を考える時に、エネルギー消

費と環境問題を両立させることは、21世紀のものづくり会社に

おいて大きな課題となると同時に、大きなビジネスチャンスで

もあります。そういう意味で、エネルギーと環境問題を将来の

中核事業の１つとして育成していく為に、昨年（2007年）４月

に社内の各分野のエキスパートを集めまして、EEプロジェク

ト（Energy ＆ Environment）を発足させて、当社の取り組み

方針を１年間徹底的に議論してきました。そして今年の４月に

具体的なテーマを選定いたしまして、開発や事業化に着手した

ところです。

国内営業利益
（100万円）

ROC ＝ ―――――――――
CO2排出量
（1000トン）
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図のように、EEプロジェクトでは2030年頃はどんな社会に

なっているかということを先にイメージしました。可能性のあ

る複数のシナリオを描くシナリオ・プランニングの手法で、取

り組むべき事業を構想しました。「石油の需要」や「社会の環

境意識」がどのように変化していくのかによって、どのシナリ

オに沿って進むか分かりませんが、石油や他の化石燃料あるい

は風力とか太陽光などのオプション選択を行いました。その結

果、やはり2030年頃には水素社会へ向かうだろうと考えたわけ

です。EEプロジェクトで想定したテーマの技術開発や事業化

には、非常に多くの経営資源の継続的投入が必要で、ここ数年

という比較的早く実現できるものもありますが、実現には数十

年の長丁場になるものもあります。それらを仕分けして30年プ

ロジェクトとしました。そういうスパンで考えています。つぎ

の図がその概要です。

また、当社は船舶・鉄道車両・航空機・ガスタービン・エン

ジンなどの輸送機器に関わるメーカーとして、当然のことなが

ら環境負荷低減に取り組んで行かなければなりません。

図は「SWIMO」と言いまして、ニッケル・水素バッテリー

で約10分間充電しますと10Kmを走ることができ、市街地では

架線が不要です。徹底して低床化してありますので人に優しく、

エネルギーもクリーンで、駅に止まれば10分間で100％充電が

可能です。郊外などの架線があるところでは充電しながら走れ

ます。

上の図は最近ドイツの見本市で構想を発表しました当社オリ

ジナルの高速車両「efSET」です。

＜おわりに＞

この講演をお受けしたのは今年の５月でしたが、その時点で

はタイトル通りに「資源・エネルギー・環境時代のものづくり」

と題して21世紀のグローバル時代の中で、経済成長と低炭素社

会を両立させるための「ものづくり」はどうあるべきかという

ことを、当社が目指している事業方針や技術開発の実例などを

紹介しながらお話しようと考えていました。

ところがこのわずか半年の間に世の中が大きく変わってしま

いまして、「ものづくり」の事業環境は激変しつつあります。

８月にはサブプライム問題が表面化し、世界経済が減速スパイ

ラルに陥っています。

従って、直前に講演内容を少しアップデートいたしましてホ

ットな話題に改訂し、実体経済を超えた収益至上主義の金融資

本主義は、「ものづくり」を破壊へと導く結果となり、地球の

未来環境を救うことにはならない、ということを中心にお話さ

せていただいたわけです。

とは言いましても、このような経済環境の中で今、日本のも

のづくりには何が大切なのかということに対して、私の想いを

少し述べさせていただきます。

まず日本を概観いたしますと、世界で60位の狭い国土ながら、

世界第６位の排他的経済水域を持った海洋大国であるという認

識が必要です。それから第10位の人口。優秀な国民が都市を中

心に居住し、水以外の資源とエネルギーを殆ど輸入に頼ってお
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り、食料の自給率はカロリーベースで40％前後という状況です。

この資源小国である日本が、世界一の省エネ・環境技術を持ち、

世界第２位のGDPを生み出しているわけです。

どうしてこのようなことが可能なのかというと、私は、やは

り歴史的に長い時間をかけて培った武士道をベースにする倫理

観や高い教育水準が「ものづくり」力、即ち世界に自慢できる

知恵と技術力を生み出して、それを可能にしていると思ってい

ます。

それにも拘らず、その経済成長の原点とも言える「ものづく

り」の持続的成長を、先ほどから述べています行き過ぎた金融

資本主義が壊してしまう危機にあるというのが現状です。産業

資本主義にとりまして、金融というのは本来は血液なのです。

新しい事業を立ち上げるには当然お金が必要です。銀行からお

金を借りて、製品を開発して利益を生み、それをお返しして次

のものに移って行くといった血液の役割をしているのが金融で

す。金融というのは、その観点から見ると経済成長にとっては

不可欠なものです。したがって私自身は金融というものを決し

て否定するものではありません。しかし、行き過ぎた取り返し

のつかない状態を引き起こす可能性があるということを、世界

は肝に銘じる必要があると思います。

また、私は戦後の高度成長期に育ったものですから、バブル

崩壊後15年も経過した現在を見ていますと、世間は低成長でデ

フレ社会にすっかり慣れてしまって、それなりに安定的に暮ら

すことが身についてしまったようにも見えます。日本の高度成

長を体験していない世代が日本の政治・経済・社会・企業を背

負っていく時代がもうそこに来ています。それを考えた時に、

やはり成長することのすばらしさと言いますか、物心両面で豊

かな日本を実現するため、成長を持続することの重要性を是非

知ってもらいたいと願っています。

今現在、中国がそういう時代に入っているわけです。北京オ

リンピックをやりました。かつての日本の６％ほどの成長に比

べて、中国では２倍以上の13～14％前後の成長がありました。

今でも７～８％成長です。中国の若い世代の人達は、がんばれ

ば必ず自動車が持て、収入も増えるし、家も建てられるという

感覚を持って、突き進んでいると思います。

今日、「世界経済の減速スパイラル」を生み出し、「ものづく

り」を揺るがす米国発の金融危機の中で、その象徴であった大

手金融機関が次々に危機に瀕している現状を見るとき、これは

余りにも実体経済から離脱して、金融資本主義に走り過ぎた当

然の結末であろうというのが私の結論です。

実は、私事で恐縮ですが、1970年代初頭に初めて米国を訪問

しました。その時はカルチャーショックに近い感動と、その偉

大さに憧れを抱いたものです。そして30年以上に渡る米国での

ビジネスでのお付き合いから得た貴重な経験、あるいは米国に

対するある種の尊敬の念が、最近少しぐらつきはじめています。

「ものづくり」を放棄して、投資に対する短期的なリターンを

最優先する金融資本主義へのなり振りかまわぬ大きな傾斜に

は、「米国の変質」を感じているところです。

世界の基軸通貨と冷戦後世界最大の武力を持ち、資源・エネ

ルギー・農業大国として世界中からどんどん移民が移ってくる

米国と違って、日本は「ものづくり」を忘れたらおしまいだと

強く確信するようになりました。

私は過去のよき経済成長の経験から、現在迎えている日本の

「ものづくり」の危機を救うのは、日本の金融であるとも思っ

ているのです。私どもは、「ものづくり」の会社としては、世

界に溢れている情報よりも自分たちで考える時間を大切にし

て、考え抜いた方針や結論に向かって進むことが今最も求めら

れることであろうと考えています。

最後に、改めて、「技術革新（イノベーション）こそが世界

経済牽引の原動力である」ことを申し上げて本日の講演を終わ

らせていただきます。ご清聴ありがとうございました。（拍手）

司会：どうもありがとうございました。折角ですので、ご質問

があればお願いします。

質問者：貴重なお話をありがとうございました。実は経済学部

の学生ですが、ご講演の内容は私の卒業論文の内容に関係があ

りまして、前に進んでいく力が技術革新というのは大変納得で

きました。そこで経営者として危機に対して、どのような信念

で立ち向かえばよいかについて、お聞かせいただきたいと思い

ます。

大橋氏：我々は製造業ですから、「ものづくり」を中心に考え

ています。現在、会社では、2006年～2010年までの中期経営計

画の真っ只中にいるわけですが、例えば、この計画の中で、今

年度は技術開発と研究開発への投資、また設備投資として、昨

年、一昨年と比べると２倍の投資をしているのです。もちろん

こういう時勢ですから、ブレーキを踏んだり、アクセルを踏ん

だりしますが、本来やるべき投資は、景気が上を向きかければ

瞬時に立ち上がらないとだめなのです。その為には、今ちょっ

と身を屈めて準備をするのによい時期だという前向きな捉え方

で、先行投資を一切緩めていません。その例が、輸送機事業を

やりながら、今お話したエネルギー・環境事業（EEプロジェ

クト）もやることです。基本は何かと言うと、ものづくりです

から、会社発展のために技術を磨く、その人材を集める、それ

をマネージメントしてサイクルを回していくということです。

司会：ありがとうございます。時間がきましたので、これで質

問を終わらせていただきます。最後に理事長からお礼を述べた

いと思います。

理事長：非常に分かり易くお話ししていただいたので、ここに

いる皆さんも同じように理解できたのではないかと思います。

これからも御社がさらに成長される元を築いていただきたいと

思います。本当にありがとうございました。（大拍手）

この記録は下記の日時に行なわれました神戸大学工学振興会主

催学内講演会を記録したものです。

日　時：H20年11月21日　15：10～16：40

場　所：工学研究科内501教室

司会者：森崎輝行　KTC常務理事

記　録：宮　康弘　KTC機関誌編集委員長
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平成20年度神戸大学工学研究科に対する教育研究援助報告

援助総額￥6,600,000

会員各位より頂戴いたしましたご寄付を基に今年度も神戸大学工学研究科に対する研究・教育援助を実施いたしました。

教員各位・学生の海外における研究成果の発表への援助・海外の協定大学の学生受入援助、17年度より実施している神戸大学工学

部新入生の導入・転換教育に関するカリキュラムの経費の援助・志望校を見学する高校生のための工学部オープンキャンパス実施へ

の援助、各専攻科における教員の優秀教育賞・専攻長より推薦された優秀学生に対する表彰を実施いたしております。

独立行政法人化後の神戸大学工学研究科に対する研究・教育援助のため会員各位のますますのご協力をお願いいたします。

前期（総額３,３００,０００円） 後期（３,３００,０００円） 

助教 藤田浩司 MC　　石井恒吉 
助教 新田紀子 MC　　狸塚正貴 
DC 八尾佳宏 MC　　大c勇士 
MC 劉　中元 MC　　廣内智之 
MC 林　真一 MC　　濱田直樹 
MC 面屋大輔 MC　　福田恵太    

インサリヨン工科大学　Thu-Tran Nguyen
 

 

・工学部・技術系職員・助手国内研修援助  
・工学部新入生の転換・導入教育経費援助   
 〔建築・市民工学・電気電子・機械・応用化学・  
　 情報知能各学科〕    
・工学部オープンキャンパス協力援助金 

表中、DCは大学院工学研究科博士後期課程在学生 
MCは大学院工学研究科博士前期課程在学生 
B4は学部生を示す 

学際的研究 
　　　援助金 

外国大学学生 
受入援助金 

海外研修援助金 

外国大学学生 
受入援助金 

助教　鍬田泰子 MC 宮下智美 
助教　関　和広 MC 西川　仁 
DC 日下部貴彦 MC 久田真之 
DC SAFARIHAMID MC 東　洋平 
DC 松本直浩 MC 長谷川　悠 
DC 泉谷暁彦 MC 池田宗平 
MC 増田恭大 MC 須賀　晃 
MC 三浦和夫 

インサリヨン工科大学　Jerome Revaud
 

 

・優秀教育賞 
　建築学専攻　　　黒田龍二准教授 
　市民工学専攻　　吉田信之准教授 
　電気電子工学専攻　喜多　隆教授　小島　磨助教 
　機械工学専攻　　冨田佳宏教授 
　応用化学専攻　　西野　孝教授 
　情報知能学専攻　吉本雅彦教授 
・優秀学生表彰（KTC理事長賞） 
　　　　　　　　　　　　 〔各学科１名〕 ６名 
・レスキューロボットコンテスト出場チーム 
　神戸大学「六甲おろし」 
・神戸大学学生フォｰミュラーチーム「FORTEK」 
・工学フォーラム2008

学際的研究 
　　　援助金 

海外研修援助金 

海 外 研 修 援 助 金 報 告

Nordic Symposium on Building Physics 2008
（NSB2008）に参加して

大学院工学研究科 建築学専攻 助教 藤田浩司

このたび、神戸大学工学振興会より海外研修援助をいただき、

2008年６月14日から20日までデンマークのコペンハーゲンに行

き、Nordic Symposium on Building Physics 2008 （NSB2008）

に参加させていただきましたので、ここに報告させていただき

ます。

この会議は３年に一度北欧で開催され、建物の熱性能や熱・

水分・空気移動を主なトピックとした国際会議です。今回は25

以上の国々から240人以上の参加者があり、約180題の論文が発

表されました。

筆者は、蓄熱型床下暖房の実験結果を発表しました。論文の

タイトルは「Experimental Study on Crawl-Space Heating

with Thermal Storage using Heat Pump」です。

床下暖房とは、床面ではなく基礎立ち上がり面で断熱して床

下空間を熱的に室内側に取り込み、その床下空間を暖めること

により床面を暖めて床面放射型の暖房環境を形成する暖房方法

のことです。床下空間は、エアコンから温風を吹出して暖めま

す。床下空間は、間仕切基礎でいくつかの空間に分けられてい

ますが、間仕切基礎には床下点検時に人が通ることができるよ

うに人通口が開けられており、空間としては連続しています。

よって、床下空間の気流制御を適切に行えば、床下空間および

床全体を暖めることができます。

従来のリビングなど一部の居室だけを暖房するような暖房方

法の場合には、トイレや浴室の非暖房室は温度が低くなります。

住宅内に高温な場所と低温な場所があると、低温な場所で結露
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や脳卒中などの血管障害（ヒートショック）を引き起こす危険

があります。よって、住宅内の温度差を小さくすることが求め

られます。また、居室に温風を吹出すエアコンなどの対流型の

暖房の場合、乾燥気流が直接身体に当たることや上下温度差が

大きくなるという不快感がありますが、床暖房のような放射型

暖房の場合はこれらの不快感は解消されます。これらより、居

室だけではくトイレや浴室なども含めた全体を放射型の暖房空

間にすることができれば、健康安全性や快適性において優れた

暖房方法となります。

床下暖房は、まさにこれに対応する暖房方法となります。従

来の床暖房を全体に敷設することで全体を暖めることも可能で

すが、床下暖房の場合は床下空間にエアコンを設置するだけで

よく、導入の手間が軽減されます。さらに、エアコンは投入し

た電気エネルギーの数倍の熱エネルギーを得られるヒートポン

プという仕組みを利用していますので、エネルギー的にも効率

の良い暖房となります。さらに、蓄熱と組み合わせることで、

安い深夜電力を利用したランニングコストの低減、電力利用の

平準化を促進させることができます。

今回は、この蓄熱型の床下暖房を実際の住宅で行った実験結

果について発表を行いました。放射型暖房環境の形成状況や室

間の温度差、蓄熱・放熱量の推定結果について発表を行いまし

た。発表後、私達の研究に興味を持たれた方からのコンタクト

も頂き、有意義な発表および情報交換を行うことができました。

この会議に日本から参加したのは私１人でした。以前に参加し

た国際会議では日本人が多く参加しており、日本人同士で話しを

してしまうことが多かったのですが、今回は様々な国の方々と交

流をすることができ、大変有意義に過ごすことができました。

今回得た情報、経験を今後の研究生活に活かしていきたいと

思います。

第９回アジア－太平洋電子顕微鏡・国際会議
（APMC9）に参加して

大学院工学研究科 機械工学専攻　助教 新田紀子

この度、神戸大学工学振興会より海外研修援助をいただき、

2008年11月２日から７日にかけて韓国・済州島で開催された、

9th Asia-Pacific Microscopy Conference （APMC9）に参加さ

せていただきました。この会議は4年に一度開催されている国

際会議で、主に環太平洋の電子顕微鏡を研究手法に用いている

研究者が集まり、およそ700件近くの研究発表が行われました。

その研究分野は材料科学、生命科学、電子顕微鏡の装置技術と

多岐に渡っています。今回の会場となった国際コンベンション

センター済州（写真１, ２）は、済州特別自治道の南端にある

中文観光団地に位置しており、済州国際空港から車で約50分の

ところにあります。

筆者は、「Secondary Defects Induced by Electron and Ion

Irradiation in GaSb Thin Film（GaSb薄膜におけるイオン照射

および電子照射による欠陥構造の比較）」について、照射効果

のカテゴリーでポスター発表を行いました。ある特定の半導体

にイオン照射を行なうと表面にナノオーダーのセル状構造が形

成されます。その形成機構の精密化のために、GaSbに電子と

イオンを同じ損傷量で照射し比較を行いました。その結果、電

子照射した場合では転位ループの形成、一方イオン照射ではボ

イドの形成が起きることが分かりました。これらの結果はセル

状構造の形成初期の考察に役立つと考えられます。会場では実

験に対するコメント、今後の研究の方向性など有益な議論をす

ることができました。また、材料照射に関する興味深い講演や

発表を聴くことができました。

さて、国際会議の合間には、済州島の自然を味わいました。

済州島は120万年前の溶岩噴出によってできた火山島です。写

真3は国際会議場から徒歩5分のところにある柱状節理を撮影し

たものです。柱状節理とは火山の噴火で流れ出した溶岩が海に

流れ込む際に海水との温度差によって体積収縮のために出来た

規則的な割れ目です。柱状節理の断面の形状は、５角形や６角

形になっています。自然によって作られたダイナミックな情景

に圧倒されました。また、会場からホテルまではシャトルバスが

出ていましたが、天気の良い日は約25分歩いて帰りました。写真

４はそのときに見たサンセットです。地平線に沈む太陽の夕焼け

は大変きれいで、忘れることのできない思い出になりました。

中国四川省地震被害調査に参加して

大学院工学研究科 市民工学専攻 劉　中元

このたび、社団法人神戸大学工学振興会よりご支援をいただ

き、2008年７月12日から17日にかけて中国四川省へ地震被害調

査に行きました。今回の調査では、５月12日に発生した四川大

地震（ 川地震）直後のライフラインシステムの被害と地震後の

緊急対応、復旧について明らかにすることを目的としています。

私は現在ライフライン地震工学について勉強していますが、

実際の地震現場で調査することは初めてでした。そのため、事

前に日本で分かる範囲の資料は収集していましたが、現地でう

氾紋

写真1 国際コンベンションセンタ
ー済州 （ICC Jeju）

写真2 会場入り口

写真3 柱状節理（columnar joint） 写真4 国際会議場からホテルまで
の帰り道に見たサンセット
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まく調査できるか、通訳できるかということに不安であり、行

く前に、当研究室の先生にご指導いただきました。また、母国

の地震被害を調査して、貴重な経験となりました。

私は中国で建築構造を学びました。大学四年生の時に、卒業

設計のテーマは高層耐震壁住宅でした。その研究がきっかけで、

建築だけではなく、土木構造物についての耐震設計、地震工学

に興味をもっていました。中国の地方によって、地震の発生確

率も高い地域があります。中国も「地震多発国」と呼べると思

います。しかし、中国国内では、建築の耐震設計に比べて、ラ

イフラインのようなインフラの耐震設計・施工技術は未熟で

す。日本も「地震多発国」と呼ばれますが、地震についての研

究は世界でトップです。私は中国でずっと日本語を勉強してい

ましたので日本に留学することを決意しました。

今回の調査では，主に断層とライフラインシステムの被害を

調査しました。断層については、地表断層変位が2.98mに達し

た断層を初めて見ました。今回の地震の大きさを肌で感じまし

た。しかし、断層が起こったところは山地、田舎でしたので、

そこには管路がありませんでした。実際に断層変位による管路

被害はありませんでした。ライフラインの被害については、主

に地元の市政西南設計院との情報交換を通じて被害情報を得ら

れました。会議の時に、地元の研究者、技術者と意見交換する

ことができました。ライフラインの被害では、問題は管路の老

朽化と管路ネットワークの耐震設計の不足だと思います。’02年

から、中国建設部から新しい指令により、耐震性のある管種が

採用されています。しかし、資金の制約といろいろな原因がある

ので、管路システム全体が耐震性を持つまでには至りませんで

した。

今、中国では、耐震対策に対して一番の問題は住民の知識不

足です。そのほか、都市と田舎の巨大な格差も問題だと思いま

す。この格差とは、耐震関心や経済力や知識などを指します。

最後になりましたが、調査に参加し、非常に貴重な経験を得る

ことができました。研究室の先生方と社団法人神戸大学工学振興

会からのご援助を頂いたおかげです。ありがとうございました。

第15回有機・無機のバルク、ナノクリスタルの発光
に関する国際会議に参加して

大学院工学研究科 電気電子工学専攻 林　真一

この度、神戸大学工学振興会のご援助を頂き、2008年７月７

日から11日にかけて、フランスのリヨンで開催されました「The

15th International Conference on Luminescence and Optical

Spectroscopy of Condensed Matter（ICL '08）」に参加し、研

究成果を発表する機会を頂きました。

本会議は、有機・無機のバルク、ナノクリスタルの発光に関

する国際会議であり、約250件の口頭発表、500件のポスター発

表が行われました。

私は、８日午後のポスターセッションにて「En h a n c e d

Photoluminescence from Dye Layers Embedded in Metal-

Insulator-Metal Structures」というタイトルで研究発表を行い

ました。私の発表内容は、表面プラズモンポラリトン（SPP）

を用いた有機色素の発光増強に関するものです。SPPは、自由

電子を持つ金属特有の現象であり、局在し、増強した電磁場を

伴います。これまで、この電磁場との干渉によって、有機色素

の発光が増強されることが報告されていました。しかし、SPP

は一般的に直接光と相互作用することができず、増強した発光

を得るためには、金属表面に周期構造をつくるなどの工夫が必

要でした。しかし、私たちの用いたMetal-Insulator-Metal

（MIM） 構造には、光と直接相互作用することのできる特異

なSPPが存在しています。私たちは、このSPPを利用すること

で、周期構造等を用いなくても、増強した発光を得ることがで

きると考え、これまでPhotoluminescence測定や理論計算を行

い、MIM構造を用いた発光増強の増強度の評価やメカニズム

の解明を行ってきました。今回の国際会議では、その成果を報

告しました。

ポスターセッションでは、至る所で活発な議論がなされてい

ました。私のポスター発表も、多くの方に興味を持って頂きま

した。初めての海外での発表で緊張していたことに加え、稚拙

な説明であったにも関わらず、今後の研究に参考になる質問を

頂くことができ、とても有意義な発表になりました。

今回の国際会議では、発光に関する幅広い分野の研究に触れ

ることができ、見聞を広めるよい機会になりました。一方で、

それらに触れる中で、理解できない内容も多く、自分の知識や

語学力の不足を痛感しました。今後、よい研究を行い、多くの

方々と議論を行うためには、これらの向上が必須だと感じまし

た。この国際会議への参加は、自分に何が必要なのかを改めて

考えるよい機会にもなったと思います。

最後になりましたが、このような国際会議での発表の機会を

与えていただいた指導教員の林　真至教授に深く感謝したいと

思います。

13th International OFDM-Workshopに参加して

大学院工学研究科 電気電子工学専攻 大 勇士

この度、神戸大学工学振興会よりご援助いただき、2008年８

月26日から28日にかけてドイツのハンブルクで開催されました

13th International OFDM-Workshopと、会議に先立って行わ

れましたTutorial Sessionに参加し、「Fading Compensation

for OFDM Mobile Reception Using Guard Interval」というタ

イトルで口頭発表を行ってまいりました。

OFDM-Workshopは1996年にHamburg University of

TechnologyのHermann Rohling教授が開催した集会に端を発

しており、以来OFDMにおける最先端の研究発表が行われて

いる国際会議であります。参加者は約120名で、ヨーロッパ諸

国を中心に18ヶ国から58件の口頭発表と２件のポスター発表が

行われました。私にとっては初めての国際会議であり、不安な

面も多くありましたが、指導教員である沼 昌宏先生をはじめ、

研究室の先生方と先輩方の支えのおかげで無事発表を終えるこ

とができました。この場を借りてお世話になりました先生方、
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先輩方に深く御礼申し上げます。

私が発表した研究のテーマは、日本やヨーロッパのデジタル

放送方式として利用されているOFDMの移動受信についての

研究です。OFDMは、直交関係を満たしたサブキャリアを非

常に狭い周波数間隔で配置して伝送するマルチキャリア方式で

あります。また、ガード・インターバル（GI）を有すること

から、マルチパス妨害に対して優れた耐性があり、こうした性

質から日本や欧州のデジタル放送方式において、OFDMが利

用されています。しかし、OFDMの移動受信時においては、

マルチパス伝搬路を通り、重なり合うことで、受信電力が大き

く変化し、落ち込むフェージングが発生してしまいます。フェ

ージングを補償する手段としては、複数本のアンテナにより異

なる伝送路特性をもつ信号を受信し、合成を行う空間ダイバー

シチが一般的ですが、今日、小型化の進む携帯電話などの移動

体端末を想定すると、複数本のアンテナを搭載することは難し

く、また搭載したとしても、小型移動体端末では無相関な信号を

得ることは難しいという問題があります。そこで、我々は、シン

グルアンテナのみでフェージングを補償する手法を提案しまし

た。セッションでは、様々な質問、コメントを頂きましたが、質

問に答えることが非常に難しく、英語力の必要性を改めて実感い

たしました。また、学会以外の場面においては、ドイツの文化に

触れることができ、非常に有意義なものとなりました。

この学会を通して得ることのできた経験は、今後の研究にお

いて非常に大きな影響を与えると思います。

Third International Conference on Optical,
Optelectronic and Photonic Materials and Applications
に参加して

大学院工学研究科 電気電子工学専攻 狸塚正貴

この度、神戸大学工学振興会のご支援をいただき、2008年7

月20日から7月25日にかけてカナダのエドモントンで開催され

たThird International Conference on Optical, Optelectronic

and Photonic Materials and Applications（ICOOPMA08）に

参加し研究発表を行う機会を頂きました。

本会議は光に関する総合的な国際会議であり、登壇者数は

269人で、量子ドット、薄膜、アモルファス、有機材料など

様々な材料に関して、レーザー、光導波路、LED、太陽電池、

センサーなど様々なデバイスに応用するための光学特性に関す

る研究や、実際にデバイスを試作した研究などが発表されてい

ました。プレナリー講演は7件で、フォトニック結晶、窒化物

半導体、量子ドット、太陽電池など幅広い分野に関して講演が

ありました。

私は22日に行われたポスターセッションで「Exciton response

controlled by introducing a spacer layer in nitrided InAs

quantum dots」というタイトルで発表し、議論を行いました。

私の発表した内容は量子ドットを超高速光デバイスに応用する

際に重要となる励起子の緩和時間の制御を原子層窒化・スペー

サ層の導入によって行うというものです。初めての学会でしか

も英語ということもあり、理解できないところやうまく伝えら

れないところもありました。しかし、異なる分野の研究をして

いる方から自分では気がつかなかった意見を頂くことができ、

大変参考になりました。そして、自分の研究内容を英語で発表

するという貴重な経験ができました。

また、これから太陽電池に関する研究をする予定なので、光

を電子に変えるPhotovoltaicsに特に注目して太陽電池の効率を

高める研究発表を聴講しました。特に、Nozik先生のプレナリ

ー講演を通し、太陽電池のこれまでの技術進歩や最近の動向な

ど太陽電池に関する総括的な知見が得られました。太陽電池研

究全体の傾向としては、フォノン－電子相互作用で熱として失

われるエネルギーを有効に利用するために有機材料のナノ結晶

や希土類などを用いてMultiple Exciton Generation （MEG）

を発生させるものが多く発表されていました。これらはほとん

ど可視光で議論しており、最も長波長のもので1000 nm付近の

近赤外でした。もし、これから私が研究する積層量子ドットに

おいて1300 nm付近の赤外でMEGが起こせることが報告でき

れば大きな価値のある研究になると感じました。

7th International Conference on Open Magnetic
System for Plasma Confinementに参加して

大学院工学研究科 電気電子工学専攻 面屋大輔

この度、社団法人神戸大学工学振興会よりご支援いただき、

2008年7月15日から18日にかけて韓国の大田広域市で開催され

た「OS2008（7th International Conference on Open Magnetic

System for Plasma Confinement）」に参加し、研究成果を発表

する機会を頂きました。

本会議は開放端系のプラズマ閉じ込めに関する国際会議の一

つであり、日・中・韓を始めとし、アメリカ、ロシア、スウェー

デン等の研究者100人程が集い、活発な討論が重ねられました。

私は17日の午後より「Improvement of Structure of

Traveling Wave Direct Energy Converter Simulator for Ion

flux with Wide Energy Spread」というタイトルでポスターセ

ッション形式での研究成果発表を行いました。化石燃料の枯渇

化等のエネルギー問題に対し、代替エネルギーとして期待され

るヘリウム３燃料核融合発電という発電方式の一部で、プロト

ンの持つ運動エネルギーを直接電気エネルギーに変換する進行

波型直接エネルギー変換器の、広域エネルギー分布を持つイオ

ン群に対する特性とその対応法について報告しました。

東西様々な研究者の方々を始めとし、同じく会議に参加され

ていた共同研究先の先生や博士の方との討論の中で大変参考に

なる質問やアドバイスを頂くことができ、とても有意義な発表

になりました。中でも地元の高校生と思われる男女３名が、た

どたどしい英語で積極的に質問を投げかけ理解を試みようとし

ていた事が印象的で、日本人にはあまり見られないその姿勢に

大変感銘を受けました。

私自身初めての海外渡航であり異国語でのコミュニケーショ

ンでしたが、幸か不幸か道中の多数のトラブルに対処する中で
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英語での会話や海外でのトラブルへの対処法等の経験を積むこ

とができました。それは実際に発表時にも活かされ、今でも私

の中で大きな自信となっています。

最後になりましたが、このような国際学会での発表の機会を

与えて頂いた指導教員の八坂保能教授、竹野裕正准教授に深く

感謝致します。

IJCNN2008に参加して

大学院工学研究科 電気電子工学専攻 石井恒吉

この度、社団法人神戸大学工学振興会の援助を受け、2008年

6月１日から６月６日にかけて中華人民共和国香港で開催され

た学習アルゴリズムに関する最大規模の国際会議の一つである

IJCNN2008（International Joint Conference on Neural

Networks）に参加し発表する機会を頂きました。

今年は計算知能に関する国際会議であるWCCI2008（World

Congress on Computational Intelligence）であったため

FUZZ2008（International Conference on Fuzzy Systems）と

CEC2008（Congress on Evolutionary Computation）と共に開

かれ様々な国から多くの人々が参加し議論が交されていまし

た。全会議で5件のPlenary Session、16件の招待講演、９件の

チュートリアル、11件のポスター発表、約1500件の口頭発表が

行われました。

私は５日の夕方の口頭発表にて「Feature Selection Based

on Kernel Discriminant Analysis for Multi-Class Problems」と

いう題目で発表しました。私の発表した内容はパターン認識に

おいて識別する際に汎化能力を低下させる要因となる冗長な特

徴や識別に不必要な特徴を削除する特徴選択と呼ばれる手法に

ついてです。講演では、カーネル判別分析（KDA）の基準で

ある分離度（Fisherの基準）を特徴選択の表記基準に用いるこ

とを提案し、特徴選択において単調性を示すこと、Wrapper法

と同等の性能を示すことを発表しました。

広い会場で多くの人を前にして、英語で発表できるのかとい

う不安とともに緊張していました。発音を間違えることもあり

ましたが、練習したおかげでなんとか発表することができまし

た。発表について質問を頂いたのですが、自分では英語では説

明できず先生に助けて頂きました。また他の方々の発表も聞い

たのですが、自分の英語力のなさのせいと基礎知識の不足が原

因で、深く理解することができず、また質問をすることができ

ませんでした。この国際会議に参加でき、非常に有意義な経験

をすることができました。この経験を今後の研究活動と英語能

力の向上に活かしていきたいです。

また、会議の場のみならず海外という場所に出て行くことに

より、価値観やものの見方など様々な面で刺激を受け、非常に

貴重な経験になったと思います。

最後になりましたが、学生時代に国際学会に出席し貴重な経

験を得ることができたのは、研究室の諸先生方と社団法人神戸

大学工学振興会のご援助を頂いたおかげです。深く感謝の意を

申し上げます。ありがとうございました。

The 22nd International Congress of Theoretical
and Applied Mechanicに参加して

大学院工学研究科 機械工学専攻 廣内智之

この度、社団法人神戸大学工学振興会のご援助を頂き、2008

年８月24日から29日にかけてオーストラリアのアデレードにて

開催された「The 22nd International Congress of Theoretical

and Applied Mechanic」に参加し、研究成果を報告させてい

ただきました。

本会議は、全世界の力学関連の学協会を傘下に持つ世界理論

応用力学会議で、４年に1度オリンピックと同じ年に開催され

る、最も権威ある国際会議です。60カ国に及ぶ国々から関連分

野の著名人が集結し、幅広い最新の研究成果が1000件近く報告

され、活発な討論が交わされました。

私は、26日午後のセミナーセッション「SM01 Computational

solid mechanics」に出席し、「Deformation Simulation under

Constant Volume Condition using Phase Field Crystal

Method」と題する研究報告を、研究概要を説明するための５

分間の口頭、および、ポスター形式にて発表しました。既存材

料の高機能化や新素材の開発は、現行の環境問題などに対して

有効な手段となり得ますが、材料の機能特性は材料内部の微視

構造に大きく影響されるため、微視組織に依存する巨視的な特

性を評価する必要があります。現在、力学的特性の評価手法と

して広範に用いられる有限要素法と分子動力学法では、対象と

している時空間スケールに大きな隔たりがあるため、これらの

中間的な領域を評価できる数理モデルの構築は不可欠でありま

す。私は、これまで、Phase Field Crystal（PFC）法と呼ばれ

る新しい手法を材料の変形特性予測に適用し、その可能性を検

討してきました。本発表では、PFC法を用いた新たな変形解析

手法を構築し、金属材料を対象とする一連の引張り変形シミュ

レーションを行い、PFC法が有限要素法と分子動力学法を結ぶ

強力な変形シミュレーション手法になり得ることを示しました。

数多くのポスター発表が同時に進行する中、私の研究に関心

を示された方々と意見交換をすることができました。それだけ

に留まらず、今後も連絡を取り合い、論文のやり取りや議論を

続けたいと申し出を受けました。このように、海外の研究者と

常日頃から議論できる関係を築けたことは、大きな収穫です。

更に、国際会議の参加に対する抵抗を低減させ、研究者として

国際的な舞台に立っていることを実感できました。

勿論、良いことばかりではありません。口頭発表の際、実行

委員会の不手際もあり、初の海外発表で緊張がピークに達して

いる時に、発表順が入れ替わるアクシデント等を経験しました。

このように、多様な国籍の人々が集うと、想定していなかった

事態も起こります。しかしながら、これに動揺するのではなく、

冷静に対処し、本来の目的を見失わず、最後まで講演を続けら

れたことが、渡航前の英語に対する不安を吹き飛ばし、自身を

大きく成長させたことは言うまでもありません。

今回の国際会議に参加することによって、様々な講演や発表

を聴き、幅広い分野の研究に触れることができました。一方で、

自分の語学力や知識不足のために、十分に理解し得なかった内
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容も少なくなく、今後の大きな課題となりました。その他にも、

研究者として必要な多くの事項を学ぶことができた、大変有意

義な機会であったと思います。

このような素晴らしい機会を頂きましたことを、指導教員の

冨田佳宏先生、高木知弘先生に深く感謝したいと思います。

12th Asia Pacific Confederation of Chemical
Engineersに参加して

大学院工学研究科 応用化学専攻 濱田直樹

この度、社団法人神戸大学工学振興会の援助を受け、2008年

８月４日から８月７日にかけて中華人民共和国の大連で開催され

たAPCChE（Asia Pacific Confederation of Chemical Engineers）

に参加し、研究成果の発表を行う機会をいただきました。

本会議はアジアを中心に世界各国の研究者が集まり、大きく

分類してクリーンエネルギーの技術の開発、環境対応プロセス

の開発、素材化学、バイオテクノロジー、化学工学の未開拓分

野、化学工学の教育という６つの議題についてポスター発表と

口頭発表を合わせて1500件近くの発表が行われました。

私は５日の午後のポスターセッションにて「Direct Oxidation

of Methane to Formaldehyde over Fe-Silica catalysts」という

題目で発表を行ないました。私の研究内容は現在、３段階プロ

セスで製造されている工業的に重要なホルムアルデヒドを１段

階反応で製造するプロセスに用いる触媒の開発で、省エネとプ

ロセスの簡素化を目的としています。講演では触媒調製時にお

ける焼成温度を変化させることにより、反応活性が大きく異な

ることを発表しました。

初めての海外発表であったため、英語での討論ができるのか

という心配と予想以上の会場と規模の大きさに圧倒されてしま

い、非常に緊張した状態で発表に臨みました。会場にいた研究

者が少なかったため、満足しきれる討論は行うことはできませ

んでしたが、今後の研究についてより深く考えることができま

した。また私自身も韓国の研究者の方の研究内容について、質

問を行ない、ディスカッションすることができました。自分の

研究内容ではないことを英語で質問することは難しかったので

すが、私自身が積極的に質問することにより、海外の研究者と

コミュニケーションがとれたことを嬉しく思いました。

今回、国際学会に出席し、自分の研究を多くの人に発表する

ことができたことと海外の研究内容を聞く機会を持つこと、そ

して自分で海外の研究者に質問することができたことは私の経

験として、非常に貴重なものであったと思います。学生時代に

このような経験をすることにより、これからにむけて大きな自

信をもつことができました。

最後になりましたが、国際学会に出席し、このような非常に

貴重な経験をする機会を得ることができたのは研究室の先生方

と社団法人神戸大学工学振興会のご援助のおかげです。厚く御

礼申し上げます。ありがとうございました。

2008 IEEE International Conference on Multimedia
& Expoに参加して

大学院工学研究科　情報知能学専攻 福田恵太

このたび、神戸大学工学振興会より海外研修援助をいただき、

2008年６月24日から26日にかけてドイツ・ハノーファーで開催

された、2008 IEEE International Conference on Multimedia

& Expo （IEEE ICME2008）に参加させていただきました。

本会議は画像処理や音声処理などマルチメディア分野に関する

国際会議としては最大規模のものです。今回は３日間にわたり、

約400件もの研究発表が行われました。日本からは私も含め約

10件の参加でした。

私は、25日のオーラルセッションにて“GRAPH CUTS BY

USING LOCAL TEXTURE FEATURES OF WAVELET

COEFFICIENT FOR IMAGE SEGMENTATION”という題

目で発表しました。画像処理分野の重要な問題の一つに、セグ

メンテーション問題というものがあります。セグメンテーショ

ンとは、画像中に存在する物体領域のみを抽出することであり、

物体認識、画像編集、画像解析などの前処理で多く用いられま

す。本会議で私は、従来の高精度なセグメンテーション手法で

あるInteractive Graph CutsにHaar Wavelet変換による低周波

数成分の平滑化と高周波成分のテクスチャ情報をそれぞれ導入

し、繰り返し処理を行うことで、さらに高精度なセグメンテー

ションが可能となることを報告しました。

口頭発表のため、大勢の前で質疑応答を英語できちんと議論

ができるのかという不安もあり、大変緊張していました。そし

て発表後、私の研究に対する質疑応答では、５人ほどの方から

意見を頂きました。質問の内容や意図を大まかに理解すること

はできましたが、即座に伝えたいことを英語でまとめることが

困難で、精一杯の英語とジェスチャーで説明をしました。さら

に英語能力の向上が必要だと感じました。しかし、色々な人と

私の研究に対する意見交換をすることができ、非常に有意義な

時間を過ごすことができたと思います。

また25日のバンケットでは、受賞式が行われ、なんと私の論

文がBest Paper Awardを受賞しました。数多くある論文から

写真1 会場のAdelaide
Convention Centre

写真2 口頭発表 写真3 ポスターの前にて
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私の論文が、大変名誉ある賞を受賞できたことを、大変嬉しく

思い、またこの経験を糧に、今後も研究活動でより大きく成長

していきたいと思います。

このような有意義な機会を頂きましたことを、指導教員の有

木康雄先生、滝口哲也先生を始め、研究室の先輩方、仲間達に

深く感謝したいと思います。

2008 International Symposium on Flexible
Automation（ISFA）に参加して

大学院自然科学研究科 機械・システム科学専攻 八尾佳宏

このたび神戸大学工学振興会より海外派遣の援助をいただ

き、2008年６月23日から26日にかけてアメリカ合衆国ジョージ

ア州のアトランタで開催された2008 International Symposium

on Flexible Automation （ISFA） に参加し、研究成果の発表

を行ってまいりました。

このシンポジウムは生産のフレキシブル・オートメーショ

ン、すなわち生産活動にいかにフレキシビリティやインテリジ

ェンスを持たせ、短いリードタイムで多様なユーザーニーズに

応える製品を作り出すか、ということを主なテーマとして隔年

で開催されており、欧米やアジア各国から研究者が集まり、研

究発表、情報交換が行われています。研究発表としては、加工

技術、制御・自動化技術、センサー、ロボット、スケジューリ

ング、サプライチェーンなど、ハード、ソフト両面において

様々な分野についての講演がありました。

私はその中で「A Study on Automated Scheduling

Methodology for Dynamically Changing Manufacturing

Environment」という題目で発表を行いました。これはユーザ

ーニーズが多様化している現在、製造現場に求められている、

変種変量生産への短納期での対応という課題を解決することを

目的として、工程の流れが複雑でかつ状況が頻繁に変化する環

境の下での効率的な生産スケジューリングの手法を提案したも

のです。この研究では実システムの制御と仮想システムでのシ

ミュレーションをインタラクションしながら実行していく実仮

想融合型スケジューリングシステムを提案し、それを実証実験

するための設備模型を用いたモデルシステムも構築しました。

このテーマが製造現場の具体的な悩みからスタートし、ボト

ムアップ的なアプローチを取っていることもあってか、大学の

ほか企業関係の方にも興味を持って頂けたようで、講演後の質

問においても今後の研究の進め方の参考となる大変貴重な意見

を頂きました。

またこの度の発表は私にとって二度目の国際学会であり、一

度目は英語で研究内容を説明することだけで精一杯でしたが、

今回は多少余裕もでき、聞き手の反応も見ながら自分の訴えた

いことを伝えられたのではないかと思います。食事や休憩時間

中にもいくつか質問を頂き、ディスカッションする機会も持つ

ことができて、非常に有意義でした。

最後になりましたが、このような国際学会での発表の機会を

与えて頂いた指導教員の貝原俊也先生に深く感謝いたしており

ます。

学生受入援助金　報告と御礼

インサリヨン工科大学（仏） Thu Trang NGUYEN

KTC会員の皆さま。

私は神戸大学工学振興会から奨学金を受ける事が出来まして、驚きと共に名誉に思いました。KTCが地域、特

に教育援助において貢献されている事を承知しています。この奨学金を受け取る事は、私の経済的負担を軽減す

ると共に、私がインターンシップを続ける上で、助けになりました。

日本に来る事は小さい頃からの夢でした。

ですから、この国の漫画、折り紙、寿司や多くの興味深い事に、全然驚きはしませんでした。人々はとても親

切で、とても居心地が良いです。その上、先生方や学生たちにとても温かく迎えられ、神戸大学のMesoscopy研

究室（林　真至教授）で勉強する機会を与えられました。加えて、彼らは私が困難に直面した時にいつも助けて

くれます。

昨年９月に電気電子工学専攻を修了し、博士号をフランスで習得する予定ですが、いつかここにまた帰って来

たいと、いつも思っています。

重ねて、感謝の意を表します。
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第16回KOBE工学サミット〈神戸大学創造工学スタジオ2〉
司会：大学院工学研究科市民工学専攻　三木朋広准教授

日時：Ｈ20年9月26日（金）15:00～17:20

◎内容１（15:05～16:05）：市民工学

専攻より研究テーマの概要紹介

12研究室の研究テーマの概要紹介

◎内容２（16:20～17:20）

ポスターセッション

（工学研究科「学生ホール」AMEC3）

市民工学専攻より12件の研究テー

マ毎にそれぞれ２枚のポスターを展

示して説明。

１）川谷充郎教授　　橋が傷んでいる？

２）中山昭彦教授　　流れのシミュレーション

３）喜多秀行教授　　ドライバーの感覚に訴える減速表示の設

計手法

４）澁谷　啓教授　　L型排水盛土防水工の提案

５）藤田一郎教授　　河川監視カメラのビデオ映像を用いた洪

水流量・流速の非接触計測

６）吉田信之准教授　環境に優しい舗装材料の変形及び耐久性

評価に関する研究紹介

７）宮本仁志准教授　流域規模の水環境モニタリングと解析

８）芥川真一准教授　動きを光の色にして現場で見る新しいモ

ニタリングの考え方について

９）三木朋広准教授　鉄筋腐食したコンクリート構造物の耐震

性能評価システムの開発

10）河井克之助教　　タイ東北部の塩害調査と「ジグソー・ピ

ーシス作戦」

11）神吉和夫助教　　「歴史的土木遺産の評価と保存・活用」

12）井料隆雅助教　　交通量変動を解析する―データマイニン

グ的アプローチ―

第17回KOBE工学サミット〈神戸大学創造工学スタジオ2〉
司会：大学院工学研究科

電気電子工学専攻長　八坂保能教授

日時：Ｈ20年12月5日（金） 15:00～17:00

◎講演１

日時：Ｈ20年12月5日（金） 15:05～15:30

講演タイトル：「グラフェンナノエレクトロ

ニクス－鉛筆の芯と相対論

的量子力学の出会いと発展

の場所」

講師：大学院工学研究科電気電子工学専攻　相馬聡文准教授

相馬聡文准教授プロフィール

2000年３月　東京理科大学大学院理学研究科物理学専攻博士課

程修了

2001年～2003年　韓国東国大学校量子機能半導体研究ｾﾝﾀｰ研究員

2003年～2005年　米国デラウェア大学　研究員

2006年４月　神戸大学工学部　電気電子工学科　助手

2007年４月　神戸大学大学院工学研究科電気電子工学専攻　助教

2008年４月　同上　准教授（現在に至る）

研究分野：計算ナノエレクトロニクス、半導体スピンエレクト

ロニクスの理論研究

講演要旨：

グラファイトとは、炭素原子が六角形に並んだ蜂の巣状の結

晶であり、鉛筆の芯などに使われる大変身近な材料です。通常、

グラファイトはこの蜂の巣状の構造（グラファイトシート）が

何層にも重なった層状の結晶として存在しており、ここから一

層のみのグラファイトシートを取り出す事は技術的にだけでな

く原理的にも不可能と思われていました。しかし2004年、英国

マンチェスター大学の研究グループが、そのような一層のグラ

ファイトシート（グラフェンと呼ばれる）を単独で取り出すこ

とに成功し、世界中を驚かせました。彼らはそのグラフェンシ

ートを用いて僅か原子一個分の厚さのチャネルを持つ電界効果

トランジスタ（FET）を作成し、理論的に予測される電流の

スイッチング特性を得ることに成功しました。グラフェンは高

い移動度、高い熱伝導率など、シリコンMOSFETの限界を打

破する材料の一候補としての魅力を多く兼ね備えていますの

で、これはまさに、新しいナノ材料（グラフェン）を用いたエ

レクトロニクス-“グラフェンナノエレクトロニクス”の幕開

けとなりました。現在、グラフェンを材料として用いたエレク

トロニクスは世界中の大学、研究機関、産業界においてその可

能性が追求されています。

一方でグラフェンは、純粋に科学的な見地からも興味深い研

究の舞台となっています。通常の半導体（シリコン、ガリウム

砒素など）における電子の有効的な振る舞いは“有効質量”を

持った電子の量子力学的な運動（通常のシュレディンガー方程

式に従う運動）として理解されますが、一方グラフェンにおけ

る電子の有効的な振る舞いは、何と、相対論的量子力学に従う、

質量がゼロのフェルミ粒子の運動として理解されます。相対論

的量子力学－これは、量子力学とアインシュタインの特殊相対

性理論を無矛盾に融合したものであり、1928年にポール・ディ

ラックによって見出され、その基礎方程式はディラック方程式

と呼ばれます。

本講演では、可能性に満ちたナノ材料―グラフェンを舞台と

した、エレクトロニクスと基礎物理学の出会いとその発展につ

いて、講演者による研究成果を交えて包括的な議論を行います。

アピールする点：

新規材料の可能性を探るためのシミュレーション技術

聞いてほしい方：

新材料に興味のある方、基礎科学に興味のある方。

母　校　の　窓
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日時：Ｈ20年12月5日（金） 15:30～15:55

講演タイトル：「CMOSトランジスタの物理

特性を利用した集積回路設計」

講師：大学院工学研究科電気電子工学専

攻　廣瀬哲也講師

廣瀬哲也講師プロフィール

2000年３月　大阪大学工学部電子情報エネルギー工学科卒業

2004年３月　大阪大学大学院工学研究科電子情報エネルギー工

学専攻退学

2004年４月　北海道大学大学院情報科学研究科助手、2007年４

月　北海道大学大学院情報科学研究科助教

2008年４月　神戸大学大学院工学研究科、2008年4月　神戸大

学講師（現在に至る）

研究分野：集積回路工学、VLSI設計技術

講演要旨：

シリコンテクノロジーによる半導体集積回路（LSI）は、こ

れまでデバイス素子の微細化と電源電圧の低減により高性能化

が実現されてきました。特に、LSIの基本構成要素であるMOS

トランジスタは微細化が進み、現在では45ナノメートル世代の

デバイスが市場に投入されています。このような劇的な微細

化・高性能化の一方で、これに付随した様々な設計困難が顕在

化してきています。特に、MOSトランジスタのしきい値電圧

のバラツキが回路動作に及ぼす影響は微細化や電源電圧の低減

に伴って甚大になっており、その対策が急務となっています。

従来、これらのバラツキはプロセス設計技術の高精度化による

改善が期待されてきました。しかし、ナノメートル世代のプロ

セス技術における精度向上・改善には限界があり、回路設計ア

プローチによる緩和手法が強く求められています。

このような背景のもと、本講では、最初にMOSトランジス

タの電流電圧特性の概略から解説を行い、しきい値電圧のバラ

ツキが回路性能特性に及ぼす影響を説明します。さらに、この

バラツキを補正するための集積回路設計技術アプローチとし

て、我々が開発した要素回路技術を紹介いたします。この要素

回路技術を用いることにより、しきい値電圧のバラツキが及ぼ

す影響を大幅に改善する設計手法の例を紹介いたします。

アピールする点：

シリコン半導体集積回路は、今後も更なる発展が期待されて

いるテクノロジー分野です。新しい集積回路技術と、それを用

いた集積回路設計アーキテクチャにより、更なる設計技術の向

上を目指した研究内容を紹介いたします。

聞いてほしい方：

半導体メーカー、電機メーカー、回路設計技術者、プロセス

設計技術者

【電気電子専攻の全研究室によるシーズの紹介】ポスターセッ

ション（16:00～17:25）（工学研究科「学生ホール」AMEC3）

メゾスコピック材料学研究室：ナノ材料、ナノフォトニクス、

プラズモニクス、近接場光学、光導波路 フォトニック材料

学：光エレクトロニクス、ナノ構造材料、量子井戸・ワイヤ・

ドット、フォトニックデバイス、フェムト秒分光、超高速光通

信デバイス

量子機能工学研究室：ナノエレクトロニクス、量子情報通信、

量子フォトニクス、分子エレクトロニクス、量子機能材料

ナノ構造エレクトロニクス研究室：計算機ナノエレクトロニク

ス、ナノ材料デザイン、極限CMOS デザイン、半導体スピン

エレクトロニクス、分子エレクトロニクス、第一原理バンド構

造計算、強束縛近似バンド構造計算、非平衡グリーン関数法、

量子補正モンテカルロ法

電磁エネルギー物理学研究室：電磁気現象、プラズマエレクト

ロニクス、核融合、エネルギー変換、パワーエレクトロニクス、

生体応用電子工学、大電力高周波、放射線検出器、高エネルギ

ー粒子、加速器

集積回路情報研究室：大規模集積回路、LSI 設計、計算機援用

設計、論理設計、低消費電力回路設計、ディジタル信号処理、

映像処理、高画質化、マルチメディア理解、ディジタル放送

計算機工学研究室：ユビキタスコンピューティング、ウェアラ

ブルコンピューティング、センサネットワーク、アドホックネ

ットワーク、放送コンピューティング、エンタテインメントコ

ンピューティング、ウェアラブルファッション

情報通信研究室：インターネットアプリケーション、モバイル

コミュニケーション、ユビキタスネットワーク、ネットワーク

セキュリティ、コンピュータセキュリティ、情報ハイディング、

データ圧縮、暗号理論、符号理論、情報理論

アルゴリズム研究室：アルゴリズム、データ構造、計算量、グ

ラフ理論、離散数学、組合せ最適化、地理情報処理、画像検索

知的学習論研究室：自律システム、知的システム、知的情報処

理、学習、パターン認識、関数近似、ニューラルネット、ファ

ジィシステム、サポートベクトルマシン

◇◆第２回KOBE工学サミットin Tokyoトライアル◇◆

日時：Ｈ20年10月29日（水） 16:00～18:15

場所：グランドヒル市ヶ谷

司会：竹水会　東京支部長　今井博行氏（Ｅ⑳）

１．挨拶（16:00～16:10）

大学院工学研究科

森本政之工学研究科長（A⑱）

講演１（16:10～17:10）

講演者：大学院工学研究科電気電子

工学専攻

塚本昌彦教授

「ウエアラブルを神戸から～IT・ユ

ビキタス新時代へのいざない」
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塚本昌彦教授プロフィール

1989年　京都大学大学院工学研究科応用システム科学専攻修士

課程修了

大阪大学大学院情報科学研究科マルチメディア工学専

攻助教授を経て

2004年10.1 神戸大学工学部電気電子工学科教授に就任

講演概要：これから10年、これまで以上に情報機器は小型にな

って、生活・業務のあらゆる場面、これまで以上にもっと何気

ないシーンで使われるようになる。このようなIT・ユビキタ

ス「新」時代のキーテクノロジーとして最有力なものの一つが

ウェアラブルコンピューティングである。本講演では、講演者

のグループで開発しているさまざまなウェアラブル関連技術

と、その実践的な活用事例、それらを含む将来のウェアラブル

コミュニティ社会の具体的な予想シーンを示す。

研究分野：ユビキタスコンピューティング、ウェアラブルコン

ピューティングのためのシステム基盤・インターフェースとエ

ンターテインメント・ファッション応用

講演２（17:15～18:15）

講演者：大学院工学研究科市民工学

専攻

澁谷　啓教授

「地盤が壊れる－なぜ？そして、どう

する？」

澁谷　啓教授（Ｃ@7）プロフィール

1979 神戸大学工学部土木工学科卒業

1981 神戸大学大学院工学研究科土木工学専攻修士課程修了

1985 ロンドン大学大学院インペリアルカレッジ博士課程修了

ロンドン大学助手、東京大学生産技術研究所助手、北海

道大学工学部助教授を経て

2004 4.1 神戸大学工学部建設学科教授に就任

講演概要：近年、全国の至る所で巨大地震や集中豪雨が頻発し、

斜面崩壊、道路・宅地盛土の崩壊、地盤の液状化、等の地盤災

害が発生している。いつあなたの身近に起こるかも知れないこ

のような地盤災害から社会基盤諸施設および個人の生命・財産

を守り、安全・安心な日常生活を享受するためには、それぞれ

の地盤災害の発生メカニズムを解明し、適切な防衛策を講じる

必要がある。本講演では、社会および個人レベルでのこの種の

取り組みについて講演者の研究グループの最新の研究成果を交

えてご紹介する。

研究分野：地盤材料の変形・強度特性、リサイクル材料の有効

利用、補強土工法、斜面防災

◇◆◇◆◇工学フォーラム2008開催報告◇◆◇◆◇

工学フォーラム実行委員会委員長

大学院工学研究科　情報知能学専攻　教授　賀谷信幸

１．今年度の工学フォーラムの概要

工学研究科では、研究成果を皆様にご覧いただき、ご議論い

ただくために、Ｈ14年から工学フォーラムを毎年開催しており

ます。従来、ポスターでの展示を主体として、皆様に我々の研

究成果をご報告してまいりましたが、本年度の工学フォーラム

では、実験を直にご覧いただくデモンストレーション展示を企

画いたしました。ポスターでは、どうしても説明しにくい点が

あります。研究室で実際に研究成果に触れていただく事により、

より分かりやすくご説明できると考えたためです。また、あま

り訪問される機会が少ない研究室をご覧いただき、我々の教

育・研究現場を見ていただければ、次回は気楽にお越しいただ

けるのではないかと考えた次第です。

デモンストレーションと並行して、工学研究科の学生による

ポスター展示を企画しました。教員による発表ではなく、研究

を頑張っている学生と意見交換や叱咤激励していただきます

と、学生の励みになります。工学研究科の学生とお話しいただ

く機会をもっていただければと願い、企画いたしました。

本年４月に工学研究科の本館の改修が完了しました。リニュ

ーアルした学舎をご披露することが、本年度の工学フォーラム

を工学研究科本館で開催するもうひとつの理由です。ガラス張

りの玄関や、勉学し易いアメニティー空間を創造する設計にな

っております。展示会の後の交流会を、このアメニティー空間

で開き、新しい学舎を満喫していただけたと信じております。

２．講演会「持続可能な社会の作り方‐大学編‐」

神戸大学大学院経済学研究科の石川雅紀教授に標記題目にて

講演頂きました。持続可能な社会の定義に関して、定まったも

のや確実なものはありません。しかし、何らかの対策（アクシ

ョン）が必要であるとの立場から、実践的に社会を変える人が

必要とされていると指摘し、より実践的な活動を行っている

ESDコースを紹介されました。ESD（Educational for

Sustainable Development）コースは、発達科学部、文学

部、経済学部が共同で運営している教育プログラムです。その

中で、石川教授のゼミが中心となって活動している“ゴミジャ

パン”について紹介されました。ゴミジャパンではゴミを減ら

すための実践的な活動を行なっています。社会科学の領域にあ

って、システム工学的アプローチを取り入れている点が注目を

集めています。具体的事例として、商品の包装を削減しゴミを

減らす取り

組みである

減装実験の

内容が紹介

さ れ ま し

た。リサイ

クルは順調

に進んでい
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ますが、ゴミの総量は減少していない実態を背景とした取り組

みです。実験店舗において学生が商品を分類し、減装商品を特

定して販売をプロモーションする様子、記者発表、広告やイベ

ント等で活動をアピールする様子が報告されました。実験結果

として、活動によるゴミの削減量、CO2削減量が示され、活動

を全国に展開した場合の削減量が推定されました。生活者の意

識調査の結果より、このような環境配慮行動は自分にとって面

倒なことではなく快適なことであるとの認識が多いと指摘され

ました。この活動は、ゴミとCO2を無理なく減らすことが出来

る取り組みであり、今後も続けていく予定であると締めくくら

れました。

３． デモンストレーション

今回の工学フォーラムでは14の研究室において装置やシミュ

レータを用いたデモンストーレションによるシーズ紹介を行い

ました。デモ展示のタイトルの一覧表を以下に示します。

デモ展示タイトル一覧
◆建築学専攻
デモ① 加速度センサ、ひずみゲージを用いた構造性能モニタリング
デモ② ヒートアイランド対策技術の現場評価法
◆市民工学専攻
デモ③ 動きを光の色で見る「光る変位計」
デモ④ 地震時における不飽和自然斜面の破壊形態の観察
◆電気電子工学専攻
デモ⑤ 次世代半導体光デバイスの開発
デモ⑥ 車室内カメラと画像処理による運転者検出とミラー角度制御システム
◆機械工学専攻
デモ⑦ 高圧燃焼ガスを用いた船舶用推進装置
デモ⑧ マイクロマテリアルの機械的強度評価
デモ⑨ ウェアラブル・マスタスーツ： FST-03
◆応用化学専攻
デモ⑩ VOC フリーな1 軸配向有機薄膜作製の実演
デモ⑪ 水浄化用中空糸膜作製の実演
◆情報知能学専攻
デモ⑫ LSIの内部を診る
デモ⑬ ホームネットワークシステムにおける付加価値サービスの実現
デモ⑭ 波面再生型３次元ディスプレイシステムの開発

14のデモのうち３例の結果を報告します。

デモ③ 動きを光の色で見る「光る変位計」

市民工学専攻構造実験室において、ポスター展示を実施する

とともに、光る

変位計のデモを

実施しました。

５本程度の変位

計を用意し、実

際に来訪者にそ

れを操作してい

ただいた。合わ

せて、工事現場

で使用されている光る変位計のビデオを上映し、実務に対して

も有用であることをアピールしました。

デモ⑪ 水浄化用中空糸膜作製の実演

延べ15人程度の見学者が来訪しました。多くの方が初めて中

空糸膜作成をご覧になったと仰っており、私どもの研究グルー

プならではのデモができたと捉えています。膜作成方法、膜評

価方法、将来像などに関して多くのご質問を頂き、活発な議論

を行いました。20分程度の実演時間と＋αの説明・質疑応答時

間、および２回という実演回数（実際は４回の来訪者があった

ので、希望に応

じ4 回行った）

は妥当でした。

実演場所が手狭

な実験室のた

め、多人数によ

る見学には不向

きな面もありま

した。

デモ⑭　波面再生型3次元ディスプレイシステムの開発

開発中のホログラフィック立体ディスプレイをデモンストレ

ーションしました。最新のホログラム表示デバイスの一つであ

る4000x2000画素の液晶素子を用いたホログラフィック３次元

画像を提示するとともに、比較のため眼鏡装着型の表示装置や

視差表示方式の

デモも行いまし

た。さらに、計

測系や信号処理

法などの周辺技

術を紹介しまし

た。約30名程度

の見学者があ

り、三次元テレ

ビの現状と将来

に関する意見交換ならびに、医用やセキュリティ応用など各種

光情報処理技術に関して議論をしました。

４．ポスター展示

デモ実験と併設して33件のポスター展示を行いました。ポス

ター展示では、大学院生を中心としてシーズ紹介です。大学院

生の熱心な研究への取組みをご覧いただいたものと考えており

ます。

ポスター展示タイトル一覧
◆建築学専攻
A－P1 耐力可変摩擦ダンパーの履歴特性と評価
A－P2 騒音レベルの急激な上昇に合わせた放送音量の調整法
A－P3 微細穿孔板（MPP）とハニカム構造による吸音機構
A－P4 構造物のセミアクティブ制御のリアルタイム・ハ

イブリッド実験
A－P5 鋼構造柱梁接合部の設計と施工
◆市民工学専攻
CE－P1 流域水温の連続観測と解析
CE－P2 走行車両加振による橋梁ヘルスモニタリング
CE－P3 建築構造物耐震診断への常時微動計測の活用
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CE－P4 乾いた土の簡易な室内強度試験方法
◆電気電子工学専攻
E－P1 新構造・新材料ナノデバイス用量子輸送シミュレ

ータの開発
E－P2 電気エネルギーの高度利用
E－P3 ユビキタス光チップを用いたディスプレイ
E－P4 安全・安心・簡便な認証システムの開発
◆機械工学専攻
M－P1 多成分多相系流動のマルチスケール数値予測・実

験計測技術
M－P2 機械のレントゲン診断

－中性子ラジオグラフィによる熱流動現象の可視
化と診断－

M－P3 各種固体材料のマルチスケールモデリングと評価
技術の開発

M－P4 電界イオン顕微鏡による表面吸着・化学反応過程
の観察

M－P5 ウェアラブル・マスタスーツ： FST-03
M－P6 ジャイロ式波力発電システムの開発
◆応用化学専攻
CX－P1 反応有機化学研究紹介
CX－P2 新規フッ素系機能性物質の簡便合成
CX－P3 空洞を有するラブドファン型リン酸塩の機能性材

料への応用
CX－P4 コアセルベーションを利用したリン酸化物の調製
CX－P5 移動現象工学研究室研究紹介
CX－P6 超高真空処理した金属触媒の表面構造変化
CX－P7 担持金属酸化物触媒を用いたカルボニル化合物の

還元反応
CX－P8 粒子流体工学研究室研究紹介
CX－P9 生物プロセス工学研究室研究紹介
◆情報知能学専攻
CS－P1 柔らか頭で手堅く問題解決支援
CS－P2 システムの最適化・知能化設計
CS－P3 人体の全身筋骨格系モデルの構築と計算機シミュ

レーション
CS－P4 多様なメディアを対象とした情報検索
CS－P5 垂直統合設計による低消費電力センサノードの開発
CS－P6 45nm世代以降の低電圧SRAMに関する研究

５．交流会

新しく改装された

中庭で、交流会を催

しました。少し寒か

ったですが、生演奏

も交えて、デモやポ

スターでの議論が続

いた和やかな交流会

でした。

６．最後に

今回は、「大学研究室への誘
いざな

いと最先端技術のデモ」をテー

マに、研究室でのデモンストレーションを主体に、工学研究科

の学生によるポスター展示を企画しました。多くの参加者をお

迎えする事ができ、たいへん感謝しております。

最先端の研究成果のデモンストレーション、工学研究科が自

信をもって輩出する学生諸君との意見交換、リニューアルした

工学研究科学舎での交流会にご参加いただき、工学研究科の教

職員と学生との交流、連携を深めていただくことができたと確

信しております。今後とも、研究室を気楽にご訪問いただき、

新しい連携の発展を期待しております。

今回の工学フォーラム開催にあたりましては、共催団体とし

て、（社）神戸大学工学振興会から多大なご協力をいただきま

した。ここに改めて深甚の謝意を表したいと思います。

平成21年３月にご退職される神戸大学大学院工学研究科機械

工学専攻冨田佳宏教授は、これまで塑性不安定現象の解明をは

じめ固体の弾塑性変形の研究に多大な学術的貢献をされ、特に

有限要素法を用いた大変形解析は当該分野の草分け的存在で

す。対象とする材料も、金属材料はもちろんのこと、ひずみ誘

起マルテンサイト鋼、ポリマー材等広範囲にわたり、変形に応

じた複雑で複合的な塑性変形挙動を的確に表す構成式の提案に

おいても弾塑性力学とその応用分野の発展に大きく貢献されま

した。そのような冨田先生のご業績を讃えて、冨田先生の記念

講演、関連の深い研究者による講演を中心に、2008年10月24日

京大会館において、「冨田記念シンポジウム」が開催されまし

た。

当初、午後のみのシンポジウムを予定しておりましたが、多

くの方々のご希望により、終日のシンポジウムに変更し、20件

の講演を頂きました。まず、本シンポジウム主催者大阪大学渋

谷陽二教授の挨拶に引き続き、午前中［バイオメカニクス］安

達泰治（京大）、坪田健一（千葉大）、佐藤克也（山口大）、［ポ

リマーメカニクス］陸　偉（大阪府大）、内田　真（岡山大）、

内藤正登（住友ゴム工業）、［力学場の評価と構造予測］三村耕

司（大阪府大）、屋代如月（神戸大）、高木知弘（京工繊大）、

山中晃徳（神戸大）による10件の講演が行われました。午後は、

「固体力学との係わり－材料の機能・強度・安全性評価研究の

来し方を顧みて－」というタイトルで、本シンポジウムの主役

である冨田先生に基調講演いただきました。冨田先生の多大な

業績については、参加者一同、膨大な論文や数々の受賞で承知

しておりましたが、冨田先生ご自身にその歴史を「かいつまん
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◇◆◇◆◇第52回日本学術会議材料工学連合講演会「冨田記念シンポジウム」開催報告◇◆◇◆◇



－27－

母　校　の　窓

で」ご紹介いただいたことで、広範な研究のつながりが良く分

かり、またその先見の明に改めて感銘を受けました。その後、

引き続き参加者による講演として［不均質構造のメカニクスI］

長谷部忠司（神戸大）、藤本岳洋（神戸大）、廣内智之（神戸大）、

木元小百合（京大）、冨永　学（茨城高専）、［不均質構造のメ

カニクスII］比嘉吉一（沖縄高専）、今谷勝次（京大）、山田将

臣（神戸大）、渋谷陽二（阪大）の計９件の講演が行われまし

た。力学を通じて材料を理解することを固体力学研究室の研

究・教育方針とするに相応しく、講演は広範多岐にわたり、幅

広い固体の力学分野を網羅するものでありました。本シンポジ

ウムには、講演者以外にも進藤明夫（神戸大学名誉教授）、大

路清嗣（大阪大学名誉教授）、東　健司（大阪府立大学教授）、

松原英一郎、岡　二三夫（京都大学教授）他、若手研究者、大

学院生等、冨田先生に関係の深い方々のご参加を賜りました。

研究室で開催している研究会のような和やかな雰囲気のもと

で、忌憚の無い議論が活発に交わされ、当該研究の今を知るこ

とができました。講演者による集合写真（下記）を撮りシンポ

ジウムを終了しました。続いて、懇親会を、がんこ 高瀬川二

条苑にて開催し、旧交を温めるとともに、心に残る一時を楽し

く過ごし、お開きとしました。

（機械工学専攻　准教授　屋代如月）

１．はじめに

2008年８月８日（金）に工学部が行いましたオープンキャン

パス「キャンパスライフシミュレーション2008」について実施

報告をいたします。

今回のオープンキャンパスも、これまでと同様、各学科から

委員を選出して頂くことでワーキンググループを構成し、内容

の企画や実施を行いました。ワーキンググループのメンバーは

以下のとおりです。さらに、工学部広報委員会の中で選定され

た担当委員である足立裕司教授（建築工学科）と工学部事務の

ご協力がありました。

建　築　学　科：阪上公博 先生

市 民 工 学 科：加藤正司 先生

電気電子工学科：小澤誠一

機 械 工 学 科：片岡　武 先生

応 用 化 学 科：鈴木　洋 先生

情報知能工学科：川口　博 先生

ワーキンググループにおける検討の結果、内容については基

本的にはこれまでと同様にすることとし、そのテーマは「キャ

ンパスライフシミュレーション2008」といたしました。実施方

法については、午前に実施する学科と午後に実施する学科に分

かれ、教室を有効に活用するなどして、できるだけ多くの方に

無理なく参加してもらえるように工夫しました。

以下本稿では、工学部オープンキャンパス2008の全体概要を

説明したのち、各学科の企画についての実施報告を紹介いたし

ます。

２．工学部オープンキャンパス2008概要
今年度のオープンキャンパスは、事前のハガキによる参加申

し込みが約1,530名でした。一昨年度が1,410名、昨年度が1,436

名でしたので、参加者数は年々増加しています。昨年度同様、

往復葉書で申し込みをして頂き、学科の定員を超えた場合には、

先着順で他の学科を案内することにしました。参加者数の増加

に対応するため、３年前から学科紹介や模擬講義は各学科に分

かれて実施しており、昨年度から午前と午後に分かれて、大き

な教室を有効に利用するようにしています。しかしながら、こ

れでも学科紹介と模擬講義に参加できる最大人数は約1,400名

に制限され、約130名の方にはオープンラボや体験型化学実験

（応用化学科）のみの案内になってしまいました。このような

こともあり、今年度からオープンラボや体験型化学実験につい

ては、どなたでも自由に参加できるようにしました。全体のプ

ログラムは次のとおりです。

（1）時　間： 9:30～12:00（機械工学科、情報知能工学科）

13:30～16:00（建築学科、市民工学科、電気電子

工学科、応用化学科）

◇◆◇◆◇神戸大学工学部オープンキャンパス2008報告◇◆◇◆◇

オープンキャンパス・ワーキンググループ主査　小澤誠一



（2）場　所：各学科で指定した場所

（3）内　容：学科紹介、模擬講義、オープンラボ、体験型化学実験

となっていました。写真１、２に受付の様子を示します。

各学科では、多くの教職員や学生が動員され、大きな混乱も

なく成功のうちにオープンキャンパスは終了しました。このよ

うな成功の陰には、ホームページによる広報、参加証の送付、

パンフレットの準備、当日の受付業務などで精力的に動いて頂

いた工学部事務部の方々の多大なサポートがあったことは言う

までもありません。

各学科の実施報

告につきましては

次章で行いますの

で、ここでは受付

人数やアンケート

の集計結果を示し

ます。まず、当日の受付人数を表１に示します。前述したとお

り、参加申込者数は約1,530名でしたが、当日の受付総数は

1,443名でした。やはり、教室の収容人数の制限により、約130

名の方に学科説明や模擬講義への参加をお断りした影響が出た

のかもしれません。図１～７に参加者アンケートの集計結果

（回収数：527）をまとめました。図１は出身校の所在地の分布

です。近畿圏はもとより、遠くは関東、北海道や九州、四国な

どからも参加して頂いています。図2は主な参加者である高校

生の学年分布であり、高校２年生の参加者が最も多いのは昨年

と同様でした。図３はオープンキャンパスをどういう経路で知

ったかという質問の回答です。やはり「インターネット」とい

うのが最も多く、これも昨年度と同様でした。また「先生から」

という回答もありますが、夏休み中にオープンキャンパスに行

くことを課題にしている高校もあるようです。図4はオープン

キャンパスに期待する内容です。回答の中では施設見学が最も

多く、学科紹介や模擬講義に関連した回答がかなりの割合を占

めています。図５～７は、参加した感想です。内容や時間とも

適切で、オープンキャンパスに参加して神戸大学工学部に興味

をもって頂いた様子が伺えます。

３．各学科の実施報告概要

本章では、各学科による見学会などの実施結果について報告

します。

3-1 建築学科

建築学科のオープンキャンパス2008「建築の卵」は、講義・

実験・演習の「体験」、１年生から４年卒業設計までの作品展

示、計画系・構造系・環境系の各研究室の紹介パネルの「展示」

が主な内容で、参加者からの質問に答える相談コーナーも設け

られました。今年の学科説明は、田渕基嗣先生が行い、建築学

と学科カリキュラムの概要を説明しました。受け入れ定員が、

教室定員とちょうど同じであったため、父兄や同伴者の方には

立ち見をお願いせざるを得ませんでしたが、参加者諸君はほぼ

全員着席でき、スムーズに行うことができました。模擬講義は、

昨年と異なり、１件30分として２件を全員に聞いてもらう形に
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図１　高校所在地

図２　参加者の学年 図３　知った経緯 図４　オープンキャンパスに期待する内容

図５　内容についての感想 図６　時間についての感想 図７　興味についての感想

表１　当日受付人数 
学科 

建築学科 
市民工学科 

電気電子工学科 
機械工学科 
応用化学科 

情報知能工学科 
学科不明 
合計 

人数 
310 
118 
208 
318 
239 
199 
51 

1443

写真１　全体受付風景１ 写真２　全体受付風景２



しました。藤谷秀雄先生による「地震と建築そして風」と黒田

龍二先生による「出雲大社本殿の復元」の２つが行われました。

2005年から実施していた「模擬設計」が好評なので、今年も

90名を受け入れて実施しました。三輪康一先生と山崎寿一先生

のご指導によって「建築を設計しよう－六甲山牧場に建つ休憩

所のデザイン－」という課題が出され、高校生達は講義と解説

を聞いたあと、この設計に挑みました。これには大学院生有志

がTAとして参加し指導が行われました。参加者からは、「難

しかったけれど、非常におも

しろかった」という感想が聞

かれました。教室総動員体制

で、30名弱の大学院生にも手

伝っていただき、ようやく対

応できました。写真３～５に

実施風景を示します。

3-2 市民工学科

「市民の視点から環境を守る・くらしを守る」をテーマに、

学科の概要説明、ショート講義、ポスター展示および質問コー

ナー、模擬実験、都市安全研究センターの見学ツアーをとおし

て市民工学科の内容紹介を行いました。

まず、参加生徒および父兄の方々にLR301教室に集合してい

ただき、前学科長の森川英典教授からのはじめのご挨拶と市民

工学科の概要の説明をお聞きいただきました。引き続き、三木

朋広准教授による「環境を守る新しい構造材料」および鍬田泰

子准教授による「市民工学における災害時救命対策の最前線」

と題したショート講義を受講していただきました。その後、創

造工学スタジオⅡに移動していただいた後、ポスター展示およ

び質問コーナー、市民工学科の３つの実験室の見学ツアー、お

よび都市安全研究センターの見学ツアーに参加していただきま

した。実験の内容は、芥川真一准教授をはじめとする構造系教

職員による「光る変位計を使った動きを可視化するデモ実験」、

齋藤雅彦助教をはじめとする水工系教職員による「自然の中の

渦と流れに関する実験」、河井克之助教など地盤系教職員によ

る「土の特性-ダイレタンシーとせん断強さ」の３つです。そ

れぞれ、導入部でパワーポイントなどを用いた丁寧な解説があ

り、また、実験自体も身近なテーマであったこともあり、参加

者には大変好評を博したようです。また、吉田信之准教授の案

内により、都市安全研究センターの見学に参加していただきま

した。センターでの研究活動などについて説明を受け、実験施

設の見学をしていただきました。以上の見学ツアーに並行して、

本年度は創造工学スタジオⅡにて、コンクリートカヌー展示を

含むポスター展示および質問コーナーを実施しました。参加者

は、森川教授によるコンクリートカヌーの説明を熱心に聞き入

っていました。また、実際に研究に携わる大学院生の説明を聞

くことができ、参加者には市民工学科の教育・研究活動の一端

が身近に感じられたことと思います。

最後に、集合場所であるLR301教室に戻って質疑応答を行い、

アンケートの記入・回収後、オープンキャンパスを閉会しまし

た。ほとんどのアンケートで、ポジティブなコメントをいただ

けました。例えば、市民工学科の内容がオープンキャンパスに

参加することで非常によくわかるようになった、実験が面白か

った、丁寧に説明してもらえてよかった、などです。また、就

職先や入学後の学生生活、海

外留学などについて大学院生

から直接話が聞けて大変面白

かったとの意見もありました。

写真６～８に実施風景を示し

ます。

3-3 電気電子工学科

電気電子工学科のテーマは「ナノテク・情報・エネルギー-

電気を全部見てみよう」で、全体説明と模擬講義、オープンラ

ボを実施しました。

まず、八坂保能専攻長が電気電子工学科の全体説明をされた

後、森井昌克教授による模擬講義「ネットワークは電気羊の夢

を見るか：ネットワークとコンピュータが支える新しい社会」

が行われました。このタイトルは、映画「ブレードランナー」

の元となったフィリップ・K・ディックのSF小説「アンドロイ

ドは電気羊の夢を見るか？」にかけたもので、ネットワーク社

会への期待と問題点を分かりやすく面白く説明して頂きまし

た。非資源国である日本にとって考えていかなくてはならない

「都市鉱山」という環境問題やサイバーテロなどのネットワー

クセキュリティーのお話も、参加者にとって興味深い内容のよ

うでした。

オープンラボは、「ナノ結晶材料の基礎物性と応用」、「半導

体表面構造と電子状態の解析」、「半導体ナノ結晶をつかって未

来の光をつくる」、「計算ナノエレクトロニクス～コンピュータ

の中にナノ世界を創る～」、「電磁エネルギーの生成・変換・利

用に関する研究」、「光ディスクの溝をちょっと観察」、「映像・

メディア認識、アナログ・ディジタルLSI設計」、「ウェアラブ

ル・ユビキタス・エンターテイメントコンピューティング」、

「ネット社会を支える情報通信技術：インターネット、携帯電

話、そして 個人情報保護技術からグリーンITまで」、「コンピ

ューターアルゴリズムの開発」、「人間より賢く学習するパター
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写真６　模擬講義

写真７　実験室見学ツアー 写真８　ポスター展示

写真３　模擬講義

写真４　模擬設計 写真５　設計製図作品展示



ン認識システム」という11テーマに分かれて実施されました。

オープンラボは電気電子の参加者に限らず、他学科の参加者に

も自由に参加できるようにしました。また、学部１年前期授業

科目である「電気電子工学導入ゼミナール」で行われた自由研

究で最優秀賞を取った２班にポスター発表とデモを行ってもら

いました。見学者は興味深く説明を聞き、熱心に質問などをし

ていました。電気電子工学科に入学したらどのような授業を受

け、どのような研究を行うのかについて、その一端を垣間見て

頂けたと思います。さらに、受験生にとって最も気になる入学

後の学生生活について気軽に話を聞けるよう、質問コーナーを

設置し、現役大学院生（男子１名、女子２名）に質問に答えて

もらいました。かなり盛況で、長時間、いろいろなことを質問

した人もいました。

参加者のアンケートをとりましたが、ポジティブなコメント

が大勢を占め、模擬講義をうけて電気電子工学科についての興

味が増加した、在校生から直

接話が聞けてよかった、神戸

大学に入学したいという意欲

がわいた、校舎や設備がきれ

いでよかった、などの意見が

ありました。写真９～11に実

施風景を示します。

3-4 機械工学科

機械工学専攻のテーマは「体験しよう！メカライフ」で、本

専攻では模擬講義及び研究室見学を実施しました。まず専攻長

の冨山明男先生による機械工学専攻の紹介を行った後、今年度

は模擬講義と研究室見学をパラレルで行い、模擬講義を聞きた

い人は講義室で模擬講義を、また研究室見学をしたい人は各々

が見たい研究室へ自由に往来してもらい、参加者全員の希望で

オープンキャンパスに参加して頂く形式を取りました。ただ、

第１限の模擬講義に参加者が集中する、という前年度の反省を

踏まえ、模擬講義の受講希望者に関してはあらかじめ３グルー

プに分けさせていただきました。模擬講義の内容としては機械

工学専攻を構成する各大講座より話題を提供して頂き、平澤

茂樹先生による「エネルギーと熱流体工学」、中井善一先生に

よる「機械の信頼性と安全性確保のために必要なこと」、磯野

吉正先生による「自然エネルギー発電と機械工学」という３つ

の模擬講義を実施致しました。それと平行して機械工学専攻を

構成する12研究分野の研究室（１分野は今年度開設のため辞

退）、工作技術センターに加えて、機械工学専攻の学生有志が

行っているフォーミュラーカー製作とレスキューロボット製作

の展示も行って、自由に見学をしてもらいました。参加者には

各見学場所を記した地図と紹介内容を記した書類を配付し、各

自地図を片手に工学研究科本館から自然科学総合研究棟２、３

号館まで希望の研究室を移動して見学していただきました。

最後に提出してもらったアンケートを見ていると、来て頂い

た方の希望で内容が選択できる形式は非常に評判が良かったよ

うです。また、各見学箇所で自分たちのやっている研究内容を

わかりやすくかつ活発に説明をする学生諸君に非常に好印象を

持っていただけたようです。半日でも十分堪能できた、との感

想も承りました。写真12～13に実施風景を示します。

3-5 応用化学科

応用化学科のテーマは「夢・化学-21 化学への招待」でし

た。本学科の企画は、1）電子顕微鏡で探るマイクロ・ナノの

化学、2）光を操る偏光板を作ろう、3）指サックをつくろう！、

4）化学に制御？〈制御の世界を覘いてみよう〉、5）光る生体

分子を見よう！、6）人工イクラをつくろう、7）液体を固める

技術。水、お酒、油、ガソリンを！、8）ガラス細工実演、と

いう８つの体験型化学実験に、さらに２つの模擬講義を加えて

実施致しました。模擬講義は上田裕清先生による「化学って何

なの？どこがおもしろいの？」、西山　覚先生による「炭酸ガ

スを減らすためのキー・テクノロジー」というテーマで、高校

生にも理解されるような内容を講義して頂きました。全時間を

３つに分割し、それぞれ１回あたり40分のテーマを３回行い、

上記、合計10の体験テーマ・模擬講義より３テーマを参加者が

自由に選択して体験してもらうことで、応用化学科の内容の理

解、ならびに化学への興味を持ってもらえるように工夫致しま

した。

当日の応用化学科への参加人数は239名であり、高校とは違

う、講義・実験を体験し目を輝かせていました。例年、参加者

の大半は近畿圏内からの参加

でありますが、九州、四国、

中国、北陸、東海、中部地方

からの参加者もあり、オープ

ンキャンパスが全国に浸透し

てきていることが伺えました。

提出されたアンケートでは、
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写真12 レスキューロボット展示の様子 写真13 フォーミュラーカー展示の様子

写真14 模擬実験風景１

写真15 模擬実験風景２ 写真16 模擬講義風景

写真９　模擬講義

写真10 研究室見学 写真11 導入ゼミ・ポスター＆デモ



大半が、神戸大学に関して好印象を持ったという意見や応用化

学や工学部の内容が実感できてよかったという感想でした。写

真14～16に実施風景を示します。

3-6 情報知能工学科

情報知能工学科では「情報知能は未来を創る」というテーマ

で以下の内容を実施しました。

まず学科の全体説明が行われ、それに引き続いて学科長・玉

置　久先生の「模擬講義」を受講してもらいました。ナップサ

ック問題や巡回セールスマン問題などの整数計画問題を、例を

挙げて分かりやすく教授されました。簡単なようで実は非常に

難しい整数計画問題を、網羅的に解くには天文学的な時間がか

かる、ということが受講者には理解できたようです。講義終了

後、演算の削減方法について質問に来た高校生もいました。

そのあと工学部本館情報知能実験室および演習室において

「LEGOロボットプログラム」と「RoboCupシミュレータ」を

体験してもらいました。これらは学部2年生を対象とした「情

報知能工学実験I」と「情報知能工学演習III」の実際の授業の

一部を、模擬実習としたものです。90分の間に「LEGOロボッ

トの製作と制御」および「ネットワークとプログラミング」に

ついて、手を動かして考えてもらいました。高校生は充実した

設備に感動したようです。

上記の実験体験・演習体験と並行して、自然科学総合研究棟

3号館および工学部本館において「オープンラボ」も開催し、

自由に見学を受け入れました。システム情報（CS14）、システ

ム構造（CS16）、情報メディア（CS17）、人工知能（CS24）、

知的ソフトウェア（CS25）、計算機システム（CS26）、分布系

同定・応用関数解析／分布系制御・非線形解析（CS31）、情報

数理（CS32）の各講座では、多くの見学者に研究を紹介しま

した。質疑応答も活発に行われました。

自然科学総合研究棟３号館５階リラクゼーションスペースで

は、高校生は冷たいドリンクを片手に「ポスター展示」の説明

を受けました。知能ロボティックス（CS11）、無線通信（CS12）、

情報フォトニクス（CS13）、プログラミング言語／知能システ

ム（CS18）、システム計画（CS21）、システム設計（CS22）、

システム制御（CS23）、知的ソフトウェア（CS27）、プロセッ

サ・アーキテクチャ（CS28）に所属する大学院生は、研究紹

介のみならず、学生生活等に

ついてさまざまな助言をしま

した。親身になって高校生の

相談に乗る学生を頼もしい先

輩と慕い、入学を誓った高校

生もいるようです。

写真17～19は実施風景です。

４．おわりに

本稿では、2008年の神戸大学工学部オープンキャンパスの実

施について報告しました。工学部のオープンキャンパスは今回

が６回目ですが、参加者が年々増加しており、その傾向は強ま

るばかりです。理工系離れが大きな問題となっている現状にお

いて、大変うれしい傾向ではありますが、裏を返せば受験生の

皆さんが真剣に大学選びを行っていることを表しており、この

増加傾向を手放しに喜ぶわけにはいきません。冒頭でも述べま

したが、工学部の大教室の数と収容人数が応募者数に十分対応

できず、希望学科を変更して頂いたり、学科説明・模擬講義へ

の参加をお断りしたりしなければいけませんでした。これは、

以前から問題とされてきたことではありますが、来年度も増加

傾向が続くようであれば、さらに問題は深刻化していくと思わ

れます。何らかの対策が必要と思われます。

最後に、今回のオープンキャンパスが無事に実施できました

のは、工学部オープンキャンパス・ワーキンググループのメン

バーをはじめ、各学科の教職員の皆様や大学院生をはじめとし

た研究室の学生さん、そして運営に関して全面的にサポートし

て頂きました工学部事務の皆様のおかげです。ここに感謝の意

を表したいと思います。

１．はじめに

流域に展開される多様な人間活動は

栄養塩・有機物などの汚濁負荷を生産

し、廃棄物を生み出す。その結果、河

川から海域に至る水質は悪化し、水利

用と自然環境に障害をもたらす。本文

では、貯水池の深水層や一般廃棄物埋

立処分場から浸出する汚濁水を対象と

して、マイクロバブルを利用した水質

浄化技術の事例を報告する。

２．ダム貯水池の富栄養化

ダムは河川水をせき止めて貯留するため、貯水池水の交換率

が低く水質汚濁が進みやすい。一般にダム貯水池は数10mの大

水深を有するため、春から夏にかけて表層が暖められ深水層は

低温に維持されて水温成層が発達する。この状況下では、水温

密度差が上下方向の水質交換を抑制し、深水層が隔離されて滞

留する。図-1のように流域から栄養塩が供給されると、表層で
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写真17 模擬講義

写真18 実験体験 写真19 ポスター展示

◇◆◇◆◇専攻紹介◇◆◇◆◇
マイクロバブルを用いた貯水池などの水質浄化技術

大学院工学研究科市民工学専攻　教授 道奥康治
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は光合成によって植物プランクトン（すなわち有機物）が増殖

する。これらはやがて死滅・沈降し、水中の溶存酸素を消費し

ながら無機物へと分解される。深水層は表層や河川流入水から

隔絶されて酸素供給が絶たれているため、貧酸素化が進む。有

機物は分解されないまま湖底に堆積し、貧酸素化した深層水の

還元作用によって栄養塩や重金属が湖底から溶出して汚濁が進

む。富栄養化による水質障害は、①有機物が増殖して異臭味や

透明度が低下する表層での有機汚濁と、②酸欠状態に至った深

水層の汚濁現象、の二つからなる。

３．貯水池深水層の水質浄化システム

深水層の溶存酸素を回復すれば、底泥からの汚濁溶出が抑制

され、底泥に堆積した有機物の分解が促進される。深水層への

酸素供給としては、（i）水温成層を破壊して、酸素を多く含む

表層と貧酸素化した深水層との混合を促進する方式（全層曝気）

と、（ii）水温成層を維持したまま深水層に酸素を共有して溶解

させる方式（深層曝気）がある1），2），3）。それぞれの利点を生か

しながら、また貯水池の状況に応じて曝気方式が選定される。

もし、全層曝気を実施して、①深水層の栄養塩・金属が表層へ

浮上拡散され藻類増殖を促進する、②低温の深水層が表層へ浮

上することにより冷水害が誘起される、③表層で生産された有

機物が深水層に引き込まれて底泥への有機物の堆積を増長す

る、などの問題が懸念される場合には、深層曝気の方が有利で

ある。著者は、気泡浮上にともなう成層破壊を最小限に抑え、

高い酸素溶解効率を得ることを目的としてマイクロバブルを用

いた深層曝気システムを導入した。

４．貯水池の水質浄化実験－その１（A貯水池）

4.1 システムの概要4）

有効貯水容量650,000m3、最大水深32mのA貯水池において

図-2のような水質浄化システムを設置し、1999年３月より深層

曝気を開始した。常時満水位（El .207m）から27m下方

（EL.180m）に設置された20基のエアレータから自然大気を送

気し、マイクロバブルを発生させた。
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図-3 深水層における溶存酸素の回復状況（A貯水池）

図-4 深水層における電気伝導度の低減（A貯水池）

図-5 各層におけるCODの経年変化
（A貯水池）

図-6 PO4-Pの経年変化
（A貯水池）

図-7 NH4-Nの経年変化（A貯水池）図-8 NO3-Nの経年変化（A貯水池）

図-1 貯水池における富栄養化と有機汚濁のしくみ

図-2 貯水池深水層の水質浄化システム4）
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4.2 水質改善状況
図-3, 4は溶存酸素濃度と電気伝導度の鉛直分布をそれぞれ示

す。曝気開始前においては、９月をピークに深水層は無酸素状

態であったが、深層曝気により酸素が飛躍的に回復している。

しかし、秋季の２～３週間、依然として深水層が無酸素化して

いる。高い電気伝導度は深水層へ還元的に溶出した栄養塩・金

属類が原因と考えられるが、図-4のように、曝気開始後、底層

の電気伝導度は急減しており、曝気による物質溶出の削減効果

が顕著に表れている。

図-5は上層（水面下1m）、下層（湖底上1m）、中層（上下層

の中間標高）におけるCOD濃度を示す。曝気開始前には高濃

度のCODが下層に検出されているが、深層曝気を開始すると

上中層と同程度にまで濃度が低下している。図-6は同じくリン

酸態リンPO4-Pの濃度を示す。曝気によってPO4-Pの溶出が相当

程度に抑制されている。図-7, 8はそれぞれアンモニア態窒素

NH4-Nと硝酸態窒素NO3-Nの変化を示す。曝気により硝化が促

進し、NH4-Nの大部分がNO3-Nへと酸化されている。別途、鉄

とマンガンも曝気により大幅に減少することを確認した。

５．貯水池の水質浄化実験－その２（B貯水池）

5.1 実験の経緯
上述の実験では、内部生産が最盛期となる秋季に短期間では

あるが無酸素層水塊が残存した。酸素溶解効率をさらに向上さ

せて、消費電力や機械系の消耗を抑制することは、技術的にも

経済的にも必要である。空気曝気の場合には、酸素分圧が全気

体の約1/5であり、窒素は難溶解性気体であるため送気量の何

割かは水面まで浮上し、浄化効率や深層水の一部を浮上させる

などの問題が残る。そこでB貯水池においては、純度70～90%

の酸素マイクロバブルを深水層へ供給する新たな水質浄化シス

テムを設置した。

5.2 システムの諸元5）

B貯水池は堤高32.1mの重力式ダムによって形成された総貯

水容量375,000m3の多目的貯水池である。深層曝気は2004年３

月から開始した。システムの構成は概ね図-2と同様である。ダ

ム天端から写真-1のエアレータ（20基）を吊下し、湖底上1.5m

のEL.157.5mに設置し、酸素マイクロバブルが深水層へ噴出さ

れる。水中ポンプの諸元は吐出流量：200r/min、揚程：30m、

出力：3.7kW、酸素発生器の最大供給量と電力はそれぞれ

1,200l/hr, 6.1kW、コンプレッサーの出力は2.2kWである。コン

プレッサー、酸素発生器、電源と操作盤はダム天端のゲートハ

ウス内に写真-2のように設置された。

5.3 水質の改善状況
溶存酸素濃度（DO）の分布を図-9に示す。曝気以前（～

2004年２月）には、毎年７月から９月にかけて無酸素水塊が発

達していた。曝気により深水層の溶存酸素は飛躍的に回復し、

開始直後の2004年４月には溶存酸素計で検出不可能な高濃度
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図-11 全鉄濃度T-Feの変化（B貯水池）

図-12 全マンガン濃度T-Mnの変化（B貯水池）

図-9 深水層における酸素回復状況（B貯水池）

図-10 深水層における電気伝導度の低減（B貯水池）

写真-1 エアレータ 写真-2 地上機器（ゲートハウス内）
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（DO飽和度＞200%、DO濃度＞20mg/l）に至った。ただちに酸

素供給量を1,000l/hrから300l/hrまで絞り込んだが、結果的に

は、秋季循環に至るまで深水層の豊酸素状態は継続した。また、

ダム軸方向に約100mの範囲で計測点を移動しながらDOが水平

方向に均一に拡がっていたことを確認した。高い電気伝導度を

示す汚濁水塊は図-10のように曝気後に消失した。曝気開始前

に下層で高濃度に検出されていた全鉄（T-Fe）や全マンガン

（T-Mn）は図-11、12に示すように大きく削減された。窒素・

リンについてもA貯水池と同様の浄化実績を得た。

６．一般廃棄物埋立処分場からの浸出水の浄化－気体別の浄化

効率6）

一般廃棄物埋立処分場からの浸出水を浄化するために、マイ

クロバブルの曝気性能を実験水槽で検証した。浸出水貯留池は

嫌気状態に保たれ、窒素化合物の大半はアンモニア態NH4-Nと

して、マンガンなど金属類も溶存態として、ともに高濃度に存

在している。

浸出水で満たされた約1m3の水槽に微生物の供給源として貯

留池の底泥を敷き、貯水池浄化実験と同型のエアレータを一基

設置した。気体種別の水質浄化効率を検証するために、①空気

（ケース名：G1、送気量：0 .27r /m in）、②酸素（G2 ,

0.18r/min）、③オゾン（G3, 0.49r/min）の三種類のマイクロ

バブルを供給した。加えて④無曝気の参照水槽を設定した。

図-13には溶存酸素濃度の経時変化を示す。有機物の好気的

分解、金属イオン・窒素化合物の酸化により酸素が消費される

ため、無曝気の場合（G0）には溶存酸素が減少・枯渇する。

酸素曝気の場合（G2）には送気量が他より少ないにも関わら

ず、高濃度を維持している。しかし、いずれの場合にも曝気開

始後３～10日の期間において微生物による酸化反応が活発とな

り、溶存酸素は減少している。図-14に示す電気伝導度の推移

を見ると、マンガンなど金属イオンの不溶化・沈降（図-18）

により、いずれの気体でも同程度の減少傾向が見られる。

気体毎に送気量が異なるため、累積送気量の関数として水質

濃度の推移を再整理し、気体毎の水質浄化効率を検証した。

図-15～17は窒素系栄養塩濃度を、図-18は溶存態マンガンS-Mn

の濃度をそれぞれ示す。前半にアンモニア酸化「NH4-N⇒NO2-

N」が顕著に進みNH4-Nが枯渇する。後半においては硝化

「NO2-N⇒NO3-N」によってほぼ全ての窒素系栄養塩が硝酸態

窒素に変換される。いずれの段階においても、酸素曝気（G2）

の反応速度が最大で、オゾン（G3）の反応速度は最小である。

底泥を敷設しない場合には、これらの生物化学反応を担う微生

物（特に硝化細菌）が底泥から供給されないため、窒素酸化は

緩慢であり、しかもNO2-NからNO3-Nへの変化はほとんど生じ

ないことを別途確認した。したがって、酸素溶解効率とともに

微生物環境が浄化効率の制限因子であることが示唆される。

図-18に示すS-Mnに関しては、窒素酸化と同じく酸素曝気が最

も高い浄化効率を示している。底泥を敷設しない場合にも図-

18とほぼ同様の除去率を示したことから、S-Mnの除去過程は

微生物条件にほとんど影響されない化学的酸化が主体であるこ

とが推察される。

７．むすび

マイクロバブル発生技術が貯水池深水層やゴミ埋立処分場か

らの浸出水の浄化に対し有効であることが実機・室内実験によ

り確認された。しかしながら、適切な水質浄化を実現するため

には、マイクロバブル発生のための機械・電気システムを最適

化するだけではなく、対象水域の水理・水文特性や生物環境に

応じた施設・運用計画を策定することが必要である。

水質浄化実験にあたり、施設管理者の各位ならびにシステム

の設計・施工をご担当頂いた㈱中電技術コンサルタントの関係

者に多大なご協力を賜った。記して謝意を表する。
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図-13 溶存酸素濃度の経時変化 図-14 電気伝導度の経時変化

図-15 累積送気量とアンモニア態窒素 図-16 累積送気量と亜硝酸態窒素

図-17 累積送気量と硝酸態窒素 図-18 累積送気量と溶存態マンガン
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母　校　の　窓

大学院工学研究科建築学専攻　准教授

近藤　民代
１．神戸大学大学院自然科学研究科地球環

境科学専攻博士後期課程修了

２．財団法人ひょうご震災記念21世紀研究

機構　人と防災未来センター　主任研

究員

３．・住環境計画　・住宅復興論

４．H20年10月１日付で、工学研究科建築学専攻の准教授とし

て着任いたしました。私の専門分野は住環境計画です。快適で

住みよい、安全な住環境を創造・再生していくための計画論・

プロセス論を構築することを大きな研究の柱とし、以下のよう

な二つのアプローチで研究を推進します。第１に、豊かな住環

境を創造していくための、都市・地域計画的視点からの計画

論・政策論からのアプローチです。市民の生活基盤となる“す

まい”を取り巻く公共空間、緑地、生活関連施設などを含めた、

住環境を安全で快適なものにするための住環境計画の理論の構

築を目標に据えています。特に地震多発期を迎えた日本におい

ては、災害に備えた安全性を向上させる住環境の再生は重要な

課題です。これまで災害復興期における、すまいの再建とあわ

せた安全で快適な地域生活空間を再生するための計画論の構築

も行うことを目指して、米国ハリケーン・カトリーナ災害後の

ニューオリンズ市をフィールドとした研究を継続的に行ってき

ました。兵庫県南部地震が発生した当時、私は神戸大学工学部

建設学科の一回生でした。学生時代は災害復興公営住宅や自力

仮設住宅に関する調査や復興まちづくりの支援などに携わりま

した。神戸大学に着任し、今後は阪神・淡路大震災における教

訓を生かし、国内外の災害復興現場に学びながら、住宅復興論

について追究していきたいと考えています。第２に、持続可能

な住環境を創造・維持管理していくための、居住者を中心とし

た主体形成論・プロセス論からのアプローチです。地域の場所

性・地域性を継承しながら、住環境をより安全・快適なものと

して再生していくためには、居住者が主役となり、そこに地方

自治体、民間セクター、建築・まちづくりを職能とする専門家

などを加えた、多様なステークホルダーによるプロセスが重要

です。その先進事例である、欧米をフィールドとした居住者の

参画による地域生活空間に根ざした住環境づくりである“コミ

ュニティ・アーキテクチュア”を学位論文からの継続的な研究

テーマとし、居住者とそれを支援する専門家によるコラボレイ

ティブ・プランニングにおける主体形成論、協働論の構築を行

います。

学生の教育に関しては、育成すべき３つの専門家像を考えて

います。①地域生活空間の“住まい手”のニーズを的確にとら

え、長期的かつ広域的な視点から目指すべき空間像を描くこと

ができる学生②国内に限らず海外における住環境の課題や住環

境創造のための計画手法や取り組みなどについて見識と国際的

な視野をもつ学生③現場から学ぶ姿勢をもつ学生です。以上の

ような研究・教育活動を推進していく上では、国内のフィール

ドにおいて研究を進めるにとどまらず、海外の事例研究などを

現地の研究者と共同で実施していくことを重視しています。阪

１．出身校　　２．前任地（前職） ３．専門研究分野（テーマ） ４．今後の抱負

新任教員の紹介

１．出身校　　２．前任地（前職） ３．専門研究分野（テーマ） ４．今後の抱負
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神・淡路大震災の被災地である神戸には、安全な住環境計画を

考える上での現場は数多く存在しており、そのような環境も存

分に生かしながら、母校である神戸大学が住環境計画研究にお

いて国際的にも存在感を発揮し、大きな担い手となれるような

貢献をしていきたいと考えています。

最後になりましたが、今後も微力ではありますが新任務に全

力を尽くす所存でございますので先生方やOB/OGの皆様には

今後共ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

大学院工学研究科電気電子工学専攻　准教授

山口　一章
１．大阪大学大学院基礎工学研究科博士後

期課程単位取得退学

２．神戸大学大学院工学研究科　助教

３．理論計算機科学、応用離散数学

４．コンピュータはプログラムによって動きますが、アルゴリ

ズム（計算手順）の良否は、その処理時間に大きく影響します。

良いアルゴリズムを用いれば安価なPCでもすぐ解けるような

問題が、何の工夫もないアルゴリズムで解くとスーパーコンピ

ュータでも数億年かかるということがあります。私の研究は、

効率的なアルゴリズムの開発およびその数理的性質を明らかに

することです。

製造業や輸送業において現れるコスト最小化などの問題の多

くは組合せ最適化問題として表現されます。そのような問題は

最適解を求めなくともある程度良い解が得られれば十分なた

め、現実的な計算時間でできるだけ良い解を求めるようなアル

ゴリズムが望まれています。

私はこれまで、いくつかの組合せ最適化問題に対し、世界最

速のアルゴリズムや短時間で良い近似解を得るアルゴリズムを

提案しました。非常に優れた成果を得た反面、私の扱った問題

と現実の諸問題との見た目のギャップは大きく、私のアルゴリ

ズムは社会でほとんど活用されておりません。今後は、効率的

なアルゴリズムの開発とともに、研究成果を活用して頂けるよ

う、様々な場面でアピールしていきたいと思っております。

教育に関しては、アルゴリズムの分野は難しい問題を抱えて

いると考えています。アルゴリズムは、単に知識として理解で

きるだけでは駄目です。現実の問題に直面した際、問題の本質

を見抜き、適切なアルゴリズムを用いることができなければ、

真に理解したとは言えません。文章題が解けなければ数学が身

に付いたと言えないのと似ています。学生に対しては、単に知

識として理解させるだけでなく、「ただの知識」から「身に付

いた知識」に成長させる過程を支援していきたいと考えており

ます。

以上、今後とも研究・教育に努力してまいりますので、ご指

導、ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

大学院工学研究科応用化学専攻　准教授

大谷　亨
１．北陸先端科学技術大学院大学　材料科

学研究科機能科学専攻　博士後期課程

短期修了

２．富山県立大学工学部・同大学大学院工

学研究科　准教授

３．バイオマテリアル、生体模倣工学

４．Ｈ20年６月１日付で応用化学専攻機能分子化学グループに

着任しました大谷　亨（おおやとおる）です。われわれの体を

構成する生化学物質、細胞、組織は、体液中のゆらぎの中でエ

ネルギー的に最安定化状態となるような分子間相互作用を選択

し、分子認識を行っています。しかも生体内では、非特異的な

吸着を抑制することによって感度を高めていると考えられてい

ます。このような生体分子認識の機構は、生体内環境であるか

らこそ構築されていると考えられますが、医療や製剤、そして

健康管理を目的としたバイオセンサーなどの医用工学的な応用

を鑑みた場合には、人工材料と生体分子が接触することが前提

となります。そのため、生化学物質や細胞は、人工材料表面の

状態に応じた最安定化状態となるように応答します。生体成分

と接触するバイオマテリアルは、材料表面の状態を合目的的に

設計する必要があり、分子レベルでの相互作用を解明しつつ、

材料設計、有機合成、加工、物理化学的・生物学的評価からそ

の特性を明らかにすることが重要です。私はこれまでに、超分

子化学と有機・高分子化学的手法を融合した生体内分解性高分

子や生体適合性に優れたナノサイズ樹状高分子（デンドリマー）

の分子設計とそのバイオマテリアルとしての応用に関する研究

に従事してきました。今後は、分子認識の基本である分子間相

互作用及び熱・流体力学的見地から生体内環境を模倣したバイ

オマテリアルの設計を考え、主に抗がん剤のデリバリーと再生

医療を鑑みた細胞応答性材料の創製に関する研究に取り組んで

いきたいと思います。さらに、機能分子化学グループでは、分

子認識を追及できる最先端分析機器を有しているので、センサ

ーと融合した診断システムの構築にもチャレンジしたいと思い

ます。研究を通じて学生とともに時間と苦労を共有し、論理的

に物事を把握できるよう指導していきたいと存じます。

また教育面では、昨今の情報の渦に流されることなく物理・

化学的な論理をもって学生の考えを第三者に文章並びにプレゼ

ンテーションにて伝える能力をつけていただけるよう努力した

いと思います。現代は、インターネットで検索することが当た

り前となっています。われわれはインターネットからスピーデ

ィに情報を得ることができますが、ちょっとした科学現象が目

の前で生じても、検索した内容のみで説明しようとする一部の

学生をこれまでに目の当たりにしてきました。機械的に前例を

もとに説明することは簡単ですが、自ら五感を通じて勉強し、

それを自己消化することの大切さを講義や実験を通じて学び取

ってもらえるような教育を追及したいと思います。

母　校　の　窓

１．出身校　　２．前任地（前職） ３．専門研究分野（テーマ） ４．今後の抱負１．出身校　　２．前任地（前職） ３．専門研究分野（テーマ） ４．今後の抱負
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大学院工学研究科情報知能学専攻　准教授

白川　健
１．千葉大学大学院自然科学研究科情報科

学専攻　博士後期課程修了

２．神戸大学大学院工学研究科　講師

３．非線形解析学、非線形発展方程式

４．私たちの身の周りには「水の凝固・氷の融解」などの様に、

２つ以上の異なる状態（相）が共存することで複雑なパターン

を形成する現象が数多く存在します。こうした現象は総称して

「相転移」と呼ばれますが、その中には先に挙げた融解・凝固

現象だけでなく、「形状記憶合金」や「シリコンの単結晶成長」

などの先端工学の分野に登場するような現象も含まれます。こ

うした現象を制御（コントロール）し応用する際の難しさは、

物質の状況が周りの環境（例えば温度）と相互作用しながら

強い非線形性を伴った複雑な変化をし続ける所です。従って、

こうした非線形現象の応用のためには先ず、そのメカニズムを

支配する根本原則をしっかりと把握しておくことが肝要となり

ます。

私の主な研究テーマは、上記のメカニズム解明の基礎的な部

分に対応しており、非線形現象の時間的・空間的変化（力学系）

を科学の言語である「数学」を用いて記述・再現することを主

な目標としています。現在の段階では、現象の支配エネルギー

に基づいた数学モデルの基本性質および再現パターンの理論的

側面からの解析を行っていますが、いずれは現在の研究成果を

活用して 数値シミュレーションによる可視化を交えた非線形

制御問題にも取り組みたいと考えています。

また、最近では地域経済のメカニズムにも興味を抱いており、

市町村レベルでの経済動向予測を目標にした偏微分方程式によ

る数理モデルの考察も行っています。経済の現象に興味を引か

れた理由は、物理現象と同様に状況が絶えず変化し続けている

事もありますが、その他にも「社会に対し少しでも役に立つ研

究をしたい」という動機もあります。従いまして私は、どのよ

うな現象と向き合うにせよ、「社会貢献」というキーワードは

今後も活動の原点として持ち続けたいと考えています。

この観点からすれば、学生の教育は私にとって一番身近な社

会貢献ということになりますが、教育面においても私は学生の

興味や知的好奇心を刺激する様な講義作りが、現在の大学の教

育現場では求められていると感じています。そのための工夫の

一環として、私は私自身の研究内容を噛み砕いた「例え話」を

話の合間に盛り込むことで、出来るだけ学生に知識の活用法に

関するビジョンを持ってもらえるよう心がけたいと考えていま

す。

過去の講義ノートや卒研指導などを省みると、自分などはま

だまだ未熟者と痛感する場面が多いのですが、未熟さゆえの失

敗経験から学ぶ「小さな進歩」の積み重ねが「大きな一歩」に

つながる事を信じ、研究・教育活動に邁進する所存でおります。

今後ともご指導ご鞭撻のほどどうぞよろしくお願いいたしま

す。

母　校　の　窓

１．出身校　　２．前任地（前職） ３．専門研究分野（テーマ） ４．今後の抱負１．出身校　　２．前任地（前職） ３．専門研究分野（テーマ） ４．今後の抱負

定年退職にあたって

４つの委員会のこと
大学院工学研究科建築学専攻　教授 重村　力

31年前の春、阪急電車は桜吹雪を舞

いあげるように六甲山麓を疾走してい

た。駅から大学への坂は、あがってゆ

くとすこしずつ海と山とまちの景色が

違って見え、私はなんと幸運にも見晴

らしのよい職場を得たことかと思いを

かみしめながら、美しい風景の中を通

勤し始めた。今六甲ホール・百年記念館のある一帯は、光を受

けて野草の茂る原っぱが台地の上に広がっていて、五月頃にな

ると草原の花の蜜をねらって蜂が、時にクマンバチの編隊が頭

の高さぐらいの空中にホバーリングしていることがあった。少

し汗ばみながらこれに気をつけるように歩いた。

さて、今最後の学内の仕事のひとつとして国際交流委員の任

についている。神戸大学の国際交流は現在大変活発で、留学生

センターや日本語教育の充実とならんで、全国の大学の中でひ

けをとらない。だが30年前は暗中模索であった。中国の天津大

学と交流協定を結ぶとき、今は亡き金谷　弘教授と懐かしい論

争をした。中国と国際交流して何のメリットがあるのか？唐山

地震（1976）のデータだってすべて非公開ではないか。ギブア

ンドテイクではなく、ギブアンドギブになるのではないか？金

谷先生は嘆くように力説した。私は反論した。ではコンドル

（お雇い外国人建築家＝25歳で来日した日本の近代建築学の祖）

が明治に来日したとき、イギリスにはどんなメリットが予測さ

れたのか？国際交流とは世代を超えたメリットを求めるもの

で、私たちの世代は無償でいいのではないか？これにコロッと

先生は説得され、先生が団長になって訪中した。それから十数

年の間日中関係は良好で、すばらしく優秀な留学生たちが中国

からやってきて私たちの研究の幅をひろげてくれた。天津と神

戸とシアトルは港湾都市であり、相互に姉妹都市である。その

関係からシアトルのワシントン大学とも協定を結ぶことになっ

た。建築学はむこうの工学部にはないのでUW都市建築学部と

本学工学部も協定を結んだ。そうして最初のワシントン大学の

留学生が来ることになった。当時は好んで留学生を引き受ける

研究室は少なく、私が引き受けた。伊丹の国際空港に大きな看
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板を持って行き、そこで途方に暮れて泣きそうになっていた

UW院生ジョハンナをひろい、まずは私の垂水のアパートに泊

め、家内の洋食風シチューを食べさせて落ち着かせた。彼女は

いまワシントン大学で神戸大学派遣学生を選考する委員会の有

力メンバーになっている。ワシントン大学とはその後交流を積

み、受け入れ院生50人強、派遣院生40人弱の100人になんなん

とする強力なアラムナイを形成するまでに至っている。その縁

あって、北村新三副学長(当時)の新協定締結のお手伝いをする

こともでき、COEのオフィスをワシントン大学のキャンパス

隣接地に設置し2003～2008の集中的な教員研究者レベルでの交

流や連続シンポ、連続講演会を行うことができた。

授業評価や教務、教学の委員会も私がよく関わってきた分野

である。90年代の大学教育改革は大学審議会答申にそって進め

られたものが多く、大学審議会(現中教審大学部会)の答申には

キャップ制や機構改革などのように評価が分かれるものもあ

る。だが教育部門にあった底流は真摯に大学の教育方法を改善

しようとするものであった。授業評価とFDはその意味で一体

のもので主旨は授業方法の改善にあった。学生が質問をしない

傾向は学生を叱っても改まらない。講義や演習において質問が

でるような局面を教員がクリエイトする必要がある。その意味

で北海道大学や名古屋大学で始められた試みは大いに学ぶべき

ものである。（両大学HPに詳しい）大学人は研究を知っていて

も、よき教師になる訓練はまったく受けてこなかった。授業評

価は学生によるものや同僚によるものなどがあるが、これが形

式化すると意味のないものになる。神戸大学の授業評価の第一

弾というのを私が委員長（座長）となり工学部で行った。この

ときの成果2000年教育外部評価資料授業評価報告書によると、

工学部にはおおざっぱに言ってAとBの二種類の問題授業があ

る。A学生は講義の目標を理解しており、受講態度もよいのだ

が講義方法に問題があると学生は感じ、成果に十分満足してい

ない。B講義方法も工夫し一定の満足感をも与えているが授業

内容量などがやや過剰で、学生の予習復習質問などを十分引き

出し得てない。これら問題別に授業方法の改善を行う必要があ

る。授業改革はこれから特に重要になるだろう。当時研究した

ことでまったく進んでないことの一つに成績評価基準の厳正化

問題がある。同じ成果に対し教員の主観や独善によって異なる

評価を与えられる傾向を改め、もうすこし客観化しようという

ことがひとつ、成績を優良可ではなくGPA=Grade Point

Averageとしてつけ、大学間・国際比較を容易にしようという

オープンな成績評価体系の構築がもうひとつである。大学間協

力や単位互換、成績ポータブル制のようなEUの方向、アジア

太平洋の国際教育交流の未来を見越せば、これは今後必ず必要

になる。

学生委員協議会では書けないようなことを多く体験した。落

語研究会やエコ研究会の認可やオーケストラの楽器、サッカー

マウスなど運動器具の購入、学生食堂の充実などは楽しい思い

出である。セクハラやパワハラ・アカハラの調査、学生団体が

軽率にあるいは意図的に引きおこしている問題の調査や対応、

などはちっとも楽しくはなかった。特に教訓とすべきことはハ

ラスメントの防止である。教員と学生の関係は非対称であり、

教授と他教員・職員の関係も同様で、教授はなかばオムニポテ

ントな地位にいる。そのことがなす無自覚的な抑圧と強制につ

いて私自身の反省も含め大いに自戒するべきである。学生委員

をしながらつらかったことはもう一つあり、学生が毎月事故を

起こす、そして何人かは命を失うという現実と向き合わねばな

らなかったことである。工学部と国際文化学部の間の高羽と鶴

甲を結ぶ市道でも毎年学生の交通事故死者が出ていた。教授会

でこの点を（北村新三）学部長に提起すると、直ちに北村泰寿

評議員を中心に神戸市・県警との協議が始まり、数年前から鶴

甲のカーブからの車線縮小と緩衝帯の設置が実施されるとピタ

ッと事故がなくなった。ここに記して両北村先輩に感謝したい。

もうひとつ私が関わってきたのはキャンパスに関する学舎施

設や施設マネージメントなどのいろいろな委員会である。特に

震災直後、キャンパスの新構想を立てるため、施設部の職員の

方々と私と末包伸吾准教授、山崎寿一准教授でアメリカ・ヨー

ロッパのキャンパス調査を二年にわたって行った。現在施設部

長の小山氏が係長の頃ワシントン大学・オレゴン大学・UCバ

ークレイ校を一緒にまわった。キャンパスの漸進的段階的充実

の方法、既存校舎の改修の方法、文化財的学舎の免震工法、キ

ャンパスの緑地・オープンスペースを美しい空間として育てる

方法、学生のアメニティ空間の考え方などを学んだ。各大学で

施設管理者に集中的なレクチャーを受け、そのフィールドを歩

いて調べる。ひたすら歩いた。日曜は自由行動にしようとユー

ジン市で決めたのだが、朝オレゴン大学のキャンパスに出かけ

てみるとみなそこに来ていて大笑いになったこともある。この

日は全米スーパーボウルの日でキャンパスにはひとけがなく、

私たちは存分に調査した。ヨーロッパはアーヘン市のアーヘン

工科大学、パリ市のパリ第２、第６、第７、第８大学を調査し

た。アーヘンでは50年代、80年代とキャンパスを拡張してきた

工科大学の公害汚染問題や新技術対応、都市空間との融和、官

民協力などの課題を学んだ。パリでは伝統都市の中で学舎をど

のようにイノベートして行くか、という伝統と施設更新の調和

の課題を集中的に学んだ。神戸大学ではまずこれらの成果は自

然科学系３号館のようなオープン・ラボ＝用途転換・更新可能

な時限空間利用式の実験研究施設にこれが反映された。キャン

パスのオープンスペースの整備、アメニティ空間の充実に反映

され、やがて全学的な耐震改修の方針に反映されていった。こ

うした既存学舎の改造の一環として、昨年神戸大学病院の小児

科のフロアを改修する仕事のお手伝いをすることができた。こ

どもセンターとして各科に入院しているこどもたちをここに集

め、みなが元気になるように空間を創り直す。病室もかつての

無機質な病室をあらため空(天井)に雲が浮かび飛行船が飛んで

いる、ふと見ると壁にテントウムシがとまっている、廊下には

巨大な鯨が泳いでいる、象さんの描かれた処置室といった具合

である。

六甲台第二団地と呼ばれる理工農文のキャンパスの真ん中に
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は実は鷹羽川という河川の上流の渓谷が隠されている。３号館

ができるまではこれは埋め立てられて工作センターの裏の側溝

のようなものにしか見えなかった。３号館と前後してこの渓谷

に脚光が当てられるようになった。渓谷にそってバイク道の上

を木造デッキの遊歩道（うり坊ロード）が創られ、大きな木造

トラスの橋がこれをまたぎ、本部からの給排水の本管を抱いて

いる。この骨格ができてみると渓谷の西側に残る斜面の樹木は

日本の森とよんでもいいような照葉樹林帯の森の様相、豊かな

生物多様性をかろうじて保持していることがわかる。この森は

大切にしてくださいよ。国際文化の前でバスを降り、馬場にそ

って新たに育ってきた緑の中を歩く。工学部では昔長いこと馬

場の撤去が話題にされたが、この生き物のにおいやひづめの音、

蹄鉄を打つ音を聞くのが私は好きだ。四季折々に木々を見上げ、

渓谷の樹木の新芽・新緑・蝉・紅葉・春を待つ冬の枝をあじわ

いながら３号館に向かって歩く。もうこのような豊かな通勤路

とは出会わないだろうと思うと、キャンパスや神戸の街が妙に

いとおしく感じられ、震災の日々と震災への想いがよみがえっ

てくる。

神戸大学における固体力学教育・研究
大学院工学研究科機械工学専攻　教授 冨田　佳宏（M⑯）

私は、1964年から70年までの学部、

大学院修士課程の６年間と73年に奉職

して以来36年間神戸大学でお世話にな

り、この度定年を迎えることになりま

した。この機会に、固体力学の教育・

研究にたずさわるに至りました経緯と

これまでの教育・研究活動等について

触れさせていただき、公私共に多大なご支援を賜りました皆様

への御礼の言葉とさせて頂きます。

東京オリンピックが開催された、64年に神戸大学工学部機械

工学科に入学し、１年半の教養課程をへて２年後期から専門課

程に進級しました。110分講義で土曜日午前中まで殆ど必修科

目で詰った時間割の中で、進藤明夫先生の材料力学関連の講義

に大変興味を持ち、先生がすべての学生に割り当てられた問題

に挑戦しておりました。４年時には、材料力学講座を希望して

配属され、卒業研究と大学院工学研究科修士課程の３年間を進

藤先生のご指導のもと、すべり線場理論の研究を行いました。

大学院における進藤先生の通年講義「塑性力学特論」は、

R.Hillの「塑性学」と同書に掲載された参考文献ならびに関連

の数多くの新しい論文の解説と資料をテキストとした高密度の

講義でした。さらに、同講座助教授瀬口靖幸先生から、通年講

義「弾性学特論」において、GreenとZerna、GreenとAdkins

による弾性論・テンソル解析、Washizuによる変分原理を学び

ました。その後、両先生のお勧めで大阪大学大学院工学研究科

機械工学専攻博士課程に入学し、濱田　実先生の講座の助教授

北川　浩先生の直接ご指導のもと、揺籃期にあった大変形大ひ

ずみ弾塑性理論と有限要素法に関する研究を開始致しました。

新たな研究課題ではありましたが、比較的スムーズに研究を進

めることが出来ましたのは、修士課程における上記二つの高度

な講義の賜物であると深く感謝致しますとともに、大学におけ

る高度な基礎教育の重要性を痛感致しました。研究そのものは、

ほぼ順調に進行致しましたが、日本機械学会論文掲載前に義務

付けられておりました指名討論では、著名な先生方から見当違

いの質問を数多く頂き、掲載までに長期間かかり、都合の悪い

ところは一方的に削除されたことを経験しております。当該分

野が飛躍的に発展し、生産活動に不可欠となった現状を見るに

つけ、年月の経過を改めて感じております。

73年に大学院修了と同時に前年新設の神戸大学工学部システ

ム工学科教授瀬口靖幸先生のもとで助手として２年、助教授と

してほぼ3年間を過ごしました。その間に、大変形弾塑性力学

に関連した研究に加えて最適設計、バイオメカニクス、画像処

理関連の研究を開始致しました。また、76年から77年にかけて、

カナダMcMaster大学のR.Sowerby教授のもとで特別研究員と

して剛粘塑性問題の解析法の開発ならびに塑性加工過程の解析

に関する研究を行いました。米ドルが300円、カナダドルが310

円の時代で、外国に出ることが簡単ではないとき、手紙による

自己紹介に対して、快適な研究生活をするに十分な手当を伴っ

たポストのオファーに大変感謝致しました。教授は、気さくな

英国紳士で、非常に自由な雰囲気のもとで研究が出来ました。

滞在期間中、多くの大学を訪問し、新進気鋭の研究者と研究交

流する機会があり、さまざまな形式の塑性不安定現象と材料の

最終強度の関係に興味を持ちました。これらの方々とは、研究

交換、国際会議、シンポジウムの共催等を現在まで継続して行

っております。このようにして得た経験は、後日私自身の研究

分野の拡大、研究室の運営に大きく影響致しました。

77年に帰国後、78年に出身の機械工学科材料力学講座に移り、

板、殻等の薄肉体に対する変形の分岐と分岐後挙動、変形の局

所化挙動、微視的構造の変化に誘発される微視的不安定挙動と

巨視的不安定挙動に関する研究を行ってきました。90年から進

藤明夫先生の後任として材料力学講座を担当させて頂き、学科

の大講座制移行に伴い研究室名を固体力学研究室に改名し、旧

来の材料力学から力学を通じて材料をあらゆる角度から自由に

研究することを研究室の目標と定め、多種多様な物質のマルチ

スケールの強度設計、材料成形性の評価、機能性材料の創成、

生体の成長あるいは修復のメカニズムの解明など、新しい機能

設計手法の基盤の確立を目指した教育・研究を行ってきまし

た。その間、95年１月17日未明に発生した未曾有の阪神淡路大

震災の記憶は拭い去ることはできません。当日、新神戸から被

災した通りを徒歩にて大学に辿り着き、学生諸君の安否確認と

被害状況の調査に奔走しました。その後、混乱の中での入学試

験をはじめ学期末の各種行事の不規則な実施、多数の市民の避

難場所となっている学舎での大学正常化等、多くの問題を抱え

つつ、交通渋滞を避け、近くにご在住の中井善一先生のお車に

便乗させて頂き、通常とは２時間程度早朝側にシフトした不規

則な生活を余儀なくされた頃が思い出されます。CNNニュー

スによる神戸の被災状況を見て、当時普及されだしたe-mailで

世界各国の知人からお見舞いを頂きました。内外の多くの方々
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のご支援と研究室の構成員の努力により、このような困難を乗

り越え、研究室は今日を迎えることができました。

最近、研究室で推進している研究分野に関連した国際・国内

会議、シンポジウム等の開催も多く、Opening, Plenary,

Keynote Lecture等に招待される機会が増えております。さら

に、もの造りにおけるエネルギー消費の抑制ならびに医用工学

等に関連して、研究室の研究が直接お役に立つ時代が到来した

ことを喜んでおります。昨今の世界的な経済不安定は、資源の

ないわが国において、一層の技術革新の重要性を示唆しており

ます。大学における研究・教育もこれを反映し、変革していく

必要性を強く感じております。

研究活動を開始して凡そ40年、学生諸君の研究室評価も定着

し、研究室の目標としている「力学を通じた材料の理解」に興

味を持った意欲的な学生諸君が研究室を希望し、概ね全員が大

学院前期課程に進学しております。常時数名の後期課程の大学

院生が在籍し、外部からの研究者が継続して滞在しております。

研究室の大学院後期課程20名（他に論博４名）、前期課程139名、

学部４年生205名の就職は完璧で、希望した分野の第一線で指

導的な役割を果しております。後期課程の学生諸君もほぼ全員

が内外の大学にて、関連分野の研究に、後進の指導に大いに活

躍しており、国際会議等で会う機会が増え、新たな楽しみとな

っております。学生・大学院生諸君の国内、国際会議他での受

賞も多く、この10年間に限定しても56件を数えております。こ

れら全てが、研究を通した後進の育成に対する研究室の外部評

価であると受け止め、大慶に存じております。研究室のスタッ

フ、ご支援頂いている方々ならびに学生諸君の活発な活動によ

り、私も、国内外から各種の賞を頂く機会が多くなっておりま

す。４年に一度開催されております力学分野で国際的に権威あ

る第14回米国理論応用力学連合講演会において、Honoreeとし

て選出され、組織委員会主催で、特別シンポジウム"Advances

in Modeling of Deformation and Instabilities in Solids" to

Honor Professor Yoshihiro Tomitaが開催され、多数の国々の

研究者のご講演を頂きました。第52回日本学術会議材料工学連

合講演会では、これまでの塑性不安定現象の解明をはじめ弾塑

性変形に関する研究貢献に対して「冨田記念シンポジウム」が

開催され、研究室出身ならびに関連の方々から広範多岐に及ぶ

固体力学の最前線の講演を頂きました。私にとりまして身に余

る光栄に存じますとともに感謝致している次第であります。屋

代如月准教授による後者の報告が、本誌に掲載されております。

一方、講義につきましては、これまで担当致しました多くの

講義科目は、いずれも学生諸君から攻略し難い科目として最右

翼にあげられ、一般的な評価は必ずしも芳しくありませんでし

たが、ぶれることなく丁寧に対応してきました。研究室の運営

も透明性を保ち、学生諸君との信頼関係を確立し、身近に接す

る機会を多く持つよう努めてきました。図らずも、神戸大学で

の最終の年に、学生諸君の投票にて優秀教育賞を頂けたのは、

これまでの教育活動が支持された結果であると喜んでおり、今

後とも教育活動を継続していくことへの大きな励みとなってお

ります。

大学教員は、本分である教育・研究に専念し、管理者がそれ

を可能とする環境を提供すべきものと考えておりましたが、学

術情報基盤センター長、評議員、学長補佐、情報管理室長等を

拝命して、立場が変わりますと、大学が新たな試みを実行する

ことの困難さを実感致しました。PDCAサイクルを継続して、

必要な改革をスムーズに行える組織の構築が、現在の大学が置

かれた厳しい状況を打破するために不可欠であると確信するに

至りました。折しも、学長のもと、我が大学の一層の発展を目

指す教育、研究、組織運営の目標となる「神戸大学ビジョン

2015」の策定に関与させて頂く機会を得ました。Change,

Challenge, Excellenceフェーズを経て、2015年までに神戸大学

がグローバル・エクセレンスを実現することを高らかに謳いあ

げております。現在Changeフェーズにあり、すべてのフェー

ズが実現し、我が大学が一層飛躍することを願ってやみません。

学生時代から今日に至るまで、通算42年間の長期間、神戸大

学にお世話になりました。神戸大学で自身が活かせると信じ、

教育・研究、学会活動等を推進してきました。多くの方々のご

支援、ご鞭撻を得て、また学生諸君と価値観を共有でき、共に

学び研究をしてこられたことを誇りと致しております。神戸大

学大学院工学研究科の皆様、KTC会員の皆様、研究室関連の

皆様から賜りましたご厚誼ご支援に衷心より感謝申し上げ、退

職の言葉とさせて頂きます。有難うございました。

神戸大学と私
大学院工学研究科機械工学専攻　教授 神吉　博（M⑯）

私が初めて神戸大学を訪れたのは、

1964年２月、高校の工学部受験生全員

の入学願書を持って来たのが最初で、

非常に寒い日であったことと、本部工

学部前のバス停からの急な下り道（今

も変わっていない）から工学部全体を

見たのを覚えている。

それから学生時代の6年間と会社勤め25年の間隔をへて、14

年間教授として勤めさせて頂いたので合計20年、今までの人生

約1/3を神戸大学で過ごしたことになる。

学生時代はそれなりにまじめな学生だったと思う。特に４年

生から修士課程の２年間の研究室での生活は非常に充実してい

た。川井良次先生、岩壺卓三先生の指導の下で、同僚と共にま

さによく学び、よく遊ぶ生活を送ることができ、その後の人生

のベースとなった。

幸い、会社では専門分野が同じであったので学んだことは

200%役に立てることができ、良き上司や仲間、高度成長時代

に恵まれ、25年間フルに（入社した年の６月から現場で実験し

ていた。また退職の日の夕方まで会議をしていた。）会社に貢

献することができた。一人で経験した回転機械の種類と振動ト

ラブル解決、開発支援の数と質はおそらく世界の誰にも負けな

いと思っている。

1995年神戸大学に戻って、多大なカルチャーショックを受け

ながら、岩壺先生、冨田佳宏先生のご指導のもと、直ちに教授
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業に専念することができた。着任すると７人の卒研生が待って

おり、指導を開始、スタッフは０だったので、一人で地震で荒

れた実験室の整備からスタートし、授業をスタート、当時は旧

カリキュラム、新カリキュラムと新々カリキュラムが走ってお

り、毎週６コマ、しかも臨増で学生は120名もいて、スタート

としてはかなりハードで、体重が減り病院に行ったくらいであ

った。研究室が軌道に乗るまでこれに近い状態が１～２年続い

たが、その後、助手、助教授とスタッフも増え、一人前の研究

室として体制が整った。

また、当時荒れ放題の工学部キャンパスを何とかしないとい

けないということで、学舎施設委員として改善を提案したり、

事務長補佐にお願いして学生アルバイト代を出してもらい学生

と一緒に工学部内の草刈を２～３年実施したりした。また機械

工学科では夏休みにトイレのペンキ塗りなど毎年環境改善を実

施した。そうこうする内に、幸い学舎改修となり、問題は改善

された。

研究に関しては、いろんなテーマを実施し、学生がより多く

の経験を出来るように配慮した。研究が完成したり成功したり

した率は少ないが、学生は多くを学んだはずである。最近の研

究として、ジャイロ式波力発電システムの開発研究があり、こ

れには科学技術振興機構より予算を頂き、３年間十分実施する

ことができ、幸いであった。成果は大学発ベンチャーとして生

かされる予定である。地球温暖化防止に役立つものとして引続

き開発を推進したい。最近の海上実験の写真を示す。

海上実験中の45kWジャイロ式波力発電システム

今後、神戸大学工学研究科の増々の発展を期待しているが、

それには次の点が必要と考えられる。

１．先ず、明るい工学研究科を目指すこと。構成員が楽しくな

い組織は発展できない。これにはリーダー、構成員全員が

前向きに進む心がけが必要であろう。

２．仕事を形だけでなく実質に近づけること。

人の何らかの役に立ったり、喜ばせたりできて仕事であり、

形式を整えるだけでは本当の仕事ではないことを認識する

こと。

責任回避のためだけの無駄な仕事を大幅に減らし、やりが

いのある仕事の比率を増やすことにより、構成員の士気を

上げることが必要。“バイ菌を防ごうと無限に目の細かい

フィルターを使ってついには息が出来なくなっているよう

な現在の日本の状況を反省する時期に来ている”

いろんな事を言っても、一番大切なのは個人の健康であり、

これがないと何もできない。皆様の健康をお祈りして終わりと

したい。長い間お世話になりありがとうございました。

定年退職にあたって
大学院工学研究科応用化学専攻　教授・副学長 薄井　洋基

神戸大学にはＨ９年４月に工学部応

用化学科教授として採用されて以来、

12年間お世話になりました。この間、

評議員３年余り、工学部長３年間、副

学長２年間と大学のマネジメントに関

する仕事を仰せつかり、神戸大学に赴

任した当初の研究計画はどこかに吹っ

飛んでしまいました。学会活動も化学工学会理事及び日本レオ

ロジー学会の理事、副会長、会長と連続して就任し、まったく

時間的余裕の無い12年間でした。私は「バランス感覚を保ちな

がら、人のため、組織のためには出来得る限りのことをしまし

ょう」と言う基本姿勢を堅持してきたつもりですが、それが重

宝されて集中的に使っていただいたと認識しています。ただし、

マネジメントだけの人間かと言われると辛いので、私の携わっ

てきた教育研究にも少し触れたいと思います。

私は神戸大学を含めて国内の３大学を渡り歩いたことにな

り、この間、海外の３大学で招聘研究員、客員教授を経験しま

した。学部学生及び大学院生の教育に努力してきましたが、授

業は少々難しかったかもしれません。大学内外の多くの方々に

お世話になったり、お世話をしたりで忙しく過ごしてきました

が、中でも多くの企業の方々とのお付き合いが自分にとって血

となり肉となったと感じています。32歳でニューヨーク州立大

学から帰ってきた後、折しも第２次石油ショックの後の石油代

替燃料の開発に向けて、科学研究費のエネルギー特別研究（後

のエネルギー重点領域研究）が発足したのを機会に、石炭－水

混合燃料の研究を始めました。この研究は国内の有力企業が同

時に研究を始めており、添加剤メーカー・電力会社・プラント

エンジニアリングなど多くの企業の方々との情報交換、共同研

究を活発に行なえる環境にあったことは幸運であったと思いま

す。当時、微粉砕された粒子の分散制御技術はまったくの試行

錯誤状態でしたが、その後、一定の方向性が出てきて海外にお

ける代替燃料のプラント建設、日本へのタンカー輸送から国内

におけるボイラー燃焼までの一貫システムが確立されました。

ただし、1990年代に石油の低価格安定状況が長く続き、その間

に企業の代替燃料研究開発チームは解散、技術の伝承が困難な

状況になり、技術伝承の難しさを体感しました。アメリカ、ヨ

ーロッパでも同じ状況になり、中国のみが実プラントの継続運

転を実施してきました。最近、石油価格の高騰によりインドネ

シアなどでは代替燃料の製造が見直されていますが、石炭価格
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も上昇しているので我が国においては代替燃料開発の再開の動

きが見えません。

企業の方々との付き合いの中で、特に印象に残り、今も感謝

していることがあります。1990年代初期に開催されたNEDOの

シンポジウムの折にU社のN部長が、次のような話を昼食時に

されました。「微粉砕された固液混合物の凝集性を制御しよう

として色々苦労しているけれども、なにしろサブミクロンの微

粒子の凝集は微粒子の数が多くて大変です。」それまで、粒子

径分布と言えば重量基準の分布で議論するケースが多かったの

ですが、固液分散系の分散制御の議論には数基準の粒子径分布

に基づくべきであると言う考えが閃き、それがきっかけとなっ

て微粒子分散系のモデルを展開することとなりました。神戸大

学への赴任１年目はサバティカルのような面もあり、研究時間

が充分ありましたので微粒子分散系モデルを完成させることが

できました。この微粒子分散モデルは幸い化学工学会で評価し

ていただき研究賞を受賞することが出来ましたし、このモデル

の実証研究、展開研究で過去10年間における、私の研究室の約

50%の博士論文、約30%の修士論文を完成することが出来まし

た。

化学工学会は企業との係わりが強く、特に化学工学会関西支

部の常任幹事会においては企業幹事と大学からの幹事とが協力

し合って各種企画を実施する体制が動いており、産学連携の基

本的な考え方を植えつけられ、連携協力の人脈を得たことは大

きかったと思っています。また、Ｈ元年に教授昇任をしたタイ

ミングで前大学の地元における化学工学地区懇話会を立ち上げ

る機会があり、40社ほどの企業会員を集めるのに尽力しました。

その時の経験が、神戸大学工学部長時代（Ｈ16年）に神戸工学

振興懇話会を立ち上げる際に生かされたと思います。工学部長

の期間は法人化後の工学部の活性化、特に産学連携推進を心が

けてきました。神戸工学サミット、工学フォーラム、Ｈ19年１

月の神戸大学東京フォーラムなど、工学部の教職員及びKTC

の皆様のご協力で推進できたことに感謝申し上げます。副学長

就任後は大学全体のマネジメントに注力してきました。第1期

中期計画の後半と言うタイミングで、如何にして次期中期計画

期間に向って神戸大学の活性力を高めるのかと言う重い課題に

取り組んできた２年間でした。工学部長・副学長期間の、それ

ぞれの施策についてご批判はあろうかと思いますが、私自身は

フェアーな判断に基づき、人を思う基本姿勢を堅持してきたつ

もりです。長期にわたる教職員の方々のご厚情に感謝いたしま

す。

大学院における研究生活を端緒として、その後の教員生活に

おいて、研究に対する情熱と、教育に対する熱意を持ち続けて

きた40年間でした。ここで区切りをつけ、振り返る暇もない生

活から、これまで心の内で願ってきた瞑想と調和の世界に移っ

ていくことを楽しみにしているところです。

優柔・不断の化学と教員生活
大学院工学研究科応用化学専攻　教授 出来　成人（Ch⑰）

Ｈ21年３月末日をもって定年退職致

すこととなりました。思い起こします

と、学生の６年間、研究生の２年間を

加えると43年間の神戸大学での化学三

昧の生活に区切りをつけることとなり

ました。学園紛争、大震災、法人化を

経験し、実に、人生の約三分の二を此

処、神戸大学で学生諸君と自分の年齢を忘れ、共に過ごしたこ

とになります。

幼い頃から、父が小さな町工場を営んでいた家庭環境から、

理科大好きな小学生で、夏休みも理科の先生と一緒に植物採集

をし、先生の実験装置作りの手伝いや、兄姉の化学の参考書を

見ながら、空き瓶を切断し、乾電池の正極のカーボン棒を用い

て電解装置を作り、水の電気分解や、電気めっきの実験をし、

高等学校では化学クラブに所属し、合金作成や高分子の重合な

ど化学実験が大好きで、進路の迷いもなく大学名よりも工学部

の工業化学科を選び入学しました。

卒業研究を元々興味のあった無機化学、電気化学分野の第2

講座を選び、鉄の防食を目指した金属酸化物による電解表面処

理をテーマに選び、卒業論文、修士論文研究を故井上嘉亀先生

より御指導を戴きました。しかし、当時学園紛争を挟む大学の

転換期でもあり、先生方の指導にも意識変化や戸惑いが見られ

た時期でもあり、本人の生来の頑固さから、ほとんど自分自身

で研究の展開を考え、後輩の指導も任され研究進捗の報告と討

論を除いて、自由に進めさせて戴きました。この３年間は電解

装置を作成し、電解途上の表面をin-situで光学顕微鏡観察する

電解セル作成や、当時論文発表があった赤外線偏光反射法の測

定装置を学科に導入されたばかりの分光に合わせて自作するな

ど、電気化学から分光学まで幅広い分野の勉強をさせて戴きま

した。恩師の懐の深さと共に、当時、学外の電気化学研究会や

理学部、教養部、化学工学科、工業化学科の合同の触媒化学雑

誌会などの機会にも恵まれ、その後の溶液の物性・構造、酸化

物薄膜、電気化学等の研究者生活で大いに役立つこととなりま

した。

故井上先生より修士２年の春頃、当時の研究室の助手のポス

トが空くがやってみないかとお誘いを受けました。しかし、化

学の研究は好きであるが、元来教員に向く性格でなく、まして

や元々材料技術者になることを目標にして、入学し大学院に進

学した経緯から大いに悩むこととなりました。当時学園紛争も

どうにか沈静化しましたが、社会や大学に対する問題意識は学

生の中に芽生え、強く残っており、教官と学生の意思の疎通は

必ずしも充分でなかったと思います。私を含め学生は、挫折感

と大学の権威への不信感も拭えずにいました。若気の至りで、

自分が教官になることで改善出来るのではないかと大胆にも自

分の能力も顧みず、短絡的な決断に至り、前後の見境無く意気

に感じて、勢いで当面大学に残ることとしました。学問を究め

たいと言った高邁な理想があった訳ではありません。しかし、
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漸く決断したにも拘わらず、ポストが空かず助手になるのに研

究生、教務職員として5年を要し、誘って戴いた恩師が残念な

がら現職最後の年の夏に逝去され、ポストが空き助手になるこ

とが出来ました。残念ながらご逝去を持って約束を果たして戴

いた形になりました。その間、他研究室の助手や、大学院後期

課程進学、企業や研究機関への就職など周囲の先生方、先輩諸

氏からのご親切なお薦めやご指導、ご心配を戴いたにも拘わら

ず、頑固な性格から決めた以上暫くやってみようと始めた研

究・教育者生活でありましたが、気が付けば35年間の長きに亘

り、定年まで本学にお世話になることとなりました。初心貫徹

とはなりませんでしたが、優柔不断ないい加減な性格が幸いし、

優柔・不断な液体材料、とりわけ水溶液の関与する化学を中心

に電池、センサー、ナノ材料、溶液化学、複合材料化学などと

一見脈絡のない研究展開を奔放に続けることが出来ました。

職員になった後、研究室の主テーマの濃厚水溶液反応の解明

に興味を持ち、反応溶液である高濃度水溶液の物性と構造研究

から始め、レーザーラマン分光、Ｘ線回折、近赤外線分光等の

手法を用いての構造研究、自作の装置を用いての蒸気圧測定、

表面張力測定、超音波物性測定、拡散係数測定、比熱測定、電

気化学物性測定などの物性研究を行い、溶液内の不均一性、組

成依存性、温度依存性などの解明に努めました。とりわけ低温

溶融塩である結晶水和物溶融体（ハイドレイトメルト）など高

濃度電解質水溶液内の水分子、溶存イオン種の構造変化と物性

に関する研究は国内外で興味を持たれました。現在広く研究さ

れている有機系の常温溶融塩（イオン液体）に通じる研究でし

た。溶液と固体との共存系における溶液構造・物性変化に関す

る研究は、異なる相が共存する系への一般化を図り、異相共存

場効果に関する研究として展開しました。固／液界面における

微細なエネルギー差による溶液側の構造・物性変化の認識の必

要性を電気化学エネルギー変換デバイス分野（電池、燃料電池

など）の研究に提案しました。これらの研究は水溶液系から酸

化物薄膜を成膜する液相析出法（ＬＰＤ法）による各種酸化物

の製膜、又その良好なつき回り特性を発展させた液相充填法

（ＬＰＩ法）によるナノ形状セラミックス合成法の開発、高分

子の非晶質→結晶への構造緩和を利用した金属超微粒子分散法

（ＲＡＤ法）の開発など幅広い研究への展開を促し、ＶＯＣ、

水素センサー、燃料電池、などの開発プロジェクトとして企業

と共同研究を行い、応用研究へと繋がりました。又これら一連

の研究を通じ多くの研究者、技術者との交流の輪が広がり、ド

イツ・キール大学のＦ．ファウペル教授との共同研究、研究者

交流始め中国、フランス、ドイツ、米国など多くの海外の研究

者とも出会い、研究情報交換を行い、交流に大いに刺激を受け、

国際ワークショップ、国際学会を本学あるいは神戸で開くこと

も出来ました。

これらの研究は、また科学研究費はじめＮＥＤＯ、科学技術

振興機構、日本学術振興会、経済産業省等のプロジェクトにも

採用して戴き、分不相応な研究費の支援を得て、私の学生時代

に比べると雲泥の差と思える研究設備、環境を飛躍的に改善す

ることが出来ると共に、学生諸君の卒業研究、修士論文研究も

飛躍的に進み、学会のポスター賞授賞など、多くの成果に繋が

りました。研究設備の改善は実験系の学生のＯＪＴ教育の大き

な改善に繋がることを痛感しました。

最後の４年間は、毛嫌いしておりました産学連携の仕事が、

思いも掛けず回って参りました。連携創造本部の副本部長、本

部長の仕事は忙殺されましたが、大学研究における産学連携の

重要さを認識し、今後の大学運営に教員、職員一丸となっての

協力体制の必要性を身を持って感じました。法人化後、大学の

ミッションとして教育、研究に次ぐ社会貢献が強く求められる

様になってきました。単なる外部資金導入の方法論との認識か

ら、教育、研究と深く関わった産業界との連携が今後益々重要

性を増すことでしょう。現下の不況も連携の姿を変えるかも知

れません。優柔・不断に進めていくべきと考えます。

本学の益々の発展を勝手ながら後進の構成員の皆さんのご努

力に委ね、本学を去ることになります。大変お世話になりまし

た。

最後に、初心貫徹になりませんでしたが、化学三昧で幸運な

教員生活を送らせて戴けたのは、毎年配属される熱心な学生、

卒業生と、勝手気儘な私を見捨てず付いて来て戴いた研究室の

スタッフ、共同研究者、先輩同輩諸氏の御協力、御支援の賜以

外何者でもないと深く感謝いたしております。
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◇◆◇◆◇ヒマラヤ登山と
それから得られたもの◇◆◇◆◇

名誉教授　平井　一正

はじめに

私は神戸大学でお世話になってから３回、ヒマラヤ登山隊の

隊長として隊を率いた。そして1976年カラコルムのシェルピカ

ンリ（7380m）、1986年チベットのクーラカンリ（7554m）の

初登頂に成功した。2003年のチベットのルオニイ峰（6884m）

の初登頂は惜しくも成らなかったが、すべて無事故で、「神戸

大学の山」を２座作れたということは嬉しい。実は神戸大学に

赴任する前に、京都大学のカラコラム登山隊の隊員として1958

年のチョゴリザ（7654ｍ）と1962年のサルトロカンリ（7742ｍ）

の初登頂にも成功している。合計すると５座である。特にチョ

ゴリザは登頂隊員であった。普通はなかなか行けないヒマラヤ

に５回も行くことができ、しかもすべて美しい処女峰であり、

無事故であったということは、多くの人の援助のおかげであり、

感謝している。
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私は登山を通じて多くの人と知り合うことができた。ヒマラ

ヤの麓にすむ原住民との交流をはじめ、人里離れたヒマラヤで

出会う外国人との交流もある。後述するが、登山を通して中国

の大学と合同登山の計画もでき、多くの中国の友人を作れた。

登山をする人には共通の感情があり、全く知らない人でも、会

えばたちまち百年の知己のように通じるものがある。それは山

に向かう人間の共通した思いを共有しているという心安さであ

ろう。

一方ヒマラヤ登山隊は、個性の強い隊員が多く、極限の環境

下にあるために人間性がむき出しになり、下界では想像もつか

ないようなわがままが出たり、仲間に憎しみも起こる。そして

それが帰国後も尾を引き不和を引き起こす。極端な場合には

種々な問題に端を発して訴訟なども起こる例がある。

しかし山はすばらしい思い出を与えてくれ、日常生活では得

ることが不可能な喜びと自信、希望を与えてくれる。こういう

山の恩恵を不和でこたえてはならない。私は隊員はじめ、登山

で得られた人間関係を常に良好に保つことが出来た。それが初

登頂と並んで嬉しいことである

チョゴリザから得られた人間関係

1958年チョゴリザ遠征のとき、たまたまＢＣが近かったこと

もあり、アメリカ隊、イタリア隊の訪問を受け、交歓した。私

はその後、学会などでアメリカに行ったときに、アメリカ隊の

関係者を訪問し、交流を深めた。そのほかイタリア隊やオース

トリア隊の関係者が日本に来たとき、酒を酌み交わした。こう

いう交流は世界を広げ、心温まるものである

チョゴリザ（7654m）

我々が行く前年、1957年にオーストリア隊がチョゴリザで遭

難した。世界的に有名な登山家ヘルマン・ブールが雪庇をふみ

はずして転落し行方不明になった。我々は6700mの地点で彼ら

のテントを発見し、遺品をあつめて未亡人に送った。

それ以来、私はブール夫人に会っていろいろと思い出を語り

たいと思っていた。しかし機会がないままに、ずっと気になり

ながらそのままになっていた。

2008年はチョゴリザ登頂から50年になる。私はこの機会に、

前から懸案であったブール夫人に会いに行こうと決心した。そ

してドイツのドレスデンにいる山岳史の研究家である友人ハイ

ヘルさんにその話をしたところ、当時ブールの同僚であったク

ルトも呼ぼう、チョゴリザ50周年にチョゴリザの関係のある３

人が集まるのはおもしろい、と賛成してくれた。クルトとは山

岳写真家であり、ブールとふたりチョゴリザに挑んだ仲間であ

る。私は10年前に彼とは京都で会っている。

左から２人目　ブール夫人　右端は筆者

08年９月11日ドレスデンでハイヘルさんと会い、彼の車で一

路南下。実はブール夫人と会う前に一緒にチロルの山を登る計

画をしていて、その準備もしてきた。山の麓で同行予定のクル

トと会う。しかし雨が降り寒い。天気予報は明日は1000ｍまで

雪が来るという。相談の結果、登山は中止して、ブール夫人と

の会見を明日にすることになった。

14日午後１時、南ドイツのラムソウという保養地の一隅に、

ブール夫人の経営するハウスヘルマンブールというペンション

があり、待望の会見をした。小柄な上品なご婦人で、82歳、今

年はじめにスキーで右足を骨折し、杖をついているが元気であ

る。久しぶりに友人クルトにも会えた喜びで、興奮気味に立て

続けにしゃべって口をはさむ間もないくらい。ペンション一室

はヘルマンブール博物館のように、多くの資料が展示されてあ

った。そしてそれをひとつひとつ説明してくれた。

チョゴリザ初登頂50周年の記念シンポジウムを、11月３日に

京都で開催したが、チョゴリザに縁のある上述の友人たちから

多くのお祝いのメッセージをいただいた。彼らと国際的な友情

の輪がひろがっていることがなによりも嬉しい。

クーラカンリから得られた人間関係

1986年のクーラカンリ遠征は、神戸大学としても初めての中

国登山であり、登山許可を得るまでに、まず強力な人間関係を

築くことから始めなければならなかった。各国から殺到してい

た登山申請をしりぞけ、神戸大学に初登頂の機会を与えてくれ

た中国の関係者に感謝の意を表したいという動機から始めたの

が、武漢の中国地質大学と神戸大学の山岳部合同による登山で

ある。武漢にあるこの大学の山岳部の学生が、クーラカンリ登

山に協力してくれたという縁である、1988年にその第一回の両

国学生による合同登山が行われ、四川省にある処女峰チェルー

山（6168m）の初登頂に成功した。そして翌年は日中合同で北

母　校　の　窓
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アルプスの剣岳に登った。これは我が国として最初の学生同士

の日中合同登山であり、注目を浴びた。その後同大学とは友好

関係は続けたが、合同登山は実現しないままに時は流れた。

2008年はその第一回の合同登山から20年に当たる。これを記

念して再度合同登山が実現した。目標は03年に登頂できなかっ

たルオニイ峰（6805m）とその周辺の山の登頂である。その前

段階として、07年夏には、北アルプス黒部川源流の遡行を合同

で、さらに同年秋にはルオニイ峰周辺の山の偵察を合同で行っ

た。残念ながら、当初予定していた08年は、チベット騒動で計

画は１年延期となり、09年に予定している。現在はその準備に

とりかかっている。

チョゴリザの場合は個人的な人間関係の国際交流へ、クーラ

カンリの場合は、さらに規模を大きくして、大学間の登山者同

士の友好交流へと発展している。（他にまだ例があるが、省略

する。）いずれも登山を契機として、それまではお互いに知ら

なかった人との交流に始ま

り、友情へと発展している。

ヒマラヤ登山は、多くの

人の援助があってはじめて

可能になる。登山を単発的

に終わらせるのでなく、そ

れを契機として長期にわた

り国際的な友好関係を構築

していくことは、遠征を支

援していただいた多くの

人々の好意にこたえるため

にも有意義なことであり、

初登頂という歴史に残る業

績の他に、このような副産物を残せたことは嬉しいことである。

なおここでは詳しくは述べないが、クーラカンリの学術隊員

乙藤洋一郎先生（現理学部教授）とそのグループの調査研究成

果が世界的に注目され、神戸スカラーとして世界に認められて

いる。これも遠征後の国際交流と並んで嬉しいことである。

◇◆◇◆◇神戸大学・中国地質大学（武漢）
崗日嗄布（カンリガルポ）山群

合同学術登山隊計画◇◆◇◆◇

ご挨拶

神戸大学長 野上　智行
神戸大学は国際都市神戸にある国立大学として、アジア、中

南米、オセアニアを中心とする経済研究、東南アジア一帯の医

学調査研究、中国、ロシアなどにまたがる地質学研究など、こ

れまで多くの足跡を世界各地に残してきました。

また、登山と探検の歴史も古く、南米パタゴニア、チリ・ボ

リビアアンデス、カナダユーコン、カラコルム、チベットなど

において輝かしい成果をあげてきました。特に1986年、神戸大

学チベット学術登山隊は、当時未踏峰では世界第2位の高さを

誇っていたチベット自治区内にあるクーラカンリ峰（7554m）

の初登頂に成功し、多くの学術成果をあげました。
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チェルー山頂上（6168m）

クーラカンリ（7554m）

ルオニイ峰（6884m）
カンリガルポ山群

KG-2峰

カンリガルポ山群　アタ氷河　標高4300m地点にて（2007年偵察隊）



このような背景のもと、このたび神戸大学山岳部・山岳会は、

中国地質大学（武漢）と合同で、中国チベット自治区にあるカ

ンリガルポ山群に学術登山隊を派遣することとなりました。同

山群のある地域はインドとの未確定国境線（マクマホンライン）

に近く、外国人の立ち入りが厳しく制限されているため、これ

までほとんど探検隊や登山隊が入っていない数少ない未探検地

域であります。2003年に神戸大学は世界で初めてこの山群に登

山隊を派遣し、最高峰ルオニイ峰（6884m）の登頂を目指しま

したが、悪天候に加え非常に困難・危険な山容のため登頂断念

を余儀なくされました。2007年に再度偵察隊を現地に送り、新

たにKG-2峰（6708m）に登路を見いだし、再挑戦することに

なりました。

この山群に学術登山隊を送ることは登山はもちろんのこと学

術上も大きな成果が期待されます。加えて登山を通じて日本と

中国の学生が交流することは日中友好に果たす役割も少なくな

いと考えています。神戸大学といたしましても、このたびの計

画を全面的に支援して、大学の歴史に新しい１ページを飾りた

いと願っております。本計画に格別のご支援を賜りますようよ

ろしくお願いします。成功を願って止みません。

計画の概要

合同学術登山隊実行委員長

神戸大学大学院農学研究科教授 山形　裕士
１．目的

崗日嗄布山群の未踏峰カンリガルポ２峰（KG-2；6708m）

の初登頂（標高は中国人民解放軍編集地図の値）

カンリガルポ山群アタ氷河周辺の地形調査等の学術調査

登山行為を通じての日中大学友好交流

２．期間

2009年10月初旬～11月下旬

３．行動予定

日本出発（空路）チベット自治区ラサ（陸路）拉古（７日間）

拉古　－　ベースキャンプ（キャラバン１日）

登山・学術調査期間（約40日間）

ベースキャンプ　－　拉古（キャラバン１日）

拉古（陸路）ラサ（空路）日本帰国（７日間）

４．隊の構成

（日本側）隊長　井上達男（60歳）予定　　神戸大学山岳会長

1976年　カラコルム　シェルピカンリ峰（7380m）初登頂

隊員　　　６名（現役山岳部員を含め選考中）

（中国側）隊長　董　范（48歳）中国地質大学（武漢）教授

隊員　　　５名（現在選考中） 合計　13人

５．実行委員会本部

657-8501 神戸市灘区六甲台町1-1

神戸大学大学院農学研究科生物化学研究室山形研究室

電話・ファックス　078-803-5875

電子メール　yamagata@kobe-u.ac.jp

６．募金のお願い

この学術登山隊の趣旨を何卒ご理解、ご賛同いただき、ご多

用の折り誠に恐縮ですが、お力添えを賜りますようお願い申し

上げます。なお、この募金活動は、現在全学的に実施しており

ます「神戸大学基金」の募金活動とは別枠で実施しております。

「基金」へのご支援、ご協力同様、学術登山隊に対しても、何

とぞご理解賜り、よろしくご支援、ご協力をお願い申し上げま

す。

募金目標　　１千万円　　　募金要領　　一口　５千円

同封のゆうちょ銀行振替用紙をご利用いただくか、次

の口座にお振込にてご送金願います。振替用紙通信欄に

はご芳名、学部、学科、卒業年をご記入願います。

ゆうちょ銀行　神戸店　振替口座　00970－5－155993
神戸大学中国地質大学合同カンリガルポ山群学術登山

隊実行委員会

カナ名　「コウヘ゛タ゛イカ゛クチュウコ゛クチシツタ゛イカ゛クコ゛ウト゛」

パイオニアワークをめざして
～カンリガルポ山群の偵察報告～

2007年カンリガルポ山群偵察隊隊長 山田　健（C@7）

1986年、神戸大学チベット学術登山隊は当時未踏峰で世界第

２位の高さのクーラカンリ峰（7554m）の初登頂に成功すると

ともに、チベット、四川の総合的な学術調査を世界に先駆けて
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行いました。それから約20年、再びチベットの前人未踏の大氷

河に聳えるカンリガルポの山々の登頂をめざし、神戸大学山岳

部・山岳会は中国地質大学と合同で学術登山隊を送る計画を進

めています。2009年秋の本隊に先駆け、目標の山を定めるべく

偵察活動を2007年10月25日～11月19日に行いました。以下に偵

察隊の活動について報告します。

１．カンリガルポという地域

北緯28°と北緯30°の間を東西に弓形に伸びているヒマラヤ山

脈、その北側をチベットの大河ヤルツァンポが西から東に向か

って流れている。この川は東経95°付近で180度向きを変えて

（大屈曲：グレートベンド）ヒマラヤ山脈の東端を区切ってア

ッサム平原に流れ下り、ブラマプトラ川と名前を変えてガンジ

スとともにベンガル湾に注いでいる。その大屈曲の東側、ヒマ

ラヤ山脈と対峙してカンリガルポ山群がある。また、同山群の

さらに東側は、長江、メコン、サルウィーンの３大河がわずか

の距離を隔てて並行して流れる、世界自然遺産「三江並流地区」

となっている。このように大河が屈曲や並行する特殊な地形は

インド亜大陸プレートの運動による地殻の褶曲によって形作ら

れた。チベット高原に発したこれら大河が、地殻上昇の最も激

しい高原縁辺部を浸食し、他に類を見ない深いゴルジュ（峡谷）

や急峻な地形を形成している。カンリガルポはそのような「深

い浸食の国」の中心部に位置している。

気候的にはベンガル湾からの湿ったモンスーン（季節風）が

衝立のようなカンリガルポ山群にぶつかり、世界でも有数の豪

雪地帯となっている。このため標高の低いところまで巨大氷河

が発達しており、この山群に容易に近づくことができない。中

でもラグー氷河はチベット最大級で30km以上の長さがある。

これら厳しい自然条件に加え、国境問題がこの地域への探検

隊、登山隊の進入を拒み続けてきた。インド（パキスタン、ネ

パール、ミャンマーなどを含む）とチベットの国境は、1914年、

当時のインドを支配していたイギリス政庁、チベット、チベッ

トの宗主国の中国の３者間で話し合われたマクマホンラインが

基本となって、独立後の各国の間で批准されてきた。しかし、

現在でもアッサム地方と東南チベットの間は未確定となってい

る。通常、山脈の稜線や河川など地形的条件によって国境が定

められることが多いが、1914年当時、特にアッサム地方と東南

チベットの間では地形の概要さえも分からなかったためか、全

く地形を無視したような不可思議に入り組んだマクマホンライ

ンが引かれた。そのラインはカンリガルポの南側をかすめてい

る。中国共産党政府はこのラインを認めず、100kmから150km

南側のアッサム平原と山地の際を国境として主張してきた。こ

の二つのラインの間で過去幾度か小競り合いが発生し、この未

確定国境を挟んで両国の軍が要所に駐留している。

このように、自然条件と社会条件が重なり、カンリガルポ地

域は幸か不幸か外部から隔離されてきた。東西280kmに及ぶカ

ンリガルポ山群には高さが６千ｍを超える峰が約30座存在する

が、その全てが全くの処女峰で残されている。まさにパイオニ

アワークの残された聖地と言える。

２．３姉妹峰

カンリガルポ山群のなかでも、東部に位置するアタ氷河の南

側に群を抜いて高い３つのピークがある。と言っても、今回の

偵察の結果それが確信できたのだが。我々はこれらを３姉妹峰

と呼ぶことにした。３姉妹は南東から北西に並んでおり、我々

はそれらをKG-1、KG-2、KG-3と仮に名前を付けた。このうち、

もっとも南東側にあるKG-1だけは現地名が付いている。ルオ

ニイ、別名バイリーガという。このピークがもっとも高いだろ

うと言われていた。少なくとも中国や旧ソ連が作成した地図に

はそうなっている。ところが、標高は地図や文献によって何百

ｍも差があり、正確なところは全くわからない。人里に近い所

で１箇所だけ、約30km隔てて３姉妹が並んで見える場所があ

る。この場所から撮影された１枚の写真があった。その写真を

見る限りKG-1よりもKG-2、KG-3の方が高く見える。いったい

３姉妹の長女はどれか？ますますわからなくなった我々は偵察

隊を出して確認しようということになった。

３．偵察隊の派遣

前述したようにカンリガルポへは容易に外国人が立ち入るこ

とはできない。外国人未開放地域となっており、中国人民解放

軍の入域許可が必要である。我々は、神戸大学とこれまで登山

交流のあった中国地質大学（武漢）との合同登山とすることで

許可を得ることができた。

偵察隊は日本人３人、中国人４人となった。隊長は山田　健

（筆者、52歳）、チベットはクーラカンリ以来の２回目である。

日本側隊員は現役山岳部員の近藤昂一郎（21歳）と岩澤貴士

（21歳）、二人とも私の息子より若い。もちろん氷河のある山は

初めての経験である。中国側は、牛小洪（中国地質大学体育部
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副教授、39歳）、周雲（同講師、36歳）、李倫（同講師、30歳）、

石磊（同大学地学院研究生、27歳）の４人であり、周以外は登

山経験が少ない。偵察隊が出る２ヶ月前に日本の北アルプスで

合同合宿を行って、お互いの気心は知れているはずだった。

偵察隊は10月25日、それぞれ神戸、武漢を発って、雲南省中

甸まで飛行機で行き、その後ジープとトラックで約千km、長

江、メコン、サルウィーンの３大河を渡り、10月30日カンリガ

ルポの最奥の村ラグー（拉古）に到着した。

４．氷河の後退

最奥の村ラグーからチベットでも最大規模のラグー氷河が正

面に見える。源頭から30km一直線に下っている。噂には聞い

ていたが、氷河の後退に驚いた。氷河は流れながら両岸の山腹

を削っていくので、氷の厚さが最大規模になったところで山腹

にライン（中国語で修剪線という）が引かれ、そのラインより

下の岩は白くなっている。ラグー氷河では現在の氷河の表面か

ら100m以上上に修剪線が見える。つまり氷の厚さが100m以上

薄くなったということだ。氷河の末端には氷が溶けてできた抹

茶ミルク色の大きな湖ができていた。

５．測量

今回の偵察の大きな目的は、３姉妹峰の高さの順序の決定と、

できれば絶対標高を測定することだった。全く分からない山の

標高を測るということは、土木屋の端くれである自分にとって

なんと痛快なことではないか。氷河上で三角測量を行い、ピー

クと測量地点の距離と仰角から比高が計算される。測量地点の

絶対高度をGPSで測ることができればピークの絶対標高も計算

できるはずである。GPSは４つ以上の人工衛星の電波を捉える

ことができれば、その地点高度の測定が可能だ。測定誤差は、

トレーニングで登った富士山頂3776mで数回測ったが、誤差は

数m～数cmであった。ヒマラヤの山を測量するには十分な精

度といえる。三角測量を行うため、本体、バッテリー、三脚含

めて30kg近いトータルステーション（トランシットと光波測

距儀が合体したもの）を大学からお借りして持っていった。飛

行機では重量オーバーの料金を払い、中国空港の機内持ち込み

検査ではいつも引っかかって説明するのに苦労した代物であ

る。

ところが、ラグーで連絡官（登山隊の世話役兼お目付役）が、

測量は軍許可が出ていないので器具を置いて行けと指導があっ

た。測量したことが軍に知れると全員拘束されるとのこと。こ

こまできてなんということだ。晴れれば、２，３時間で測量を

やり終える自信があった。何ともやりきれない思いでラグーに

置いていった。改めてカンリガルポ周辺の軍事的緊張を思い知

らされた。

結局、氷河上からGPSと水準器、コンベックスによる簡易的

な観測を行って、３姉妹峰の高さの順序だけは確信が持てたが、

それぞれの比高、絶対高度はとてもデータとして信頼できるも

のではなかった。2009年には何とかリベンジすることを考えて

いる。

６．偵察活動

ラグーからアタ氷河末端までは１日のキャラバンで到着でき

る。荷物はヤクと呼ばれる毛の長い高地牛が運ぶ。10/31氷河

末端にベースキャンプ（BC）を置く。ここから、いよいよ氷

河の奥へ入っていく。荷物は自分たちで運ばねばならない。３

姉妹の足もとに達するには氷河上にアドバンスドベースキャン

プ（ABC）、さらに第一キャンプ（C1）の２つの前進キャンプ

を設ける必要がある。ABCまでは特に危険な場所はないが、

ABCとC1の間にクレバス（氷河の割れ目）帯がありヒドンク

レバス（表面は雪で覆われクレバスの存在がわからない；落と

し穴）に注意しなければならない。ABC建設に荷揚げなどで

３日間費やし、11/4にクレバス帯のルート工作を行っていた時、

中国人がこれ以上進みたくないと言い出した。理由は危険だか

らとのこと。無理に行かせることはできない。この後の偵察は

日本人３人で行うことにする。11/5重荷を背負ってクレバス帯

を突破し一気にC1を建設した。しかし、この日の午後から天

候が悪化し、下山する11/10までの５日間の間、11/8の午前中

半日を除いてずっと降雪があり偵察できる状態ではなかった。

その半日の間隙を縫って氷河の奥、標高4900mまで登り、すば

らしい３姉妹峰を間近に見て、簡易観測と写真撮影を行った。

７．目標の山を見て

３姉妹峰の簡易観測の結果、KG-1、KG-3、KG-2の順番で高

いことがわかった。山を見た印象は、長女（KG-1）は近寄り

がたい崇高さを持った貴婦人タイプ、頂上直下に雪のオーバー

ハングを持ち、容易に人を近づけない様相である。おそらく登

頂するには相当な危険が伴うであろう。次女（KG-3）はヒマ

ラヤ襞を持ち美しいがどこかとっつきにくい美女タイプ。偵察

で観察できた側には登頂できそうなルートはない。アタ氷河の

最奥まで登り、裏側から攻める必要がある。三女（KG-2）は

おおらかで素直なお嬢さんタイプ。均整のとれた山容で、頂上

から東南稜が広い雪の尾根となってKG-1との鞍部に下ってお

り、これが登頂ルートになりそうである。いずれも目標とする

には十分にすばらしい山々であった。

偵察の翌2008年２月、武漢を訪れてどのピークを目標とする

か話し合いを持った。その結果、確実な登頂ルートが確認でき
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たKG-2を第一目標とすることを合意した。

８．文明の利器ＧＰＳの性能

11/8の偵察活動の後、再び天候が悪くなり雪が降り続いた。

後で分かったことだが、バングラデシュで大災害を起こした大

型サイクロンの影響だったようである。11/9はC1で一日沈殿

（行動停止）。11/10になっても濃いガスと降雪が続いている。

視界は数ｍ、雪面と空の境も全く分からないほどのホワイトア

ウトである。C1からABCへは複雑にクレバスが交錯して迷路

のような所である。通常であればこの日も沈殿を余儀なくされ

るところであったが、我々にはGPSという武器があった。実は、

ABCからC1へ登るときにトラッキングを行っていた。トラッ

キングとは、移動中にその位置を数秒おきにGPSが測定し記憶

していく機能で、後で同じルートを帰るときに、画面上で線と

なって表示してくれる。この線の上に現在位置マークが重なる

ように自分が歩けば、正確に登ってきたルートを戻れるはずで

ある。GPSにすべてを託してC1を出発した。驚いたことに、

画面スケールを最大にすれば、正しいルートをわずか2mずれ

ただけで画面上で線からマークが離れる。ずれていることが分

かれば歩く方向を修正する。GPSとにらめっこしながら左右の

見えないクレバスをやり過ごしていく。４時間かけてクレバス

帯を脱したときには、この小さな文明の利器に脱帽した。

９．中国人と山に登ること

中国人とは山に対する考え方が違うのは承知の上での合同登

山である。偵察途中で引き返したことは咎めるつもりはない。

彼らにしては、偵察というよりも予行演習的な考え（極力無理

はしない）であったことは、皮肉にも下山後の話し合いでわか

った。これは隊長として大いに反省しなければならない。しか

し本番では少なくともあのクレバス帯を突破しなければ登頂で

きないことは彼らに理解できたはずである。2008年10月、彼ら

は8206mのチョオユー峰に登頂した。最も易しい８千ｍ峰であ

るが、高所登山をやりきる実力はある。2009年の合同登山では、

ルートさえ付けば彼らの馬力に期待できると考えている。

そして何よりも、育った環境や物事の考え方が全く異なる日

中の若者たちが初登頂という一つの目標に向かって力を合わせ

て努力することは、彼らにとって何事にも代え難い貴重な経験

となることであろう。

10．パイオニアワークをめざして
学問や研究でも最初にその分野を切り開いていくことは、常

に高い評価が与えられる。登山にしても同様であり、誰も行っ

たことがない山へ自分たちでルートを開拓し、そして初登頂す

るということは、それだけ困難が伴うが最も価値ある登山であ

る。神戸大学山岳部・山岳会はその考えのもとにパタゴニアや

ヒマラヤの初登頂を行ってきた。最近の登山界では登山時間や

最高齢登頂などを競う風潮になって、パイオニアワークという

言葉は死語になりつつあるように思われる。確かにパイオニア

ワークを実践するフィールドは少なくなってきた。しかし、カ

ンリガルポのようなところがまだ残されている。

神戸大学のパイオニアワークが今注目されている。昨年の偵

察活動は、山岳雑誌「岳人」、日本山岳会会報、ヒマラヤンジ

ャーナルなどに取り上げられた。

「未知を探求する者には扉が開かれる。」 2009年秋の合同

登山隊派遣に向けて動き出したこのプロジェクトへのご支援を

お願いしたい。

◇◆◇◆◇神戸大学百年史編集室より◇◆◇◆◇Vol.7

松野学舎の借用問題
大学院人文学研究科　准教授 河島　真

松野学舎の借用

1945（Ｓ20）年３月17日未明の空襲で、土木科棟を除きほぼ

全焼した神戸工業専門学校（以下、「神戸工専」と略記）は、

戦後の復興に際して神戸市第一機械工業学校の校舎を借用する

ことになった。この間の経緯については、『神戸大学百年史』

通史Ⅰ・前身校史（神戸大学、2002年）に、足立裕司教授によ

る詳しい叙述があるので、ご参照いただきたい。第一機械工業

学校の借用校舎は松野学舎と呼ばれ、新制神戸大学の工学部と

なってからも、1962（Ｓ37）年の六甲移転まで使用された。今

となっては、周囲の町並もすっかり変わり、松野学舎はここで
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学んだ人々の記憶に痕跡をとどめるのみである。

工学部学舎（西代・松野学舎）の移転は、発足直後の神戸大

学にとって重要課題のひとつであった。その理由のひとつとし

て、松野学舎の使用料問題があったことは、拙稿「一九五〇年

代の地方都市と大学－神戸大学工学部の尼崎移転問題－」（『神

戸大学史紀要』第７号、2007年）でも言及したが、当初無償貸

与であったものが有償化された理由（拙稿では神戸市の財政難

が理由のひとつであったことのみ指摘しておいた）、有償化に

至る経緯、有償化されたことと学舎移転との関係については、

史料上の制約から充分に説明できていなかった。ところが最近、

松野学舎の賃貸契約に関わる簿冊が新たに発見され、有償化に

至る経緯が具体的に分かってきた。今回は、松野学舎の賃貸契

約をめぐる問題の推移を明らかにしてみたい。

無償貸与から有償へ

神戸市立第一機械工業学校については、紆余曲折があったも

のの、最終的に神戸市から無償提供を受けることになった。

1946（Ｓ21）年５月に取り交わされた賃貸契約書には、水道、

電気、ガス、電話等の公共料金は神戸工専が負担（但し、第一

機械工業学校との共用期間中は折半）するものの、校舎、設備

の使用料は無償と明記され、神戸工専から借用の許可申請を受

けた文部省でも、無償であることを確認のうえ借用を許可した。

ところが、1948（Ｓ23）年６月になって、校舎、設備の使用

料が改めて問題となった。理由は、1947（Ｓ22）年４月公布の

「地方自治法」にあった。同法第220条第２項には次のように定

められていた。

国が普通地方公共団体の財産又は営造物を使用すると

きは、国庫においてその使用料を負担しなければならな

い。但し当該普通地方公共団体の議会の同意があった場

合は、この限りではない。

国による安易な接収など、地方自治への介入を防ぐための措

置と考えられるが、これによって松野学舎の使用料が改めて検

討し直されることになった。1948（Ｓ23）年６月に行われた神

戸市と神戸工専との交渉で、神戸市（教育局長）側は、無償貸

与を決定した時の「精神」に変化はないが、「地方自治法」制

定によって改めて検討しなければならなくなったと説明した。

これに対して神戸工専（庶務課長）側は、１～２年のうちに松

野学舎を神戸市に返還できる見通しが立つ場合には「契約問題

は当分不問にしたい」、つまり使用料の支払いを免除してほし

いと申し入れた。神戸工専としては、なるべく早期に仮住まい

を解消し、独自校舎を確保したいと考えていたのである。

しかし結局、文部大臣の許可も得て、神戸工専は1948（昭和

23）年度から使用料を納めることになった。その金額は年額31

万6,224円である（内訳は次の通り）。

教室　（使用坪数） 2,205坪

（１カ月坪当使用料） 10円50銭

（１カ月使用料） 2万3,152円50銭

（１カ年使用料） 27万7,830円

物置　（使用坪数） 200坪

（１カ月坪当使用料） 10円50銭

（１カ月使用料） 2,100円

（１カ年使用料） 2万5,200円

運動場（使用坪数） 1,466坪

（１カ月坪当使用料） 75銭

（１カ月使用料） 1,099円50銭

（１カ年使用料） 1万3,194円

使用料の値上げ

年額31万6,224円の使用料は、

神戸工専から新制神戸大学に引

き継がれ、1950（昭和25）年度

まで据え置かれたが、1951（昭

和26）年度におよそ３倍の年額

92万304円に引き上げられた。さ

らに1952（昭和27）年度には、

神戸市からおよそ７倍の年額659

万3,040円にまで引き上げたいと

の申し入れがあり、契約締結が

難航した。その理由を、神戸市

教育委員会事務局は「本市の財

政上より校舎、校地の買収方貴

学並文部大臣宛懇請致して参り

ましたがこれが早急に実施方困

難の節は御措置致される迄の間

は賃貸料の引上方を願度」（1952

年12月16日付「神戸大学工学部

校舎賃貸料引上に関する件」）と

説明している。つまり、神戸市
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は国が松野学舎を買い上げてくれることを期待していたのであ

って、この時の値上げ申し入れは早期買収を促す意味もあった

と考えられる。

1952（Ｓ27）年と言えば、工学部の尼崎移転が本格的に検討

され始める前年である。松野学舎の買収か使用料の値上げかの

選択を迫る神戸市の動きが、尼崎移転の動きに拍車をかけたこ

とは間違いない。

松野学舎使用料と工学部移転問題

以上から明らかなように、松野学舎の使用料は、「地方自治

法」制定との関係から発生した。但し、同法では議会の同意が

あれば無償貸与もできると定めているので、松野学舎の場合は、

神戸市側が有償化に積極的な意図を持っていたと理解できる。

３年間据え置かれた使用料が、その後大幅に引き上げられた背

景には、財政上の理由から松野学舎の買い上げを期待している

神戸市の意向があった。しかし工学部は松野学舎の買い上げに

は消極的であった。松野学舎を買い上げてしまうと、工学部は

当面その地にとどまらざるを得なくなるからである。それより

むしろ、施設・設備の充実をはかるため、より広大な敷地の確

保こそが工学部には必要であった。尼崎への移転計画を含め、

工学部の学舎移転が急がれたことと松野学舎の使用料との関係

は、以上のようなものであったと考えられる。

（参考史料）「学舎借入関係書類」（神戸大学所蔵）

◇◆◇◆◇留学生センターより◇◆◇◆◇

ベトナム・インドネシア神戸大学同窓会設立
－神戸大学留学生ネットワーク構築の現状－

留学生センター　准教授　朴　鍾祐

「留学交流」は留

学生教育をはじめ、

多様な意味を含む包

括的概念として捉え

られます。留学生を

受け入れることは、

彼らに教育・研究環

境を提供することだ

けではなく、そのこ

とによって大学の教育・研究環境全般の向上が図られること、

また大学の体制や仕組みがより多様な価値観に対応できること

により大学が一層発展につながる大きな意味があります。その

意味で「留学交流」というのは、交流という言葉があるように、

まさに互恵的な意味があるといえます。

今留学交流は新たな時代を迎えています。今までは多くの留

学生を受け入れ、優秀な人材を輩出することが大学の大きな責

務であったことに対して、これからは、輩出してきた人材をい

かに大学全体のシステムの中にフィードバックしていくのかが

問われる時代になりました。留学生受け入れ人数が1,000人を

擁する神戸大学は、日本の大学の中でも留学交流の面のおいて

有数の大学となりました。そのような神戸大学において「留学

交流」の大きな課題は留学生ネットワークの構築です。この取

り組みは本学の「留学交流」の目的と方向性をより明確にする

ものといえます。

神戸大学のこれまでネットワークの取り組みは、その動きが

留学生の自発的な行為であれ大学の意図的な行為であれすでに

行われてきました。ところが大学がいわゆる「留学交流」を意

識して、本格的な取り組みを行なうようになったのは、2002年

「第１回神戸大学留学生ホームカミングデイ」がその契機でし

た。

本稿ではこれまでの神戸大学の留学生ネットワーク構築のあ

ゆみを簡単に紹介し、また昨年新たに設立されたベトナムとイ

ンドネシアの神戸大学同窓会の発足を報告します。

１．留学生ネットワークの取り組みのあゆみ

１）黎明期　－韓国、台湾の神戸大学同窓会－

本学の留学生のネットワーク化は、いち早く帰国留学生によ

って自発的に組織化された1989年「神戸大学韓国同門会」です。

まさに本学の海外同窓会の草分けであります。それに続き、

1995年に「神戸大学台湾同窓会」が発足されます。韓国と台湾

は比較的同窓会を重んじる文化をもっており、自発的な形で設

立されましたが、外部的要因としては、大学の関係者が国を訪

問する度に、卒業生との会合を重ねたことも考えられます。こ

の二つの同窓会の発足は、大学の持続的関心と卒業生の自発性

が相まっていい結果につながった点において、他の留学生同窓

会発足にいいモデルになりました。

２）胎動期　－在日留学生同窓会の会合とホームカミングデイ

構想－

留学生センターは1993年に省令設置されて以来、留学生教育

の役割を果たす中心的機関として日本語教育等部門、相談指導

部門、留学生交流推進部門の３部門体制で活動の幅を広げてき

たが、2001年新しくセンターの建物が建てられたことにより名

実共に留学生教育の中心になりました。新しくなったセンター

の建物を卒業留学生にもぜひ見てもらいたいとの思いから、本

格的に留学生センター主導の留学生ネットワーク構築の一歩が

踏み出されるようになります。これはまさに1953年４月に神戸

大学経営学部が、タイから特別聴講生として留学生を受入れて

から半世紀経った時期にその機運が高まったことです。2001年

９月17日に留学生センター相談指導部門の呼びかけで「在日留

学生同窓会」の名の下に現役と卒業留学生の会合がもたれまし

た。それから１年後の2002年11月10日に「第１回神戸大学留学

生ホームカミングデイ」が開催されるようになりますが、本会

のねらいとしては、まず留学生ネットワーク構築を大学の内外

に認知してもらうことであり、何よりも留学生たちへの周知が

大きな課題となりました。もう一つ注目したい点は、大学全体

の同窓会である「学友会」との関係づくりでした。本学創立以

来、卒業留学生の同窓会のような集まりは初めてのことであり、
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既存の同窓会とつなげることは、相互にとって大きな意味があ

ったと思いました。留学生センターと「学友会」とで討議した

結果、留学生ホームカミングデイをセンター主催、「学友会」

共催という形で隔年に開催することを暫定的に取り決めまし

た。以上のような経緯によりホームカミングデイの開催は、留

学生ネットワーク構築の大きな起爆剤となりました。

３）成長期　－神戸大学留学生ホームカミングデイ実施による

ネットワーク化―

２年後の2004年11月13日に、「第２回神戸大学留学生ホーム

カミングデイ」が開催されることになりました。２回目の開催

にあたり、もっとも意識したことは、本活動の今後の礎となる

理念づくりでした。ホームカミングデイの会合のみならず、留

学生ネットワークづくりの基本となる理念を、大学の使命、人

材、ネットワークの三要素を意識した「人、知、還流」と定め

ました。これと合わせて百年記念館の北側にしだれ桜の記念植

樹を行い、大学と同窓会、それに留学生がそれぞれつながるこ

とを祈念しました。とくに2回目からは、海外で活躍している

ＯＢ・ＯＧを招へいし、基調講演を依頼しました。現役留学生

にとっては神戸大学を誇りに思えるように、また卒業留学生と

の一体感が生まれる良い機会となりました。こうして2004年を

期に留学生ネットワークづくりが本格的に軌道に乗り出しまし

た。大学として徐々にネットワークの輪郭が明確になりつつ、

方向性も具体的に定まってきたのであります。

４）活動期　－国内留学生同窓会と中国神戸大学同窓会の発

足－

第２回目の留学生ホームカミングデイを契機に、取り組みの

意味づけや今後の指針を示すものが必要となってきたことでそ

れを示す概念図が必要になりました。留学生センターの瀬口郁

子教授とこの図を描きながら、この概念図にもとづき活動を展

開することになりました。

この図は、それぞれの属する立場の相関関係を示し、各組織

グループの動きを把握するためのものです。まず大学の「国際

交流推進本部」において大きな教育的、国際的方針（方策）が

あり、それを遂行する実働部隊として、留学生センター（ＫＩ

ＳＣ）が束ねる役割を果たします。一方留学生の側には、卒業

留学生組織があり、その中でも日本国内と海外に分かれますが、

日本国内の場合は国と所属を超えた横断的組織であり、海外の

場合は国別に組織されます。現役留学生の場合は、国別に組織

される留学生会が存在し、現役と卒業留学生のそれぞれの組織

に関してお互いが緊密な連絡が取れることが重要であると認識

しておく必要があります。

留学生センターでは、この全体概念図を羅針盤のようにして、

現段階で到達していないところや、強化すべきところを検討し

て、その方向を決めるので、この概念図は大変有効な役割を果

たしてきたと思います。

その成果の例として2006年７月、神戸にて「神戸大学国内留

学生同窓会」の発足総会が開催され、同年10月に北京で「中国

神戸大学同窓会」の発足総会がもたれました。詳細な内容は大

学のホームページに報告されています。

２．「ベトナム神戸大学同窓会」設立

前述の概念図の中で、右下の海外卒業留学生同窓会のフォロ

ーアップと神戸大学海外拠点づくりを目的にして、2008年８月

23日ハノイにて「ベトナム神戸大学同窓会」の発足会が開かれ

ました。本発足会には神戸大学から野上智行学長、留学生セン

ター教員をはじめ、神戸大学卒業留学生やベトナムの協定大学

の関係者およびベトナム大使館、JICA関係者ら30人余りが出

席し、同窓会の船出を祝いました。発足総会に先立ち、野上学

長の記念講演がもたれ、世界に飛躍する神戸大学のビジョンと

海外ネットワーク構築の意義が述べられました。

さらに神戸大学が取り組んでいるベトナム関連の教育支援や

研究活動の内容を紹介して、本会に大きな期待を寄せられまし

た。来賓として元ノンラム農業大学学長であり、現ベトナム政

府資源環境省の副大臣を務めているBui Cach Tuyen氏は神戸

大学との教育研究交流の一端を紹介し、今まで多くの優秀な学

生を育ててくれ

た神戸大学へ感

謝の意を表され

ました。その後

の発足総会で

は、「ベトナム

神戸大学同窓

会」の組織構想

と役員の選出と

承認が行われ、

初代会長にカオ アインジュン氏（Cao Anh Dung 2006年国際

協力研究科修了）が選ばれました。カオ氏は、現在ベトナム政

府の工商省に勤務しながら、同窓会の発足のために準備委員長

として尽力されてきました。カオ会長より「ベトナム神戸大学

同窓会」の今後の活動と組織構想について提案がなされ、「ハ

ノイ地区」、「ホーチミン地区」、二つの地域に分けて会の運営

を行う方針を確認し合いました。地域の代表として「ハノイ地

区」はカオ氏が兼任し、「ホーチミン地区」は、レ　ディンド

ン氏（Le Dinh Don 2005年農学研究科修了、現ノンラン農業

大学）がそれぞれ選出されました。その後、カオ新会長が設立

宣言文を読み上げ、全員一致で採択されました。野上学長から

「ベトナム神戸大学同窓会」の会旗が贈呈され、同窓会の団結

と発展をともに祝いました。「ベトナム神戸大学同窓会」発足
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の報告は、2008年９月27日に開催された「第５回留学生ホーム

カミングデイ」で副代表のレ　ホンハイ氏（Le Hong Hai

2007年経済学研究科修了、現 在日ベトナム大使館）が行いま

した。本同窓会の発足の背景には、昨今のベトナム経済の発展

とともに、日本への留学生数の著しい伸びが一番に上げられま

す。神戸大学に在学しているベトナムからの留学生数も10年前

に比べ8倍弱の増加。卒業生数も120名を超える勢いをみせ、神

戸大学にとって重要な留学生受け入れ国になっていることが挙

げられます。ベトナムを訪問した野上学長は、同窓会発足に先

立ち、坂場三男ベトナム特命全権大使をはじめ、協定大学であ

るハノイ貿易大学のHoang Van Chau学長や、VJCC（越日人

材協力センター）の小樋山　覚所長とも会談を行い、今後、大

学とそれぞれの各機関との協力のあり方を模索する有意義な意

見交換も行われました。そこでは、従来からの大学間の教育研

究の連携のみならず、両国の経済関係をより強化なものにする

新たな人材も求められているということを実感させられまし

た。「ベトナム神戸大学同窓会」の設立後、工学部出身でベト

ナムハノイ在住の卒業生からの問い合わせがありました。早速

同窓会の会長ともつなぎ、日本人卒業生も加わることになり、

「神戸大学ベトナム同窓会」の名前に相応しい同窓会組織とな

ったことは大変喜ばしいことでした。今後このように日本人と

ベトナム人だけに留まることなく、ベトナムで活躍している神

大人すべての人とつながることを願っています。本会が同窓会

の役割を超え、大学の海外拠点の役割を果たしていく良きモデ

ルになっていくことが大いに期待されます。「ベトナム神戸大

学同窓会」との連携に関しては、本学のベトナム留学生のため

の冠奨学金構想も持ち上がっているなか、本学と現地の同窓会

との連携は不可欠なものです。現地の在外公館の留学生派遣事

業の協力を得ながら、新たな連携を模索していくことが今後の

課題です。

３．「インドネシア神戸大学同窓会」設立

韓国、台湾、日本国内、中国、

ベトナムに続き、卒業留学生の

ネットワークの輪がさらに広が

るようになりました。2008年８

月30日ジャカルタで「インドネ

シア神戸大学同窓会」の発足会

が開かれました。本学から国際

交流担当太田博史副学長、留学

生センター教員をはじめ、神戸

大学卒業生や協定大学の関係者

30人余りが参加し盛大に開かれ

ました。発足総会では、太田副学長の記念講演も行われ、世界

へ飛躍する神戸大学の現状を熱く語られました。とりわけ本学

とインドネシアとの関連プロジェクトに触れ、スマトラ沖地

震・津波への支援として「緊急医療援助、災害調査・復旧復興

支援のための３年間の取り組み」や医学部のアイルランガ大学

熱帯病センターにおいて、インドネシアにおける新興・再興感

染症国際共同研究拠点の取り組み、国際協力研究科のインドネ

シア大学、ガジャマダ大学、バンドン工科大学との「三極連携

による複数学位教育プログラム」など、本学とインドネシアの

大学との密接な関係について述べられました。来賓祝辞では、

神戸大学医学研究科で博士を授与され、現在インドネシア政府

の研究技術大臣補佐であるAmin Soebandrio博士より神戸大学

との共同研究での思い出が披露されました。そして「本日発足

する同窓会が神戸大学

とインドネシアとの絆

をより強くするもので、

いよいよ今日からが本

当の意味でのスタート

になる」と強く激励の

ことばを述べられまし

た。

発足総会では、Erwin S. Widodo氏（2004年自然科学研究科

農学系修了）より役員団と顧問団の推薦の弁が行われ、全員一

致により承認されました。ジャカルタ・バンドン地区をはじめ

四つの地域で構成される支部を統括する中央組織の初代会長に

はYuli Setyo Indartono氏（2006年自然科学研究科工学系修了）

が選出されました。ユリ氏は、2004年スマトラ沖地震・津波の

災害時にインドネシア留学生会の代表として募金活動や支援活

動を献身的に行ったことから多くの卒業生から厚い信頼を集め

ています。ユリ氏は会長の受諾演説を通して大学の多くの方々

から協力を得て発足することに心からの敬意を表し、本会の活

動が卒業生と大学にとって誇りになるように卒業生とともに力

を合わせ邁進していきたいと述べました。その後、同窓会の宣

言文をユリ氏が読み上げると全員が起立し、力強く斉唱する中、

厳粛に同窓会の発足が宣言されました。その後、太田副学長が

「この旗には、大学とともに歩んでいくという意味が込められ

ている」と説明され、「インドネシア神戸大学同窓会」の旗が

贈られました。

発足総会後には全員が参加して祝賀会が和やかな雰囲気の中

で進められまし

た。とくに工学

部を卒業され、

日本企業の駐在

員としてジャカ

ルタ在住の日本

人卒業生２名も

出席され、「イ

ンドネシアで神

戸大学卒業生と

新たな輪が出来たことは大変喜ばしいことだ」と述べ、インド

ネシア卒業生との歓談のひとときを楽しんでいました。発足会

の報告は、９月27日に開催された「第５回留学生ホームカミン

グデイ」で初代会長のユリ氏が行いました。

本学の留学生数は、2008年５月に1011名に達していますが、

国籍別人数では中国、韓国に続き、インドネシアからの留学生

が３番目になっています。また、卒業留学生数も、医学研究科

の論文博士31人を加え、180人あまりとなっています。
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今後大学の教育・研究がグローバル化していく中、様々なプ

ログラムを通して本学で学ぶインドネシアの留学生が増えるこ

とや、本学からインドネシアの大学へ留学する学生も増える見

込みです。翌日ジャカルタコンベンションセンターで開かれた

日本留学フェアの会場には昨年より1,000名も多い2,500人が来

場し、日本留学への関心の高さが窺えました。

「インドネシア神戸大学同窓会」の発足によって、本学の留

学生受入れトッ

プ５の国に神戸

大学同窓会が設

立されることに

なりました。留

学生のネットワ

ーク強化には、

海外でのネット

ワークづくりが大きな柱になると思われます。神戸大学に在籍

している留学生数を勘案すると、韓国、台湾、中国、ベトナム、

インドネシアの国と地域が約70％を占めることになります。神

戸大学の受け入れトップ10はこれらに加えて、マレーシア、モ

ンゴル、タイ、カンボジア、ラオスが入っています。これらの

地域で留学生ネットワークが構築されれば、85％にのぼること

になります。

今後は他の国での動きと状況をみながら同窓会の発足を促し

ていく予定です。その働きかけにおいてホームカミングデイの

役割は重要です。今まで発足した国は、ホームカミングデイを

きっかけに設立にこぎ着けたよい事例です。このような意味で

神戸大学が実施してきたホームカミングデイを紹介します。

４．留学生ホームカミングデイの開催とネットワーキング

１）ネットワーク活用と仕掛けとしてのホームカミングデイ

前で述べたように、最初に「神戸大学留学生ホームカミング

デイ」が開催されたのは2002年11月です。昨年で５回を迎え、

毎年のテーマも益々具体化し、また明確な目標に近づきつつ開

催されてきました。とくに2006年、「第３回神戸大学留学生ホ

ームカミングデイ」からは、具体的テーマを掲げて実施するよ

うになりました。海外ネットワーク構築というテーマに即して

開催し、ネットワークづくりにおいて、韓国、台湾での同窓会

の過去の実績と、日本国内と「中国神戸大学同窓会」の現在の

行動の報告と、ベトナム、インドネシア神戸大学同窓会の未来

へのビジョンの呼びかけとなりました。このビッグイベントを

通してお互いに留学生ネットワークについて共通の認識が芽生

えたように思われます。2007年、「第4回神戸大学留学生ホーム

カミングデイ」では、ネットワークを活かした現役留学生と卒

業留学生の実質的な場づくりであるグローバルキャリアセミナ

ーが開催されました。

２）「第5回神戸大学留学生ホームカミングデイ」の開催

「人・知・還流」を理念に、始まった「留学生ホームカミン

グデイ」は2008年に第5回目を迎え、250名が参加し、六甲ホー

ルで盛大に開かれました。韓国伝統音楽〔サムルノリ〕の迫力

あるオープニング演奏でスタートし、野上学長による祝辞が続

きました。祝辞の中で「世界のトップ大学をめざす本学にとっ

て留学生は、かけがえのない存在であり財産である」と激励の

ことばを述べられました。

第5回ホームカミングデイは、大きく三つのテーマに分かれ

て進められました。留学生ネットワーク強化を目的とする「留

学生ネットワークの紹介」、現役留学生と卒業留学生の緊密な

関係づくりを目的とする「先輩との対話－ようこそ先輩！神戸

大学へ」、留学生同士、日本人と留学生との交流を目的とする

「知り合う、学びあう世界」と多彩な内容で構成されました。

参加者の顔ぶれも留学生だけではなく、その家族や友人、また

日本人の卒業生や近隣住民も参加し、例年にない賑やかな雰囲

気の中で行われました。

「留学生ネットワークの紹介」セッションでは、今年の夏に

海外同窓会として発足した「ベトナム神戸大学同窓会」から

Le Hong Hai氏（2007年経済学研究科修了）が、「インドネシ

ア神戸大学同窓会」からはYuli Setyo Indartono氏（2006年工

学研究科修了）より報告が行われました。瀬口教授より留学生

ネットワークの取り組みの現状が説明され、今まで６つの国と

地域で同窓会が形成されたことも報告されました。その後、５

つの現役留学生会の紹介も行われました。

今年初めて企画された「先輩との対話」のセッションは、

様々な分野で活躍している5名の卒業留学生に対して、２名の

現役留学生がインタビューする形式で進めるという斬新なもの

でした。現役留学生の陳瑩さん（人文学研究科M1）とラヒモ

フさん（国際協力研究科D3）からは、就職に関することがら、

将来のキャリアパス、学生と社会人との日本社会に対する見方

の違いなどについて質問。それに対して、田漢哲さん（中国、

三宅法律事務所）、シリンさん（イラン、パナソニック）、金眞

さん（韓国、流通科学大学）、ビーラッパンさん（インド、パ

ナソニック電工）、浅野　茂さん（ボリビア、神戸大学）の先

輩らが、就職の苦労話、職場でのエピソード、就職への心構え、

将来への進路など笑いを交えながら、しっかりとアドバイスし、

後輩たちにエールを送りました。野上学長からも、「このよう

な優秀な留学生たちが神戸大学から輩出されたことを誇りに思

うと同時に、日本人学生と互いに時間を共有しながら学びあう

ことはとても貴重な大学生活の体験になる」とコメントを頂き

ました。
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「知り合う、

学びあう世界」

のセッションで

は中国の太極拳

の迫力ある演技

とベトナムの民

族舞踊のチョン

コムが披露され

たほか、六甲ホ

ールのホワイエ

では、中国、ベトナム、韓国、インドネシア、台湾の留学生会

と留学生交流支援団体のTrussとKOKORO-NET in KOBEのブ

ースが設けられ、それぞれの文化紹介や活動紹介が行われまし

た。

５．留学生ネットワークの今後の展開と課題

１）「フォローアップ事業」の新たな局面

留学生の卒業後（帰国後）のフォローアップ事業の中で、も

っとも重要なことの一つは、大学側がいかに有機的に卒業後も

卒業/元留学生と連携・協力関係を保っていくのかということ

です。卒業留学生の連絡先の把握はもちろんのこと、相互の信

頼関係に基づく学術研究教育の進展、あるいはよき人間関係に

端を発したつながりなど、双方にとって互恵的な関係を築くこ

とも重要なことです。

一方、留学生センターでは、「卒業留学生は大学で磨いて育

て社会へ送り出した、国際的な知的人材であり、多様なスキル、

情報をもつ一大資源です。大学にとっては、まさに国を超えた

貴重な宝である」という認識の下に、卒業後も卒業/元留学生

と連携・協力関係を保つためのしくみを長年考えてきました。

例えば、留学生センター教職員が「日本留学フェア」等で、海

外に出るたびに帰国留学生と連絡をとり、プライベートに同窓

会発足準備のための会合を開き、意見交換をすることで母校の

存在を印象づけてきました。

本来、同窓会組織というものは自主的なものですが多様な文

化背景をもち、留学目的も多様な留学生の特質を考える時、何

を以って卒業生を組織化してまとめていくのかということが大

きな課題です。その課題を考慮し、また卒業生側のニーズにも

応える形で、留学生センターが「国際交流推進本部」と協働し

て、大学側から卒業留学生に対してきっかけづくりをして、留

学生同窓会を組織化する動きを「しくみ」として創ってきまし

た。結果として学内各部局との連携協力関係を推進しながら、

それぞれの国/地域においても新たな留学生同窓会が発足し、

同時に大学とも強いパイプをもつ組織として再生したのです。

２）「学友会」と「留学生ネットワーク」との連携協力

本来、神戸大学には、各学部に同窓会組織があり、それを統

合する組織として「学友会」があります。各同窓会組織の成り

立ちはさまざまですが、100年にわたって蓄えた「豊かな知的

人材」を擁している学部もあります。「学友会」としては、現

在まで140,000人あまりの卒業生を登録しています。

一方、卒業留学生について言えば、1953年に初めてタイから

の留学生（経営学部教授会記録）を受入れて以来現在まで、

4,000人あまりの「国を超えた知的人材」を世界中に送り出し

ています。しかし、「学友会」組織の中に卒業留学生の存在は

ほとんど見あたりません。卒業留学生もそれぞれの所属部局の

同窓会に登録して「学友会」として統合される方向で大学とつ

ながり、発展させていくのが本来の姿であるとする見方もあり

ます。しかし、海外拠点の役割をも併せもつ「留学生同窓会」

としては、「学友会」とも連携協力し、それぞれの特徴を生か

しつつ神戸大学の国際力を強める方向で卒業留学生のポテンシ

ャルを高める努力をしたほうが、現状ではより強力で多面的な

形でのネットワークの拡大にもつながるものと思われます。そ

れぞれの国/地域性を活かし、日本の文化・社会をよく理解し

て本学ともつながりのある、架け橋の役割を果たしてくれる神

大卒業生の集まりを「同窓会」として組織化し海外での拠点と

して連携・協力していったほうが、海外では実質も伴う組織と

なるでしょう。文化通訳のできる「神大ブランド」としての知

的人材の存在と国際力を日本人や留学生との垣根を超えて活か

すべきであると思います。

３）神大卒業生というアイデンティティーの下に集まる仲間

グローバル化が急激に進展する昨今、海外における「留学生

同窓会」の現場では、すでに「神大卒業生」というアイデンテ

ィティーの下、日本人の卒業生が海外における「留学生同窓会」

の主要メンバーとなっている事例があります。前述のいわゆる

｢上海モデル｣といわれるものです。

国際的な人の移動がますます盛んになり、異文化理解、相互

理解の必要性が日常化しつつある現状の中、海外で活躍する日

本人卒業生が「神大卒業生」として、ベトナムやインドネシア

における「留学生同窓会」にも仲間として入ってきています。

日本人卒業生をはじめ、他の国籍／地域の卒業留学生も「神大

卒業生」という、アイデンティティで集まり、情報を交換し交

流を深めることも出来ます。視点を変えると、日本国内で生ま

れ育った人も海外に出れば、外国人です。たとえ一時期であろ

うとも、研修や海外勤務等で外国で生活することになった日本

人を含む神大卒業生は、その地では明らかにマイノリティであ

り、マジョリティを占める卒業/元留学生組織と積極的につな

がり、仲間として情報を交換する場を共有したいと思うのは、

むしろ自然な成り行きのように思えます。このような仲間づく

りこそが、国籍、専門、年齢を超えて多様化した海外における

「留学生同窓会」の目指すべき姿だと思われます。海外におけ

る「留学生同窓会」のみならず、日本国内の「留学生同窓会」

（関西地区・関東地区）にも、日本人の神大卒業生も自然な形

で仲間として加わり、国籍、専門、年齢を超えて多様化した組

織を形づくりつつあります。国内でも海外でも「上海モデル」

がすでに芽生えているのです。

４）海外拠点としての「留学生ネットワーク」の新たなチャレ

ンジ

本学は、「神戸大学ビジョン2015」を掲げ、開放的で国際性

に富む固有の文化の下、「グローバル・エクセレンス」の実現

を目指して、国際力を強化し、世界のトップ大学を目指してい

ます。大学が一丸となって国際化戦略を掲げ、2008年１月には、

母　校　の　窓



－56－

神戸大学北京事務所が開設されました。そのお披露目も兼ねて

2008年11月には「神戸大学北京ウィーク」が開催されました。

そこでは、本学の世界レベルの研究成果が紹介されました。

「中国神戸大学同窓会」も協力して「神戸大学」「神戸大学北京

事務所」と三位一体の協力体制を築き、共に神戸大学の国際化

戦略を推進することで、「中国神戸大学同窓会」が新たな海外

拠点の一つとして位置づけられ、積極的に始動することになり

ました。これは、組織としての各国/地域の「留学生同窓会」

の存在が今後ますます大学の国際化戦略のメインストリームと

して重要な役割を果たしていく可能性を多く含んでいる証しで

もあります。しかしながら、組織として強いパイプを持つため

には、相互に情報交換をして互恵関係を保ち続け、強い協力関

係が持続的に保たれることが重要です。ハード・ソフトの両面

から各国/地域の同窓会組織の構造・構成、成り立ちなどそれ

ぞれの特徴を生かした形で連携協力していくことが重要なポイ

ントとなります。

ここで、各「留学生同窓会」をまとめて現役の留学生や大学

組織との結びつきを強めていく役割をも併せもつ留学生ホーム

カミングデイに論点を戻しましょう。最も重要且つ大切にした

いのが、ホームカミングデイの基盤ともなる「人」であり、

「つながり」です。指導教員と学生、卒業生との人間関係、信

頼関係等からつながるネットワーク事例が数多くみられます。

ボトムアップから始まるつながり、普段は表に出てこない個々

人のソフト面での小さなつながりを大きな潮流に変え、海外拠

点へと発展させていく視点も是非大切にしていきたいです。人

は危機的な状況におかれた時、心情としてどこによりどころを

みつけるのでしょうか。それはやはり、大きな意味合いでの仲

間です。危機的な状況といわずとも、日常的にも心理的な対人

関係と人間の行動を決定づけるのは、「知識として得る情報」

ではないといいます。実際に影響を受け行動を左右するのは、

「人づてによる情報」が大きな重みを持っているといわれてい

ます。後者の「影響情報」は、留学生の場合、文化背景、地域

性もありますが、特にその傾向が大きくなるでしょう。信頼関

係に端を発したFace to Faceによるコミュニケーションがあっ

て初めて、仲間として行動が始まり広がりをもつのが常である

からです。

またコンセプトである「人・知・還流」の意味するところは、

大学の国際的な知的人材の還流のことです。大学が入学前の入

口の部分から、在学中、そして卒業後も大学との絆を強くし

「知の還流」を生み出す仕掛けを作り上げることで、「循環型留

学交流」を実現して相乗効果を生み出し、大学の国際的な競争

力を高めようとする新たな視点です。

６．おわりに－海外拠点ネットワークの拡大・強化に向けて

留学生同窓会を海外拠点として捉える時、大学としても卒業

生としても、また、グローバル社会にとっても新たな展開が期

待されます。本学における、「留学生ネットワーク構想」

（Kobe University International Alumni-Net）は、それぞれ

「海外留学生同窓会（韓国・台湾・中国・ベトナム・インドネ

シア）」「国内留学生同窓会」「現役留学生会」「国際国流推進本

部」「学友会」が直接、あるいは留学生センターをコーディネ

ータ役として、連携協力関係を築いていくものです。また、世

界を移動する卒業生たちをも海外拠点に位置する「留学生同窓

会」の正式メンバーとして活動できるように近い将来には、神

大卒業生すべてが国と地域の枠を超え、行き交い融合した、海

外拠点としての「同窓会組織」として存在することをイメージ

しています。

昨今ますます多様化する留学交流の新たなうねりが国内外か

ら押し寄せてきています。さらに国としては新たに「留学生受

入れ30万人計画」も発表され、高等教育機関は高い国際競争力

が問われていることも事実です。このような状況の中で多様な

機能と形態を併せもつ「留学生ネットワーク」を海外拠点とし

て積極的且つ持続的に活用することが期待されています。国/

地域の垣根を超えた卒業生の「国際的な知的資源と情報」を

「神大ブランド」として世界に輩出して循環させる仕組みを創

るためには、革新的なパラダイムの変換が神戸大学に求められ

ていると思います。

参考）今回の執筆にあたり以下の論文と報告文から、その内容の一

部分を参照しました。

１．留学生ネットワークの取り組みのあゆみ

２．ベトナム同窓会発足設立

３．インドネシア同窓会設立

神戸大学ホームページ　お知らせ　９月16日掲載の報告文　朴

鍾祐

４．留学生ホームカミングデイの開催とネットワーキング

５．留学生ネットワークの課題と展望

神戸大学留学生センター紀要15号　2009.３月発行

「神戸大学の留学生ネットワーク構築の取り組みと展望」 朴

鍾祐・瀬口郁子
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神戸大学東京オフィスで開かれた神戸大学留学生同窓会
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平成20年度就職セミナー報告 KTC就職セミナー担当　山本和弘（Ch③）
本年度も好評裏にKTC就職セミナーを年間計画（KTC機関誌67号参照）に従って進めております。全般の司会進行は

Professional Recruiters Club 代表取締役　鈴木美伸氏にお願いして実行しております。理学部同窓会就職支援委員会と共催
して、峯本　工先生（名誉教授）が毎回参加され、北村泰寿特命教授が支援してくださっております。

［平成20年度活動報告］
○KTC第１回就職セミナー
５月23日（金）「就職とは」 17:00～19:00 創造工学スタジオ２　参加者：52名
講師：鈴木美伸氏
１．就職の傾向と内容について鈴木氏の講義　　２．就職内定者４名へのインタビュー

○KTC就職セミナー
６月30日（月）「キャリアデザイン・進路を考える」 17:00～19:10 工学研究科302教室　参加者：140名
創造工学スタジオを予定していたが参加者が多く急遽会場を変更した。
１．毎日コミュニケーションズ　高橋誠人氏による講義　　２．大阪ガス　平岡副課長企業説明
・企業の採用活動の実態・就職活動スケジュール・入社試験の実際など

○KTC第２回就職セミナー
８月11日（月）創造工学スタジオ１　13:00～15:00「業界研究１－製薬」参加者：47名
講師：エーザイ（株） 三津加奈世氏　　塩野義製薬（株） 廣瀬信之氏、谷　由香利氏、大北雅史氏（院2003卒）
・各社30分ずつ業界についてショートプレゼンテーション
15:00～16:50「業界研究２－医療機器」参加者：17名
講師：シスメックス（株） 石川達也氏、河村沙知氏　　日本光電工業（株） 鳥居七彦氏

ニプロ（株） 中村秀人氏、村瀬元康氏（CX6）
・各社25分ずつ業界についてショートプレゼンテーション
17:00～18:50 多目的ホールで交流会。KTC事務局スタッフ手作りの料理を食べながら飲みながら、企業人事の方、OBの方

に本音を聞く会を持った。

○KTC第３回就職セミナー
10月２日（月）「業界研究３－食品工業」17:00～18:50 今回も参加者多数で急遽会場変更。工学研究科302教室　参加者：130名
講師：日清食品（株） 岡村　誠氏　　ネスレ日本（株） 大柳宏之氏、高松大地氏、森本正樹氏　　カゴメ（株） 谷口弘晃氏
・各社30分ずつ業界についてショートプレゼンテーション
19:00～20:10 多目的ホールで交流会。KTC事務局スタッフ手作りの料理を食べながら、飲みながら、企業人事の方、OBの

方に本音を聞く会を持った。学生も講義の時には質問が出ないが、講師を囲んでは熱心に質問して話を聞いて
いた。好評！

○KTC第４回就職セミナー
10月16日（木）「業界研究４－化学・バイオ工業」17:00～19:00 予約者多数で会場変更。工学研究科302教室　参加者：140名
講師：（株）カネカ　堂本剛史氏　　住友化学工業（株） 船木雄司氏

ライオン（株） 飯田康雄氏、内藤厚志氏（自然科学研究科 2000卒）
・各社30分ずつ業界についてショートプレゼンテーション
19:00～20:10 多目的ホールで交流会。KTC事務局スタッフ手作りの料理を食べながら企業の方と懇親。先輩を囲んで学生た

ちが盛り上がった。

○KTC第５回就職セミナー
11月６日（木）「業界研究５－建築・コンサルタント・公務員」
17:00～19:00 予約者多数で会場変更。工学研究科302教室　参加者：約100名
講師：大和ハウス工業（株） 佐々木大祐氏　　大和ハウス工業（株） 井上晴正氏

（株）建設技術研究所　山根伸之氏（C#0） 兵庫県県土整備部 伊藤裕文氏（C#2）
神戸市都市計画総局 久保真成氏（C$2） 神戸市都市計画総局 飯塚教雄氏（C04）

・各社25分ずつショートプレゼンテーション

母　校　の　窓
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就職セミナー開催報告



コンサルタント業とはどんな仕事なのか、公務員の仕事はどんなものか、初めて取り上げた。特に公務員の幅広い仕事の面白
さなど判りやすく説明された。
19:10～20:30 多目的ホールで交流会。15名と少なかったが、KTC事務局スタッフ手作りの料理を食べながら企業の方と懇親。

先輩を囲んで学生たちが盛り上がった。特に大和ハウスは学生たちと円テーブルに座って１時間も話し込んで
いた。

○KTC第６回就職セミナー
11月13日（木）「業界研究６－機械系」 17:00～19:00 創造工学スタジオ２　参加者：38名
鈴木講師のショートレクチャーに続いて業界紹介
講師：（株）クボタ　中野有希子氏（国際文化学部 2007卒） （株）クボタ　戸田禎孝氏（M%3）

コマツ 辻　富裕氏（大学院 2002修了） ダイハツ工業（株） 松本　剛氏（教育学部 1986卒）
ダイハツ工業（株） 金田進保氏（S⑪） コマツ内定者 赤澤智昭君（機械工学専攻M2在学中）

・各社30分ずつショートプレゼンテーション
19:15～20:20 多目的ホールで交流会。30名近くの学生が、KTC事務局スタッフ手作りの料理を食べながら企業の方と懇親。

今回は全員神戸大学出身の先輩なので親身な話が聞けた。企業の方からも「この懇親会は珍しい企画で、セミ
ナーと違って学生も企業も打ち解けて話しができる」と、好評をいただいた。

○KTC第７回就職セミナー
11月27日（木）「業界研究７－理系の文系就職」 17:00～19:00 創造工学スタジオ２　参加者：68名
鈴木講師の文系就職についてのショートレクチャーに続いて業界紹介
講師：東京海上日動火災保険（株） 中村　健氏　（経済学部 2004卒） （株）大和総研グループ　武村敏宏氏

丸紅（株） 山西正展氏　　丸紅（株） 懇親会に内定者２名参加
・各社30分ずつショートプレゼンテーション
19:15～20:20 多目的ホールで交流会。30名近くの学生と企業の方が、KTCスタッフ手作りの料理を食べながら懇親。

今回は初めて「文系就職のための業界研究」と銘打って保険、証券、商社に来てもらったが、文系といえど
も分析、解析には理系出身者が欠かせないし、商社の新規事業には理系は絶対必要で、各社、理系の優れた人
を採用するのに力を入れている。学生も思った以上に集まってくれた。東京海上の執行役員営業開発部長は、
倉谷宏樹氏（Ｓ③）である。

○KTC第８回就職セミナー
12月４日（木）「業界研究８－電気系就職」 17:00～19:00 C1－301教室　参加者：113名
鈴木講師の就職応募に当たっての応援メッセージに続いて業界紹介
講師：オムロン（株） 入江　篤氏（In@7） ダイキン工業（株） 毛馬大成氏　　パナソニック（株） 久保和也氏

パナソニック（株） 川西亮一氏（E%0）
・各社30分ずつショートプレゼンテーション
人数が多くなりそうなので、初めて120人収容のC1－301教室で行って良かった。ほぼ満席でスクリ－ンも大きく、熱心に聴

講していた。
19:15～20:10 多目的ホールで交流会。50名近くの学生が、KTC事務局スタッフ手作りの料理を食べながら企業の方と懇談。

年代の近い卒業生が来てくれたので、熱心に聞いていた。
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今年度は８回にわたって「業界研究」と銘打って、学生にどんな業種があり、どのような仕事をしているか各企業をお招きし、
業務内容、職種についてプレゼンテーションを行い、学生にとって自分にはどのような仕事が向いているかを参考にするセミナ
ーを開催した。各企業のご協力に感謝いたします。

○KTC第９回就職セミナー
12月18日（木）「体験講座１－エントリーシート」 17:00～18:50 創造工学スタジオ１　参加者：83名
講師補佐：（株）イシダ　木地良介氏
鈴木講師のエントリーシートの書き方レクチュアー。
自分を売り込むために何を、どのように書くべきか、事例を提示して採用担当者木地氏のコメントを挟みながら講義された。

学生は、エントリーシートを書くのは初めてなので、とまどいがあるのか、熱心に聴講していた。

母　校　の　窓

Career Meeting 神戸大学　報告

開催日時：H20年11月17/18日　12:30～18:00 場　　所：神大会館・六甲ホール
主　　催：（社）神戸大学工学振興会（KTC）、理学部同窓会就職支援委員会　　共　　催：神戸大学生活協同組合
協　　賛：神戸大学キャリアセンター　　プログラム提供：（株）毎日コミュニケーションズ
内　　容：ブース形式で企業出展と特別企業講演、キャリアデザイン講座　参加企業46社、企業講演２社　　参加者：延べ653名

[17日]
参 加 者：350名　　出展企業：22社
・川崎汽船・いすゞ自動車・AGC旭硝子・王子製紙・川崎造船・コベルコ建機・シスメックス・神鋼環境ソリューション・住
友金属工業・住友重機械工業・住友精化・竹中工務店・中外炉工業・東洋アルミニウム・ニコン・JR西日本・日清食品・富士
通テン・三菱ガス化学・森ビル・横浜ゴム・読売テレビ
◇特別講演　「海運業の魅力を語る」川崎汽船　　◇キャリアデザイン講座　「今、世の中で求められる人材とは」

「卒業後の自分～自らキャリアを考える～」毎コミ・キャリアサポート課

[18日]
参 加 者：303名　　出展企業：24社
・アシックス・NECシステムテクノロジー・オービック・カゴメ・国土交通省・サンドビック・シャープ・住友ゴム工業・積
水化学工業・ダイハツ工業・ダイフク・タカラベルモント・ツネイシホールディングス・TIS・東洋紡・TOWA・トクセン工
業・ナナオ（EIZO）・日本食研・日本山村硝子・三浦工業・三井不動産・村田製作所・山本秀策特許事務所
◇特別講演　「会社概要とスポーツ工学研究所の仕事内容について」アシックス
◇キャリアデザイン講座　「今、世の中で求められる人材とは」

「卒業後の自分～自らキャリアを考える～」毎コミ・キャリアサポート課

昨年より参加人数は減ったが、一人あたり回るブースの数は増えたようで、「卒業後自分はどんな仕事に就きたいのか」を模
索するための「業界研究セミナー」が役立っているようだ。でも、人気企業に集中し、名の通っていない企業は閑散としている
のは致し方ないが、優れた技術で伸びていく企業であることを積極的に売り込んで欲しいものだ。
セミナーの研究課題でもある。
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◇◆◇◆◇ 神戸大学学生フォーミュラチームFORTEK 第６回全日本学生フォーミュラ大会について◇◆◇◆◇

大学院工学研究科　機械工学専攻　修士１年生　

古川　正明

１．全日本学生フォーミュラ大会

写真１　第６回全日本学生フォーミュラ大会集合写真

近年の若者の理系離れ、工学系大学の実習や設計・製図など

のカリキュラムの減少により、日本の自動車産業にとって将来

の国際競争力・企業競争力の低下、優秀な技術者の人材不足が

懸念されています。このことを背景とし、自動車技術会が2003

年に米国の「Formula SAE®」の日本版としてFormula SAE

JAPAN（全日本学生フォーミュラ大会）を開催しました。そ

して、2008年度で第６回を迎えました。（写真１）

この大会は、学生がチームを組んで企画・設計・製作したフ

ォーミュラスタイルの小型レーシングカーを持ち寄り、車両コ

ンセプト・設計・コストから走行・燃費性能までの「ものづく

りの総合力」を競い（表１）、産学官で支援して自動車技術・

産業の発展･振興に資する人材を育成することを目的としてい

ます。

2008年度は韓国、インド、タイ、台湾、など海外も含む62大

学が参加して競技が行われました。

５回目の参加とな

る神戸大学チーム

は、メンバー19名の

大半が機械工学科の

学生で構成されてお

り、個人個人が将来

の日本の産業を支え

る技術者になること

を志しています。そ

のために、大学で習

ったことや、自分達で学んだ知識を生かし、日々の活動に切磋

琢磨しています。

また私達のチームは、他大学との勉強会や、企業が主催する

講習会に意欲的に参加しています。そして他大学の方や企業の

方と交流し、情報交換や熟練作業者のノウハウを学ぶことで、

着々と成長してきました。大会では、日々の努力が十分に活か

された結果を残すことを目標としています。

２．2008年度の車両製作活動
2007年度車両の重量が重かったことにより、2008年度の車両

コンセプトは「軽量化・低重心の実現」でした。前年度より

50kgの軽量化を目標とし同時に低重心化を図ることで車両の

運動性能を高めました。また、早期に車両を完成し、走行テス

トを数回行い、十分なセッティングを行うよう努力しました。

全ての動的イベントで完走し、15位以内に入ることを目標とし、

車両の設計や製作を行いました。

2.1 活動方針

（1）早期に車両を完成し、充分な走行テストを行う

・月に２回、定期的にミーティングを行い、意見交換すること

によって円滑に設計を進めました。

・スケジュール担当者が全体及び個々の設計・製作スケジュー

ルの進展具合を把握し、ミーティング時にメンバー全員で共

有化を図りました

・設計と製作を並行することによって、車両完成時期を早めま

した。（６月22日シェイクダウン）

（2）設計、製作ノウハウの継承

・各パートを同一学年で固めないことで縦の結びつきを強めチ

ームを一体化させるとともに、知識や技術の継承につなげま

した。

・熟練者が作業の指揮を執ることで新メンバーへ直接指導を行

い、紙面よりも実際の製作経験を通して技術を継承しました。

2.2 設計

（1）フレーム

コンパクトかつパイプ点数の少ない軽量・高剛性なスチール

スペースフレームを設計しました。2008年度は、昨年度より約

15kg軽量化し、フレーム重量は27kgとなりました。構造とし

ては、ドライバーのペダル操作性の向上とエンジン搭載スペー

スのフレームワークを工夫し整備性を向上させました。強度の

検討においてはFEM（有限要素法）を用いて強度解析するこ

とにより重量増の影響を最小限に抑えました。製作時の溶接ひ

ずみを抑える冶具においては、冶具構造の単純化により作業の

効率化を計り、製作期間を短縮しました。

（2）エンジン・吸排気

吸気チャンバーは昨年同様に短い流路によるレスポンスの向

上をねらいました。また、インジェクタマウントを自作するこ

とにより軽量化と部品点数の削減、整備性の向上を図りました。

配点 
100 
75 
150 
75 
50 
150 
350 
50 

1,000合計 

審査項目 
コスト 
プレゼンテーション 
デザイン 
アクセラレーション 
スキッドパッド 
オートクロス 
エンデュランス 
燃費 

静
的
競
技 

動
的
競
技 

表１　大会審査項目 
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（3）サスペンション

サスペンションは例年通り前後ともにダブルウィッシュボー

ン式を採用。タイヤを路面に対して垂直に立てるようなジオメ

トリを実現し、タイヤの性能を余すところ無く使用できるよう

にしました。2008年度は軽量化のため自転車用のショックアブ

ソーバーを採用しました。また、重心高を低くすることにより、

操縦性や運動性能の向上を図りました。

（4）ドライブトレイン

トランスミッションはカワサキZX-6RR用を使用しました。

2008年度車両では、デフ玉、デフケースの選定、デフマウント

の安全率の選定をやり直すことにより、焼き付けをなくすとと

もに軽量化を狙いました。

（5）操作系

ペダルは３ペダルオルガン式とすることで低重心化を達成する

とともに、細やかなペダルワークを可能としました。また、剛性

の高いロッド式を採用し確実なギアチェンジを達成しました。

（6）ボディカウル

車両カウルにはFRPを用い、軽量でありながら美しい外観を

達成しました。さらに車体まわりの流体を整流することで高い

冷却性と空力性能を持たせました。

2.3 製作

車両の製作には工学部工作技術センターの設備を利用させて

頂き、フレーム、部品の製作を行いました。（写真２）また、

工作センターの技術職員の方々に工作機械の使用方法から部品

製作の考え方にいたるまで丁寧にご指導頂きました。おかげさ

まで、製作日程は計画通りに進み、大会2ヶ月前に車両をシェ

イクダウンすることができました。

写真２　製作風景

2.4 渉外

フォーミュラカーの製作に必要なエンジン、タイヤ、操舵系

パーツ、スプロケット、チェーン、ブレーキ系パーツ、ドライ

ブシャフト、ベアリング、アルミ材や鉄材、パイプといった部

品や材料を毎年現金で購入すると膨大な費用が必要となりま

す。そこで、これらの部品を提供して頂けるスポンサー企業様

を探すことが必須です。機械工学科教職員のご紹介と、先輩の

地道なスポンサー交渉の積み重ねのおかげで、以下に示す20社

からご支援いただく事ができました。私たちの活動はスポンサ

ーの皆様のご協力により成り立っております。（表２）

表２　2008年度スポンサー企業一覧

2.5 会計

毎年、会計と関連して大きな問題となるのが活動資金の確保

です。大会参加費、傷害保険費、車両運搬費、大会旅費、材料

費など多額の活動経費が必要となり、そのうちメンバーの個人

負担がかなり大きい割合を占めている状況です。こういった中、

毎年社団法人神戸大学工学振興会様からのご支援を始め、

KTCM会員の方々、本チームのOBの方々を始めとする個人ス

ポンサーの皆様から頂戴した支援金に大きく助けられていま

す。（表３）

表３　主な収入と支出

３．第６回全日本学生フォーミュラ大会参戦

今年度の全日本学生フォーミュラ大会は、９月10日（火）～

９月13日（土）の4日間、昨年と同じ静岡県のエコパ（小笠山

総合運動公園）で開催されました。今年の大会は天気が非常に

良く、天候による悪影響はありませんでした。

大会１日目（９月10日）、静的審査であるプレゼンテーショ

ン、コスト、デザイン審査を終え、技術検査を受けました。車

両の整備を十分に行い技術検査に挑んだため、指摘されたのは、

リアのキャリパーのワイヤリングのみでした。しかし、事務手

続きの不備や、静的審査のスケジュールの関係により、技術検

査を受けるのが遅くなり、チルト・騒音・ブレーキを二日目に

残してしまいました。

*大会・試走会参加費には傷害保険・旅費を含む 

10万円 
50万円 
10万円 
80万円 
150万円 

KTCM支援金 
KTC支援金 
個人スポンサー様 
メンバー個人負担金 
合計収入 

65万円 
50万円 
35万円 

 
150万円 

大会・試走会参加費等* 
車両運搬費用 
車両制作費用 
 
合計支出 

収入 支出 

川崎重工業株式会社 
株式会社神戸製鋼所 
ダイハツ工業株式会社 
住友電気工業株式会社 
NTN株式会社 
北神戸サーキット 
MOTO-DOG 
神戸大学工学部工作技術センター 
社団法人神戸大学工学振興会 
神戸大学機械クラブ 
ソリッドワークス・ジャパン株式会社 
RACING SERVICE WATANABE 
株式会社興和製作所 
神鋼鋼線工業株式会社 
セイコー化工機株式会社 
日信工業株式会社 
キャノンシステムソリューションズ 
宮脇鋼管株式会社 
株式会社エフ・シー・シー 
住鉱潤滑剤株式会社 

（順不同） 
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大会２日目（９月11日）の午前中にチルトを受けました。車

両を45度傾けた時は問題ありませんでしたが、60度傾けた時、

フロントのタイヤが浮いてしまい、再車検となりました。そこ

で一度ピットに戻り、リアのショックのプリロードを硬くした

後、再びチルトに挑みました。しかし、またもや60度のところ

でフロントが浮いてしまったため、右側のタイヤの空気圧を下

げることで、無事チルトをクリアすることが出来ました。

チルトクリア後、直ちに騒音を受けに行きました。私たちの

使用するエンジンでは、回転数11000rpmで110dB以下がクリ

ア条件でした。騒音対策のため、大会前にマフラーのバッフル

を追加したので、測定値は106dBとなり無事クリアすることが

出来ました。

騒音計測後、ブレーキテストを受けに行きました。このとき

すでに時計の針は11時過ぎを指しており、アクセラレーション

とスキッドパッドの受付締め切り時間の12時が迫っていまし

た。ブレーキテストは、大会前のテスト走行の際に、再三行っ

ていたため、難なく合格しました。そして11日の11時半頃、全

ての車検をクリアすることができました。

アクセラレーション（０～75m加速）第１ドライバーは、ブ

レーキテストに出場したチーム内の熟練ドライバーで、タイム

は４秒496でした。直ちに第２ドライバーに交代し、順番を待

っている間にアクセラレーションの競技時間が終了しました。

スキッドパッド（コーナリング－８の字コース）は、悔しくも

時間切れで出場することができませんでした。午前中のスキッ

ドパッド不参加の反省を生かし、オートクロス（２周走行）は

まずタイムを出すために第１ドライバーの１ヒート目を早い段

階で出場し、一度ピットに戻り調整を行った後、第１ドライバ

ーの２ヒート目、第２ドライバーの２ヒートを走る作戦にしま

した。

大会３日目の午後、エンデュランス（30周耐久走行）に出場

しました。エンデュランスの出走順位はオートクロスの成績順

でした。排熱処理に不安が残る中、第１ドライバーが走りまし

た。１周約１kmのコースを11周走行した後、第２ドライバー

に交代、この時点でラジエターの水温は計測不可の高温となっ

ていました。なんとか第２ドライバーも11周走り切り、エンデ

ュランスは無事完走となりました。（写真３）

そして、全ての動的イベントで完走し、15位以内に入ること

を目標として今年の大会に参戦し、以下のような結果となりま

した。（表４）

表４　2008年度大会結果

写真３　2008年度車両の走行

４．今年度の反省

チーム運営面では、年間を通じてのスケジュール管理が甘か

ったことが挙げられました。車両製作期間のスケジュール管理

の徹底はできていたので、来年度は企画・設計に関するスケジ

ュール管理も徹底していきたいと思います。車両製作に関して

も、シェイクダウンは目標の期日（関西支部合同走行会）に間

に合わせることができましたが、カウル等を含めた車両の完成

は大会直前となってしまったため、来年度はシェイクダウンの

期日を早め、車両完成時期を６月下旬頃にすることを目標とし

ます。技術面では、今年度はラジエターの排熱対策が十分なさ

れていなかったため、来年度の課題として排熱対策に力を入れ

たいと思います。また、今年はコンセプトが軽量化であったた

め昨年度より50kgの軽量化に成功しましたが、それでも車重

は250kgでした。そこで、来年度は強度解析に力を入れ、さら

に軽量化を実現させたいと思います。

５．謝辞

2008年度のプロジェクトを終えるにあたり、私たちの活動方

針にご賛同いただき、支援金をご提供いただきました社団法人

神戸大学工学振興会様をはじめ、神戸大学機械クラブ様、個人

スポンサーの皆様に深く感謝致します。

そして、日頃から技術面でサポートいただきました工作セン

ターの技術職員の皆様に心から御礼申し上げます。

企業の方々、教職員の方々、OBの方々の多大なるご助力の

おかげで、私たちはこの活動を続けることができています。こ

の場をお借りして、私たちを支えてくださった全てのスポンサ

ー、サポーターの皆様に心から御礼申し上げます。そして、今

後とも私たち神戸大学学生フォーミュラチームの応援をどうぞ

宜しくお願い申し上げます。

写真４　2008チームメンバー

得点（*順位） 
38.8pt（37位） 
41.25pt（21位） 
108pt（24位） 
56.28pt（15位） 
0.00pt（29位） 
40.61pt（27位） 
144.27pt（13位） 
428.83pt（18位） 合計 

※参加校62校 

審査項目 
コスト 
プレゼンテーション 
デザイン 
アクセラレーション 
スキッドパッド 
オートクロス 
エンデュランス・燃費 

静
的
競
技 

動
的
競
技 



◇◆◇◆◇神戸大学「六甲おろし」チーム
５年目にして成し遂げた奇跡とその軌跡◇◆◇◆◇

機械工学科２年　橋本雅之

１．レスキューロボットコンテストとは

レスキューロボットコンテスト（以下レスコン）とはレスキ

ュー活動を想定したロボット競技で、被災地を模した６分の１

スケールのフィールド上に置かれた被災者を模したダミヤンと

呼ばれる人形をいかに早くやさしく救助できるかを競うもので

す（写真１、２）。2000年から開催されており今年で第８回を

迎えました。

私たち「六甲おろし」は神戸で開催されるようになった第４

回大会から参加しており今年で５年目を迎え、今年は学生主体

のチームとなったばかりでした。そのような中、今年開かれた

第８回レスコンでわれわれは初の「レスキュー工学大賞」・

「RSコンポーネンツ杯」・「ベストパフォーマンス賞」を受賞

しました。これからその受賞までの道のりを辿っていきたいと

思います。

２．第８回レスコンに向けて

第７回レスコンが終了した2007年の８月、ファイナルミッシ

ョンに進出することすらできないという結果に終わってしまっ

たものの、チーム全体は前向きでレスコン終了後すぐに新キャ

プテンとその他の役職を決め、第８回のレスコンに備え始めま

した。その時キャプテンとして決まったのが学部２年生で、こ

れまでは大学院生や技術職員の方など年配の方がキャプテンを

してきた「六甲おろし」としては異例の選出でした。夏休みが

８月から９月まであったため、その間に合宿を行うなどして新

たなキャプテンのもとでチームは結束を深めていきました。そ

して10月に入りメンバー全員が大学に戻ってくると、毎週のよ

うにミーティングが開かれました。まず決めるべきはチームコ

ンセプトで第７回レスコンを振り返り、われわれに足りないも

のは何かと考えたところ、あるイメージが浮かんできました。

それは「速度」でした。

３．「神速」の誕生

私が「六甲おろし」に参加した2007年の４月にはすでに第７

回レスコンでのチームコンセプトは決まっていました。それに

基づいてロボットが作られていたのですが、その時に重視され

たのが「倒れない」ということでした。実は第６回のレスコン

で、救助が完了してあとはベースまで搬送をするだけという状

態で、そのロボットがベースの直前で転倒するという事が起こ

ったのです。そのためこのようなことが２度と起こらないよう

にとにかく倒れないロボットを作ろうと皆アイデアを出し合い

ました。しかし、そうして安定感を求めるばかりに私たちは重

要な要素であるはずの速度を抑えなければいけませんでした。

その結果、確かに安定感はあるものの時間内にすべてのダミヤ

ンを救出できるだけの駆動力が不足してしまい、すべてのダミ

ヤンを救出することはできませんでした。そこで第８回レスコ

ンでは第７回レスコンで培った安定感にスピードという要素を

組み込もうと考えました。そして安定感を維持しながらも迅速

な救助活動が行えるもの、それを私たちは神戸大学的速度と称

し、略して「神速」を第８回レスコンのコンセプトとして掲げ

たのでした。そして神速という新たなコンセプトを元にロボッ

トのアイデアを考える中、「あの瓦礫」の登場が発表されたの

でした。

４．新たな瓦礫の登場

12月の上旬に行われたレスコンシンポジウムで私たちは新た

な瓦礫、「屋根瓦礫」（写真３）の登場を知らされました。この

瓦礫は文字通り屋根の形をしていて、ダミヤンを完全に覆って

しまいます。さらにその重さも３kgと、除去するのが非常に

困難な瓦礫です。レスコン本番では小型機を瓦礫内部に侵入さ

せたり、ジャッキアップを利用して瓦礫を持ち上げたりするな

ど、チームごとにその対処方法が異なっているのが興味深かっ

たです。そのような中、私たちは屋根瓦礫をクローラー式の機

構（写真４）で持ち上げることに決定し、設計製作に取りかか

りました。

５．製作開始

屋根瓦礫の登場で設計に大幅な変更がなされたため、実際に

ロボットの製作を開始したのは３月となってしまいました。

４月を迎え新入生が参加したことによって活気が出てきた

中、以前からやろうと計画があった「チーム内ロボコン」が行

われました。これは学部１年生と２年生がパートナーとなって

ロボットを作って競技をするといったもので、１年生にとって

は工作機械の使い方を覚えることができ、２年生にとっては実

際に設計ができるよい機会となり、非常に効果的なものでした。

これによりチーム内ロボコンが終わった後は１年生もレスコン

用のロボットの製作に積極的に参加できるようになりました。

６月に入りロボットの完成が目前になると、いよいよレスコ

ン当日に向けての最終準備が開始され全体の指揮をとる者、ロ

－70－
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（写真１）大会会場 （写真２）ダミヤン

（写真３）屋根瓦礫 （写真４）完成した一号機

第８回レスキューロボットコンテストでの快挙
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ボットの操縦者、プレゼンテーションをする者などを選出しそ

れぞれ準備に取り掛かりました。私は操縦者に選ばれたためイ

メージトレーニングを毎日欠かしませんでした。

６．レスコン予選

そうして迎えた７月のレスコン予選会に私たちは万全の準備

を整えて臨み、結果参加チーム20中６位で無事予選突破を果た

しました。その予選会で私たちは「神速」の力を感じました。

というのが去年と比べてダミヤンのもとに辿り着くまでの時間

が格段に早くなったのです。そのため移動時間が短くなった分

の時間を救助するために割ることができ落ち着いて救助を行う

ことができました（写真５）。しかし、予選会の時点ではまだ

ロボットが完全ではなく、タイヤが滑ってしまったり救助用機

構がうまく働かなかったりなどそれぞれロボットごとに様々な

改良すべき点がありました。

７．レスコン本選ファーストミッション（本選１日目）

予選で見られた不具合を解消して臨んだレスコン本選１日目

ファーストミッション、私たちは最終組での競技であったため

他のチームの競技を見ながら順番が回ってくるのを待っていま

した。すると思いがけない事態が発生しました。レスコン競技

はダミヤンに与えたダメージなどを数値化してポイントを出

し、そのポイントで順位を出すのですが、当日出場したすべて

のチームのポイントが非常に僅差でかつ高かったのです。私た

ちの競技の順番を迎える頃には、２日目に行われるファイナル

ミッションへ進むためには、３体のダミヤンのうち最低でも２

体を救助しなくてはならないという状況となっていました。実

は六甲おろしはこれまでダミヤンを２体以上救助したことがな

かったのです。

私が操縦した神戸大学六甲おろし３号機「こがらし」は非常

に操縦性の高いロボットで、タイヤの角度を変えることによっ

て直進はもちろんその場旋回や横平行移動が可能です。予選会

ではタイヤが滑るという欠点がありましたがそれを改良したと

ころ精密な操縦が可能となりました。この改良が功を奏したた

め２体どころか見事３体すべてのダミヤンを救出することに成

功し、ファーストミッション出場12チーム中２位の成績でファ

イナルミッションへ進むことができました。

８．レスコン本選ファイナルミッション（本選２日目）

ファイナルミッションも同様に最終組での競技であったため

１、２競技を観客席で見ていると、やはりファーストミッショ

ンに比べて難易度が格段に高くなっているのが分かりました。

瓦礫の量が増え、ダミヤンも発見しにくくなっていました（写

真７）。しかし、これは「神速」を持つ私たちのチームにとっ

ては有利に働きました。競技が始まって３分もしないうちに３

体の内最も遠いところにいたダミヤンを救助することができ、

さらにそのダミヤンに与えたダメージはほぼ無く完璧な救助活

動を行えたのです。その後も３台のロボットの連携がうまくい

ったため２体目、３体目も問題なく救助することができ、なん

とファイナルミッションは１位の成績で終えることができまし

た（写真８）。

９．表彰式

すべての競技が終了し表彰式が行われ、レスキューロボット

工学大賞、RSコンポーネンツ杯、ベストパフォーマンス賞を

受賞しました（写真９、10）。

10．第９回レスコンにむけて
第９回レスコンでも良い結果を得られるために計画はすでに

開始されています。これからも神戸大学「六甲おろし」をよろ

しくお願いします。

このような奇跡的なチーム史上最高の結果を残せたのも、２

年連続でＫＴＣから支援していただいたおかげであると感謝し

ております。

参考:

レスコンホームページ　http://www.rescue-robot-contest.org/

六甲おろしホームページ　http://rokko-oroshi.xrea.jp/

母　校　の　窓

（写真５）３号機がダミヤンを救助したところ （写真６）３号機「こがらし」

（写真７）瓦礫を配置しています （写真８）３体目のダミヤンを搬送中

（写真９）盾とトロフィーなど （写真10）記念撮影

ホットニ
ュース

①2008年の「六甲おろし」チームの活動に対して神戸市よ
り第28回「こうべユース賞」受賞の決定通知が届きました。
［表彰式］
日時：Ｈ21年２月22日（日）午後２時～
会場：須磨パティオ健康館３階パティオホール
（六甲おろしチームのレスキューロボット実演予定）

②神戸大学学生表彰規程に基づく表彰
「六甲おろし」チーム
表彰式：Ｈ21年３月18日（水）
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◇◆◇◆◇「六甲おろし」チームの
レスキューロボット開発奮戦記◇◆◇◆◇

神戸で開催されるようになったレスキューロボットコンテス

トに５年連続で出場して来て、中でも「印象に残るロボット」，

「記憶に残るロボット」、「結果を残したロボット」等、毎年新

しいアイデアの中に「六甲おろし」チーム伝統のメカニズムと

なった「ダッコちゃん機構」を上手に生かしたロボット開発の

中心となったメンバーにその時の思いを残してもらうことにし

ました。Ｈ19年、20年と連続してＫＴＣより援助いただいたこ

とが「六甲おろし」チームの特徴あるロボット開発を支えてく

れましたことに深く感謝しています。

１．第５回「六甲おろし」チーム伝統のメカニズム「ダッコ

ちゃん機構」開発者

赤澤智昭（機械工学専攻２年生）

「熱く強く」

第５回レスキューロボット（2005年開催、以下レスコン）を

振り返ってみると、我ながら良く頑張っていたな、と高飛車な

がら思えてくる。そして、今の自分は当時の自分よりも果たし

て頑張っているか、負けていないか、と焦りさえ覚えてくる。

なぜ、当時の自分はこんなにも頑張るハメになったのか、少し

お話したいと思う。

私は工業高等専門学校（高専）を卒業後、神戸大学に編入し

て間もない４月、１台のロボットを任された。当時、神大のレ

スコンチームは学生が主体となって活動を開始した初めの年で

あった。そのため、メンバーは皆、レスコンの経験など無く、

さらにはロボットを作った経験もほぼ無いに等しかった（ただ

し、同期の編入生である船津氏は、高専時代にロボットコンテ

ストに何度も参加してきたロボット作りのスペシャリストであ

った）。

ここで、レスコンは毎年１月末あたりを締め切りとして、出

場するロボットのアイデアを提出しなければならない。そして、

受理されたアイデアは必ず実現しなければならない。この１月

末という締め切りがやっかいな問題であり、この話のミソであ

る。その年の４月から参加した人は、もう出来上がったアイデ

アを実現するために奔走しなければならない。私の場合も同様

であった。さらに悪いことに、アイデアを提出した先輩は院試

勉強があるからと、途中からまったくチームに来なくなったの

だ。そのため、先輩の考えたアイデアを一人で実現しなければ

ならなくなった。それから悩む日々が続いた。大学までの移動

中、食事中、入浴中、そして講義中（先生すいません）…迫り

来る大会の恐怖に打ち勝つには考えるしかなかった。そして大

会前日の夕方、なんとかアイデアに近いものを作り上げること

ができた。それは、極力シンプルで、かつダミヤン（要救助者）

への負担を小さくしようとする救出機構である。シンプルな機

構にしたのは、複雑な機構を作れなかったし、その前に思い付

かなかったからであった。しかし、結果的に良かったと思って

いる。

そして、大会当日。まったく練習なしで臨んだ大会は、やは

り甘くなかった。予選敗退である。しかし、もう少しで救出と

いうところまで行くことができ、次につながる結果であったと

思う。余談だが、大会には両親も見に来てくれていたが、私が

どこにいるかわからなかったと言っていた。というのも、入学

時から体重は５キロほど落ち、髪の毛は伸び放題であったから

である。

現在、私は大学院にてレスキューロボットの研究を行ってい

る。災害現場はかなり厳しい環境であるが、レスコンで悩み続

けた経験が非常に活きている。当時辛かったが、今では経験し

て良かったと思っている。そして、当時の自分には負けたくな

いと強く思う。

２．第６回マスタースレーブ型ロボット「Σ（シグマ）」開発者

掛川晋司（機械工学専攻１年生）
（現在オーストラリア（University of Queensland）留学中）

［はじめに］

2006年第６回レスキューロボットコンテストに参加し、神戸

大学「六甲おろし」チーム３台のロボットの１台、マスタース

レーブ型ロボット「シグマ」のリーダーを務めました掛川と申

します。２年以上前の話になってしまいますが、今回このロボ

ットに関する記事を書かせていただくことになりました。マス

タースレーブとは、マスターである人間が腕を動かすと、スレ

ーブであるロボットがマスターと同じように腕を動かして追従

するというシステムです。コンテストでは、腕の動きに合わせ

てロボットアームが動く様子が非常に注目を集めました。しか

し製作段階の数々のチャレンジに加え本選でも暴走するなどな

にかとトラブルの多いロボットでありました。ロボットを作っ

たことなどなく設計の経験もほとんどない私が、学校を休学し

て、回路以外の全てを担当し作り上げようと奮闘した模様を紹

完成したダッコちゃん機構搭載ロボット

ダッコちゃん機構のイメージ図

製作途中のロボット
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介させていただきます。

［目指したもの］

このロボットで実現しようとしたもの、それは「人間のよう

に柔軟なアーム」でした。従来レスキューロボットコンテスト

では、UFOキャッチャー方式でダミヤンを引っ掛けて持ち上

げるのが主流でした。しかし、このようにして「引っ掛ける」

という機構は、うまく掴めるかはダミヤンの姿勢に依存し、ま

た引っ掛けたと思っても滑って落としてしまうことがあるた

め、あまり柔軟な方法ではないと感じていたのでした。人間の

手は関節がたくさんあるから、どのような位置、どのような方

向に物体が転がっていても容易につかむことができ、非常に柔

軟です。また、よくよく考えてみると、私たちが物を掴み上げ

るとき、引っ掛けるというより押し付けて持ち上げるというこ

とが多いということに気づきました。だから、人間の腕のよう

に自由度が高く、さらに「押し付けて」持ち上げる機構ができ

れば、ダミヤンであれ瓦礫であれ、その姿勢に拠らず、サイズ

に拠らず、ロバストに対応できるアームができるのではないか

と考えました。しかし、問題は、自由度が高くなるということ

は、その分操縦が複雑になるということでした。では、どうす

れば自由度の高い複雑なアームを直感的に操作できるだろうか

と考えた結果、行き着いたのがマスタースレーブシステムでし

た。人間の腕を模倣する以上、人間が腕を動かせばロボットが

そのとおり動いてくれるシステムが最適だったのです。

技術的にできるかどうかもわからずにこんなアイデアを出し

てみたら、「じゃあ３台のうち一台はチャレンジロボットとい

うことで、このロボットのリーダーとして作ってもらおう」と

いうことになってしまいました。この学期は休学することにし

ており時間はあったので、このロボットに心血を注ぐことに決

め、優秀な回路担当者を引き抜き、その他は機構からプログラム

まですべて私が担当し、製作組み立て等は随時六甲おろしメン

バーにヘルプを要請する、という体制で臨むことになりました。

［設計、イメージから実現へ］

人間の腕を実現しようと思って、頭の中にできたイメージは、

台車に腕がニョキッと生えたイメージでした。アームとマスタ

ースレーブシステムに重点を置くため、他の部分はできるだけ

シンプルにしようと考えました。そこで、足場まわりは不整地

踏破性の高いクローラを採用し、ラジコン戦車の台車を流用す

ることになりました。この台車にバッテリ、回路を積み、それ

らをカバーで囲ってやり、最上部の後部側にベッド、前部側に

アームが載るデザインとしました。肝心のアームは肩回転、肩

曲げ、ひじ曲げ、手首曲げ、手首回転、手先開閉の６自由度と

しました。アームの各関節、特に根元である肩曲げの関節部に

は相当大きな負荷がかかることは設計段階から認識しており、

いかに自重を軽くし負担を軽減するか、同時に各関節で必要な

トルクを出せる機構とするかということが大きな問題でした。

トルクを稼ぐには十分にモータを減速してやる必要があるので

すが、ギアヘッドがはじめからモータについているギヤードモ

ータを使ってもまだまだ速すぎて、多くのギアの段数が必要と

なり、これは自重を重くしてしまう、というジレンマに悩みま

した。また、ダミヤンを抱えていないときでさえ、自重により

各関節にはトルクがかかります。各関節の角度を維持するため

だけにモータに電流を流してやる必要があるならば、非常に電

気を食いそうだし、関節の角度制御も難しくなりそうだ、とい

う懸念がありました。これらを解決する何かいい機構はないか

と考え調査した結果、ウォームギアが最適だという結論に達し

ました。ウォームギアとは、ウォームとウォームホイルとのコ

ンパクトな組み合わせで、非常に高い減速比が得られるギアで

す。ギヤードモータと一段のウォームギアで、ちょうど良い程

度に減速できました。また、ウォームギアの特性である、セル

フロックという機能がまさに理想的に感じられたのです。これ

はモータ側であるウォーム側からはウォームホイルをゆっくり

まわすことができますが、ホイル側からはウォーム側をまわす

ことができないという特性です。したがって、ダミヤンを持と

うがどれだけ負荷をかけようがモータを回さない限り、関節が

勝手に動かないことが保障されるのです。さらに、ウォームと

ウォームホイルの軸が90度ずれているというウォームギアの特

性を利用して、アームの最も重いコンポーネントであるモータ

をできるかぎり手先の反対側へ持っていき、肩関節にかかる負

担を軽くする工夫をしました。具体的には、手首曲げ用モータ

は肘近くに、肘曲げ用モータは肩よりさらに後部に配置するこ

とができました。つまり、モータの軸を長～くして、先緒にウ

ォームをつけて、それでホイルをまわすことにしたわけです。

機構は大体決まり各モータの必要トルクや必要電力などを見

積もってみると、なかなか要求の高いものでした。経験が少な

いためよくわからなかったのですが、実際には計算よりもさら

に大きめの結果になるだろうと思っていました。そこで、バッ

テリは12Ｖ大容量でパワフルな原付用のものを使うことにした

のでした。果たして、ロボットコンテストで原付用のバッテリ

を搭載した重機はコイツが初めてだったのではないでしょうか

（笑）

コントローラスーツは、基本的にアルミの板を重ねて、関節

部で回転できるようにしたシンプルな機構に設計しました。た

だし、人間の腕というのは垂直方向に曲げるよりも、水平方向

に曲げる方が格段に楽だということに気づき、操縦者が腕を水

平方向に曲げると、ロボットアームが垂直方向に曲がるように

しました。コントローラスーツは右手に装着するようにし、関

節部は肩曲げ、肘曲げ、手首曲げ、手首回転、手先開閉の５自

由度とし、肩回転は上記の動作と混合するとややこしくなるの

で、別に肩回転用のターンテーブルを用意しました。胸の前に

コントローラボックスを配置し、この上に肩回転用のターンテ

ーブルと、クローラ駆動用のジョイスティックを配置しました。

イメージとしては、左手でジョイスティックを操作してロボッ

トを動かし、ダミヤンの近くに来たら左手でターンテーブルを

回してアームの向く方角を決め、右腕を曲げてダミヤンをつか

めるように手先を持っていくという感じです。コントローラス

ーツ、ロボットともに、各関節にはポテンショメータ（可変抵

抗）を取り付け、角度を測るようにしました。

マスタースレーブシステムの流れを説明すると、まずコント

母　校　の　窓



－74－

母　校　の　窓

ローラボックス内の回路がコントローラスーツの各関節抵抗値

を読み込み、これをパルス信号に変換してプロポに伝送し、プ

ロポはこれを電波に変換して空気中に放出します。ついでロボ

ット側の受信機がこの電波を受信してパルス信号に変換、ロボ

ット側の回路がこれを角度に変換し、後はマスター側の角度に

追従するように現在のロボットアーム各関節角度を制御すると

いうことになります。回路には使用経験のあるＰＩＣマイコン

を使用し、プログラムはＣ言語で書くことにしました。

設計は今思い出してももっとも楽しい作業のひとつだったな

と思います。使おうとする部品の仕様を調べたり、寸法をチェ

ックして設計に反映したりといった細かな作業も楽しかったで

す。モータも必要トルクや理想の回転スピードから減速比の計

算など、経験のないことばかりで計算が正しかったのかどうか

はわかりませんが、とてもよい経験になりました。ただし設計

は見直せば見直すほど別の方法というのが浮かんで、修正に次

ぐ修正、設計は遅れに遅れてしまったのでした。

［製作開始、傷だらけの予選へ］

いざ製作を始めてみると、つめの甘かった部分が次々と明ら

かになり細かい部分で設計を修正することが余儀なくされまし

た。また製作に必要な細かい寸法を入れて部品図をつくり、い

ざどうやって作るかという手段まで考えたときに、これでは作

れない、作りにくいと気づいて設計変更する、こんな作業の繰

り返しで、設計は結局製作と一緒に最後までついてきました。

アームのパーツは、軽くするためにミリ単位の多少無理な設計

もあったので製作はなかなか大変でした。工作センターの職員

の方々に相談し「これは無理じゃないか」と言われつつ、「大

丈夫です、これじゃないとダメなんです」と言ってなんとか作

ったものもありました。毎日ロボットのことを考え毎日工作セ

ンターに通っていても、製作はなかなか思うように進まず、な

んとか形になったのが予選直前でした。しかしコントローラス

ーツは全く手付かずの状態だったので、予選では通常のプロポ

を使っての操作で臨むことにしました。

予選間近で頭を痛めた問題を紹介します。すべてギアに関す

る問題でした。まず一番負荷の大きい肩関節部について、やは

りダミヤンをつかんだ時の肩関節への負担はすさまじく、見て

いるだけでアームが悲鳴をあげているようでした。セルフロッ

クはうまく機能して、つかんだ状態を保つことはできたのです

が、肩関節を動かすときにウォームとホイルがガキッと痛い音

を出してずれてしまいます。原因は、あまりの大きな力に耐え

かねてモータの軸がホイルから逃げて曲がる、そもそもモータ

をネジで固定しているベースフレーム自体が逃げる、というこ

とでした。しんどいことから逃げようとするのは人間だけでは

なかったのです。とりあえずは予選用の応急処置として、ウォ

ームとホイルに遊び（すき間）が全くないくらいカッチリはめ

て、できるだけ逃げないようにがんばってもらうことにしまし

た。あとできることはギアが壊れないように潤滑剤のモリブデ

ンを塗り塗りしてやることだけでした。また、手先開閉のアク

チュエータ部分には頭を痛めました。手先の重量は最も肩の負

担に効いてくるところなのでできるだけ軽くしたい部分です

が、ダミヤンを押さえつけて持ち上げられるだけのパワーも欲

しいところでした。ちょうどよいモータおよびギアのセットが

見つからず、結局必要トルクには足らないタミヤのギヤボック

スを使いました。手先を閉じて押し付けているときはモータが

完全にロックしている状態であり、ロックトルクは仕様に載っ

ていた最高効率時の実測トルクより数倍出るだろう、さらに電

圧を定格電圧より高めにかけてやることもできるし必要トルク

は十分出るのではないかという読みがあったからです。しかし、

これは見事に失敗しました。確かにロックトルクはかなり大き

かったのですが、いや大きかったからこそ、プラスチックでで

きているギアがもたず壊れてしまいました。予選までには根本

的に解決する時間がなく、入力電圧を下げて使用することにし

ました。かろうじて瓦礫をつかむことはできても、ダミヤンを

つかむことができる状態では到底ありませんでした。

最後にもっとも深刻だった問題は、予選直前にしてクローラ

駆動用のギアが欠けてしまったことでした。このギアは樹脂で

できていたので、もともとのラジコン戦車では問題なくても、

バッテリとアームを積んだ重機を運ぶには荷が大きすぎたので

す。もともと自分で作った部分ではないためモータの変更も容

易でなく、これには参りました。しかし、このラジコン戦車の

パーツが売られているウェブサイトをチェックしてみると、な

んとも幸運なことに、ギヤードモータのギアが金属製に変更さ

れていたのです。早速注文しましたが残念ながら予選には間に

合わず、一時しのぎの対策としてはやはりギアにモリブデンを

塗ることしかできませんでした。予選では、ヒヤヒヤしながらギ

アをいためないように操縦し、なんとか瓦礫まで到達すること

ができ、瓦礫の撤去まで行うことができました。しかし最後のほ

うでギアはガリガリと空回りして完全にお陀仏となりました。

［いざ、煙の巻く本選へ］

予選が終わるとクローラ駆動用の金属製ギヤードモータが届

き、換装、これならなんとかもちそうです。しかしいずれにし

ても、このような重いロボットを動かすには不必要に速すぎる

ギアではありました。慣性が大きいのでロボットが止まるとき

にかなり滑り、アームの姿勢によっては倒れそうになるのを見

ていてヒヤヒヤしましたが、重くて速い非常にパワフルなロボ

ットでありました。肩関節部についてはどう対処したものか随

分悩みましたが、メンバーの箱谷君が出してくれた「スプリン

グを使う」というアイデアは自分にはちょっと思いつかなかっ

たすばらしいものでした。アイデアは、アームが真上を向いて

いるときは肩関節にはトルクはかからず、水平に向いていると
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きにもっともトルクがかかるということに注目して、真上を向

いているときはスプリングが縮んで、水平に向いているときは

伸びて逆向きのトルクを発生するようにスプリングを配置する

というものでした。これは見事に働き、ダミヤンを持ってもな

んとかギアが外れないようにすることができました。

後半の大きな課題はマスタースレーブシステムの実現でし

た。まず、ポテンショメータから正確な角度を得るというのが

予想以上に大変なことでした。というのも、コントローラ側、

ロボット側のポテンショメータともども非常にもろく簡単に壊

れてしまうのでした。ポテンショメータは、機械的に曲げられ

る角度の範囲が決まっているので、なんらかの原因でこの範囲

を超えて曲げようとしてしまったときに壊れてしまいます。ま

たポテンショメータの軸が回転軸と若干ずれた状態で回転した

ときや、軸が引っ張られたりしたときにも容易に壊れてしまう

ことがわかりました。しかも壊れたということが見た目でわか

らないために、問題が起こったときに原因を突き止めるのに苦

労しました。コントローラ側は軸が太いより頑丈なポテンショ

メータに切り替え問題点はクリアできたのですが、ロボット側

は設計変更が容易ではなく、そのままひ弱なポテンショメータ

を壊れては付け替えるということを繰り返すことになりまし

た。

また、ロボットの関節角度制御については、十分に時間をか

けることができず十分な知識もなかったので、簡単な制御しか

実装することができませんでした。

まずは簡単に、望ましい角度の方向に一定のトルクをかける、

望ましい角度の付近にきたらモータを止めるという非常にシン

プルな制御を試しました。しかしこの制御では望ましい角度を

オーバーシュートしてしまい、その角度付近でガクガク振動し

てしまうということがよく起こり、とても不安定でした。そこ

で、望ましい角度に近づけば、かけるトルクを緩めて、ゆっく

り目標値に近づけるというＰ制御の要素をとりいれ、なんとか

振動はしないでそこそこ満足できる制御システムができまし

た。この段階でもう本選までギリギリでしたが、コントローラ

スーツを着て自分の腕を曲げるとロボットがそのとおりに動い

てくれた時は本当にうれしいものがありました。

手先開閉部の改良は最後まで続きました。ギヤボックスをも

うすこし頑丈そうなタイプのものに変更し、ギアが壊れずに押

し付ける力も満足に出るようになったのですが、今度は回路か

ら手先開閉のモータへの入力電圧が何故か前よりも大分減衰し

てしまい十分なパワーを出せなくなりました。これを修正する

ために回路をいじっているときに悲劇が起きました。どこかで

ショートして、回路から煙がもくもくとあがりました。いくつ

か大事な素子が死んでしまったようでした。本選間近で、「こ

れで終わったかな…」と本気で思いましたが、回路担当者が至

急復旧作業に当たってくれ、なんとか本番直前に復旧し元通り

に動くようになりました。しかし、これが原因なのか、これ以

降のロボットは本選で不可思議なトラブルに見舞われ、不安定

な動作をすることが多くなったのです。

本選のロボット検査でもすべての機能が正常に動いていたの

ですが、デモ走行の際、スタートと同時に暴走、腕やクローラ

がランダムに動き、回路から煙があがりました。一体何が起こ

ったのかわかりませんでした。「今度こそ、終わったかな…」

と思いましたが、ロボットを学校へ連れ帰って直そう、という

ことになり、メンバーも多くが学校についてきてくれ、徹夜で

直しにかかりました。死んだ素子をチェックして取り替えてい

って、また完璧に動くように復旧できました。しかし何が原因

だったのかはわかりませんでした。とにかく、今はもう完璧に

動いているのを確認しているから、もう大丈夫だろうと思いま

した。次の日ファーストミッションで動かしたときは、ポテン

ショメータがずれた、もしくは死んでしまったため、一関節動

きませんでした。ダミヤン救助は断念しましたが瓦礫除去に走

り回り、ちゃんとマスタースレーブシステムで動いている様子

は観客にはインパクトがあったようでした。無事ファーストミ

ッションを通過し、次のファイナルミッションに向けてポテン

ショメータを直して動作確認したとき、あの暴走がまた起こり

ました。煙が上がり回路は再度損傷しました。「なんで？」と

いう疑問がぬぐえませんでした。暴走するときと暴走しないと

きの違いがわからなかったのです。しかし、これまでにも色々

と普通では考えられないおかしな現象が観測されていました。

アームやらクローラがランダムに動いて暴走するということ

は、送信機もしくは受信機まわりのトラブルだと思われたので

すが、それとは関係のないおかしな現象や回路の損傷も見られ、

おかしなことが多すぎて結局何が原因なのか特定できませんで

した。とにかく、主に回路のケーブルの接触などを中心にでき

るかぎりの対策を施し、完全に動くように復旧しました。とに

かく今できることをするだけ、そんな気持ちでした。これだけ

壊れて、それでもあきらめずに食らいついて２日連続で徹夜し

て、逐一直すことができたことに充実感もありました。メンバ

ーが一緒にいてくれたこともありがたかったです。不思議と、

学校ではトラブルは起こりませんでした。そして次の日、ファ

イナルミッション前に動作確認をするとまた暴走しました。学

校での調整から何もいじらなかったのに…正常に動くように直

して、運んで、場所をかえただけなのに…。この数日は安堵と

絶望の中をいったりきたり。解決した充実感と、秩序を取り戻

しては混沌に落とされリピートする「なぜ」。そして、ファイ

ナルミッションがスタートしてもう一度オンしてみてもやはり

ダメ。半ばあきらめながらも色々チェックしてみてはオンして

みることを必死に繰り返す。そして終了３分前に、何事もなか

ったかのように正常に動いたのです。暴走した影響でポテンシ

ョメータがずれたり壊れたりしたと思われ、アームは満足に動

きはしなかったのですが、とにかく救出現場に猛スピードでか

けつけることができたのです。
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［おわりに］／［謝辞］

設計上の反省点をいくつかあげておきたいと思います。まず、

バッテリは大きすぎました。回路をつくるのを難しくしてしま

いました。モータも、スピード、パワーともに十分すぎるほど

あり、オーバースペックでした。どうやらモータのトルク計算

や、必要電力等の計算は普通に見積もってけっこう正しかった

ようで、あまり大きめに見積もる必要はなかったように思いま

す。ポテンショメータは角度を測るセンサとしてかなり厄介で

あることがわかりました。ロータリーエンコーダを使えばよか

ったと後悔しました。本選で経験した不可思議なトラブルの原

因は、結局うやむやになったままですが、ファイナルミッショ

ンの最後の最後に正常に動く前にしたことは、コントローラス

ーツのポテンショメータ信号線がコントローラボックスに刺さ

るプラグが緩んでいたのをはめ直したのではなかったかと記憶

に残っています。最後、少しでも役に立てないかと救助現場に

かけつけたことがチームワーク賞につながりました。それだけ

でも、動いてくれたロボットによく頑張った、ありがとうと感

謝したいです。ロボットを作って色々なことを学びました。苦

しくもありましたが、本当に良い経験になりました。

ロボットの回路は、私の数々の無茶な要求に答えて児玉君が

すばらしいものを作ってくれました。コントローラの回路は、

平松君が担当してくれ、製作の面でも精力的に助けてくれまし

た。ラジコン戦車は深尾隆則准教授のご好意で提供していだき

ました。ロボットの製作の要所において、「六甲おろし」チー

ムの各メンバー、工作センター職員の方々に助けていただきま

した。関係者の皆様に感謝申し上げます。

３．第６回「Ω（オメガ）」（ヒューマノイド風ロボット）

第７回「Shell-R」（球型ロボット）

第８回「こがらし」（「六甲おろし」最優秀ロボット）開発者

船津竹史（機械工学専攻２年生）

「Rokko－RoboΩ」

2006年は自分がレスキューロボッ

トコンテストに参加して二年目にな

る。一年目は残念ながらダミヤンを

一体も助けることができなかった。

今年こそは助けるぞ！と意気込んで

製作したのが「Rokko－RoboΩ」で

ある。Ωの名前の由来はマシンの形

からきており、折りたたまれた２本

のアームの形がΩに見えることから

名づけられた。マシンの上半分は人形を模しており、大魔神と

も呼ばれる。Ωより大魔神という呼び方のほうが定着している

かもしれない。

このマシンの最大の特徴は長い二本のアームである。最大ま

で伸ばすとマシンから60cm離れたところまでハンドを展開す

ることができる。右アームには救助用ハンドが、左アームには

ガレキ除去用ハンドがついていて、器用にガレキを退けながら

ダミヤンを救助することができる。

このマシンのもう１つの面白いとこ

ろは上半分が360度回転できるとこ

ろである。これによって、ダミヤン

へ伸ばしたアームの位置を微調整し

たり、ガレキをなぎ払ったりするこ

とができる。

このマシンは、「ダッコちゃん機

構」の能力をいかに引き出せるマシ

ンを製作するか、というコンセプトで設計が開始された。「ダ

ッコちゃん機構」は2005年に作成した４号機の機構の１つで、

デモで唯一ダミヤンを救助できた機構である。２本の腕でダミ

ヤンの脇を抱えあげて救助する機構で、モータ１つで機能する

優秀な機構だ。しかし、サイズをダミヤンに合わす必要がある

ので、必然的にサイズは小さくなり、「ダッコちゃん機構」に

駆動部分を取り付けただけのマシンでは障害物を突破する機能

に欠けていた。そこで、「ダッコちゃん機構」を搭載したマシ

ンを子機とし、このマシンを収容するマシンを親機にして、２

台でダミヤンを救助するアイデアが出された。親機と子機はコ

ードでつなぐ予定だったが、コードは絡まりやすくトラブルの

元となるのでアームに置き換った。その結果、親機と子機がひ

とつになってΩが生まれた。

このマシンは設計通りに製作したあとに、ほとんどの部分を

作り直している。特に何回も作り直したのはアームだ。遠くま

で伸びるアームには２つの課題があった。１つは剛性である。

このマシンは、アームを伸ばした後にハンドの位置を微調整し

てダミヤンを救助する。このとき、アームが柔らかければハン

ドの位置を微調整することができない。ハンドの位置の微調整

ができなければ、ダミヤンを救助できる確率は大幅に下がって

しまう。そのため、ハンドは部品数を少なくし精度良く作る必

要があり、関節部分は横に力を加えたり捻ったりしても変形し

ない強度が求められる。もう１つの課題はアームの長さである。

アームの長さが適切でなければスムーズに展開できず、展開で

きても折り畳むことができない。

この二つの課題をクリアするために採用されたのが、パイプ

を使った構造である。関節部分に２つ穴を開け、そこにパイプ

を２本通す。これによってアームに十分な強度を持たすことが

できる上に、アーム長さを簡単に調節することができる。関節

部分の強度は２つのベアリングを離れた位置に置くことによ

り、横の力と捻り力に強い設計をおこなった。

このマシンはコンテスト１日目にダミヤン一体を救出し、チ

ーム史上初めてダミヤンの救出を実現した。しかし、大会２日

目にダミヤンを救出して搬送している途中でマシンが転倒して

しまいあと一歩のところでダミヤンを救助することができなか

った。転倒した原因は上半分が360度回転するため車輪の間隔

を狭くせざるを得ず、そのため安定性が足りなくなったからで

ある。この大会で初めてダミヤンを救出できた喜びを知る一方

で、設計が甘かったという教訓を残した。次こそは絶対に倒れ

ないマシンを作って活躍してやるぞ！そう心に決めた。
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「Shell－R」

倒れないマシンを目指すなら、絶

対に倒れない球型のマシンを作ろう

じゃないか。こうやって出来たマシ

ンが「Ｓｈｅｌｌ－Ｒ」である。Ｓ

ｈｅｌｌ－Ｒはマシン全体を２つの

半球で覆ったマシンで、その２つの

半球を車輪のように回転させて移動

する。ただ、マシン全体を球で覆う

とダミヤンを救出することができな

いので、ダミヤンを救出するときだ

け２つの半球がカパっと開き、その

中からアームを伸ばしてダミヤンを

収容する。半球を盾にしてマシンと

ダミヤンを災害現場の危険から守る

ことから、殻のロボットという意味でＳｈｅｌｌ－Ｒと名づけ

られた。

このマシンは、球の中の重心を移動させて球を転がして移動

する。そのため、マシンの重心は出来るだけマシンの下側にく

るように設計する必要がある。よって、全ての機構は全て球の

下半分に集中している。さらに球の下半分にはダミヤンを収容

するスペースも確保しなければならないので、マシンの設計は

簡単ではない。早い時期から設計を開始し、じっくりと時間を

かけてマシンの構想を練った。

［半球］

このマシンの最大の特徴は２つの半球だ。大きさと軽さ、そ

して強度を確保するために。アルミの板を円弧形に加工しそれ

を十字型に組むことで半球の骨格をつくっている。半球全体を

回転させる軸に十字型の溝を彫り、十字型に組んだアルミの板

をその溝にはめ込むことで回転する半球型の骨格を作る。地面

につく部分はかなり大きな部品になるので、木板をリング型に

加工して作る。半球を半球の中心から回転させるとモータの減

速比が足りないので、木のリングの内側にフレキシブルラック

を貼り付け、リングを内歯車にしてそれを回転することで半球

を回す。

このマシンの製作時間のほとんどは、この半球の製作にかけ

ている。最初は球型のアクリルをそのまま利用しようとしたが、

強度がまったく足りず設計を変更する。２作目は半球の中心部

の強度が足りず、走行中に破損し機能しなくなってしまった。

３作目は木で作ったリングが割れてしまい、移動するどころで

はなくなってしまった。半球の骨格、中心の軸、木のリングに

は完成するまでにはいく通りもの図面をつくり、何回も製作を

繰り返している。

［フレーム］

このマシンの他に見られない特徴の一つにフレームの構造が

ある。開いたり閉じたりする球型の構造なので、中央部のフレ

ームと左右のフレームに分かれる。中心部と左右のフレームは、

スライドとエアシリンダによって連結され、空気圧によって開

閉することができる。また、出来るだけ軽量化し、下半分にダ

ミヤンを収容するスペースを確保するために、薄くて長いアル

ミ板を折り曲げて、籠を編むような構造にしてある。

［アーム］

球の中にはアームが折りたたんであり、球が開いたときに伸

ばしてダミヤンを救助する。救助する原理は昨年製作した

Rokko-RoboΩと同じものを採用している。昨年の図面をその

まま持ってくればいいので設計にも製作にも時間はかかってい

ない。しかし、一つだけ問題があった。球が閉じたときにアー

ムが地面についてはいけないのだ。アームを地面に着いたまま

移動すると障害物を乗り越えることができない。スロープをつ

けてアームを折りたたんだときにスロープの上に乗るようにす

ればよいのだが、スペースがないので実現することが出来なか

った。そこで採用したのが「お好み焼きをひっくり返すときの

ヘラ」である。開いたり閉じたりする半球の内側にヘラのよう

なものを取り付け、閉じたときにアームを両側の下からすくい

上げて持ち上げる。簡単な発想ながら非常に効果的で、大会最

後まで失敗がなく安定した働きをしてくれた。

［大会では…］

自分は今までに何体もマシンを製作してきたが、Shell-Rは

いままで製作したマシンの中で最も力を注いだ作品だ。球型と

いう珍しい形に、マシン全体が開閉する大胆な動き。見る人の

心をつかみ、大会で最も注目されるマシンになるだろうと確信

していた。しかし、そうはならなかった。

大会本番で左の車輪が暴走し、マシンの力を発揮することが

できなかったのだ。ダミヤンはかろうじて１体救助できたもの

の、僅差で最終日に進むことができなかった。「たしかにすご

いマシンのようだけど、出る大会を間違っている」、それが

Shell-Rの評価である。

たしかにシンプルなマシンはトラブルが少なく、大会ではい

い結果を残しやすい。しかし、誰でも思いつく似たり寄ったり

のマシンを作って、いったい何が楽しいのだろうか。困難な課

題をいくつも乗り越えて作ったマシンが思うように動かなくて

非常に悔しいが、後悔はまったくしていなかった。

来年は自分が参加できる最後の大会である。最後くらいは完

全無欠のマシンを作って一番いい成績を残してやろうじゃない

か。と、固く心に誓うのであった。

「こがらし」

デザインではなく、動作で魅せる

マシンを作ろうというのが「こがら

し」のコンセプトである。ただ、デ

ザインに手を抜いているわけではな

い。設計にかかった時間は自分が今

まで設計したマシンの中では一番長

い。徹底的に構造の無駄、製作手順

の無駄、整備にかかる時間の無駄を

省くことを追及したからである。そ
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のため、部品の数は他のマシンと比

較して圧倒的に少なく、少人数で製

作したにもかかわらず製作時間は今

までのマシンの中で一番短い。一度

組み立てるとほとんど整備する必要

はなく、大会中にはマシンの整備は

行っていない。その分、空いた時間でマシンの操作を練習する

ことによって、大会本番で理想的な動きを実現することができ

る。

こがらしは三つの移動手段がある。前後移動、左右移動、そ

の場回転だ。さらに、大会に出場の中では最小クラスのマシン

で、狭い場所でも縦横無尽に移動することができる。走行スピ

ードは今までのマシンと変わらないが、現場に到着し、ダミヤ

ンを救出して戻るのにかかる時間は大会史上で最短である。

このマシンは車輪の角度を変化することによって３つの移動

手段を使い分けることができる。変化のさせ方は、例えば前後

移動モードからその場回転モードに切り替える場合、右前輪と

左後輪を反時計回りに45度回転させ、左前輪と右後輪を時計回

りに45度回転させる。つまり、右前輪と左後輪、左前輪と右後

輪は逆向きに回転させるのだが、マシン中心部に制御回路があ

るので車輪の角度を変化させるのが意外と難しい。ギヤを多数

つかうとバックラッシュの積み重ねで車輪の角度の精度が悪く

なってしまう。ベルトで実現しようとすると途中でベルトに捻

りを加えるか、ベルトを２本使わなければならない。このマシ

ンは限界まで小型を目指しているのでベルトの使用はさけた

い。リンク機構で実現しようとすると部品の数が一気に増加し

トラブルの元になる。

自分は設計にはＣＡＤを使って行っている。新しいアイデア

を思いつくたびにデータをコピーして、コピーした図面に思い

ついたアイデアを盛り込んでいく。そうやって増えていった図

面は、この足回りの設計だけでも20を超える。一つの図面に対

しても数日間、試行錯誤を繰り返している。さらに一つの図面

のデータは数ページの図面を重ねたものなので、同じようなこ

とを紙を使ってやると200枚から300枚の図面が出来ていたと思

われる。

試行錯誤を繰り返してたどり着いたアイデアは、リング型の

ギヤを自作することである。アイデアを思いつくきっかけとな

ったのは田中久重である。「からくり儀右衛門」と呼ばれた田

中久重は、からくりに用いるギヤを自分の手で一つ一つ削って

いたという。ならば自分の手でもギヤは作れるはずだ！と思い

立ってアルミの板からギヤを削りだすことに決める。そうやっ

て完成したのがマシン中央部のリング型のギヤである。このア

イデアによって、車輪の角度を変化させる機構を、厚さ15mm

で実現している。

このギヤはこのマシンの命とも言える部品で、一番精神を集

中させて製作した部品である。数種類の小型のヤスリや紙ヤス

リを駆使してギヤの山を一つ一つ削りだしていく。ちょっと油

断して位置がずれると、全部がダメになってしまう。ギヤを一

つ作るのに一日かかったが、もう二度と作りたくはなかった。

そんな部品をいくつも作っていた田中久重はやはり偉大であ

る。

「こらがし」は2008年レスコンの予選、本選のファーストミ

ッションおよびファイナルミッションで、2006年の「Rokko－

RoboΩ」や2007年の「Shell-R」が思うように動けなかった無

念を晴らすように活躍し、2008年、神戸大学は「レスキュー工

学大賞」と「ベストパフォーマンス賞」を受賞した。まだまだ

作りたいマシンはあるのだが、自分はもう今年で引退だ。しか

し、自分の意思は後輩が引き継いで、見る人がワクワクするよ

うなマシンを作ってくれると信じている。

母　校　の　窓

2008年11月８日・９日、今年も神戸大学六甲台キャンパスに

おいて六甲祭が開催されました。私たち神戸大学レーシングカ

ヌー部は、今年もKTCと共に活動させていただきました。一

昨年は「おでん」を出店しましたが、去年は「ホットケーキ」

を出店しました。お店の名前は『仏（ほとけ）のホットケーキ』

と、賛否両論ありましたがユニークで良いネーミングであった

と思います。ホットケーキは直径10cmくらいのものを２つ重

ねて、間にトッピングをして販売しました。トッピン

グはハチミツ・ブルーベリージャム・イチゴジャム・

チョコシロップ・あんこの５種類から選べるようにし

て、お好みに応じてマーガリンもつけるように工夫し

ました。

ホットケーキは鉄板で焼いたのでなかなか難しく苦

戦する場面もありましたが、次第に慣れていき楽しく

できたように思います。１日目は前日までの穏やかな

天気から一転し、一気に冷え込み、さらに昨晩からの雨も引き

続き降ったこともあって、売上げは伸びませんでした。２日目

は幸いにも雨があがり、時折お店の前にお客さんの列ができた

りと、たくさん売ることができました。調理・販売・宣伝など

普段あまりやらないことも、各々が楽しんでできていたように

思います。日常的な練習とは全く違った、非日常の二日間を楽

しく過ごせました。また貴重な体験ができたと思います。

六甲祭活動報告

神戸大学レーシングカヌー部
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母　校　の　窓

専攻 指導教員 代表学生 テーマ

建築学

竹林英樹　准教授 増田恭大 緑とエネルギーによる都市環境の計画

塩崎賢明　教授 栗田啓吾
子供たちを災害から守る～自宅模型を使った親子参加型防災教室
の提案～

市民工学

中山昭彦　教授 竹田広希 流れのシミュレーション

朝倉康夫　教授
山中一平
新宅弘明

ヒトの行動から都市交通のエネルギー消費を推定する

電気電子工学

八坂保能　教授 辻　晃弘
次世代のエネルギー利用に向けて
～電磁エネルギーの変換と応用に関する研究～

塚本昌彦　教授 中田眞深 ユビキタス光チップを用いたディスプレイ

機械工学

安達和彦　准教授 長谷川　悠 脳外科手術トレーニングシステム開発プロジェクト

冨田佳宏　教授 山中晃徳 計算材料科学による固体材料のマルチスケールモデリング

応用化学

出来成人　教授
アレックス・ベレケ
細川明信

水溶液反応を用いた電極材料の創製

近藤昭彦　教授 舘野俊博 バイオリファイナリー社会実現に向けた各種菌体触媒の開発

情報知能学

羅　志偉　教授 永野洋平 介護支援用ロボットシステムの動力学シミュレーション

玉置　久　教授 大原　誠
不完全情報下での最適化問題に関する研究　　　―タクシー車両
配車問題における目標エリア決定ルールの獲得手法―

2008年９月27日（土）に、第３回神戸大学ホームカミング

デイが開催された。午前中の本部企画に引き続き、午後から

は各部局の企画が進められた。工学部・工学研究科では、以

下の企画を実施した。天候にも恵まれ、35名の参加者を得て、

盛会のうちに無事終了することができた。来年以降も卒業生

の多くの参加を期待したい。

１．工学研究科長挨拶／工学研究科活動報告

14：00～14：30（工学研究科多目的室）

２．学生による研究報告・ポスターセッション

14：30～16：00

（工学研究科多目的室およびAMEC3）

３．懇親会 16：00～17：30

（工学研究科本館中庭）

森本政之工学研究科長による挨拶と工学研究科の現況活動

報告に引き続き、学生による研究報告とポスターセッション

を行った。これは、前年のホームカミングデイの参加者から、

現役学生との交流の機会を持ちたいとの意見があったことを

踏まえて企画したものである。工学研究科の６専攻からそれ

ぞれ２件の学生研究チーム（個人またはグループ）が参加し、

学生が研究内容を説明するというスタイルをとった。まず、

全体の概要をつかんでいただくため、計12件の研究をそれぞ

れ３分間という短い時間で紹介し、次に、ポスターセッショ

ンにより、詳細に説明するという形式である。学生の説明は

過度に専門的になることなく、きわめて丁寧で、参加者には

好評であったものと思われる。発表した学生にとっても、学

会発表ではなかなか得られない多様な意見やコメントに接す

る機会となり、有意義な時間であったものと思われる。

第３回神戸大学ホームカミングデイの報告

大学院工学研究科　市民工学専攻　教授　朝 倉 康 夫
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１．はじめに

私は1983年に機械工学科を卒業後、

コマツに入社し生産技術研究所に配

属されました。現在は、生産技術開

発センタという名前に変わりました

が、継続して生産技術分野の研究開

発に従事しています。メーカにおい

て最初に注目されるのは設計部門で、

次は実際にものづくりを行っている製造部門。生産技術はそ

れらを支える裏方部門です。メーカの使命は、簡単に言うと

品質が高いものをいかに安価にお客様に提供するかというこ

とですが、生産技術は製造品質の向上と製造コスト低減の両

面からものづくり工程を革新する技術の研究開発を担当し、

ものづくりを差別化する重要な部門です。今回は、私が担当

しているCAEを中心に、建機メーカにおけるものづくり部門

の研究開発を紹介させていただきます。

２．建設機械について

弊社は、1921年に竹内明太郎により鉱山の機械修理部門と

して石川県小松市に設立されました。米国キャタピラー社に

次ぐ建設機械メーカに成長しましたが、建設機械は一般に販

売されるものではないため、一般の方で知っておられる方は

あまり多くないのではないでしょうか。昨年半ばまでの発展

途上国の開発ラッシュや資源不足のおかげで、建設機械業界

は非常に好調で（私が入社以来おそらく初めて）世間の注目を

浴びたため、多少知名度は上がったと思いますが、扱っている

商品やその開発動向について間単に紹介させていただきます。

２．１ 建機のラインアップ

弊社は、小型から超大型までの建機フルラインメーカで、

図１のような機種に分類しています。以前は③のブルドーザ

ーが中心でしたが、都市型の開発が増えるに従い①のクロー

ラ式油圧ショベルの比率がどんどん高くなり、全体の60％を

超えています。また、最近需要が増えている鉱山用の超大型

機種は、図２のようなブルドーザー、油圧ショベル、ホイル

ローダ、ダンプトラックです。写真の中の人と比較していた

だければ大きさがわかると思いますが、大きさだけでなくこ

の大きな車体を動かすために必要な制御技術を想像していた

だけるとありがたいです。チリなどの露天掘りの鉱山では、

作業者の安全や健康のため、これらの機械が数十台組み合わ

せてシステム化され、無人稼動（図３）しています。

図２　鉱山機械

図３　無人ダンプトラック運行システム（概念図）

２．２ 開発動向

開発のキーワードは、環境（省エネ）、安全、ITで、特長を

持った『ダントツ』機種の開発に力を入れています。主要な

ものを２つ例を挙げると、環境対応としての排ガスのクリー

ン化です。2011年から実施される排ガス規制では、窒素酸化

物（NOx）や粒子状物質（PM）を現状の１／10に下げるとい

う大幅な改善が必達です。弊社はエンジンも自社開発してい

るため、車体とのコンビネーションにより、コストアップを

できるだけ抑えた開発を行っています。

もう１つの例はハイブリッド化です。自動車ではプリウス

に代表されるように商品化されてしばらく経ちますが、建機

では弊社が世の中に先駆けて、昨年から販売を開始しました

（図４）。自動車の走行より密度が高い建機作業のエネルギー

を回生する必要があるため、バッテリーではなくキャパシタ

ー（大容量コンデンサ）を使うなど建機独自の技術が必要で

す。平均で約25%の燃費低減を実現しています。（図５、図６）

わが社の技術
◎コマツ　CAEを活用したものづくり力の強化

生産技術開発センタ　グループマネージャ 寺坂　裕二（M@9）

図１　主要７建機
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このように、一見オールドテクノロジーと思われる建機にお

いても、新しい技術が開発され、外見はあまり代わり映えし

ませんが、内部はどんどん進化しているのです。

今回は、そのような技術革新の話ではありませんが、どん

なに優れた技術（装置や機構のアイデア）があっても、それ

を具現化するものづくり技術がなければ商品としてお客様に

届けることができません。また、つくることができても、コ

ストが高ければ、お客様に喜んでもらえず、製造メーカとし

ても利益が出ません。そのような観点から、つくる技術への

取り組みとして、生産技術開発について紹介します。

図４　PC200-8ハイブリッド

図５　コマツ・ハイブリッドシステムの概要と燃費低減効果

図６　キャパシター

３　生産技術開発の概要

建機の開発を支える生産技術の研究・開発を生産技術開発

センタが担当しています。社内および関連企業で必要とされ

る分野として、材料、熱処理、塑性加工、鋳造、溶接、機械

加工、樹脂、塗装など生産技術をカバーしています。

その中で主要なプロセスである材料と溶接について簡単に

紹介します

３．１ 材料

建機は、直接土砂や岩盤と接触し、作業環境によって応力

の変動範囲が非常に広いなど、構成部品の硬度、耐磨耗性や

強度が要求されます。一方、材料を大量に使うため、高価な

材料（レアメタルなど）が使いにくいという制約があります。

そこで、できるだけ安価な材料を熱処理や表面処理により強

化して使うことに注力して技術開発を行っています。

３．２ 溶接

建機は溶接が多用された構造物です。大部分はオーソドッ

クスなアーク溶接が用いられており、アッセン単位の重量の

平均３％で、国内工場だけで年間3000Tonの溶接ワイヤを使用

しており、使用量としてはトップクラスです。

溶接品質を安定させるため、ロボットによる自動溶着率を

向上させることや、大電流、大電圧での高能率溶接技術の開

発を行っています。

これらの生産技術に関する研究開発を効率的に進めるため、

CAEを活用することに取り組んでいるのでその状況を紹介し

ます。

４．CAE

製造メーカにおけるCAEは、設計部門において使われるの

が一般的で、当社でも建機の設計段階に強度や性能の評価に

使われていますが、生産技術分野でもCAE技術を使うことで、

効率的な技術開発ができると考えて1980年代前半から取り組

んできました。当時は、まだ大型コンピュータが主流の頃で、

計算速度や扱えるモデルサイズなどの制約も多く、何ができ

るかいろいろ模索している状況でしたが、暫くしてパソコン

が使われるようになり、社内の工程に適用すると共に、ソフ

トの外販も実施しました。鋳造用の『SOLDIA、JSCAST』、

熱処理用の『GRANTAS』、機械加工用の『FEST』です。

設計部門におけるCAEは、3D-CADが導入された1990年代中

頃から業務に定着してきましたが、生産技術部門では、困っ

た時に試すといったレベルで、なかなか認知度は高まりませ

んでしたが、最近のパソコンの進歩により計算速度や使い勝

手が改善されたことと、ものづくりに対する厳しい要求に応

えるため、広まっています。先に示した３分野の内製ソフト

に加え、塑性加工や溶接の分野でも市販ソフトを導入し活用

しています。それぞれの分野での取り組みを紹介します。

①鋳造

SOLDIAやその後継であるJSCASTは、鋳造におけるCAE

の草分け的存在で、溶湯の流れや凝固時の欠陥位置を予測す

ることができます。図７の例では、薄肉の部品の湯流れ不良

により欠陥の原因を可視化し、方案（溶湯をどのように流し

込むか）を再検討することで改善できます。また、凝固時の

体積収縮による欠陥（引け巣）は、熱伝導解析により最終凝

固位置（最後に固まる位置）を調べることで、欠陥の発生位

置を予測します。図８の例では、時間経過に伴い溶けている

金属の範囲を追跡し、部品の内部に独立して残った場合、欠

陥になる可能性が高いと判断します。固まり方を制御するた

め、押し湯という余分な部分を配置するのですが、経験に頼

るのではなく、最適配置可能になります。この例では、結果

的には押し湯は１つから２つになり歩留まりは下がることに

なりますが、鋳物の品質確保には必要と判断しました。

湯流れと凝固による欠陥に加え、弊社のような砂型を使っ

た鋳造法では、砂が剥がれて部品内に分散する砂くいと呼ば

れる欠陥があります。これまで予測できませんでしたが、湯
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流れの機能を改造することで、砂の流れを可視化することが

できるようになりました。その結果、図９に示すように、砂

を部品の外に溜め込んで除去することができる『砂止め』を

設計することもできるようになり、鋳造技術のレベルアップ

に貢献しています。

②熱処理

GRANTASは熱処理品質の予測を目的に開発されました。

そのシステム構成を図10に示します。熱伝導解析による熱履

歴と材料の焼入れ硬度や組織変態のデータに基づき、弾塑性

解析を実施し、組織、硬度、残留応力、歪、変形を予測する

ことができます（図11）。建機部品に要求される高い耐久性は、

高品質な熱処理により達成されており、そのための熱処理性

が高い材料開発と安定した熱処理工程設計に、熱処理CAEが

活用されています。

図７　湯流れ解析の事例

図８　凝固解析の事例

図９　砂の流れの可視化による砂止めの解析

図10 熱処理CAE『GRANTAS』の構成

図11 ギヤの焼入れ品質解析事例

③機械加工

機械加工の構成要素と発生現象の関係を図12に示します。

建機の機械加工工程に対する要求は端的に言えば、高能率に

加工精度を達成することですが、加工精度は一部の部品を除

き特別高くはないので、加工能率が特に重要になります。部

品が大きく取り代が多いため加工時間が長くなる傾向にあり

ますが、それに加えてケース部品のように大きさの割に肉厚

が薄く剛性が低い部品では、加工力により変形し、振動が生

じて高能率な加工ができない場合が多々あります。そのよう

な場合、ワークの剛性を補う役割を治具が担うことになるの

で、構成要素の中で治具の役割が非常に重要と考えています。

この分野のCAEでは、発生現象そのものを扱うのではなく、

ワークの静的な剛性と動的な剛性が加工力に対して十分かを

判断します。静的な剛性が足りなければ、変形し形状精度や

寸法精度が悪くなり、動的な剛性が足りなければ、振動（ビ

ビリ）が生じ工具が破損しやすく加工能率を上げられないこ

とになります。静的な剛性は、治具やチャックにより拘束条

件を決めれば、加工条件から決まる加工力を与えて弾性解析

をすることにより求められます。動剛性については、治具を

含めたワークに対し振動解析（固有値解析）を行うことで求

められます。静的な剛性が不足する場合、加工後のワークの

変形状況から容易に推察して対策することができますが、動

的な剛性については、加工面に生じたビビリマークなどから

どの部分のどの方向が不十分なのか推察することは非常に困

難なため、CAEによる可視化の有効性が認知されてきました。

図13はビビリにより加工能率を上げらなかったケース部品

に対し、振動解析を実施した事例です。解析の結果、モード
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１のX方向の振動モードの剛性が低いことが分かり、その方向

の剛性を改善することで加工能率を約40%高めることができま

した。この事例では、不具合対策として用いられていますが、

工程設計の段階で適用することにより不具合は未然に防止さ

れ、工程設計のレベルが向上することから、必要な技術とし

て認知されつつあります。

図12 機械加工構成要素と発生現象

図13 振動解析による振動モード

④塑性加工

建機部品の塑性加工としては、外装関係の板金にプレス成

形が、足回り関係を中心に鍛造が使われていますが、これら

の分野のCAEに対する取り組みは比較的新しく、数年前から

市販ソフトを導入し適用を進めています。

外装パネルのプレス成形の事例を図14に示します。計算条

件や型による拘束などのモデル化を適正にすることで、実際

にプレスした場合とCAEの結果（シワやワレの発生）がよく

一致するレベルになって来ました。パネル形状の設計段階で

成形性を事前評価することにより、過度に難易度の高い設計

を避けることや、レベルが高い方案を立てることができます。

また、成形性が低い安価な材料を使うことにより、コスト低

減にも有効です。

鍛造についても、従来は試作を行い、材料の欠肉などの不

具合状況によって型を修正することで工程設計のレベルを改

善してきましたが、CAEによる事前評価が可能になってきた

ので、型の修正は少なくなってきています。また、欠肉に対

する予防のため余分に材料を投入する必要がなくなるので、

材料歩留まりをより高めることも可能になっています。

図14 プレス成形の事例

⑤溶接

紹介する中で、溶接分野におけるCAEの活用が最も遅れて

います。金属が部分的に溶けて固まり、その位置が移動する

ため、現象が非常に複雑で、計算量が膨大になることが最大

の要因です。従って、小さなテストピースレベルでの適用が

中心で、建機のような大型構造物への適用は困難とされてい

ました。また、対象とする現象も、全てを扱うのではなく、

溶け込みの状態や、変形など別々に扱うしかありませんでし

た。しかしながら、最近のコンピュータの向上や、計算手法

の工夫でより実際に近いレベルの計算が可能になりつつあり

ます。

図15に溶接時の変形についてのCAEの事例を紹介します。

構成部品のサブ溶接の段階を対象にしていますが、上下方向

および左右方向の変形（そり）の状況が実際とよく一致して

います。現状の工程設計では、部品の固定の仕方の工夫や予

変形を与えることで溶接後の変形をできるだけ少なくしてい

ますが、その検討をCAEにより実施できる状況になりつつあ

ります。さらなるCAEのレベルアップを進めています。

図15 溶接CAEの事例

５．まとめ

生産技術というあまり表に出ることがない部門における、

CAEを活用したものづくり力強化の活動を紹介しました。概

要になってしまいましたが、活動のイメージが伝えられ、多

少でも興味を持っていただけたら嬉しいです。建機という重

厚長大産業ですが、今後もCAEの持つ可視化という大きなメ

リットを生かし、可視化された結果を分析することで発生し

ている現象の理解度を高め、ものづくりを支える生産技術の

効率的な開発に役立ててゆきたいと思っています。
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TOTOのご紹介

当社はＨ19年（2007）５月15日に

創立90周年を迎え、「東陶機器株式会

社」から「TOTO株式会社」に商号

変更しました。

TOTOは水回り商品（トイレ、洗

面所、浴室、キッチン）を製造・販

売しています。

TOTOがお届けする商品は、お客様が毎日お使いになるも

のです。商品開発から製造・販売に至るまで、お客様視点を

徹底し、世界中のお客様から必要とされ続ける企業になるよ

う、TOTOグループ社員一同で取り組んでいます。

今回はレストルーム事業部の中核をなす「衛生陶器」の進

化について、ご紹介させて頂きます。

はじめに

「衛生陶器」である大便器や小便器は、100年ほど前の商品

と現在の商品を並べてみても、その形状に大きな差異はなく、

一見何も変わっていない様に見えます。

しかしながら、例えば自動車は、車台の上にエンジンとハ

ンドルとシートを置き、その四隅に車輪を配置するといった

基本の構造は約100年前から変わっていないものの、その動力

性能や安全性において、全くの別物になっています。

便器においても、この数十年において着実な進化が行われ

てきました。ここでは、特に洋風大便器（腰掛け式）の変化

に視点を置いてご説明します。

更に、省エネというと、電気製品やガス機器を思い浮かべ、

水まわりで環境問題と言ってもあまり連想し難いかと思いま

すが、実は水まわりからも、水道局や下水処理場などの稼働

によりCO2が排出されていることになります。自社試算では、

国内におけるCO2の排出量の約12％が家庭から排出されてお

り、その中の40％が、炊事・洗濯・お風呂・トイレなどの水

まわりです。また、トイレに使用する水の量は、４人家族で

実に１日約208L使われる試算になります。これは、お風呂１

杯分約180Lよりも多いのです。このトイレに使用する水の量

を減らすことで、エネルギーの消費を削減（CO2の排出量を削

減）するなど、当社は家庭における地球環境対策に取り組む

企業として、トイレにおける『節水型大便器5.5L洗浄』の最新

技術もご紹介します。

水洗式大便器の変化（和風から洋風へ）

戦後の高度成長期に伴う、都市部への人口集中や所得の向

上に伴い、水洗式大便器も急速に普及しました。当初は和風

大便器（しゃがみ式）が主流で、洋風大便器（腰掛け式）は少

数派でしたが、生活様式の変化等に伴い、徐々にその割合が

変わって行き、Ｓ52年（1977）頃において、洋風大便器の出

荷台数が和風を上回り（※）、現在に至っています。（※当社実

績による）

図１は現在の和風大便器の例、図２は現在の洋風大便器の

例です。

大便器の節水化の流れ

1970年代初頭まで洋風大便器は１回の洗浄水として、約16L

もの洗浄水を使っていました。

そこで、当社では洗浄水量を減らした節水型便器として、

1970年代に大洗浄が13LであるCSシリーズを発売しました。

（図３）このシリーズは約20年ものロングセラー商品となりま

したが、この商品によって、エロンゲートと呼ばれる大型の

便鉢形状と、大きな溜水面（水たまり）を持つことで便鉢内

の汚れを抑制し、かつサイホン作用によって汚物を強力に排

出する方式の便器の普及が進んだともいえます。

その後、1990年代の初頭より、渇水対策や急速に進む都市

化現象及び自然環境保護の要求も高まり、市場からは更なる

節水化への要望が強くなってきたため、当社ではＨ６年

（1994）に大／小＝10L／8L洗浄、Ｈ11年（1999）には大／

小＝8L／6L洗浄まで節水化を進めることで、市場の要求に対

応しました。

同じ頃、米国において、Ｈ４年（1992）に制定された法律、

Energy Policy Actによって、洗浄水量が従来の約半分となる

６L便器の設置が義務付けられました。当社では、Ｈ２年

（1990）より、米国での６L便器の製造販売を開始していまし

わが社の技術
◎TOTO株式会社　「衛生陶器」の進化　－戦後から最新のトイレまで－

取締役　常務執行役員　レストルーム事業部長兼お客様本部担当 中村　均（P②）

図１　現在の和風大便器例 図２　現在の洋風大便器例

図３　節水型大便器（CSシリーズ大便器）
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たが、この動きにあわせ、サイホンの作用を徹底的に研究し

た便器部と新規格の排水弁を組み合わせたタンクを開発し、

米国市場に投入しました。水量が従来の半分になったにもか

かわらず、既存の商品よりも高い性能をもったこのシリーズ

は、やがてＨ14年（2002）NAHB（全米住宅建築業者組合）

の洗浄性能のテストレポートで高い評価を受けました。

日本の市場では、米国の住宅にはほとんど無い「壁排水仕

様」や、様々な排水管の位置に対応することが必要であった

ため、本格的な市場投入に時間を要していましたが、この海

外における６L便器で培った洗浄技術を発展させることで、

大／小＝６L／５L洗浄の節水を実現し、13L大洗浄のみの商

品に比べ、約60％の節水を達成した商品を提案することが可

能となり、Ｈ18年（2006）８月発売の新商品から対応を開始

し、翌Ｈ19年（2007）春には主力の商品をほぼ６Lに対応させ

ています。

節水を実現する技術の進歩

前述の様にサイホン作用を利用して汚物を排出する方式の

大便器は、その溜水面（水たまり）を大きく汚れを抑制する

ことができ、汚物を強い力で排出できる特長を持ちますが、

サイホンの形成に時間がかかり、その間、汚物の排出に関係

のない無駄な水が発生していました。

そのため、節水化を実現するために、最近では、以下のポ

イントに着目して、大便器の設計を行っています。

〈ポイント〉

①短時間でサイホンを発生させ洗浄水の無駄水を無くすこ

と

②速やかにトラップ内を洗浄水で満たし、強いサイホンを

起こすこと

③大便器内の汚物の移動がスムーズであること

まず、①・②のポイントをクリアするため、「排水ソケット」

の構造に着目しました。

「排水ソケット」とは図４に示す、陶器と排水管を繋ぐ樹脂

製の部品ですが、従来、陶器の形状で発生させていたサイホ

ンを、この「排水ソケット」を工夫することで、より早く誘

発・成長させる様にし、高い排出性能と節水性の両立を可能

としました。

図４　大便器の構成（床下排水タイプ）

ポイント③については、便鉢部とトラップの形状を汚物が

入りやすく、動き易い形状とすることで、洗浄時の排出が阻

害されないようにしました。特に、床上排水タイプ（図５）

では、排水ソケットがなく、全て陶器で構成されるため、ト

ラップ内部の凸凹を無くす様に、成形時の型構成に工夫を重

ねています。

図５　大便器の構成（床上排水タイプ）

節水の効果

ここで、大便器を大／小＝６L／５L洗浄とした場合の節水

化の効果は、図６に示す様に、当社CSシリーズ便器（大13L）

と比べた場合、約60％もの節水効果となります。

図６　節水効果の比較

（算出条件：４人家族（男性２人・女性２人）で、大１回／

日・人、小３回／日・人　使用と想定）

また、節水による環境改善性を、CO2削減効果として換算す

ると、

（使用水削減量〔m3〕）×0.59〔kg-CO2／m3〕＝（75,920－

30,660）／1000×0.59＝26.7〔kg-CO2〕／年の削減効果が認めら

れます。

（算出方法：戸建住宅における省エネ・防犯情報提供事業研究

会報告書（Ｈ17年３月）による）

便器形状の進化（タンクレス便器の登場）

従来、住宅用の水洗便器はいわゆる「タンク式」がほとん

どであり、その多くは大きなタンクが便器に取り付けられた

形態となって、デザイン上の制約がでることや、トイレ空間

によっては、狭く感じたりすることもありました。

「タンク式」ではないタイプとして「フラッシュバルブ式」

がありましたが、汚物を排出するためには、器具を取り付け

た状態で約100L/minくらいの大きな瞬間流量が必要であり、

住宅用の給水配管では対応できないため、採用できませんで



ました。

お手入れの手間もそれに習い、楽になっていきましたが、

まだまだ大変な行為でした。例えば、図９は、従来の便器掃

除の様子ですが、汚れやすい便鉢部をキレイにするにはかな

り体に負担がかかる姿勢となっていることがわかります。

図９　従来の便器掃除の様子

また、便器掃除の際に、腕の筋肉にかかる負担を測定する

と、図10の様にペットボトル約2.5本（約５kg）を持っている

状態に近いことがわかりました。

図10 従来の便器掃除の腕にかかる負担のイメージ

新防汚技術「セフィオンテクト」の開発

汚れを付き難くするため、当社ではまず、便器の表面の様

子に着目しました。一般に釉薬の大部分はガラスでできてお

り、焼成時には溶けて液体となります。その際、表面張力に

よって平滑な表面ができるのですが、釉薬中にはガラスでは

ない成分もあるため、それにより、その表面に露出した微少

な凸凹が生じ、そこにひっかかることで、汚れの付着が発生

します。そこで、陶器表面の釉薬の改質により、汚れをつき

にくくする対応を行いました。（当社ではこの技術を「セフィ

オンテクト」と呼称しています）

この技術は、図11に示す様に、釉薬表面に高品位のガラス

皮膜を構成することで、陶器表面をナノレベルでツルツルに

し、汚れの起点となる凸凹を生じさせない技術であり、樹脂
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した。

この問題を解決するため、当社では新しい洗浄方式である

「シーケンシャルバルブ方式」を開発し、住宅用大便器フラッ

シュバルブとして内蔵させることで、「タンクがない便器」す

なわち、「タンクレス便器」を実現しました。「シーケンシャ

ルバルブ」による洗浄方式を説明すると、図7に示す様になり

ます。

図７　シーケンシャルバルブ方式

STEP1 便鉢の洗浄（図７　上段）

リム側（水たまり面の側）へのみ通水し、便鉢部を洗浄する

STEP2 汚物排出（図７　中段）

リム側からゼット側（吐水パイプ側）に通水を切り替え、

ゼット部に取り付けたノズルから噴出させた流れによりエ

ジェクター効果を発生させて、サイホン作用を形成し、汚

物を排出する

STEP3 貯水（図７　下段）

ゼット側から再びリム側に通水を切り替え、便鉢内に水を

ためる

この洗浄方式によれば、器具を取り付けた状態において、

約20L/min程度の瞬間流量があれば、大便器としての機能が確

保できるため、当社では、Ｈ５年（1993）にこの技術を使っ

た世界初のタンクレス便器を住宅市場に投入しました。

図８は、現在発売しているタンクレス便器の例です。

図８　タンクレス便器

便器の「お手入れ」の進化（「フチなし形状便器」の登場）

「便所」「ご不浄」と呼ばれていた頃のトイレは、“汚く”

“臭く”“暗い”イメージが強かったのですが、水洗化が進む

と共に、汚れや臭いが少ない衛生的な場所へと変わっていき 図11 新防汚技術「セフィオンテクト」
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などのコーティングと異なり、ガラスによるコーティングで

あるため、傷や薬品に強く、経年変化や清掃による劣化にも

耐え、いつまでも清潔さが保てるものです。

新形状「フチなし形状」便器の開発

便器の構造については、従来の洋風便器では、そのフチ部

に箱型の通水路と小穴状の水出し穴が構成されており、通水

路を通った洗浄水が、その水出し穴より吐水されて便鉢部を

洗う構造となっていました。（図12）それぞれの水出し穴の間

には隙間があり、洗浄水が届かない部分が生じること、また

お手入れ時に死角となるため、汚れが残り易い傾向がありま

した。

●従来形フチあり便器

図12 従来のフチ形状

そこで、箱形の通水路を無くして、図13に示すようなオー

バーハング形状（「フチなし形状」）とすることで、お手入れ

時の死角を小さくし、また表面に釉薬をかけることで汚れが

付き難くなる様にしました。

●「フチなし形状」便器

図13 フチなし形状

新洗浄方式「トルネード洗浄」の開発

また、洗浄水は、図14に示す様に便器奥の吐水口より水流

を勢いよく噴出させて、フチなし形状部に沿って構成した棚

部にそって旋回させることで、便鉢全体をぐるりとしっかり

洗うように変えました。（その流れのイメージから、当社では

「トルネード洗浄」と呼称しています。）

この２つの技術の組み合わせにより、「汚物がつきにくい便

鉢表面を、吐水口より噴出される強力な旋回流で洗浄する」

という効果的な洗浄方式となるため、６L洗浄においても十分

な便鉢の洗浄性能確保が可能になったのです。

お手入れに対しての、この新形状の効果については以下の

通りです。

図15に示すのは、この「フチなし形状」タイプの便器掃除

の様子ですが、フチ裏が見えやすくなったこともあり、従来

便器の掃除スタイルとは違い、ほぼ立ったままの掃除が可能

となりました。

図15 フチなしトルネード洗浄便器掃除の様子

また、汚れを楽に拭きとることができる様になったことか

ら、同様に掃除の際の腕にかかる負担を測定したところ、図

16で示す様に、２Lのペットボトル約0.5本分（約１kg）とな

りました。

つまり、掃除の際の腕にかかる負担は、従来便器の約1／5

となり、この「フチなし形状」により、「便器掃除が楽になる」

ことが確認されたといえます。

図16 フチなしトルネード便器掃除の際、腕にかかる負担のイメージ

便器の機能のひろがり

本来、便器は「用を足す」ために存在する器具ですが、よ

り快適に使うために、各種センサーと電気で動作する装置と

の組み合わせによる「システム機器」が提案されてきていま

す。

例えば、そのひとつに「自動洗浄システム」がありますが、

従来これらは、使用者の多い駅や商業施設、オフィスビル等

といった施設に取り付けることが多かったのですが、その快

適さから、最近では、老人ホームや一般家庭にもその設置が

広がってきています。

図17・図18は、自動洗浄ユニットを組み合わせた器具の例

を示しています。

図14 新洗浄方式「トルネード洗浄」
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また最近では、この「自動洗浄システム」に付加装置をつ

け、様々な機能を持たせたものも提案されています。

例えば、図19に示したシステムは、「自己発電装置」を内蔵

させることにより、電池タイプの設置の容易さとメンテナン

ス負荷の軽減の両立を実現しています。

図19 自己発電装置を内蔵した　大便器自動洗浄システム

また、使用者の多い施設の小便器では、排水管に尿石が発

生して、目詰まりを起こすことがあります。この現象を解決

するために、当社では小便器の自動洗浄システムに尿石抑制

システム（ジアテクトと呼称）を提案しています。

図20・図21はそのメカニズムと機器への組み込みイメージ

を示しています。

発電の仕組み（イメージ図） 
手かざしセンサー 

人体センサー 

コントローラー 

給水→ 

電磁弁 

排水（便器へ） 
↓ ①羽根車が回転して

発電 

②発電された
電力を蓄電 

③蓄電された
電力を利用
して制御（セ
ンサー感知
と電磁弁の
制御） 

尿石は、その形成過程においてバクテリアが介在するため、

銀イオンを含む機能水により、バクテリアを殺菌することで

サイクルを断つことができ、その付着の進行を抑制すること

ができます。

図22はこの尿石抑制システムの事例を示していますが、機

能水の効果により、尿石の発生が少なくなっていることがわ

かります。

図22 尿石抑制システムの効果の事例

最新の節水便器

国内の一般家庭の大便器は、主としてロータンク式と呼ば

れ、大便器の上に設置された洗浄タンクに水を貯め、その貯

めた水で大便器の洗浄を行います。洗浄水量は、大洗浄で10L

～13L、小洗浄で８L～13Lが主流でした。また、洗浄方式は、

洗い落とし式やサイホン式（サイホン作用を利用した大便器

の洗浄方式）が採用されています。

一方、海外市場においては、米国にてＨ４年（1992）に制

定された。Energy Policy Act法により、米国内における節水

の基準が定められ、大便器の洗浄水量は大洗浄で６L以下が義

務付けられました。また、欧州・シンガポール・中国など同

様の水量規制を設けている国や地域が多くあります。

当社は、この米国・中国を中心とする節水大便器の市場に、

国内に先駆けて６L便器を市場投入し、特に米国市場において、

Ｈ14年（2002）にNAHB（全米住宅建築業者組合）リサーチ

センターが実施した、米国で市販されている49モデルの便器

について性能試験を行った結果で、自社品が上位１～３位を

独占しました。（図23）

この海外市場で培った節水技術に更に磨きをかけ、デザイ

ン性・排出性能を向上させた最新技術『ハイブリッドエコロ

ジーシステム（以下ハイブリッド洗浄）』を開発し、大洗浄

5.5L/小洗浄4.5L（男子オート小4.0L）にて従来品と同等以上の

図17 自動洗浄システム（大便器） 図18 自動洗浄システム（小便器）

図20 尿石抑制システムの
メカニズム

図21 機器への組み込みイメージ 図23 Ｈ14年（2002）NAHB（全米住宅建築業者組合）評価



排出性能を有する新商品をＨ19年（2007）8月より市場投入し

ました。

節水の効果

ここで、大便器を大洗浄5.5L/小洗浄4.5L（男子オート小

4.0L）注1）とした場合の節水化の効果は約65％の節水が実現（図

24）され、CO2削減効果に換算すると、29.0〔kg-CO2〕／年の

削減効果注2）が認められます。（図24）

図24 節水効果

（算出条件　Ｈ19年（2007）／5 TOTO調べ）：

従来機種は洗浄水量が大/小とも13L ４人家族（男性２

人、女性２人）大１回／日･人、小３回／日･人

注1）男子オート小洗浄

立位状態で使用した場合にのみ、作動する洗浄シーケン

ス。（男性の立ち小便器に作動する。）

注2）CO2削減効果の算出

（使用水削減量〔m3〕×0.59〔kg-CO2／m3〕＝29.07〔kg-CO2〕

戸建住宅における省エネ・防犯情報提供事業研究会報告

書（2005年３月）による。

特徴

ハイブリッド洗浄とは、タンクに貯めた水をポンプにより

大便器に供給して汚物排出を行うゼット洗浄と、水道の圧力

をエネルギーとして便鉢部を洗うボウル洗浄を組み合わせた

システムです。電気エネルギーでポンプを駆動し、ポンプに
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て運動エネルギーを与えた洗浄水でゼット洗浄を行うことで、

タンクの位置エネルギーが無くても汚物排出が可能となりま

した。ハイブリッド洗浄は、異なったエネルギーを一連の洗

浄動作において最適に使うことにより、高い排出性能を得た

5.5L節水大便器の洗浄システムです。（図25）

技術のポイント

節水大便器の開発にあたり、以下のポイントに着目して大

便器の設計を行い、ハイブリッド洗浄を完成させました。

＜技術課題＞

①洗浄エネルギーの確保と伝達する導水路の最適化

→排出性能向上

②洗浄シーケンスの最適化

→節水化（排出性能向上）

③ボウル洗浄の効率化

→ボウルの洗浄力向上

技術課題①の解決

床上排水タイプ（排水高さ155mm）の従来大便器において

は、ロータンクに溜めた洗浄水の位置エネルギーを使い洗浄

を行いますが、洗浄開始と同時に洗浄水の流路（導水路）の

空気がロータンクから排出された水と混合することでエネル

ギーロスが発生し、サイホンの発生タイミング遅れやサイホ

ン力の低下につながり、十分な汚物排出性能を確保するには、

多くの水量（大洗浄水量８L～13L）を必要としていました。

（図26）

ハイブリッド洗浄では、便器の内部にタンク・ポンプを配

置し、洗浄時にポンプを作動させ、大便器のゼット導水路に

洗浄水を供給します。このポンプには小型の渦巻きタイプを

採用し、従来ロータンク式の大便器に比べ約2倍のゼットエネ

ルギーを出力させました。また、タンクを低い位置に配置す

ることで、導水路に溜まる空気の量を減らすことが可能とな

り、エネルギー伝達時のロスを低減させました。更に大便器

排水部に関しても最適化設計を行い、少ない水量で強いサイ

ホン力を得られることが可能となりました。

以上のように節水化のポイントとしては、エネルギーの確

保とそれを伝達する導水路の最適化設計が重要となります。

（図27）

図26 従来便器 従来便器断面図

図25 ハイブリッド洗浄システム
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図27 ハイブリッド便器

技術課題②の解決

従来のロータンク式の大便器では、便鉢部を洗うボウル洗

浄と汚物を排出するゼット洗浄は同じタイミングで洗浄を行

います。洗浄が開始されると、タンクヘッドの低下に伴い、

ゼット洗浄力が低下し洗浄終了時には、初期の1／2以下のエ

ネルギーとなってしまいます。そのため、十分な洗浄水量が

ないと便鉢部に排泄された汚物が流れず残ってしまうことに

なります。

ハイブリッド洗浄では、２つのエネルギーを使うことで、

ボウル洗浄とゼット洗浄を一連の洗浄動作の中で、段階的に

制御することを可能としました。（図28）便器洗浄を開始した

第１ステップは、ボウル洗浄単独で行い便鉢表面の汚れを除

去します。この汚れや便鉢部に排泄された汚物を第２ステッ

プでゼット洗浄を行い排出し、第３・４ステップでは使用し

た水を補給します。このように洗浄用途別に時間や水量を調

節し、洗浄水のロスを低減しました。また、ゼット洗浄につ

いても、サイホンの起動時、持続時、終了時とゼットの洗浄

流量〔L／min〕をポンプの回転数の上げ下げによって調節す

ることで、ゼット洗浄水のエネルギーを調整し、洗浄水を有

効活用しています。（図29）

図28 洗浄シーケンス

図29 ゼット洗浄シーケンス（段階洗浄）

技術課題③の解決

便鉢部のボウル洗浄は、洗浄水量と洗浄時間といった洗浄

方法を追求する一方、便器材質の改良により徹底的な効率化

を図りました。まず、内部の給水金具の圧力損失を極力なく

し、低い水圧でも多くの流量を得ることを可能としました。

また、ボウル洗浄方式には、先に記述した陶器表面改質技術

『セフィオンテクト』の親水性能と高効率の流水で効果的に洗

浄できる『フチ無し・トルネード洗浄』を持ち合せる事で少

ない流水量でもボール面洗浄を可能にしました。

まとめ

以上の様に、その名の通り「衛生的」であることを第一に

要望されてきた衛生陶器ですが、最近ではそれに加えて「エ

コ」や「快適性能」といった今までにない機能や性能が求め

られる様になってきています。当製品を通じて、家庭におけ

るCO2排出量を抑え、地球環境負荷を少し低減して頂く。この

小さな日々の努力により、地球規模での環境保全は我々の永

遠の課題です。

そして更に、その器具が取り付けられる空間も、「お手洗い」

から「レストルーム」へといった様な、生活空間の中心によ

り近づく変化が起きており、そこに取り付けられる器具に対

して、デザインを含めて、空間設計面でも新しい視点での要

望が出される様になっています。

よって、今後の衛生陶器には、「単品としての機能とデザイ

ン性を高めながらも、様々な空間とも調和する」という高い

ハードルを着実にクリアできることが必要であると考えられ

ます。

■（ご参考）神戸大学工学部　納入事例

最後に、本稿でご説明しました様々な技術を組み込んだ衛

生陶器を、工学部トイレに納入しておりますので、ご紹介さ

せていただきます。

図30 大便器＋自動洗浄システム

○節水性：洗浄水量10L（従来品13L）
＜本稿P87-88＞

○防汚技術：「セフィオンテクト」

＜本稿P86＞

図31 小便器＋尿石抑制システム

○節水性：洗浄水量1～2L（従来品4L）
＜本稿P87-88＞

○防汚技術：「セフィオンテクト」

＜本稿P86＞
○尿石抑制：「ジアテクト」

＜本稿P88＞
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Ｋ　Ｔ　Ｃ　会　員　動　向

褒　　章

叙勲に思う
――時代と人とのめぐり合いに感謝――

来馬　章雄（C⑦）

Ｈ20年秋の叙勲で瑞宝小綬章の栄に

浴することとなりました。地方自治功

労としての叙勲の由。皇居・春秋の間

にて天皇陛下の拝謁の機会を与えられ、

名誉あることと感謝している次第です。

Ｓ34年（1959年）３月　神戸大学工

学部土木工学科を卒業、同年４月兵庫

県庁に入庁し、Ｈ９年３月（1997年）

定年退職まで38年間、土木技術屋として兵庫県政の地域振興に

取り組んで来ました。兵庫県退職後一時、民間会社（大成機工

株式会社）に籍を置きましたが、Ｈ15年１月ふるさとの淡路・

兵庫県津名郡五色町の町長を引き受けて平成の大合併といわれ

る市町村合併問題に大汗をかきました。隣接の洲本市との合併

協議、議会や住民説明会などで紆余曲折はありましたが、新洲

本市誕生の道筋をつけてＨ17年５月町長を引退しました。

大学を卒業した1960年代から池田内閣（当時）は所得倍増計

画を掲げ、全国総合開発計画を１次から３次と次々に改定し、

全国的に臨海開発（埋立）や高速道路網などの整備促進が図ら

れました。

兵庫県政も尼崎から姫路に至る大阪湾～瀬戸内海ベルトの臨

海開発（埋立）に取り組み、私はＳ35年からＳ55年頃までこれ

に関わりました。重厚長大型産業育成から軽薄短小型産業育成

に時代は変化する中で、国策のテクノポリス構想が浮上し、Ｓ

59年４月西播磨テクノポリス（現・播磨科学公園都市）事業に

県政は着手しました。初代計画室長としてこれに携わり始め、

以来事業拡大、組織の拡大の流れの中で直接的にあるいは間接

的にこのプロジェクトに兵庫県企業庁都市整備局長で定年退職

までかかわり続けました。

五色町長を引き受けた頃、市町村合併問題で数年その枠組み

（どこと合併するか、単体か複数か）で淡路島１市10町が揺れ

ていました。時限立法の市町村合併促進法の期限はＨ17年３月

31日。２年余で解決させなければならない町政の課題であり全

力投球しました。結果、期限ぎりぎりに津名郡五色町（人口約

1万人）は洲本市五色町と改称し新洲本市（人口約５万人）が

誕生しました。

地方行政改革という錦の御旗のもと、3200余（Ｈ11年当時）

の地方自治体は市町村合併により1800余（Ｈ18年現在）の地方

自治体に激減し、首長や議員も激減させ、地方財政の改革に貢

献しています。次は県会議員、国会議員の削減、国の出先機関

の廃止統合など、国や県の行政改革断行の段階ですが、さてそ

の行方は？厳しく見守りたいところです。

振り返ってみますと、1960年代から1990年代という日本の高

度経済成長期という時代背景に土木技術屋が心地よい居場所を

与えてもらい、果ては叙勲という栄誉をいただけるとは、幸運

男のひとりです。

これはチャンスを与えてもらった上司、同僚など素晴らしい

人たちとの巡り合い、出会いの賜物であり、時代が追い風とな

りました。感謝、感謝のこの頃です。

新しい時代は、また新しい時代の風が吹く。微力ながら報恩

の余生をこれに役立てたいと存じます。皆様に感謝！！

「神戸の水道」
神戸市長　矢田　立郎　

（神戸大学経営協議会委員・凌霜会会員）

１．はじめに
神戸市の水道は、M33年（1900

年）４月１日に日本で７番目の近

代水道として給水を開始した。以

来、都市の成長・発展、人口の増

加に対応した給水区域の拡大と施

設の整備充実により、質量両面に

わたる安定した給水に努めてきた。

奥平野浄水場構内には、H12年（2000年）に神戸市水道給水

百周年を迎えたことを記念し、当時の神戸市長 笹山幸俊氏

（C15）が揮毫された記念碑が設置されている（写真－１）。

写真－１　神戸市水道給水百周年記念碑

神戸には大きな河川や湖がないため、水道創設期当初から水

源の確保が課題であった。自己水源として布引貯水池を最初に
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整備した後、T８年までに烏原貯水池と千苅貯水池を築造した。

その後も慢性的な水不足が続いたため、S11年に阪神間の３市

13町村で阪神上水道市町村組合（阪神水道企業団の前身）を設

立し、琵琶湖・淀川に水源を求めていった。

現在、阪神水道企業団から受水している水の割合は神戸市全

体の約４分の３を占め、このほか兵庫県水道用水供給事業から

も水を受水するなど複数の水源を確保し、渇水などのリスクに

対応している。

一方、H７年1月の阪神・淡路大震災では水道施設も大きな

被害を受け、完全復旧までに10週間を要した。この震災の反省

と教訓を踏まえて「神戸市水道施設耐震化基本計画」を策定し、

「災害に強く、早期復旧が可能な水道づくり」に取り組んでい

る。

本稿では、水道創設期に建設され日本最古の重力式コンクリ

ートダムとなる「布引五本松堰堤」、「おいしい水道水のPR」

および耐震化事業として実施中の「大容量送水管整備事業」に

ついて紹介する。

２．日本最古の重力式コンクリートダム
－布引五本松堰堤（重要文化財）－

（1）布引ダムの建設時の工夫
神戸水道創設時の施設のひとつが、布引五本松堰堤（通称：

布引ダム）を含む布引水源地水道施設である。これらは神戸市

中央区を流れる生田川の上流部を利用し、万葉の時代からの景

勝地である布引の滝の上・下流側に点在している。

布引ダムはM33年３月に完成した『日本で最古の重力式粗石

コンクリートダム』で、その寸法はダム堤体の高さ33.33m、長

さ110.30m、当時としては最大規模のダムである。完成から108

年を経た現在も、神戸市の貴重な自己水源として活用されてい

る（写真－２）。これは、先人の設計上の工夫、丁寧な施工、

適切な維持管理や補修の賜物であると言える。

当時ダム建設の技術先進国であったイギリスなどの技術が取

り入れられており、コンクリートの配合をはじめとして、止水

性の確保、揚圧力の排除、施工目地の構造などにおいて以下の

ような繊細な配慮が施されている。

写真－２　布引五本松堰堤

①　コンクリートの配合、止水性の確保

当時の文献によれば、セメントは我が国で初めて製造されて

から20年以上経過していたが、非常に高価な材料であった。こ

れを多量に使用するため、セメント量を節約するとともに堤体

重量を増やすことを目的に、堤体のコンクリートには粗石が混

入された。

また、堤体の部位毎にコンクリートの配合（セメント：砂：

砂利の容積割合）を変えており、ダム湖前面で止水性を要する

箇所は富配合に、HWLより上部で通常水が浸透しない箇所で

は貧配合としている（図－１）。

図－１　コンクリートの種類

②　揚圧力の排除

建設当時、ダム堤体の設計において浸透水の揚圧力は考慮さ

れていなかった。そこで、堤体に浸透する水の揚圧力を排除す

る目的で、堤体内に157本の水抜用多孔管を設置し、その端部

を堤外に出して内圧水を排水する構造となっている。

③　施工

堤体コンクリートの水密性を確保するため、堰堤の目地では、

１インチほどコンクリートを剥ぎ取った後に、砂径の細かいモ

ルタルを入れて、その上面に少し砂径の粗いモルタルが盛られ

ていた。

また、コンクリートの物性値については、テストハンマーに

よる強度試験において、推定強度を大きく上回る35N/mm2を

示しており、100年を経過した現在でも堤体コンクリートが健

全であることが判明している。

（2）耐震補強工事（H13年８月29日～H17年３月31日）
H７年１月17日、神戸市は兵庫県南部地震により甚大な被害

を受けたが、布引ダムには大きな被害はなく、漏水量および亀

裂の増加が見られた程度に留まった。しかし、余震の続く市街

地への２次災害を防ぐため、堤体全体にグラウトを施工した。

また、震災直後に開催された第２次布引ダム調査研究会は、地

震時の堤体の安定計算において上流側に引張応力を生じさせな

いように、早期に恒久的な補強コンクリート（フィレット等）

による補強が必要であると提言した。これを受けて、平成11年

度から、堤体の耐震補強方法などの検討を行った。また、耐震

補強工事の際には、貯水池内の堆積土砂（約20万m3）を搬出

することとした。

①　耐震補強工事の検討

H10年に布引ダムが国の登録有形文化財に指定されていたた

め、耐震補強工事に先立ち、神戸市教育委員会と協議を重ねた。



その結果、文化財の専門家を交えた調査研究会を開催して、ダ

ムの構造面に加えて文化財的価値の保存も加味した耐震補強方

法を検討した。

図－２　耐震補強コンクリート

建設当時の設計図書等が保存されていたため、先ず設計諸元

や使用材料を極力明確にし、施工の過程において、コンクリー

ト強度試験などにより堤体の健全度を、また取水管などの撤

去・更新時に使用材料などを確認することとした。

このように、従来のスクラップ・アンド・ビルド方式ではな

く、維持管理時代の先駆として、先人が様々な工夫を施して建

造した土木遺産を、当時の技術や景観を生かしつつ、『必要最

小限に現代の技術を加え、次世代に引き継いでいく』という観

点で、設計および施工に創意工夫を加えることとした。

②　補強コンクリートによる耐震補強工事

補強方法として、堤体への影響を極力低減するために、既設

堤体上流部にフィレットを設け、それと岩盤とを固定するフー

チング部分からなる補強コンクリートを施工した。フィレット

部の施工にあたっては、既設堤体と一体となるようにせん断補

強筋を入れ、有害なひび割れ等が発生しないように、打設高さ、

目地および養生等に配慮しながら施工した（図－２）。

③　建設当時の部材を有効活用した管理橋架替

ダム建設時に架設された管理橋が堤体左岸にあり、現在では

ハイキング道として市民に親しまれている。しかし、老朽化が

著しく橋脚にもひび割れが発生していた。この管理橋には、ダ

ム建設時のセメント輸送用軽便鉄道などに使われた古レールが

構造部材として再利用されていた。先人が行った資材のリサイ

クルの精神を継承するため、既設部材を可能な限り再利用して

現行の安全基準に合致するように補強した（写真－３）。

先ず、鋼材の劣化度をランク分けし、再利用可能な部材を選

択した。橋梁のデザインに配慮した結果、補強用の新規横桁に

既設部材とほぼ同形状のJIS ６kgレールを使用した。なお、

100余年を経て行う鋼材の補強作業については、施工精度およ

び品質確保の観点から、既設部材を一度現地で解体した後に工

場に搬送して、既存部材のケレン、新たな補強材の加工および

部材の組立てを行った後に、現地において復元した。

④　市民見学会の開催

耐震補強工事にあたっては、ダムの重要性及び工事の必要性

に加えて布引ダムの文化財的側面も広く市民の皆様に広報する

ため、工事期間中に10回にわたる市民見学会を含め105回の工

事見学会を開催し、約7,000人の参加があった。特に市民見学

会では、工事の際に取出した建設当時の取水管やコンクリート

塊などを現地に展示して、当時の設計および施工方法などにつ

いて説明を行った（写真－４）。

写真－４　ダム湖内での市民見学会

（3）重要文化財指定
補強工事に際しての創意工夫も評価され、布引ダムを含む布

引水源地水道施設はH18年７月５日に国の重要文化財に指定さ

れた。これらの水道施設は、市街地に近く位置しており、布引

の滝とともにハイキングコースに点在している。そのため、市

民がこれらのコンクリート構造物などに親しむことができるよ

うに、構造物の特徴などを記載した説明看板を現地に設置して

いる。また、布引ダムの水を現在も浄水している奥平野浄水場

の敷地内にある『水の科学博物館（後述）』において、建設当

時のバルブや取水管などの展示コーナーを開設しており、近代

土木遺産が市民に親しまれている。

今後も、市民見学会やシンポジウムの開催などにより、日本

最古のコンクリートダムである布引ダムに親しんでいただくと

ともに、適切な維持管理を行うことにより、保存や有効活用に

傾注したいと考えている。

３．おいしい水道水のPR

（1）神戸の水だより～布引～
神戸は天然の良港として慶応３年（1868年）に開港して以来、
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写真－３　管理橋におけるレールのリサイクル
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海外からも人が集まる港町として栄えてきた。神戸に寄港する

外国航路の船は必ず飲み水を積み、次の港に向けて出帆した。

当時、船には布引渓流の大変きれいな水を北野浄水場で浄水し、

水道水として給水していた。この神戸の水は、赤道を越えても

水が腐らず、非常に良質でおいしいと評判を得、いつしか「こ

うべウォーター」と呼ばれるようになった。

また、布引渓流の水は、兵庫県内では西宮市の「宮水（酒造

用）」、宍粟市の「千種川」の水とともに、S60年に環境庁（現

環境省）が選定した「名水百選」に選ばれた。

すでに北野浄水場は閉鎖されているが、現在も布引貯水池や

布引渓流の水は、奥平野浄水場まで送られてきている。浄水処

理後、阪神水道企業団の淀川水系の水とブレンドされ配水され

ているため、「こうべウォーター」のみを直接飲める仕組みに

はなっていない。

この淀川水系の水は、S40年代半ばより水道水のかび臭等の

問題が発生し、「神戸の水道は淀川の水が入っているから“か

び臭い”」と言われたが、それはもう一昔前の話である。阪神

水道企業団ではこの異臭味の問題に対し、より安全で良質な水

を供給するため、オゾンと活性炭を用いた高度浄水処理を導入

した。H13年４月には全量が高度処理水となり、かび臭をほぼ

100％取り除くことが可能となった。

神戸の水は美味しいということをお客様に再認識していただ

くため、また、布引水源地水道施設の重要文化財指定を記念し

て、「布引渓流」の水だけでボトルドウォーター「神戸の水だ

より～布引～」を製作し、市内の主要な観光施設での販売など

を通じて、美味しい水道水のPRを行っている（写真－５）。

（2）水の科学博物館
M33年に創設された奥平野浄水場では、給水人口の急増に対

応するためにM44年に開始された第１回拡張工事の中で、急速

ろ過場と浄水池が増設された。奥平野急速ろ過場は、京都の蹴

上浄水場に次ぐ日本で初期の急速ろ過施設であり、T６年に竣

工した。神戸地方裁判所の設計を手がけた建築家・河合浩蔵氏

の設計で、建屋は煉瓦造りのタイル張、屋根は天然スレート葺

となっている。ドイツルネッサンス風の重厚な外観を持つ優美

な建物であり、日本建築学会から保存要請を受けるなど価値の

高い建築物である（写真－６）。

H元年には神戸市制100周年と水道給水90周年を記念して

「水の科学博物館」に生まれ変わり、一般公開されている。

H10年には国の登録有形文化財に登録され、またH12年には神

戸市都市景観条例に基づく景観形成重要建築物に指定された。

現在は、水道施設の展示や映像および参加体験ができる実験

を通じて、水道事業に関する広報啓発拠点として、また、子供

のための社会教育施設として活用されている。

写真－６　水の科学博物館

４．災害に強い水道づくり
－大容量送水管整備事業－

（1）事業概要
神戸市の水源の大部分を占める阪神水道企業団からの水は、

六甲山麓を東西に通る２本の送水トンネル（山岳トンネル）を

使用し、既成市街地を経由して西区や垂水区まで送水している。

大容量送水管整備事業は、「神戸市水道施設耐震化基本計画」

における主要施策の一つであり、既設の送水トンネルとのリス

ク分散を図るため、新たに市街地の地下深くを通る耐震性の高

い送水幹線を整備するものである。

事業計画区間は芦屋市との市境から奥平野浄水場までの延長

約12.8km（図－３）。途中2箇所と終点の奥平野浄水場で既設

の送水トンネルと接続する。縦断線形は地形や既設構造物との

位置関係で土被り約15mから50mの地下空間を通過する（図－

４）。

断面形状は、セグメント外径3.35mのシールドトンネル内に

口径2.4m（管厚18～22mm）の水道用鋼管を布設し、空隙部に

は発泡モルタルを充填する。

大容量送水管の主な機能は以下のとおりである。

①　経年化した（築後40～50年）既設の送水トンネルが災害

等により被災した場合や更生工事を行う際には代替送水

ルートとして活用できる。

②　災害・事故等により送水が停止した場合でも、管内に貯

留された水を応急給水に利用できる（図－５）。

③　配水池や幹線配水管が被災した場合でも、直接市内配水

管網に送水することで、復旧期間の短縮ができる。

災害や事故時においても安定的に給水を行うことができる施

設であり、完成すれば神戸市の水道システム全体の安定性や信

頼性を高めることが期待できる。

写真－５　神戸の水だより～布引～
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図－３　大容量送水管位置図

図－4 縦断面図

図－５　応急給水拠点イメージ図

（2）進捗状況
市境から住吉川立坑までの延長約3.8kmの区間は、平成８～

平成14年度に整備し、すでに供用を開始している。

平成15年度以降は、住吉川立坑から奥平野浄水場までの延長

約9.0kmの区間で４つの工区に分割して工事を進めている。

そのうち、住吉川立坑～布引立坑間（３工区約6.6km）では、

一昨年９月までに本線の水道用鋼管の設置を終え、現在立坑内

の整備を進めているところであり、平成22年度には布引立坑以

東の部分供用を行う予定である。H19年11月には、シールドト

ンネルの完成を記念し、市民を対象にしてトンネル内を歩いて

いただくトンネルウォークのイベントを開催し、好評を得た

（写真－７）。

（3）大深度地下使用法の適用
布引立坑～奥平野浄水場間（奥平野工区約2.4km）は、H13

年４月１日に施行された「大深度地下の公共的使用に関する特

別措置法」を適用することとした。この法律は、通常の建築で

は使用されることのない私有地の地下空間（地下40mより深い

空間かつ支持地盤面から10mより深い空間）を公益的な目的で

使用する場合、事前に補償を行うことなく使用権を設定するた

めの手続きを定めたものである。

H19年６月、全国で初めて法律に基づく使用認可を受け、一

部の区間で私有地の地下を通過することにより、全線にわたっ

て道路等の公共空間を占用するルートに比べて約600m施工延

長を短縮し（図－６）、その結果、事業費縮減と工期短縮が可

能となった。

この区間の工事については、H20年５月に着手し平成24年度

の完成を目指している。現在、奥平野立坑の築造工事を行って

おり、平成22年度からシールドトンネルの工事を開始する予定

である。

図－６　奥平野工区位置図

５．おわりに
神戸の水道は、戦災や災害を乗り越え、都市の発展とともに

増大する水需要に応えるため、拡張工事を重ねながら、100年

以上にわたって市民生活の向上と都市の機能を支える基盤施設

としての役割を果たしてきた。

現在の水道事業を取り巻く社会経済情勢・経営環境の変化と

して、まず、節水型社会の進展により水需要が減少傾向にある

ことが挙げられる。

また、水道の施設は昭和40～50年代にかけて大量に整備され

ており、今後まとまって更新時期を迎える。

さらに、水道の安全性やおいしさに対する市民の関心の高ま

り、地球規模での環境問題への取り組みの必要性、公営企業に

おける民間的経営手法の導入の流れなど、水道事業は時代の転

換期にある。

このような課題に対応するために、H20年７月、今後10年間

を見据えた「神戸水道ビジョン2017」を策定し、これからの事

業運営の方向性を示した。

このビジョンを実現していくことによって、これまで先人達

が築いてきた神戸の水道をより良いものにし、市民の皆様の信

頼を得つづけることができるよう、努力してまいりたい。

写真－７　トンネルウォーク
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私の選んだ道
－米国水道協会（AWWA）殿堂入りに際して－　

河村　勧（CV）

月日がたつのは早いもので、私

のEngineerとしての経歴は今年で

60年となります。

一昨年の６月には、６万人の会

員をもつ米国水道協会（AWWA）

が私を水道殿堂入りに推挙して、

同協会が1881年に設立されて以来

100人目として選ばれた。そこで、

KTC機関誌に何か一文を書くことを要請された。しかし、日

本語の文章は過去50年間書く必要のない世界にいるので、大変

困難なので、乱文をお許し願いたい。

殿堂入りは日本生まれの人としては初めての事なので、非常

に有意義で感謝している。過去60年を振り返ってみると、毎日

が非常な努力の連続であったが、同僚や先輩等の協力、助言、

指導、それに励ましの多かった事に感謝している。

私の学生の頃は、日本では皆が一流の大学に行くことを考え

て勉強していた。理由は官庁や会社のトップの地位と収入はそ

れによって得られるので、一生困らない人生があるからである。

それでも日本では学歴による差別、先輩と後輩間の厳しい関係、

年令による差別、それに日本生まれか外国生まれによる偏見が

極めて強い封建的な社会を持つ島国である。

これと反対なのは米国である。米国はFr e e d omと

Opportunityが誰にでもあることから、一生懸命に目的に向か

って仕事に励み、その結果が認められると成功者となる機会が

ある。今回の米国の選挙でオバマ氏が黒人として大統領に選ば

れた事がその良い例であり、同様な事は日本では思いもよらな

い事である。

私は第２次世界大戦の中で中学校時代を過ごし、家は焼かれ、

食べ物はなく、電気の使用も不自由で勉強どころでは無かった。

それでも神戸工業専門学校（旧制）２部を1949年に主席で卒業

後、正味10年余りを阪神水道企業団の前身で水処理の基本と浄

水場の設計と建設の知識を得る事が出来た。阪神水道からは浄

水前処理と濾過処理機構の改善に関する研究に対しての表彰状

を、そして、日本水道協会からは高濁度水の処理に関する処理

の論文に対して有効賞を受けた（1959）。これらの受賞は自分

の力と共に、同僚、上役それに神戸大学の田中　茂先生の指導

や励ましによる事が多い。

しかし、浄水技術は米国が日本よりも進んでいる事を米国の

水道協会誌で知っていたし、私の夢は広い世界で活躍する事に

あったので、先ず、自分の学歴を改善すると共に新しい知識を

得る事であった。そこで、米国のオハイオ州立大学からの奨学

金をもとに渡米して工学修士号を取り、次いで京都大学で工学

博士号を取得した。

米国での最初の仕事はオハイオ州の地方コンサルタント会社

で、主に硬水の軟化処理と下水処理を経験した後、カリフォル

ニアにある大手の国際コンサルタントであるMontgomery社に

入社したのが私の40才の時であった。最初の６年間はブラジル

のサンパウロで１日処理水量５万トンから150万トンの古い浄

水場の改造と増築、そしてまたオーストラリアのアデレードで

35万トン/日の新浄水場の設計をProject Managerとして行う

ために家族と共に移住した。週末も殆ど休まずに仕事に没頭し、

予定よりもはるかに短時間で、しかも20%の利益を会社にもた

らした事で、直ちに水処理部門のVice Presidentに昇格した。

その後Montgomery社はUKのWatson社を始め６社を買収し

て、1990年の初めには６千名の従業員をもつ国際的な大会社と

なり、私も会社の10名のSenior Vice President（Director）に

昇格して、毎週125の支店（Branch offices）を飛び回って、世

界の各地で仕事をする事が出来た。

2000年には70才で会社を退職したが、Montgomery Watson

社に在職中には約150件のProjectsを処理し、100に近い数の

Technical Articlesを諸学会誌に掲載、水処理に関する６冊の

本も出版した。又、南カリフォルニア大学の大学院のコースを

1980年から15年間教える機会も得た。

Montgomery社が世界の水処理界でトップクラスとなった大

きな理由の１つは米国の有名な大学から卒業するトップクラス

の人達を毎年採用してきた事がその理由の１つである。但し、

頭は良くても従業員と巧く仕事が出来ない者や、クライアント

の望む事に注意を払わないで自分の考えを主張する人達はすぐ

首にして来た。米国、特にカリフォルニア州では２週間以前に

退職を通告し、２週間分の給料を前払いすれば誰でも首にする

事が出来る。もちろん、労働組合は会社の中には無いし、又労

働組合に加入している人は採用しないのが米国のコンサルタン

ト社の通例となっている。

Engineerの失点の１つは他人の言うことをよく聞かないで

自己の考えを主張する事にあるから、注意しなくてはならない。

又日本の島国にとじこもらないで、広い世界で活躍する勇気

が望ましい。神戸工業専門学校の校歌に“立ちて世界に雄飛せ

ん”と云う一節があったと思うのだが…

私は目下、自分の会社（河村 Water Engineering, inc.）を持

っているが、今までの自分の仕事が成功であった理由として６

項目を考える事が出来る。

（1）自分も家族の全員が健康であった事

（2）自分に強い意志と実行力がある事

（3）良い友人と上役に恵まれていた事

（4）妻の理解と協力があった事

（5）米国の社会制度と考え方を利用できた事



懐かしい須磨の風景

H20年11月11日神戸新聞夕刊に掲載されたクラブ精密会員

竹中真佐夫さん（P６）の記事に注目する。

早速、JR須磨駅前商店街国道２号線沿いの「松風寫眞店」

を訪問し、旧交を温める。

故森本智一鐘淵化学工業（現カネカ）社長（M15・神戸三中

卒）に仕え、定年後、家業（昨年創業50周年）を継ぎ、仕事の

傍ら須磨周辺風景の撮影を続けられた。

阪神・淡路大震災で商店街も大きな被害を受けた時、仲間の

商店主を元気づけようと、地元の昔

の写真を各店舗先に展示したところ、

大好評を得た。それを機に５年前、

絵はがきにして地元須磨のPRに努力

されている。

竹中さんは「私が撮影した大好き

な風景を皆さんに懐かしんでもらえ

れば嬉しい」と話しておられ、機関

誌に回顧写真掲載も意義ありと考え、

山積みの記録写真のうち９点（１点

表紙）を披露します。

機関誌編集副委員長　島　一雄（P５）
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（6）幸運に恵まれた事

私達は米国に親戚も友人も居なかったし、経済的に楽ではな

かったので、移住は危険な事であった。誰にでも移住を勧める

考えは無い。

私共は何度も移住したので、落ち着かない人生であったが、

色々な経験と共に多数の友人が出来たこと、そして広く世界を

見る事が出来て、人生を豊かにしたので良かったと思っている。

私も80才なので、今後は残る人生を楽しむと共に、出来れば

世界の水道界でも何か役に立つ事が出来ればと思っている。

昨今では全てをGlobalの規模で見て対処しなければならな

い。昨今の世界的金融の危機がその一例である。

昔
の
須
磨
の
写
真

観光ハウスと鉢伏山　S23年（1948）

須磨海岸海浜水練学校風景　S15年（1940）

国鉄山陽本線　境浜付近　S６年（1931）

須磨離宮海浜撮影風景（旧住友別荘護岸上） S25年（1950）

神戸市電第１号展示（須磨車庫） S６年（1931） 須磨離宮大橋の交通（背山は鉄拐・鉢伏山） S43年（1968）

祖母が愛用したフランス製
カメラを構える竹中真佐夫
さん＝神戸市須磨区須磨浦
通４、松風カメラ店
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E⑥回　卒業50周年の記念誌を発行

天野　進（E⑥）

私達E⑥回生は、H20年の卒業50

周年に当たり、何か記念になるも

のとして記念誌の発行を計画し、

H20年10月にようやく発行にこぎ

着けました。

（A4版、120P、字の大きさ12P、

表紙以外は白黒印刷）

私達共に学んだ同窓は26名でし

たが、既に２名が逝去し、現在24

名になっています。

しかし連絡の取れないもの２名を除き、全員が寄稿しており、

その内容は、自分史もあり千差万別です。

概要を報告させて頂きます。

１．表紙（上の図；平井達郎君の作）
旧制神戸高等工業学校から続く、私達が学んだ西代学舎正門

です。赤き甍が象徴的です。

２．まえがき（全文を記載）
神戸大学工学部電気工学科E⑥回生が卒業（Ｓ33年・1958年）

して以後の50年間は、各々が一社会人として会社や家庭の中で

経験した、喜怒哀楽・栄光と挫折・信頼と裏切り等々が絡み合

いながらまぜこぜになり、最も複雑で濃密な年月だったと思い

ます。

そうした一人ひとりの足跡や想いを、酸い（粋）も甘いも噛

分けた筆致で綴った、この「神戸大学工学部電気工学科卒業50

周年記念誌」が発刊できました。これはひとえに皆々様方のご

協力によるものと感謝しています。誠に有難うございます。

記念誌に花を添えて頂いた恩師の滑川敏彦、角田美弘、高原

正俊の三先生方、ご多忙中にも関わらず執筆を快諾してくださ

り心より御礼申し上げます。

卒業後、翌Ｓ34年の皇太子（今上天皇）御成婚、東京オリン

ピック開催（Ｓ39年）などを契機に、日本自体が高度経済成長

の波に乗り、世の中は好景気に沸き立った。片や企業内では実

に厳しい業務の連続に戸惑いながらも、同時に高収入に恵まれ、

生活レベルは大きく向上して行った。科学技術、情報技術の進

歩・発展は著しく、広く世界に雄飛した時代だった。われわれ

E⑥回生が各々その一翼を担ったのは紛れもない事実で大いに

誇りを持って然るべきと自負しています。

記念誌の筆者にとっては自分の人生の整理になり、読む側に

なると自分の人生を重ね合わせ客観的に見ることができます。

そしてわれわれの余生の一日一日をより有意義にする糧になり

ます。同時に子や孫らのこれからの生きざまに役立つよすがと

なればと願っています。 （Ｅ⑥編集担当者一同）

３．目次概要
①旧制神戸高等工業学校・校歌、旧制姫路高等学校・白陵寮歌

②恩師祝辞（滑川敏彦、角田美弘、高原正俊の三先生）

③記念文集・近況（計26件）

④記録集（卒業アルバムから抜粋、クラス会開催一覧他）

４．その他
この記念誌は、KTC事務局と神戸大学学友会東京支部にそ

れぞれ１冊贈呈、保管されています。ご興味のある方はご一覧

下さい。尚、印刷原稿はCD-Rに作成、保管しています。

運送用の帆船　S５年（1930）

須磨の浦海岸　S23年（1948）
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私とカメラ―銀塩主義
M⑤　馬淵　勇

はじめに

2008年７月24日の日本経済新聞朝刊最

終ページの文化欄に私の署名記事が掲載

されたのが目にとまり、KTC機関誌への

寄稿依頼が舞い込んだのは九月末のころ

だったか。

私のカメラへの興味はもちろん子供時代にさかのぼるが、我

が家にはドイツ製のカメラで家族写真が撮られており、16ミリ

フィルムのホームムービーもフィルムが残っている。しかし戦

中戦後の戦火と混乱で大半は消えてしまって中学高校時代はカ

メラとの接点はなくなっていた。大学時代には友人のカメラを

借りたり、引き伸ばし機を自作したりしてカメラへの興味を回

復しつつあったが、サラリーマンになってもなかなかカメラを

買える余裕もなく、Ｓ34年に海外駐在になった時に会社の社内

販売で安く買えたミノルタ・ユニオマットが自分で買った初め

てのカメラとなった。私とカメラとの本格的な付き合いは1960

年代後半にメルボルン駐在時代にミノルタの一眼レフSR2を中

古のライカIIIｆとスワップしたことに始まる。等価交換とは

ゆかず、多少の追い銭を出さざるを得なかったが、当時のライ

カは将に高嶺の花だったからそれを手中にした満足度は大変高

かった。このライカIIIｆがきっかけで、クラシックカメラコ

レクションの泥沼にのめりこむこととなった。

☆クラシックカメラ☆
日本経済新聞文化欄の掲載記事は「日本手づくりカメラの会」

の紹介記事であったが、手作りカメラに手を染める前にはクラ

シックカメラ収集が私のカメラ趣味のバックボーンとなってい

るのでその話からすすめたい。

クラシックカメラは日本での呼称であり、英語ではヴィンテ

ージカメラが通用している。言葉を飾らずに言ってしまえば

「中古カメラ」なのだが、年代の古い中古カメラをクラシック

カメラまたはヴィンテージカメラと呼んでいる。それでは何を

以てクラシックカメラと称するのかといえば国際的なルールは

ない。しかし、それでは困ることもあるので、私の所属する

「日本クラシックカメラ・クラブ」では、

1965年末までに発売されたカメラをクラシ

ックカメラと認定している。この仕分け

は元来1960年末までの発売が境界線であっ

たが、数年前から５年間延長された。1960

年が境界線の場合は、電池を使う自動機

は全くなく、わずかに光電池による露出

計が付いただけであった。しかし1965年を

境界とすると、電池を使用する露出自動

機が出現する。それでもメカが主体であ

り、電子回路による自動露出や電動巻き

あげはカメラ本体にはまだ組み込まれて

いない。

私見だが、この1965年境界線は当分揺るがないと思っている。

その理由はその後電子回路がカメラ内部の構成素子となり、メ

ンテの手法から言ってもはっきりとそれ以前の機械カメラと一

線を画することになったからに他ならない。

クラシックカメラのことを時にはアンテイークカメラ（骨董

カメラ）と呼ぶ人もいるが私には使ってほしくない言葉である。

クラシックカメラはどんなに古くとも（最古は19世紀中ごろで

しかないが）補修が可能でかつ現代の進化した感光材料を使用

すれば立派なカラー写真も撮影できる。つまり観賞用や愛玩物

としての骨董品ではない。はっきり言えば実用の用具の中古品

であるということを強調したい。

ではなぜクラシックカメラ愛好家、あるいは収集する物好き

が存在するのか。それは実用的道具でありながら手に持って愛

玩するにはちょうど手ごろな大きさでもある。たとえフィルム

を入れなくともシャッターを切ると耳に心地よく響くシャッタ

ー音は、昔カメラ店の最上段に飾られていて、とても手にする

ことすらおぼつかなかった高級カメラを、今や自分のものにす

ることができたという満足感をいやがうえにも実感させるもの

があるからだ。しかも日本は戦前からカメラ愛好家が多く、昭

和初年から一般向けのカメラの製造が始まっている。戦後は軍

需産業が壊滅したおかげでと言えるのだが、優秀な人材がカメ

ラ産業に投入され、かつわずかな資材で付加価値の高いカメラ

は輸出産業の花形にすらなったのである。そのため戦後はさら

にカメラ愛好家が増えていった。もちろん国産カメラで満足で

きない人は主としてドイツ製カメラに走ったが、高価なドイツ

製カメラを購入できる日本人は一握りの人たちにすぎず、一般

愛好家は国産カメラで満足せざるを得なかった。そのような憧

れの高価なカメラが今や小遣い銭に毛の生えた程度の値段で買

えるようになったから手を出さずにはおれないのである。

なぜ、そのような値段になってしまったのか。答えは簡単。

カメラは量産型商品である。発売以来ごく一部のカメラをのぞ

いて、市場価格は新型機に押されてどんどん下落する。中古品

となればなおさら価格は下回るのは当然の市場原理である。現

在でこそカメラは家電的な電子機器に堕落してしまったが、往

時のそれは精密機械であり、精密な機械時計同様に近代機械文

明を象徴する製品であった。クラシックカメラ愛好家には機械

式小型時計の愛好家、収集家が多いのも道理である。

古いクラシックカメラを使用して写真を撮影するのは確かに

1900年製造のRayNo.9カメラと作例写真
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一苦労ではある。レンズをクリーニングし、蛇腹などの光線漏

れを退治する。シャッターが故障していればその修理には時間

がかかるし、時には専門家に修理を依頼することもある。その

時は万単位の費用がかかる。しかしそれでも撮影して素晴らし

いカラー写真が撮れた時の喜びは何物にも代え難いのである。

私のコレクションの一番古いカメラは1900年にアメリカのロチ

ェスターで制作された大型カメラだが、レンズこそ簡単な構成

ながら、シャッターはエアシリンダーの排気時間で時間をコン

トロールし、一秒から1/150秒まで調節できるすぐれものであ

る。幸いにこのカメラは現在でもプロが使用する4ｘ5インチサ

イズの「四の五」判であり、白黒のみならず、カラーフィルム

も使用できる。

なぜ百年以上も前のカメラでカラー写真が撮れるのか。それ

はカメラの基本的構造は現在のカメラ形式が発明された19世紀

中ごろから変わることはないし、カメラの始祖であるカメラオ

ブスキュラの原理はギリシャの古代から人間にはわかっていた

ことである。カメラの基本的構造はレンズがあって、焦点距離

近辺に映像を写しとめる感光材（たとえばフィルム）が置かれ

る。そしてレンズと感光材との間には一切の遮蔽物が存在して

はならない。この基本的構成はカメラオブスキュラの昔から現

在のデジカメに至るまで一切の変化はない。カメラの進化、電

子化というけれど変わったのはレンズの設計やシャッターの高

度化、付帯部品の高度化、使用材料の変化であり、カメラの原

理は太古の昔から変わらない。もう一つ忘れてはならないのは、

感光材料の進化である。実はこの感光材料とはフィルム、印画

紙、そして現像液をはじめとする写真プロセス用のケミカルで

ある。それがゆえに100年前のカメラでも今どきのカメラ同様

のカラー写真が撮れるのである。しかもそのカメラが製造され

たころには決して想像もできなかった夢のようなカラー写真が

出現する。これぞクラシックカメラ趣味の醍醐味である。さら

に重ねて言うと全くレンズのない針穴写真機でもそこそこの写

真が撮れるのに、それにレンズがつき、シャッターがついたク

ラシックカメラはいかに古くとも針穴写真ではない本当の写真

が撮れないわけがない。もし撮れなければ使い手の腕が悪いか

メンテ不良が原因である。写真の撮れないクラシックカメラな

んて値打ちがないのである。

かくて私が所属する「AJCC・全日本クラシックカメラクラ

ブ」の活動は、集めるだけが能ではない。クラシックカメラで

写真を撮ってこそ値打ちがあるとして年何回ものクラシックカ

メラを使用する撮影会、そして年二回の銀座のギャラリーでの

写真展を開催している。このクラブの本来の目的は会員が収集

したクラシックカメラの素性を調べたり、特徴を研究したりす

ることが活動の中心であり、いわば温故知新の世界である。そ

れゆえに文献を調べたり先人の知識を訪ねたり、調査研究は欠

かせない。クラシックカメラ趣味は知的趣味といわれる所以で

もある。

会員はクラシックカメラの調査研究に余念はないが、その成

果は朝日ソノラマ社刊行の季刊ムック誌「クラシックカメラ専

科」に掲載され、私も何回か寄稿している。しかし、この「ク

ラシックカメラ専科」も書籍発行受難の時代に遭遇して「朝日

ソノラマ社」の廃業に伴い、多数の愛読者を残しつつ休刊のや

むなきに至っている。したがって会員の研究成果は現在ではク

ラブAJCCの会員向け会報に掲載されるのみとなった。

クラシックカメラの市場価格はちょうど中古自動車の価格設

定に似ている。もちろん発売時代の新品価格のレベルがそのま

ま移行してくることは間違いないが、機構的に故障がなくてレ

ンズもきれいであるものが同じモデルでも高額になる。例えば

バルナックライカの中でも製造台数が多かったIIIｆ型を例に

とると、表面にすり傷一つない完動品は20万円近くになるが、

完動品でも使用ずれ、外面キズありになると６～７万円くらい

に安くなる。元箱付き、無傷の革ケースも価格を左右する要素

である。また今はほとんど見られない戦後の小型自動三輪車が

今ではずいぶん高額で取引されているように、発売時は安物の

初級機でも意外に高額の市場価格になることもある。それは希

少価値の高値である。初級機カメラはその後のカメラの進歩に

よって忘れ去られ、捨てられてしまうことが多い。しかしその

ようなカメラでもコレクションを完結するためには探す人もい

るわけで、競合すれば価格はせりあがる次第である。

一つ声を大にして言っておきたいことがある。それは、骨董、

絵画、茶器などのように偽物は存在しないことである。もし偽

物を作るとすればとても採算的にペイする仕事ではないからで

ある。ただ、ロシヤ製のカメラをライカや、時には日本のカメ

ラに偽装して、それが店頭に出ることもあるが、お店も買い手

も偽物承知で、売り買いしている。そういったゲテモノを好む

好事家も無きにしもあらずである。もう一つ、お宝的になって

いる特別の機体番号を贋造して希少品として高価に売りつける

場合がある。しかしこれは普通の収集家は手を出さない。いず

れにしろ本物と偽って素人相手に売りつけるようなことがあれ

ば、よほどの悪徳商人と言わざるを得ない。

またクラシックカメラの特徴としてあげられるのは、故障し

てもまだまだ修理が可能なことである。他方デジカメは電子回

路と一体型のプラスチック部品が多く、修理といってもメカ部

品の修理のようにはゆかない。特に電子部品は基盤を取り換え

るしか修理の方法がないこと、テレビに代表される現代家電製

品を見れば分ることである。カメラ業界では、現在のカメラは

家電製品であると揶揄される所以である。この点、クラシック

カメラは、そのカメラに使用されている素材がこの世界から消

えて無くならない限り修理も可能であり、メカパーツなら手作

りもできる。今後保存状態さえよければ数百年の保存は可能で

ある。その意味で現在発売中のデジカメの寿命はせいぜい補修

部品のある限りとして、10～20年の寿命であろうと思われ百年

先にクラシックカメラとして存在するとはとても考えられな

い。

しかし将来の問題点はフィルムの存続である。今ですらフィ

ルムの種類はどんどん淘汰されて、一般的に135フィルム、120

バルナック型ライカIIIｆとM型ライカ
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ブロニー紙巻きフィルしかない。その他シートフィルムは商業

用、プロ用として一部のサイズが製造されているが長い将来に

はいつの日か消えてしまうだろうと思わざるを得ない。それで

はクラシックカメラも存在価値がなくなるのではないかという

心配はある。しかし私は、対策はあると考えている。すでに数

年前に刊行した小著のあとがきに書いたのだが、クラシックカ

メラ用の電子フィルムである。現在デジカメに使用されている

撮像素子をクラシックカメラのフィルムに代用することであ

る。仕組みはそんなに難しいことではない。フォーマットさえ

数種類作れば大半のクラシックカメラに使用可能となる。希望

を言えば柔軟性を持つフィルム状の撮像素子がほしいのだが、

ハードタイプでも差支えない。それではデジカメと変わりはな

いではないかという指摘も受けようが、私はクラシックカメラ

を永遠に使い続けられるなら、それもやむを得ない方法だと思

っている。

このような電子フィルムが大量生産で安価になれば、現在は

もうフィルムが無くなった昔のフォーマットカメラがまた息を

吹き返して使用できることになることでもある。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

☆手づくりカメラ☆
冒頭に述べた日本経済新聞文化欄の記事は「日本手づくりカ

メラの会」の紹介記事であったが、その当時東京麹町の日本カ

メラ博物館で私が所属する「日本手づくりカメラの会」の会員

作品展が３カ月にわたって展示されていた頃である。

クラシックカメラを集めていると自然にカメラについての知

識は増殖してゆき、レンズを始め光学的知識も増えてくる。他

方クラシックカメラの補修やメンテ作業で、実際のカメラの構

造や作動機構なども自然にわかってくる。最初はカメラなど素

人が手造り出来るものではないと思っていたのに、いつの間に

か作れるのではないかと思えてくるから不思議である。

手作りカメラのクラブがあることを耳にしていたし、手作り

カメラの図鑑なども購入していたので、いつの日か参加して見

たいと思いながらライカ型に製作したライカレンズのピントを

見る「ピントライカ」製作記事を雑誌に発表したりしていた。

そのころある会合でそのクラブの創始者である 方健介氏にお

目にかかる機会があり、そこから入会の

運びとなり今日に至っているが、2000年

の春であった。

爾来十台を超えるカメラを手造りして

きたが、最近は根気が衰えてきて意欲は

あってもなかなか手がつかないのが現状

である。作るカメラは人様々だが、私の

カメラはボデー、レンズシャッターなど

をばらばらの材料から拾い集める換骨奪

胎方式が多い。本格派はレンズとシャッ

ターは中古カメラからのリサイクル利用

だが、その他はすべて手作りというのも

多い。また形式も普通のカメラタイプ以

外に普通市場では見られないスリットカ

メラ、回転パノラマカメラ、万華鏡カメ

ラなど千差万別である。時にはデジカメ

も交じるが、部品調達と部品交換が難しく、外装変換などにと

どまることが多い。したがってクラシックカメラと同様に銀塩

カメラが中心である。

だが、私は告白すれば二つのクラブに所属しているお陰で自

身の内部相克を抱えている。それは次の二つのクラブの実相に

関する矛盾点である。

「AJCC全日本クラシックカメラ・クラブ」（参考3）の趣旨は、

現存するクラシックカメラをいかに現状保存のまま次世代への

遺産として引き継いで行くかであり「JHMCC日本手づくりカ

メラの会」では、古いカメラを壊して部品取りして新しいカメ

ラに衣替えする手法であり、これは先のAJCCの趣旨とは全く

矛盾する手法である。

この相克を解決する方法はない。出来ることは、どこで折り

合いをつけるかということに尽きる。その折り合いとは古いク

ラシックカメラをパーツとして利用するとき、できるだけ大量

生産された入門機か中級機に的を絞り、かつ実際に市場にあふ

れていそうなカメラを選ぶ事になる。たとえ入門機であっても

市場に希少なものは使用しない。

さて話を手造りカメラの会に戻す。

わが「日本手づくりカメラの会」の発足は1971年、今を遡る38

年前である。商業写真家であった創始者の 方健介氏は35ミリ

一眼レフの時代が到来したものの、自分の使用目的に合うカメ

ラが市場に存在せず、自ら作りだしたのがその第一号機である。

爾来カメラを手作りするにつれ、仲間が増え、マスコミも取り

上げるようになって手づくりカメラの集団ができ、最初のクラ

ブが発足したのが38年前である。最初はプロ写真家の集団で、

一眼レフ全盛時代を迎えて本来のカメラのあり方などを論議す

る場でもあったらしいが、その後紆余曲折を経て1985年に会名

称を「手づくりカメラ同好会」に改名、プロ写真家以外の同好

者の参加も多くなった。2004年に会名を最初の名称に「日本」

を付して「日本手づくりカメラの会」に再度改名、現在に至っ

ている。会員のカメラ製作の内容はカメラの時代的趨勢に従う

ようなところがあり、初期段階では大型プロ用カメラ（4ｘ5イ

ンチ、キャビネ判5ｘ7インチ、8ｘ10インチなど）大型カメラ

が多数見られた。しかし時代の変遷により、手作りするカメラ

も次第に小型化し、現在はブロニーフィルム、35ミリフィルム

江戸時代の「うつしや」ピンホールカメラと作例
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使用カメラが主流となっている。

また常識的なカメラの形体ではなく、面白カメラ的作品を作

る会員もいる。今回カメラ博物館で出品の中には江戸時代の商

家を模したピンホールカメラがあり、それも実際に撮影したカ

ラープリントも同時に展示された。

世界一長い継ぎ目なしプリントのパノラマカメラは、そのプ

リントとともに展示されたが、このカメラはそのプリントの長

さが世界的記録だというのでギネスレコードの認定をうけてい

る。それでテレビ局からは何度も番組に登場しているほどであ

る。一概に世界一長いというが、実長は実に145メートル。こ

れは展示会場では全部を展観できなかったので、ロールの一部

を開いて見せることしかできなかった。しかし、何が困難かと

いってまず撮影は映画用70ミリ幅フィルム100フィートを回転

パノラマカメラに詰め込み、運動場の中心にカメラを据え付け、

取り囲むように生徒を並べてその動き回る生徒を撮影したもの

だが、まず協力してくれる学校を見つけるのがひと仕事だった

らしい。撮影後は100フィート35メートルに及ぶカラーフィル

ム（70ミリ映画フィルム）の現像は大変だが、それにも増して

困難を極めたのが拡大焼き付けである。通常の引き伸ばし機を

改造して、フィルム給送と印画紙の給送を一定比率を保ちなが

らスリットカメラ方式で焼き付けて行くのだが、機械設計者で

あった製作者はメカトロ的仕組みを考え成功した。また現像に

は総計72時間の日時を要したと聞く。実際の写真を見ると、発

色、解像力ともに見事というほかかない。外国の雑誌にも紹介

したが、たとえ手作りの一台とは言え、その成果は写真史にと

どめるべき事績であると称賛が返ってきた。

突飛な考えといえば、普通ならモーターを使ってカメラを回

転させる回転型スリットパノラマカメラを、人力で回そうとい

う会員も現れた。根は優秀な電子情報技術研究者なのだが、発

想がユニークである。缶ビールをカメラの両端に乗せて手で回

転、初速を与えその回転慣性を利用してモーターなしで回転さ

せる。一回カメラの端部をひっぱたくように力を加えると、

360度三回転はする。モーター駆動でないから当然回転速度は

下がって停止するが、現像してみて、一番露出条件の良い部分

360度分を切り取ってプリントすると、見事なパノラマ写真が

撮れている。撮影が終わったら、両端の重りに使った缶ビール

は帰りの荷物軽減のため、もちろん飲んでしまう。ただし飲酒

運転にならないように。

スリットカメラはほとんど一般には知られていないが、読者

がよくご存じの競馬の着順判定はこのスリットカメラが使用さ

れている。また鉄道雑誌に見られるような編成列車全輌を、横

並びに撮影した写真も撮影可能である。

人力駆動回転パノラマカメラとその実写例

ギネスレコード認定の世界一長いプリント写真撮影した360度全周回転パ
ノラマカメラと認定された145ｍのプリント

スリットカメラによる列車側面全景完全写真
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最後に私の作品を一台。

「まるまる66」ニコン一眼レフ用交換レンズを、性能目いっぱ

いに使ってみたいという目的である。ブロニー66判カメラ（画

面が35ミリ判に比べてはるかに大きい60ｘ60ミリ）にニコンF

レンズが装着できるように、大きな１番シャッターを取り付け

レンズ交換可能にしたものである。撮影結果はニコン28ミリレ

ンズが一番面白い。ちょうど66判フォーマットに内接するよう

に円形画像を写してくれる。さすがにニコンレンズで、内接円

の周辺までシャープである。35ミリ判で撮影するより、遥かに

広く周辺を映し出す。写真映像としても面白い風景の切り取り

方になった。しかし対象によっては、あたかものぞき見的な雰

囲気になる。別名のぞきカメラ。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

☆銀塩写真とデジタル写真☆
デジタル写真が隆盛を極めるようになって、世間の写真に対

する概念が変化してしまったように見える。私は決してデジタ

ル写真術を否定しはしないが、現在のデジタル写真は銀塩写真

と一線を画すべきものであると理解している。

まず現代のフィルムは白黒、カラーを問わずハロゲン化銀を

感光乳剤に含むので、デジタル写真に対比して銀塩写真と称す

るようになったが、私は次の諸点を理由に現在のデジタル写真

は銀塩写真とは全くの別物であると理解している。

◎デジタル感光素子は表面の単層の分布でしかない。

◎したがって撮影結果は銀塩フィルムによる写真のほうがより

深みを感じる。

◎現在のデジタルカメラはコスト的に感光素子を小さくする方

向に走りすぎてそのことでは成功だろうが、撮影された写真は

従来の写真の概念から遠く離れた状態になってきた。

◎つまり感光素子の極小化は必然的にレンズ焦点距離の短小化

を必要とし、その結果撮影された映像は足元から遠方の建物や

山並みまでドンピシャの鮮鋭度を見せるようになった。

◎私はこのような写真には、イラスト写真と名付けて従来の銀

塩写真が見せる陰影に富んだ立体感のある映像と区別してい

る。

◎イラスト写真という理由は、イラストは線書きで目の前のも

のから遠くにある雲までの一切を細いペン書きで表現する。全

面シャープなのだ。

◎銀塩写真は必要な対象に焦点を当て、前後をぼかすことによ

り、対象物を画面の中で浮かび上がらせる立体感のある映像を

作ることができる。

以上のような次第で、私は現在のデジカメをイラスト製造機

と呼んでいる。そして銀塩写真カメラを知らない年代層が増え

てきている。それに拍車をかけているのが、携帯電話である。

今ではカメラのつかない携帯電話を探すのがむずかしくなっ

た。デジカメ製造は、今や家電メーカー上位の地合いになって

しまった。カメラに対する理解が大幅に変化するのはやむを得

ない時代だが、家電メーカーに圧されて低迷するカメラメーカ

ーは、やっと気がついたようにデジカメの大型感光素子採用に

動きだした。これで少しは銀塩写真に近い遠近感と立体感のあ

る写真が撮れるようになるかと期待をこめている。しかし、発

色のグラデーションに関係する単層感光素子と多重層銀塩写真

乳剤との差は当分縮まらないだろう。だが銀塩写真族の足元に

は好むと好まざるにかかわらず、デジタル化の波はすでに押し

寄せている。最近の町の写真屋さんはデジタル式自動機を導入

するところが多く、フィルムを光学的引き伸し作業なしで直接

スキャナーにかけてデジタル化し、それを銀塩印画紙に焼き付

けるお店が多くなった。大伸ばしを頼むラボでも同様である。

嗚呼　銀塩写真族の悩みは尽きない。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

参考１：写真術の発明は1839年フランス人ダゲールによるとの

説が一般に受け入れられている。

参考２：カメラオブスキュラは写真機の原型だが、レンズを通

して紙面に投影された映像をペンでなぞって描く描画器具であ

った。大はテント型から小は携帯箱型まであったが、いずれも

箱やテント内は真っ暗な暗室にしてある。カメラオブスキュラ

の意味は「暗い部屋」を意味している。西洋絵画で遠近感のは

っきりしている写真のような描写は、いずれもこの描画器具を

利用したと考えて間違いはない。この手作業による描画を科学

の力で自動化しようとしたのがphotography―写真術の始まり

である。

参考３：同好会紹介

「全日本クラシックカメラクラブ」入会案内、活動状況などは

URL http://www.ajcc.gr.jpまで

「日本手づくりカメラ会」 入会案内、活動状況などは

URL http://www.jhmcc.hp.infoseek.co.jpまで

なお日本カメラ博物館で2008年に開催された「無ければ創れ！

世界に一台　手作りカメラ展」の展示図録は120点の全作品約

を網羅してカメラ博物館より発売しているが、そのうち約60台

で撮影したカラー写真集（使用カメラと並べて）を著者がCD

編集してあるので、希望者には無料で送ります。

ｍabuchi@mvd.biglobe.ne.jp まで郵送先住所氏名を付してお申

し込み下さい。

ニコンレンズのパフォーマンスを全部引きだす試み
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東西医学の結合―漢方の世界―
松本診療所　院長

（神戸大学医学部Ｓ40年卒業）
松本　克彦

私と東洋医学との関わり
一、外科から生理学へ

まず私が神戸大学医学部に入学しまし

た経緯からお話させていただきます。高校卒業後、しばらくは

大学に入らずに経済の世界に身を置いていました。そのうち金

儲けに振り回される日々に嫌気がさし、やはり物理学や歴史な

ど純粋な学問を目指して大学に入ろうという気になりました。

哲学を専攻し、後に神戸大学の教育学部の教授を務めた父は喜

んでくれたものの、「おまえは学問をするには血が熱すぎる。

医学部を目指してはどうだ」と言われ、父の意見に従う事にし

ました。医学部を卒業した後は、当然のように外科に入局しま

した。というのも、祖父が日露戦争で重傷を負い、当時の野戦

病院や陸軍病院に入っていた頃の話を聞いたことがあり、また、

私自身も外傷や腹膜炎で何度か外科のお世話になり、命を救っ

てもらった経験があったからです。二年ほど、ほとんど家に帰

らず外科の臨床に没頭してから、外科だけではわからないこと

が多すぎるので、大学院は生理学に行きたいと思うようになり、

主任教授の光野孝雄先生に願い出たところ、笑いながら「終わ

ったら戻って来いよ」と快く許して頂きました。

二、針麻酔に触発され、針から漢方へ

生理学を学んだ後は外科に戻るべく副科目に麻酔学を選びま

した。半年の麻酔臨床実習の後、その頃アメリカからもたらさ

れたばかりのペインクリニックも覚えておきたいと考え、さら

に半年の延長を願い出ました。するとちょうどその頃、ＷＨＯ

アジア地区事務局長であった中島　宏先生が中国の針麻酔を世

界に紹介され、同級生を中心に針麻酔研究会を作ることになり、

私もそれに参加することにしました。

針の鎮痛効果では手術に対しての麻酔として使用するには弱

すぎることはすぐに気づきましたが、ペインクリニックの補助

としては、鎮痛作用以外に鎮静作用や筋弛緩作用など、様々な

効果を持つという点に興味を引かれました。そのために先輩に

頼んであちらこちらの病院でペインクリニックの臨床実験をさ

せてもらっている内に、それを聞きつけた級友から、自分の勤

める病院の精神神経科で心身症に対して針治療を試みてくれな

いかという依頼を受けました。そしてこのことは私が関わるこ

とになる兵庫県立尼崎病院と後に病院長になられた藤岡　晨先

生との出会いへとつながるのです。

その頃私は大学院生という身分の気楽さから、留年を繰り返

しつつ、東京、長野などにも赴き、様々な鍼灸の技法も見学す

る機会に恵まれました。そうこうしているうちに、県立病院で

医者が針をしてくれるという噂が次第に広がり、いわゆる難病

患者も数多く集まるようになりました。こうした状況の中で針

治療の限界ということも感じ、針で無理なら漢方はどうだろう

と思うようになってきたのです。

それまで漢方薬など見たこともなかった私は、まず、自宅に

百味箪笥を作って南京町で漢方薬を買いそろえました。そして

漢方の著書を頼りに、いろいろな処方を作ってはまず自分で飲

んでみて、次に藤岡先生の許可と家内の助力により、これはと

思う患者さんに服用してもらうことから私の漢方入門が始まっ

たのです。

漢方の世界に足を踏み入れるにあたり初めは古
こ

方
ほう

を中心に学

んでいたのですが、その後『漢
かん

方
ぽう

一
いっ

貫
かん

堂
どう

』（矢数　格著）とい

う書物に行き当たり、後に師匠となった中島随象先生と出会い、

その臨床効果の素晴らしさを目の当たりにし、そのすべてを身

につけたいと思うようになりました。漢方にも古方派、中医派、

後
ご

世
せい

派
は

などの“流派”があって、私のベースになっているのは

やはり後世派の一派である「一貫堂医学」なのだと思います。

「一貫堂」という医学は中国から渡ってきた漢方を、日本人

の体質や風土に適するよう修正されてきた医学で、古くは室町

時代、江戸時代から多くの優れた臨床家が選びぬいてきた名方

から成っています。いずれも、“多味剤（複数の処方の合方）”

といわれる複雑な構成ですが、確実な効果と、安全で使いやす

いという薬として最も重要な諸要素を備えています。

今一つの大きな特徴としては同じ漢方でも「一貫堂」は“瀉
しゃ

剤
ざい

（悪いものを取り除く処方）”を中心に構成していくという

点です。一言でいうと強力な「清
せい

熱
ねつ

瀉
しゃ

法
ほう

（熱を冷まして邪気を

取り除く法）」ですから、確かによく効くのですが、効きすぎ

て体力を弱らせてしまう危険性もあるわけです。そこで常に体

力を補う“補
ほ

剤
ざい

（補う処方）”を隠し味的に一緒に使うように

しています。これが漢方特に「一貫堂」の妙とも言えましょう。

研究所の設立
兵庫県に東洋医学の研究所を設立する以前から、すでに週２

回の針灸臨床を行っており、設立に当たっては、当時国内で先

発していた東京の北里研究所や、大阪の近大付属東洋医学研究

所なども訪問見学させていただきました。そして関係者協議の

上で、1975年にひとまず１年間、尼崎病院内に東洋医学研究室

を設け、針灸および漢方による診療を試験的に行い、現代医療

との接合の可能性を探ることにしました。ただ実際には健康保

険の問題があったので、１年後の1976年からのスタートは自費

診療機関としてでしたが、一応兵庫県に針灸・漢方診療を行う

公立の東洋医学研究所および付属診療所が設置された訳です。

ただし、本来目指す「東西医学の結合」には現代医薬品と同様

に、漢方薬の健康保険扱いはどうしても避けては通れない関門

でした。

漢方医学導入の必要性を列挙してみると、西洋医学が対応し

きれない部分を埋める、薬剤の使用量を減らす、副作用が比較

的少ない、患者側の希望が延命から健康へと変化しつつあるこ

となど様々です。その効果に期待が寄せられる漢方治療の適応

症としては①老化に伴う種々の関節痛、②神経痛、心身症等の

自律神経のアンバランス、③喘息、アトピー等のアレルギー性

疾患、④慢性関節リウマチ、ベーチェット病等の免疫系の疾

患・・・などがあります。
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当時これらの疾患にはよくステロイド剤が使われていました

が、ステロイドも過量になると副作用が出現するため、ステロ

イドの減量あるいは離脱、副作用の軽減を目指して多くの難病

患者が漢方を服用していました。しかし一般の漢方薬局ではこ

うした難病に対しては法外な値段を請求されることが多かった

ため、我々の所を受診する患者が次第に増加しだしたのです。

そしてこれらの疾患の患者達がまとまった難病連を通じて、県

に健康保険の適応と費用の減免についての請願がなされまし

た。

こうした要望による漢方エキス剤（顆粒）と生薬（煎じ薬）

の保険採用は東西医学の結合への契機となる訳で、そのため研

究所は針灸と漢方を分離し、尼崎病院内に漢方診療部門を編入

し、それによって、漢方薬と西洋薬の併用はもちろん、院内で

検査を受けるなど東西結合治療の法的基盤作りが行われたので

す。両者の併用の利点は、簡単に言えば西洋薬で痛みや症状を

一時軽減しつつ、同時に漢方で根治（元の原因を取り除く）す

るという点が挙げられます。このように多角的な方面から病状

を観察・治療していく、すなわち目指してきた東西医学の結合

に最適な環境が尼崎病院を中心に整った訳です。

漢方医学について
一、漢方理論について

『傷
しょう

寒
かん

論
ろん

』という書物には、病は「寒から熱、そして寒に戻

る」とされています。ここでは症状を６つのステージに分けて

整理しています。（図１）

例えば“太
たい

陽
よう

病
びょう

”というのは頭痛がして肩がこる、発熱・悪

寒などの症状が出るといった初期の病期で、次の“陽
よう

明
めい

病
びょう

”は

胃腸の調子が悪くて熱が出る時期になります。この次の少
しょう

陽
よう

病
びょう

までが“陽”のステージで、この後“太
たい

陰
いん

病
びょう

”、“少
しょう

陰
いん

病
びょう

”、“厥
けっ

陰
ちん

病
びょう

”と“陰”のステージが続きます。太陽から厥陰に至るま

での流れを見ると、初めはだんだん熱が高くなってきて、陰病

になると逆に体が冷えてきます。熱のある時期（陽）はまだ体

力があり、どちらかといえば体の表（表面）に症状、熱があっ

て、裏（内側）はそれほどダメージを受けていません。ところ

が陰の時期になると実質臓器が侵され、体が冷えて抵抗力もな

くなっていきます。感冒の症状を思い浮かべるとわかりやすい

かもしれません。

おもしろいことに、この六経は季節の変化と符合しています。

太陽から少陽は春から夏の時期であり（体温の上昇）、秋から

冬の時期は太陰から厥陰に相当します。季節が変化するように、

病気（症状）も変化をするもので、それに合わせた治療を行う

べきであるというのが実は『傷寒論』の六経の基本的な考えで

あります。余談ですが、前漢の時代に著された薬物書である

『神
じん

農
のう

本
ほん

草
ぞう

経
きょう

』には一年と同じ365種の薬物が収載されています。

このように漢方では季節のように移ろう症状をとらえて臨機応

変な治療を行います。

ここで少し、一般になじみのある漢方薬を例に挙げてお話を

させていただきます。例えば風邪薬としてよく知られているの

は葛根湯ですが、東洋医学で感冒に処方する風邪薬は葛根湯だ

けではありません。まず「太陽の中風、脈陽浮にして、陰弱

嗇々
しょくしょく

として悪寒し（中略）鼻鳴乾嘔の者は、桂
けい

枝
し

湯
とう

之を主
つかさど

る」

としています。これは風邪のひきはじめの状態です。これに用

いる桂枝湯とは桂枝・芍
しゃく

薬
やく

・甘
かん

草
ぞう

・生
しょう

姜
きょう

・大
たい

棗
そう

で構成されてい

ます。この構成をよく見ると桂枝・生姜で体表を発汗させます

が、逆に発汗過多になると体力の消耗につながるために、大

棗・芍薬で気と血を補い、この間に調和剤としての甘草を配合

しています。ここにも漢方の“調和”をみてとることができま

す。

そしてその次の段階は、「太陽病、項背強ばること几几、汗

無く悪寒するは葛根湯之を主る」つまり一般に風邪の初期症状

と言われる状態です。構成は葛
かっ

根
こん

・麻
ま

黄
おう

・桂枝・芍薬・甘草・

生姜・大棗です。よく見ると前述の桂枝湯に葛根と麻黄が加わ

った処方です。風邪の状態が進んで、温めるだけでは不足で、

熱が内にこもるのを防ぐのに発汗作用の強い麻黄と、同時に発

汗による口渇や下痢を止める葛根が必要なのです。また、葛根

湯が風邪だけではなく、冷えからくる筋肉痛にもよく効くのも

こういった構成が理由です。このように葛根湯は非常にバラン

スのとれた処方であり、そのバランス故に副作用が少ないこと

からも「風邪には葛根湯」といわれ、大衆感冒薬として重宝さ

れているのです。

またお腹の治療に重点を置く時には、同じ桂枝湯に鎮痙作用

のある芍薬（故に芍薬はこむら返りの特効薬です）を加えて桂
けい

枝
し

加
か

芍
しゃく

薬
やく

湯
とう

にします。これは過敏性大腸の治療によく利用され

ています。さらに体力の弱った者には膠飴（水飴）を加えて小
しょう

建
けん

中
ちゅう

湯
とう

とします。これは虚弱児の体質改善のための処方として

有名です。（図２）

いずれも桂枝湯をもとにした調和のとれた処方という特徴が

あります。よく漢方には副作用が少ないといわれますが、漢方

だからというだけではなく、主な症状に対する生薬と、それに

県立尼崎病院　手前角が東洋医学研究所で隣が東洋医学科

図１　病態の経時的変化



よる副作用をサポートする生薬との配合の巧妙があって、これ

が副作用を防止しているのです。

また寒から熱の後期の状態に移ってしまった場合は桂枝湯を

もとにした温剤では無く、表裏の炎症を抑える清熱薬が使われ

ます。代表的な処方は「小
しょう

柴
さい

胡
こ

湯
とう

」です。柴胡剤の詳細につい

ては割愛させていただきますが、桂枝湯は風邪の初期症状とい

った外側の軽い症状を対象にしているのに対し、小柴胡湯は陽

から陰にむかう途中の時期に使うという違いがあります。

二、漢方治療における診断法

東洋医学において診断するとは、すなわちこうした不調の根

本の原因である「証
しょう

」を定めるということです。その証に従っ

て処方が決まります。その基になるのが「八
はっ

網
こう

」と「気
き

血
けつ

水
すい

」

です。

「八綱」とは陰
いん

・陽
よう

・表
ひょう

・裏
り

・寒
かん

・熱
ねつ

・虚
きょ

（不足）・実
じつ

（過）

を言い、生体の偏りを示す一種のベクトルとも考えられます。

そして人体を構成するものが「気・血・水」とすると、“気が

不足していれば＝気
き

虚
きょ

”、“逆に気が余って乱れている状態＝気
き

実
じつ

”、“血が不足＝血
けっ

虚
きょ

”、“血が有り余っている状態＝
お■

血
けつ

”

・・・・と、理論的にはその組み合わせで体の状態を表すこと

ができます。ですので、実際の臨床では証は複雑に錯綜しては

いますが、基本的にはこの十の証が判れば自ずと治療方針は定

まり、処方も定まるという訳です。（図３）

そして、実際の診断法としては四診＝望診・聞診・問診・切

診があり、それぞれ視診・聴診・問診・触診に相当します。望

診（視診）は主に患者の様子（顔色、むくみ、肌の状態）を診

ますが、結局表の状態すなわち皮膚及び皮下の状態を診ること

になります。加えて裏すなわち、体の内側を診る必要がありま

す。実際には無理な話のようですが、簡単な方法があります。

それが舌診（舌の状態を診る）です。

舌状は舌
ぜっ

質
しつ

と舌
ぜっ

苔
たい

に分けて診断します。舌質は舌の筋肉質の

部分の色や厚さで、舌の色が白いと寒の状態、紅～深紅なら熱

の状態です。また、苔の色は白いと寒の状態、黄～褐色なら熱

の状態と判断できます。一方“水”についてはわかりやすく、

舌質の厚さが腫れぼったいのが水
すい

湿
しつ

（水が余っている状態）で、

逆に舌質が痩せて細いのは陰
いん

虚
きょ

（水が足りない状態）の特徴で

す。更に舌苔の厚いのは水湿で、薄いのが陰虚です。一時舌苔

を取ることが推奨されたりしていましたが、舌苔は体の状態を

表す指標でもありますので、無理に取り除こうとする必要はな

いと思われます。

聴診は患者の声や話し方、呼吸音などから、そして問診はい

わゆる患者の状態（主訴）を把握するものです。切診は脈診、

腹診などが含まれます。

コンピューターソフトの開発
ここまでの話で、漢方の世界は決して主観的、経験則にのみ

成り立つものではなく、理論的、システム的な側面があること

を垣間見た方もおられると思います。人により、立場により

様々な考えがあるでしょうが、漢方医学は基本的には「証」を

定め、これにあわせて処方投薬するという、一つの診断・治療

システムです。そしてこの特性を使って、なんとか漢方処方を

システム化できないかと考案したのが、コンピューターソフト

「弁証論治」です。これは神戸大学工学部との共同研究であり、

この度、工学部同窓会から原稿の依頼を頂いたのも何かのご縁

と感じております。

このソフトは先の項で述べました気血水と表裏、寒熱および

虚実を組み合わせた、表熱・裏熱、表寒・裏寒、気虚・気実、

陰（水）虚・水湿、血虚・血実（ 血）の十証を基本処方と定

め、問診で一般的な症状群をアンケート方式でチェックしても

らい（図４）、これを分析することで患者の基本証を定め、こ
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図２　桂枝湯に基づく表裏の変化

図３　八網と気血水のまとめ

図４　日常的症状による証の分類

表 寒 証 表 熱 証

ぞくぞくと寒気がしやすい
クーラーにあたるのが嫌である
水っぽい鼻水や痰がでやすい
肩がこりやすい
筋肉がこわばりよく痛む
よくコムラ返りをする

体がほてりやすい
鼻水や痰が粘って色がつきやすい
喉がはれて痛みやすい
体が痒くなることが多い
吹き出物がでやすい

裏 寒 証 裏 熱 証

よくお腹がしくしく痛む
下痢しやすい、又は軟便傾向にある
寒がりで足腰が冷える
比較的動くのがおっくうである
温かいものが好きである

口が苦く、胸やけする
どちらかというと多食である
便秘がちである
尿が黄色くなりやすい
冷たいものが好きである

気 虚 証 気 滞 証

疲れやすく持続力がない
朝起きにくく、寝坊しやすい
話し声が小さいといわれる
低血圧で立ちくらみしやすい
動くとすぐ息切れする
不安になりやすい

喉や胃がつかえた感じがする
血圧が高くなりやすい
胸苦しいことがある
わき腹がつかえて痛む
腹が張ってガスがでやすい
便秘がちである

水 湿 証 陰 虚 証

湿度が高い日に症状が悪化する
四肢や体がだるい
顔や手足がむくみやすい

よく目がかすんだり、疲れたりする
血圧が高くなりやすい
便がコロコロしていて硬い
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れと患者の主訴、病名から推測される証とをマッチングさせる

ことにより、自動的に最適な処方を抽出するという試みです。

また、問診によって定められた証は患者の主観によるものな

ので、他方で医師による客観的な診察も必要です。前述の舌診

がこれにあたります。私はこのシステムに必要な舌診法の整理

とその普遍性を目指し、百数十名の患者の舌の写真を一定の光

条件で撮り掲載したガイドを作成しました（「舌診法アトラス」

1994年出版）。ちなみにこの舌診のガイドとその診断基準は、

コンピュータを使わない一般の診療の場でも手軽に応用できる

ので、大いに普及し、本場中国でも整理の方法と写真の精度の

面から高く評価されました。

このように舌診を主にした診察に加えて、アンケート結果と

主訴、病名を入力すれば、コンピュータが解析し、数種の推奨

処方が出力されるシステムをつくりました。ですが、完成する

までには何度か実際の臨床でも確かめ、まず妥当という結果が

得られるまでには、かなりの試行錯誤が必要となりました。

初版は1990年に発売されましたが、発売とともに大変話題と

なり、韓国にまで広まったとも聞いています。これはあくまで

診療の補助システムであり、同時に中医理論の普遍化とその理

解のためのサポートツールともいえますが、今までファジーな

要素が多いと言われた漢方理論と科学性への橋渡しの道を開い

たことは事実だと思います。そしてさらに将来、東洋と西洋と

いう異質の文化の融合といった大きなテーマへの一つの試みと

して役立てば幸いです。

おわりに
以上、私の東西医学・東西文化の融合を目指した歩みの概略

を書かせて頂きました。当時建国大学に奉職していた父ととも

に、幼少期を満州で過ごしたという個人的動因や、日中国交正

常化という大きな歴史の渦の中から生まれた兵庫初の県立の東

洋医学研究所は、これまでそれなりの存在意義と役割を果たし

てきたと思います。兵庫県医師会の中に漢方医会が結成された

のもその一つです。そして神戸大学の学生による東洋医学研究

会は毎年続いており、現在西宮で開院している漢方診療所に見

学に来られます。ただ一つ残念なのは大学教育も含めた漢方医

学についての一貫した教育システムがないと、人材がバラバラ

になり、結集した力を失ってしまうことです。

最近中国で中医学理論をシステムとして考察した論文が、ア

メリカの科学雑誌で取り上げられたという記事を目にしまし

た。しかし、一般的に伝統を守ろうとすれば近代化が阻まれ、

過度に近代化を目指せば伝統が損なわれるという矛盾は、医学

の世界に限らず難しい課題であります。これを乗り越えるには、

社会的、制度的にも思い切った発想の転換が必要になるのかも

知れません。しかし、人類文化の進歩はこうした相剋の中で育

まれてきたことを考え、漢方医学の将来にも希望を託したいと

思います。
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KTC東京支部長
左中規夫（C⑱）

平成20年度の東京支部総会が10月29日（水）にグランドヒル

市ヶ谷で開催されました。今年度は竹水会に幹事クラブとして

ご苦労いただきました。

また、総会に先立ち、KOBE工学振興懇話会（以下「懇話会」

と略します）主催の「KOBE工学サミットin Tokyoトライアル」

を開催していただきましたので、併せて報告させていただきます。

1 KOBE工学サミットin

Tokyo トライアル

16時～
森本政之懇話会会長に、

今年度も総会の前の時間

帯に、開催をお願いしま

したところ、快く引き受

けていただきました。

会長からのご挨拶に引き

続き、2つの講演が行われ

ました。（本文23～24頁に

掲載）

（1）「ウエアラブルを神戸から～IT・ユビキタス新時代への

いざない」

講師　大学院工学研究科電気電子工学専攻　　

教授　塚本昌彦氏

（2）「地盤が壊れる、なぜ？　そしてどうする？」

講師　大学院工学研究科市民工学専攻　

教授　澁谷　啓氏

ともに、大変興味深い内容を分かりやすく話していただきまし

た。約40名が熱心に聴講し、熱気あふれる講演会となりました。

2 総会および懇親会　18時30分～
本部から、多淵敏樹理

事長、松浦敏朗副理事長、

森崎輝行常務理事他、大

学から森本政之大学院工

学研究科長にご出席いた

だき、来賓を含め、90余

名が参加しました。

今井博行氏（竹水会（E

⑳））の司会のもと、支部

長挨拶のあと、来賓を代

表し、多淵理事長からご

挨拶と本部の近況等につ

いてお話いただき、また、森本工学研究科長からご挨拶と大学

の近況等についてお話いただきました。大学や本部の最近の動

きが大変よくわかりました。

会計報告（前年度幹事クラブである木南会の上月孝之氏（A

⑲））に続き、森崎常務理事から支部への助成金授与を行って

いただきました。

ここから懇親会に入り、神戸大学支援合同会社（神戸大LLC）

の山本啓輔社長（E⑩）から神戸大LLCの紹介、成果品である日

本酒「神戸の香」の宣伝を含め、乾杯の音頭をとっていただき

ました。

懇談に移り、楽しく懐かしく、懇親を深める意義深い懇親会

となりました。

終わりに近づき、単位クラブ毎の写真撮影を行いました。

最後に来年度幹事クラブである機械クラブの来年総会に向け

た決意表明があり、閉会となりました。

◆ 東京支部総会報告 ◆

機械クラブ単位クラブ報告

機械クラブでは、見学部会主催により毎年1回見学会を開催

しており、今年度は播磨科学公園都市にある大型放射光施設

（Spring８）、および、ひょうご環境体験館を訪問した。昨年度

から機械工学専攻と機械クラブの共催の形で実施しており、今

回は学生13名を含む42名が参加、旧教員からも進藤明夫先生と

森田喜保先生にご参加頂いた。

今回は阪神地域から離れた見学先であり、交通の便にも問題

があったため、三宮を集合場所とし、大型バスで播磨に移動す

るという異例の形となった。このような事情もあり、例年実施

している懇親会は割愛することとなったが、三宮－播磨科学公

園都市間の2時間弱の間、周りの方と話しが弾み、“遠足気分”

を味わいながらの移動となった参加者も多かったと思われる。

◇◆◇◆◇機械クラブ◇◆◇◆◇

平成20年度 機械工学専攻・機械クラブ共催

「大型放射光施設（Spring８）、ひょうご環境体験館見学会」報告

日時：H 20年９月20日（土）



見学概要

◆ 大型放射光施設（Spring８）

Spring８に到着後、まず普及棟にて放射光に関する基礎知識

や、世界最高輝度の放射光を生み出す同施設の概要、その応用

分野について説明を受けた。その後再びバスに乗り込み、同施

設の中心である放射光のリング棟を見学した。同リングは周長

1436mの巨大な施設であり、全体を見渡すのは困難なほどである。

訪問した時期は保守期間ということで、実際に稼動してはいな

かったが、リングの外周に一定間隔で存在するビーム引き出し

口に合わせて設けられた多数の実験室を、棟内にある見学ブー

スからガラス越しに見学することができた。

放射光というと当初馴染みの薄いものとの印象であったが、

巨大施設を支えるさまざまな設備について説明を受け、参加者

からも活発に質問も寄せられるなど、各位にとって大変興味深

い内容であったものと思われる。

◆ ひょうご環境体験館

同都市内のレストランで昼食を取った後、引き続き“ひょう

ご環境体験館”を訪問した。同館は身近なところから地球規模

までさまざまな環境に関わる事項を、地球温暖化に関するビデ

オ等の資料はもとより、実験装置やおもちゃなどで体感できる

一風変わった施設である。当日はまだ９月の汗ばむ陽気であっ

たが施設内は地下の冷気を取り入れることで涼しく、太陽光や

雨水の活用など環境に配慮した施設運営がなされていた。

３班に分かれて地元のサポーターの方々のご案内で施設内を

見学したが、昔ながらのおもちゃが多数展示してあるコーナー

では、シニアの参加者には懐かしく、学生参加者には目新しく

映ったようで、それらを手に取り見学者同士で和気あいあいと

した会話がなされていた。また一部の方は電気自動車の試乗も

されるなど、環境問題について楽しく学べる施設であった。こ

の後、再びバスにて三宮に戻り、本年度の見学会を終了した。

- + - + - + - + - 

以上、平成20年度の機械クラブ見学会は関係各位のご協力に

より、盛会裏に終了した。

（見学部会　M$3 沖田 淳也）
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大型放射光施設内で

ひょうご環境体験館内で

特別講演会「進藤明夫名誉教授は語る」概要報告
機械工学専攻・機械クラブ共催

日時：H20年10月10日（金）16：00～17：30
場所：瀧川記念学術交流館

講演題目：回想:多軸応力試験装置の開発について

Ｈ19年秋の叙勲で、進藤明夫名誉教授が受章されたのを記念

し、昨年度に引き続いて2回目の「名誉教授は語る」特別講演

会が機械工学専攻・機械クラブ共催の形で開催された。久しぶ

りに、先生のご講演（講義）を拝聴したOBも多かったのでは

ないか、と思われる。講演概要は以下の通りであった。

なお、講演会に先立って、改装された機械工学専攻棟の見学

会が、また講演会の後、進藤先生を囲んでの懇親会が実施され

た。懇親会の様子は機械クラブのホームページでご覧頂きたい。

参加者総数は機械クラブ関係者、機械工学専攻教職員、学生の

約120名であった。

【講演概要】

進藤名誉教授は1955年頃から（神戸大学工学部で教鞭を執ら

れる前から）多軸応力試験を行うことを考え始められた、との

ことである。本格的にそれを実行に移されるまでには15年以上

かかったそうであるが、その後永年にわたり、本学で多軸応力

試験を手がけて来られた。

当日はご講演に先立ち、「本来ならば『何故多軸か』につい

てまず話すべきであるが、ここではこれまで手がけてきた『多

軸応力試験装置』に絞って解説することにする」と、まず断ら

れ、先生が手がけられた多様な試験装置について、装置の図や

写真、作動系統図、演算回路などに基づき詳細に解説された。

実験を開始された当初は装置の製作費の捻出にずいぶん苦労

されたようであり、その話を何度も繰り返された。また、廃品

であった旋盤ベッドを利用してその上に試験装置を組み上げ、

単位クラブ報告 機械クラブ



軸力を掛けたところ、ベッドが曲がり、試験片にも曲げが作用

してしまった、という失敗談を話されたが、これも装置の調達

がままならなかったことがその原因としてあったのだろう、と

感じた。

当日のご講演内容は

Ⅰ．静的多軸応力試験装置

・手動式二軸（引張＋捩り）応力試験機

・アナログ制御自動記録式多軸応力試験装置

・ミニコン制御多軸応力試験装置

・パソコン制御多軸応力試験装置

Ⅱ．高速変形多軸応力試験装置

・油圧駆動動的多軸応力試験装置

・ホプキンソン棒方式衝撃二軸応力試験装置

・平板端面斜め衝撃試験装置

から成り、Ⅰ．では制御系の高性能化に伴って、試験装置がよ

り複雑、かつ精緻になるようすが詳しく解説された。なお、先

生は常温のみならず、高温および低温下での多軸応力試験も実

施されているが、特に高温の場合には、炉内での試験片の変位

計測に苦労され、独自の工夫をいろいろ凝らされたことを当日

の資料から伺い知ることができた。

また、Ⅱ．ではより大きなひずみ速度を得るために、実験方

式が“油圧駆動→ホプキンソン棒方式→斜め衝撃試験” へと

変化する過程が示された。

門外漢には先生の永年にわたるご研究内容を十分理解できた

とはいえないが、その幅広さと精緻さ・深さに改めて敬服した

次第である。

（M⑫　藪　忠司）

－117－

手動式二軸応力試験機

単位クラブ報告 機械クラブ

春の総会で、「シニア活性部会」と「趣味の会」とは合併し

て活動することが決まったため、今回はその最初の試みとして、

「地元－兵庫津の道－の散策と懇親」を行うこととなった。そ

の概要は以下の通りである。参加者は10名であった。

◆コース：

13：30～JR兵庫駅⇒兵庫大仏⇒兵庫運河・新川運河キャナ

ルプロムナード⇒清盛塚⇒中央市場前駅⇒（地下鉄海岸線）⇒

和田岬駅⇒史跡大輪田の砲台（三菱重工構内） ⇒和田岬駅⇒

（地下鉄海岸線）⇒新長田駅⇒「高くら」で懇親会17：00～

◆概　 要：

当日の参加者は10名とやや淋しかったが、雨天のなか傘を差

して町中を散策することを考えれば、今回に限っては適正な参

加者数であった、と言えるかも知れない。

JR兵庫駅を出発して、最初の目的地は“柳原惣門跡の碑”

であった。西国街道から兵庫の町への出入り口にこの惣門が設

けられていたそうである。Ｍ8年に撤去されたが、案内板には

惣門の推定復元図が示されている。惣門跡から暫く歩くと、家

の屋根とビルに囲まれる形で大仏像が顔を覗かせた。能福寺の

“兵庫大仏”であった。初代大仏は戦時中の金属回収のために

供出され、現在の大仏はＨ３年に再建された2代目であり、高

さは11m、日本三大仏のひとつに数えられる、とのことである。

新川運河沿いのキャナルプロムナードに沿って“清盛塚”に

向かう途中、“兵庫城跡”の碑と案内板が目を引いた。慶応４

年（1868年）、極めて短期間ではあったが、ここ兵庫城跡に初

の兵庫県庁が設置された、と記されていた。

なお、“清盛塚（十三重塔）”はプロムナードの終端あたりに

あった。当初は清盛の墓と考えられていたそうであるが、発掘

調査の結果、墳墓ではないことが判明した、とのことである。

シニア活性部会活動報告

－地元“兵庫津の道”の散策と懇親－

日時：H20年10月22日（水）13：30～



“清盛塚”を過ぎたあたりから雨足が激しくなったため、次

の目的地である“大輪田の砲台”まで徒歩で移動するのを諦め、

地下鉄を利用することとなった。この途中にもいくつか史跡が

あるとの話であり、この点は残念であった。

“大輪田の砲台”は三菱重工業㈱神戸造船所の構内にある。

入所手続きを済ませた後、まず神戸造船所の概要説明を受け、

その後砲台に向かった。砲台は幕末に沿岸防衛のため、大阪沿

岸に設置された９カ所の砲台のうちの１つで、設計者は勝海舟

とのことである。結局大砲を据えるまでに至らなかったそうで

あるが、煙突の無い構造であったため、大砲を試射した他の砲

台では内部に煙が充満し、とても実戦には使えないことがわか

った、と説明員の方から伺った。

砲台を見学した後、構内にある展示ホールを見学させて頂い

た。入口ではコミュニケーションロボット“wakamaru”が出

迎えてくれ、一緒に写真を撮るなどしばし交歓した。いろいろ

お世話下さった神戸造船所の関係各位には、この場を借りて厚

くお礼申し上げたい。

この後、地下鉄海岸線で新長田駅まで移動した。当初の予定

では、“西代学舎跡地”あたりを散策することになっていたが、

時間的に無理があったため、懇親会会場「高くら」に直行する

ことになった。「高くら」は新長田駅前ビルの25階にあって見

晴らしがよく、西代学舎跡などを一望することができた。

今回の散策は天候に恵まれず、その点では残念であったが、

これまでその存在すら知らなかったJR兵庫駅近くの史跡をい

くつか訪問することができ、非常に有意義であったといえる。

なお、上掲以外の当日の画像は機会クラブのホームページで

ご覧になれます。
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兵庫大仏

大輪田の砲台跡で

六甲祭協賛機械工学専攻主催　KTC機械クラブ協賛講演会概要報告

恒例の六甲祭協賛講演会が六甲祭で賑わう六甲台学舎において開催された。今年度も、「機械工学先進研究紹介」に先立ち、学生

の自主活動（学生フォーミュラチームとレスキューロボットチーム ）の活動報告も行われた。詳細記事は母校の窓でご覧ください。

講演要旨

私の研究の興味は、エンジニアの設計能力のようなものを、

経験主義的に語るのではなく、学問としてとらえてみたい、と

いうところにあります（ちなみに、私は9年間程のエンジニア

リングの実務経験がありますので、経験は重要だと思うし、尊

重しています）。

では、設計に必要な知識や能力とは何でしょうか？たとえば、

自動車を例にとってみると、エンジンや駆動系のメカニズムや

原理があげられます。いわゆる力学です。もちろん、そのよう

な知識は必要ですが、はたして、それだけで、新しい魅力的な

自動車を設計できるでしょうか？言い換えると、自動車を設計す

るための知識は、自動車に関する知識だけで十分でしょうか？

私は、人工物の構造に関する知識に対して、創造のための意

思決定に関する知識を「人の知識」と呼び、その性質について

研究をしています。すなわち、対象に依存しない一般的な設計

方法論はあるのか？具体的にいうと、創造的な意思決定のパタ

ーンはあるのか？ということです。

一般的に、このような研究には、被験者に考えていることを

しゃべりながら設計をしてもらい、その発話を記録して分析す

る認知科学的な実験方法（プロトコル分析といいます）が用い

られますが、当研究室では、それに加えて、計算機によるシミ

ュレーションを試みています。

最近では、インターネット検索技術への応用などを目的に、

言葉と言葉の関係を記述した辞書（動物は猫の抽象である、な

ど）が開発されています。人間の思考過程は、言葉から言葉へ

の連想として説明される場合が多いのですが、それは、辞書の

「機械工学先進研究紹介」

デザインワークショップの体験と創造性研究最前線の紹介

大学院工学研究科教授（機械工学専攻） 田浦 俊春



なかの言葉と言葉の間のリンクとして計算機を使ってたどれる

のではないかと私どもは考えました。

つまり、計算機のなかに、思考空間を仮想的にモデリングでき

るのではないかと思ったのです。辞書は数十万語の規模であり、

また、リンクの探索もかなり広範囲になりますので、シミュレー

ションにはかなりの計算時間がかかります。人間の思考は頭の中

で行なわれますので、その様子を直接観察することはできません

が、シミュレーションですと、いろいろな仮説を自由に検討する

ことができます。本研究室は、本手法を世界に先駆けて開拓して

おり、現在、その基本的手法を確立しているところです。

H20年11月９日（日）13：30～15：30  神戸大学六甲台第Ⅰ学舎232

教室にて開催　参加者（敬称等略）（旧教官：進藤先生）（P４：小

川）（M①：山村、石坂）（M⑤：岡澤、菊本、山登、上原）（M

⑧：井上）（M⑨：小澤、永島）（M⑩：寺井）（M⑫：藪）（M

⑭：白岡）（M⑰：柄谷）（M⑱：平田）（M#0：尾野、白瀬）

（M#2：有塚）（M#3：三澤）（M#8：安達）（学生、職員、一般

約14名）
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研究の手法 モデリング手法

◇学生フォーミュラチーム（報告者：古川 正明 君）

私たちのチームは、昨年９月10

（水）～13日（土）に静岡県エコパで

開催された第６回全日本学生フォ

ーミュラ大会に参加しました。

今大会で５回目の参加となりま

すが、今回はチーム史上初のアク

セラレーション走行を果たすこと

ができました。また、スキッドパ

ッド走行は叶いませんでしたが、

エンデュランス（耐久走）を間一髪で完走し、過去最高順位と

なる総合18位を獲得することができました。この好成績の背景

には、チームの組織力向上があったと考えております。 車両

の性能面だけでなく、スケジュール管理、設計パート毎による

グループミーティングを実施するなど、運営面にも力を入れま

した。

しかしながら、まだまだ課題は山積みです。今回の結果に満

足することなく、次年度は更なる飛躍を目指して尽力致します。

◇レスキューロボットチーム

今年度の神戸大学ロボット研究

会“六甲おろし”の活動報告とし

て、８月９日（土）、10日（日）に

三宮サンボーホールで開催された

第８回レスキューロボットコンテ

スト（本選）の結果を報告しまし

た。

今年度の大会では、チーム創設

以来の目標であったコンテストの

最高賞「レスキュー工学大賞」を受賞し、また他にも“RSコ

ンポーネンツ杯”、“ベストパフォーマンス賞”を受賞するなど、

高い評価を得ることができました。

講演では大会で大活躍した３号機ロボット“こがらし”の実

演も行いました。

「学生の自主活動」報告
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標記理事・代表会に引き続き講演会「若手研究者は今」及び

懇親会が開催された。出席者は会長を含め28名であった。機械

クラブ理事・代表会議の議事概要は以下の通り。

◆議事概要◆

Ⅰ. 会長挨拶（永島忠男会長）

「基本方針に則り、法人化5年目を迎えた母校への支援、母

校との協力に力を注いで来たが、ほぼ満足すべき結果であ

った、と考えている。学生の自主活動の支援も実施できた。

ご高齢の会員の参加が漸減しているなか、若手の参加者を

いかにして増やすかが今後の大きな課題である、と考える。

いい案があれば申し出て頂きたい」との挨拶が述べられた。

Ⅱ. 「機械工学専攻の近況報告」（冨山明男専攻長）

「実際に即したお話しをしたい」と前置きされ、機械工学専

攻内の現状を具体的に数字をあげて、詳しく説明された。

当面の大きな課題は「来年３月で冨田佳宏教授と神吉　博

教授が同時に退職され、本学機械工学専攻出身の教員の比

率が益々低下してしまうことである。他大学出身の教員が

機械クラブの活動にもっと関与するよう働きかけたい」と

のことであった。

学生の定員と在籍数の現状・問題点、自主活動についても

ご説明頂いた。

Ⅲ. 会則の一部変更について

会長から「『顧問（旧教官）』を廃止し、『特別会員』を新た

に設けたい。ただし、そのためには会則の変更が必要で、

３月の総会で承認してもらう必要がある。この席では『３

月の総会で本件を提案する』ことをお認め頂きたい」との

要請があり、了承された。

Ⅳ. 各部会の動き

各部会から以下の報告があった。

①総務・HP部会（小澤琴治部会長、藪　忠司副部会長）

・母校への支援として自動車のカットモデルを贈った他、学

生の自主活動（学生フォーミュラチームとレスキューロボ

ットチーム）に対し、活動資金を援助した。

・第１回理事・代表会議（５/30）以降機械クラブホームペ

ージを9回更新し、11件のページを立ち上げたが、ここ暫

く更新が滞っている。今後当面立ち上げる予定のページは

「見学会」等６件である。

②会員部会（藪部会長）

・“メール配信ソフト”を使い、今年度に入ってから９回配

信した。アドレスを登録されている会員は約990名であり、

配信内容は主として行事案内、ホームページ更新案内であ

る。

③財務部会（上田　稔部会長）

・今年１～９月の間の会費納入者数は549名で、昨年並みで

あるが、純寄付は282,000円とほぼ倍増した。

・顧問、会長・副会長、理事、クラス代表の会費納入率が紹

介された。年代的にはM⑪回以降の納入率が際だって低い、

とのことであった。

④講演会部会（冨田佳宏部会長）

・既に「先輩は語る」講演会（５/30）、「名誉教授は語る」

講演会（10/10）、「六甲祭協賛」講演会（11/９）が終了し、

本日「若手研究者は今」講演会を予定している。３月25日

の総会講演会には住友金属工業㈱の三澤泰久氏（M#3回）

に講演をお願いしている。

⑤見学会部会（平田明男部会長）

・10月22日に西播磨テクノポリスにある“Spring8”と“ひ

ょうご環境体験館”を見学した。参加者は42名（うち学生

13名）と多く、盛会であった。

⑥シニア活性部会（東　謙介部会長）

・“趣味の会”を統合し、散策を主な活動内容とするため、

M⑩寺井直行氏を部会員に迎えた。

・10月22日（水）に「兵庫地区の散策」を行い、その後懇親

会を実施した。参加者は10名とやや淋しかった。西代学舎

跡は見学できず、25階にある懇親会会場から眺めるにとど

まった。

⑦会員親睦部会（植田雅晴部会長）

・例年通り年４回のゴルフコンペを実施する。12月19日（金）

に今年度３回目のコンペを行うが冬場ということもあり、

参加者は少ない。

・会員が10名減り、現在は45名となった。ご高齢のため、旧

制卒の会員の参加が次第に減って来ている。

⑧東京支部（菊本　廉名誉支部長）

・総会を６月に開催し、16名が参加した。なお、新しく鈴木

洋二氏（M@3回）が支部長に就任した。

⑨クラブ精密（足立凡夫部会長）

・例年11月11日に総会を開催しているが、今回は10月11日

（土）に開催し、明石海峡クルーズを楽しんだ。 180名に

案内を送り、参加者は36名であった。

Ⅴ. その他

・会議の後、１階に展示されている自動車のカットモデルと、

その自動車から取り外されたデフ・ギア、神吉研究室で現

在手がけている波力発電装置の模型を見学した。

＝以　上＝

平成20年度第２回理事・代表会議報告
日時：H 20年12月6日（土）14:00～15:00
場所：機械工学科会議室　C4－402
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機械クラブ講演会「若手研究者は今」

日時：H19年12月８日（土）15：00～17：00
場所：工学部5W－301教室

講演：高機能マイクロマシン（MEMS）のためのナノエンジニアリング
大学院工学研究科教授（機械工学専攻） 磯野 吉正

第２回「機械クラブ理事・代表会議」に引き続いて、標記講演会が開催され、約30名の機械クラブ会員と教職員が出席して拝聴し

た。本講演会はこれまで2名の准教授、あるいは助教の先生が研究紹介をされる、というスタイルを取ってきたが、今回は今年4月に

機械工学専攻に着任されたばかりの、磯野吉正教授が一人で講師を務められた。

また、講演会終了後は工学部食堂横のLANS BOX 2階の喫茶室において、和やかな雰囲気のもとで懇親会が開催された。

講演要旨

MEMS（Micro Electro Mechanical Systems; 通称、マイク

ロマシン）の中でもナノ構造体を構成要素として持つNEMS

（Nano Electro Mechanical Systems）は、高集積化、低消費電

力化、およびナノ領域特有の物理特性を積極的に利用すること

が可能であり、新しい高機能デバイスの実現が期待できる。今

後、このようなナノデバイス開発を加速させていくためには、

デバイスの信頼性確保のための「実験ナノ力学」技術、低コス

トで実施可能な「ナノ加工」技術、ナノ物性を積極的に利用し

た新しい「応用デバイス」設計・開発技術、といったナノエン

ジニアリングの確立が重要である。このような観点の下、本講

演では、著者がこれまで実施してきた、「ナノ材料物性評価研

究」、「走査型プローブナノリソグラフィ研究」、および

「MEMS/NEMSデバイス開発研究」について紹介した。

「ナノ材料物性評価試験」研究に関しては、シリコンナノワ

イヤに対するAFM内準静的曲げ試験結果や、静電駆動型ナノ

材料引張試験用MEMSデバイス（Electrostatic Actuated

NAno Tensile testing devices: EANAT）によるカーボンナノ

ワイヤ（CNW）の物性評価に関する研究を紹介した。とくに、

後者の研究では、直径80nm～150nmの CNWに対する単軸応

力下での電気特性について報告し、同ナノワイヤが機械量セン

サ用材料としての有用であることを示した。

一方、NEMSの試作・開発を加速させるには、低コストで簡

便なナノパターニング技術の開発も重要課題の一つである。本

講演では、著者がこれまで確立してきた走査型プローブナノリ

ソグラフィ（Scanning Probe Nanolithography: SPNL）技術を

紹介した。SPNLとは、電解質表面上でプローブと基板表面間

にバイアス電圧をかけながらプローブ走査を行うことで、ナノ

領域で電解質分子の電気化学反応を引き起こし、基板上にナノ

パターンを形成する技術である。講演では、本技術をベースに

して開発した「熱駆動式パラレルSPNLシステム」についても

併せて報告した。

最後に、上記のナノ物性研究とナノ加工研究で得られた知見

に基づいて新しく開発した、「単電子トランジスタ」、「加速度

センサ」、および「静電駆動式MEMS共振器」といった応用デ

バイスについて報告し、それらの機能と特性を示した。

今回報告した研究は、マイクロ・ナノ領域の物性、加工、応

用デバイス開発に着目しながら、ナノエンジニアリングの学問

体系化を目指して実施してきたものである。今後は、得られた

成果を次世代の「ものづくり」技術として、社会へ還元するこ

とを念頭に研究を推進して行きたいと考える。

MEMS研究分野
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クラブ精密 第21回総会報告
クルーズ船からの展望 ― 新しい神戸の発見 ―

平均年齢82・３歳の会として、欠席理由が“体調不良”が多

く、「最後の一兵まで」が揺らぎそう。

それでも昨年10月11日（土）好天に恵まれ、永島忠男機械ク

ラブ会長を迎え、留学生センター瀬口郁子教授・イラン留学生

OB シリン・ネザマフィ（パナソニック勤務）の特別参加を得

て総勢36名が参集。自他共に許すナイスプランを楽しみました。

会員の脚力を考え、明石港集合。クルージングの後、移動は

タクシー分乗。JR舞子駅北隣接のTIO舞子７F「海彩園」で懇

親会を行い、明石海峡大橋のスーパースケールのパノラマを体

験しました。

― 航海日誌 ―

明石港15時20分出航。あれが明石市役所、大蔵海岸、天文科

学博物館、目前に大橋の北側主塔が聳える。下を潜り、流れゆ

く風景のパノラマ。六角堂、舞子ビラ、垂水の住宅街、鉢伏山

を背に一の谷、海釣り公園、須磨海浜公園、水族園と続く。妙

法寺沖で正面に中型航空機発見。空港からの飛行コースに当た

り、機首を上げる機影を目で追いながら、神戸空港の説明を聞

く。空港南護岸に沿って東進。正面に六甲アイランド港湾施設

や高層建築、その向こうに芦屋浜マンション群。遙か彼方に大

阪南港のビル群が見える頃、Uターン西進。ポートアイランド

南護岸に沿って進む。空港行きのポートライナーが見える神戸

スカイブリッジを潜ったところでスピードダウンし、神戸港内

に入る。南側に空港ターミナルビル、北側に先端医料都市と、

ガイドの声も弾む。港島クリーンセンター、ポートピアホテル、

ワールド記念体育館、岸壁には輸出用乗用車・中型ショベルカ

ーが整列、その向こうに神戸中央市民病院。モダンな3大学

（神戸学院大・兵庫医療大・神戸夙川学院大）。昔からの1突・2

突・3突、奥に赤塗りの神戸大橋のアーチ。次に最近海洋ホテ

ルとして賑わう独特の型をしたメリケンパークオリエンタルホ

テル、海洋博物館、ホテルオークラ、右に関電ビル、神戸市役

所。山手に海洋気象台が菊水山・再度山・摩耶山を背に、母校

は霞んで不鮮明。モザイク街、ループ型観覧車に続いて川崎重

工のドックヤード。「あっ、潜水艦が船台に・・・」岸壁にも1

隻。我々年代には一番先に眼に入る。兵庫突堤、中央市場。し

ばらく進んで三菱神戸造船所。6万トンの自動車運搬船が艤装

中。ここにも軍艦旗はためく潜水艦が眩しく目に写る。小廻り

のきく遊覧船の旅、また楽し。和田岬灯台を後にスピードアッ

プ。来た海路を海岸近く西進。海からの展望は新しい神戸の発

見が多く、有意義な１時間40分。シニア料金1200円は安い！！

（註）精密機械科卒業生情報（H20.10.20現在）

卒業生総数　　　636名

機関誌送付数　　308名（データ上生存者数：353名）

今回案内先（クラス幹事指示）177名

クラブ精密　代表幹事　(P5) 島　一雄

当日参加者集合写真と寄せ書き・潜水艦

集合写真 寄せ書き

新聞記事コピー 潜水艦写真
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Ｅ②　クラス会

（Ｈ20年10月23～24日）

今年は我がクラスの大部分が喜寿の年ですが、そのせいか各

位の調子の予備調査をしたところ、体の不調をかこつ方が大分

増えて来ている事が判明。そこで会場の選定には最大の注意を

払い、体への負担が極力少なくて行ける事を第一とし、且つ良

い思い出になる楽しい場所をと考え、漸く３候補地案をまとめ

提案した。その結果、大井川鉄道に決まり、昔懐かしいSLと、

今や日本にはここにしかない1000分の90という急な勾配を、ト

ロッコ列車でのアプト式路線と機関車で乗り超える旅と、寸又

峡温泉で楽しむという事に決定。ところが参加者を確認したと

ころ、何とこれ迄の参加者を３名も下回る10名と判明。これで

も最多の賛同者があったコースなので、やや寂しい人数ではあ

るが、ゆっくりと楽しめるよう工夫して推進したが、それでも

実行日直前に心臓の調子が悪いという方が出て９名で実行とな

った。

東海道線の金谷駅で集合し、SLは金谷から千頭（センズ）

駅迄の40kmだけだが、汽車弁は予約で希望のものを車内迄配

達してもらえるので先ず安心。車掌は女性も老年の男性も居り、

車窓風景やコースの案内は勿論、その他、ハーモニカを吹いて

リクエストに答えたり、お土産の品々を売ったり、写真撮影の

手伝いもしてくれる等サービスは満点で楽しめた。天候が雨だ

ったのは残念だったが、窓外の美しい山や川や湖やダム、更に

千頭駅迄には14に及ぶ大小のトンネルや８つの橋も続き、山水

の美しさは霞はあるものの素晴らしかった。

千頭駅からはバスで40分で寸又峡温泉に到着。

ゆっくりとくつろぐ事が出来た。そこで出てくるのは何時も

と変わらぬ限りないおしゃべりで、又、夕食一品チョイスサー

ビスで、予め３品から各自希望のものを予約しておいたので、

これも良かったし、密に持ち込んだ飲み物も加わって時間の経

つのも忘れる程であった。

翌日は又、バスに30分乗り、トロッコ列車とアプト式機関車

区間のある井川線の奥泉駅迄行き、いよいよアプト式機関車が

押す区間を楽しむ。アプトの長さは僅か1.5kmしかないが、そ

の勾配は克ってアプト式が使われていた碓井峠よりはるかに急

で、その連結と切り離しの時は撮影する便宜を図ってくれるし、

トイレ希望者が出ればトイレのある駅で時間を取ってくれる

し、どこでもお客第一の心掛けが行き届いていたのにも感心し

た。

こうして井川駅から再び金谷駅迄戻ったのは午後４時50分

頃。このような貴重な保存鉄道の旅で色々と有意義な見聞が出

来て良かったと思うが、欠席した方にも何時しか、ここへ来ら

れるのを期待したいと思った次第である。

（E②　古藪　博　記）

Ｅ③クラス会

我々は、毎年クラス会をしているが、一昨年は福岡、昨年は

房総で行った。参加者は、九州、関西、関東から13名であった。

H20年10月14日（火）最初に、茂原の双葉電子工業を訪れた。

先ず、小型のホビー用ヒューマノイドロボットの歩行、倒立、

転回など様々な動作を見学した後、ラジコン飛行機とヘリコプ

ターの世界チャンピオンによるアクロバット飛行の妙技を見

た。宙返りや垂直ホバリングなど、スゴイと感心するものの連

続だった。普通の人がやると、２秒も保たずに墜落するそうだ。

また、金型工場で、久し振りの工場の匂いと雰囲気を懐かし

く感じることができ、遠い昔の事が甦った。精機工場とあって、

温度と湿度が管理されており、床には切り屑が落ちていない。

現在の技術は、ミクロンの精度であるとの実感があった。

宿は、小湊温泉「吉夢」だ。太平洋の大海原を見渡す展望浴

場や小雨のため、編み笠を被って露天風呂に入るのも乙なもの。

外房の海の景色は、瀬戸内とは異なって、雄大で、荒々しく男

性的だし、褐色の岩が洗濯板の様に削られている。

夕食には、盛り沢山の地魚料理が出て、折角苦労をして減量

したのが、これで元の木阿弥と言いながらも箸が進む。話題は、

矢張り病気や健康の話しになるが、物忘れがひどくなったもの

の、昔のことは良く覚えていて、学生時代の想い出話にアハハ

アハハの連続。この分では、まだ10年は大丈夫と言っては、ま

たもや大笑い。時の経つのも忘れて談笑したが、座の賑やかな割

には酒量が思ったよりも少なく、予算が余ったと幹事が独り言。

翌日は、鯛の浦遊覧船に乗った。船頭が撒き餌をすると、普

通は海底に生息するといわれる、体調１mもあるかと思われる

マダイが、水面近くにボンボンと跳ね上がってくる。カモメが

餌を横取りしようと群がっている。

次に、誕生寺に参拝した。日蓮上人の生家跡に建てられたと

言われる寺で、大きな仁王門を潜ると、日蓮上人の幼少の銅像

が珍しい。

午後は、仁右衛門島に渡った。日蓮上人が旭を拝した所と言

（後列）佐野、多々納、古藪、

（前列）中西、大路、初田、井上、浅野、中川

後列左から　萩野　齋藤　大中　谷口　中馬　渡邊　島村　河本

前列左から　河原　鈴木　小野　下山　畑田
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われる神楽岩、源　頼朝が身を潜めたと伝えられる洞窟、1704

年に建て直したと言われる島主・平野仁右衛門の住居などが有

り、景色が美しい。

太海駅で解散したが、８人は、なお南下して、野島崎へ行っ

た。房総半島の最南端で、朝日と夕陽が見える岩に登る。折し

も、雲が赤く染まって、とても美しかった。思いっきり、海の

空気を吸う。

ここで１泊して、翌日は、館山からJR内房線とアクアライ

ン経由の高速バスに乗る組に分かれた。今年、奈良での再会を

約して。

（Ｅ③　河原通泰）

Ｅ⑥クラス会報告　飛鳥・奈良地方一泊ツァー

Ｈ20年11月10～11日曇り　宿泊：橿原ロイヤルホテル

出席者：滑川敏彦、角田美弘両先生を含め、計14名

昨年のクラス会は卒業50周年記念誌の完成を祝して、万葉の

古里・飛鳥地方を訪ねた。東京、名古屋、岡山、柳井など遠路

を厭わず集まってくれた友に感謝。皆70歳を超え何処かに障害

を抱えての参加である。

八十五歳にもなられる滑川先生も膝が悪いのに、かなりの道

程を歩いて下さった。駅では高齢者へのインフラ整備が遅れて

いることに、つくづく気付かされた。

元気な者は、飛鳥の駅からウオーキング。欽明陵、鬼の雪隠、

亀石、橘寺、飛鳥川越えて、所々にある犬養　孝書の万葉歌碑

に、遥か昔のロマンに想いをはせた。「万葉は青春のいのち」

と言われた犬養先生の言葉は年を取っても「命」である。

遠路からの人も集結することになっていた昼食会場の「めん

どや」で、予定の全員無事再会を喜び合った。午後からは万葉

文化館から万葉資料館を訪ね古代への郷愁に浸った。

ホテルに到着、昼の部に参加出来なかった角田先生と吉岡、

河重両君が合流して、日頃老人会で「万葉集を読む会」を開い

ている生駒が、宴会の始まる前に記念誌発行を祝し、自作の歌

「御覧あれ吾等が軌跡五十年　老師の教え永久に残さむ」を披

露した。続いて山上憶良の「罷宴」の歌と共に大伴旅人の「酒

を讃える歌十三首」等を紹介して万葉時代の歌宴を垣間見た。

この時、角田先生が和歌山在住で万葉の会に入って居られるの

を知って驚いた。「天と赤兄と知る」という有間皇子の事件は

痛ましい。紀伊国には万葉の歌が豊富に残っていて、魅力が尽

きない。

次の日は、早朝橿原神宮へ参拝して、来年1300年祭が開かれ

る予定の西大寺の平城宮跡を訪ね、万葉ツァーの締め括りとし

た。昼食は「東吉」で美味しい懐石料理を堪能して同窓会はお

開きとなった。「東吉」が送迎バスで奈良市内を巡回しながら

西大寺まで最寄の駅まで全員送ってくれたのは有難かった。

最後までアクシデントに見舞われながらのツァーであった

が、幹事の不行き届きで御迷惑をかけた方々に深くお詫び申し

上げます。皆様のご協力で、卒業50周年記念クラス会が出来ま

したことを厚く感謝します。

（E⑥　生駒周三）

平成20年度　M③同窓会

仲秋の10月６日、16名が新神戸駅に集まり、バスで明石海峡

大橋を経て淡路島南ICの近くにある大鳴門橋記念館で淡路人

形浄瑠璃を観覧後、ホテル　アナガ（南あわじ市）に到着。ホ

テルのクルーザーで渦潮を観潮、その後ホテルで歓談しました。

今回は久し振りに堂本君が参加し、翌７日、観光組８名はジ

ャンボタクシーでドイツ村（鳴門市）を見学、第一次世界大戦

時のドイツ人捕虜と地元人の交流やベートーベン「第九」交響

曲が1918年６月１日、日本で初めてドイツ人により演奏された

ことに感激しました。次ぎに大塚国際美術館（鳴門市）で古代

から現在に至るまでの西洋美術の変遷が美術的に展示してある

のを鑑賞しました。

ゴルフ組は、洲本ゴルフ倶楽部（洲本市）で７名が参加しま

した。グロス100を切る人が４名あり、児島君がグロス92で優

勝（競技はペリヤ方式）。尚、松田君もグロス92でした。参加

者全員元気でプレーを行い、次回の健闘を約しました。

尚、次回H21年は山本君を中心として、京都周辺で開催して

頂ける事になりましたので、皆様も是非とも元気で参加される

ようお願い致します。

（M③　逸見昌三）

M⑫クラス会

私たちM⑫回は一泊・ゴルフ付のクラス会を２年に一度のペ

後列左から　本田、小野、天野、滑川先生、長谷川、河重、黒崎、柴

前列左から　小森、角田先生、坪田、生駒、古磯

（平城宮跡朱雀門前にて。吉岡；前日帰宅のため欠）

後列左から　江川、児島、黒岩、松井、山本、井上、川崎、武内

前列左から　池内、堂本、石鍋、篠塚、松田、山崎、馬場、逸見

（兵庫県南あわじ市、ホテル　アナガにて）
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ースでこれまで数回続けて来た。昨年（H20年）がクラス会開

催の年にあたっていたのであるが、「たまには近場で日帰りで」

という話になり、10月10日に開催された「名誉教授は語る講演

会・学舎見学会・懇親会」に合流する形で一次会を開催し、そ

の後われわれだけで二次会を開催することを決めた。講演会は

50年近く前にお世話になった（苦しめられた？）進藤明夫先生

によるご講演であった。当時の授業内容とは直接関係のない

“多軸応力試験装置”のお話であったが、学生時代のことを懐

かしく思い出したメンバーも多かったのではないか、と思う。

今回のクラス会は、日帰りであり、ゴルフも行わないことか

ら、どれだけのメンバーが集まってくれるのか正直なところ不

安であった。しかしながら、講演会に10名が参加してくれて、

集まりがいまひとつ芳しくなかった機械クラブのメンバーの中

で一大勢力であったのはうれしい限りであった。二次会の時間

帯が懇親会と重なっていたため、進藤先生を囲んで記念写真を

撮った後、懇親会を早々と引き揚げさせてもらい、六甲道駅近

くにある「美人韓」（べっぴんかん）に移って二次会を開催し

た。二次会から２名が加わったので、総勢12名の会となった。

コース料理で飲み放題を選んだが、皆よく食べ、よく飲んで

楽しいひとときを過ごすことができた、と思う。とは言え、近

況報告では病気の話が多かったが、この点は年齢的にやむを得

ないことかと思われる。

今年も泊まりがけのクラス会を計画してくれているとのこと

である。今回以上に多くのメンバーが集まり、また楽しく盛り

上りたいものだと思う。

（M⑫　藪　忠司）

機械工学科Ｍ⑭クラス会

昨年の冬のＭ⑭クラス会は　Ｈ20年11月27日～28日に、有馬

温泉で開催されました。毎年開催するようになって４年目とな

り、前回からは有馬温泉で一泊するようになりました。昨年は

安く・盛大にとの願いから　幹事さんのご努力で川崎重工健康

保険組合・保養所「泉郷荘」をお借りすることが出来、20名の

参加を得て盛大に開催されました。保養所の方々および幹事さ

んに厚くお礼申し上げます。

昨年は　広島、倉敷、東京、岡崎など遠くからの参加を得て

久しぶりの顔ぶれが温泉につかって身体を休め、宴会では久し

ぶりの大声で喋りあいました。我々の年代が「１年半の教養課

程を姫路分校と御影分校で別れて過ごした最後の年代である」

ことが話題となり、それぞれの分校での思い出に大いに盛り上

がり、楽しく有意義な会合となりました。ちなみに出席者20名

の出身分校は　姫路10名、御影10名の半々でした。

あくる11月28日、有馬温泉の近くの「有馬ロイヤルゴルフク

ラブ」でゴルフコンペを開催し、８名が参加し腕を競いました。

また、健脚を誇りいつも山登りしているメンバー４名が　有馬

温泉側から六甲山頂上を目指して登山をしました。今年も　ま

た有馬温泉に集まろうと誓いながら別れてゆきました。

（Ｍ⑭　白岡克之）

Ｃ17回卒業60年記念同窓会

私達が神戸工業専門学校土木科を卒業して昨年で60年になり

ました。恒例の友雁会総会を10月31日パレス神戸で20名の出席

者で開きました。

私達がS20年４月に入学し、授業は７月６日から１日８時間

で、特に測量の実習に重点がおかれました。８月15日天皇の放

送は土木教室で開き、雑音が多くよく聞き取れなかったのです

が、唯日本が戦争に敗けたのだということが判りました。９月

11日の学校再開以後は当時の食糧事情等もあり、１日４時間の

授業となりました。戦時中の理工系優先のため、自分の得意分

野でないのに入学したクラスメートも居り、私は面接で得意学

科を聞かれ、国語と歴史と答え、面接した先生のあぜんとした

顔が未だに忘れられません。11月15日軍関係から転入学した連

中をいれると、１年生の終わりには115名でしたが、卒業した

のは86名です。余り熱心に土木の勉強をしない連中も居り、桜

井土木科長から、君達は卒業してから神戸工専土木科出身と言

ってくれるなと、聞いたように思います。

S23年３月の卒業時には学校への求人は２～３名で、各人が

臨時職員とか、自分で官庁、会社に勤めました。それだけに土木

と関係ない銀行・繊維会社等の商社・自動車会社・料理旅館・

ビール会社・住職・写真場等に勤めた人も居りました。特徴的

には公務員が多く、建設省・運輸省・電通省・防衛庁・兵庫

県・大阪府・奈良県・栃木県・青森県・神戸市・大阪市・姫路

市・芦屋市・高砂市・岡山市・国鉄・阪神水道企業団等45名が

勤めました。年令もT14年からＳ４年と５才位差のクラスです。

後列左から　白岡、萩野、白石、酒井、清水、遠山、藤岡、中田、川本

中列左から　佐々井、日下、岡、田中、下野

前列左から　久保、後川、清野、北田、野間、田仲

後列左から　城下栄輔・藪忠司・野村稔郎・天野紘

前列左から　澤田稔・西下俊明・森岡宏次・石原昌治・陰山照男・

天野幸夫・佐藤武良・陰山隆太郎
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卒業時86名居たクラスメートも現在は物故者40名、消息不明

３名と43名の方とは連絡がついております。

当日集合時間の１時には初参加の椋本　浩君を最後に全員20

名の記念写真を撮り、そして山根の挨拶、太田道夫君の１年間

の物故者の報告等があり、乾杯ということで会が始まりました。

全く顔が判らなかった初参加の椋本　浩君、久し振りの吉田

謙治君、毎年関東からの吉田　弘君に夫々ご挨拶をしていただ

き、後はお酒・ビールと宴が盛り上がりました。最後は大下勝

美君のリードで「延元偲ぶ菊水の」と校歌と「栄冠をとれやー」

と土木の応援歌を唱い、卒業60年のクラス会を終わりました。

私達のクラスでは滋賀県から姫路市の間の連中が、大阪では

毎月１回後藤幹夫君（C18）のお世話で、神戸では２ヶ月に１

回太田君のお世話で昼食会を開いておりますので、総会でも大

方は顔なじみで、椋本君が会場に入ってきた時には全く顔に覚

えが無く、どこか他の会合の人が紛れ込んだのではないかと思

った位でした。

この会が来年も再来年もと開かれるよう、又皆さんのお元気

なお姿が拝見出来るよう、お世話願う太田君に感謝の気持ちと

共に卒業60年のクラス会の報告とさせていただきます。

（Ｃ17 山根一角）

土木工学科@6回生卒業30周年記念同窓会

Ｈ20年９月13日（土）に卒業30周年記念同窓会を神戸の六甲荘

で開催しました。

当日は、卒業生42名の出席で、先生方も櫻井春輔先生、西

勝先生、川谷　健先生、高田至郎先生、森津秀夫先生の５名に

ご出席いただき盛大にとりおこなうことができました。

10年ぶりの再会でしたので髪の毛の具合やメタボの進行で、

「あれ誰や」という場面もありましたが、すぐに大学時代の

「オレオマエ」の世界に戻り楽しい時間を過ごすことができま

した。

宴会では、益々お元気な先生方から大変おもしろいお話をい

ただき、大いに会を盛り上げていただき、感謝しております。

また、当日の早朝からは有志14名でゴルフコンペを開催しま

したが、皆さん全然上達した様子はなく、100を切ったのはわ

ずか３人という@6回生の実力でした。

六甲荘に宿泊し、翌14日には、次回の再会を約束して皆さん

帰途につきました。

（C@6 畑　恵介）

工業化学科Ch③　クラス会

ほとんどのメンバーが喜寿を迎えたので、お祝いをかねて三

重県のスパーランド長島温泉「ホテル花水木」でクラス会を行

った。Ｈ20年12月２～３日、快晴に恵まれた２日間、名古屋在

住、新井工業㈱・㈱東亜鍛工所会長 渡部 宏君のお世話で行わ

れた。元気な９名と、友人の元オリエンタルホテル支配人田中

香代子さんと鈴木邦江さんを招待、合計11名参加。

神戸から参加の１グループは、車に神戸から５人、ゴルフバッ

グも積み込んで、田中さんの運転で中国道－名神－新名神－伊

勢自動車道－伊勢湾岸道と乗り継いで、新名神自動車道が出来

て神戸から長島温泉まで高速道で２時間で行ける様になった。

＜第１部＞㈱東亜鍛工所見学会。（三重県三重郡。長島温泉近く）

14：00 東亜鍛工所は幹事渡部君の経営する鍛造会社で、優れ

た技術で日本の自動車メーカーを支えている。「鍛造は３Ｋ

や！」と昔、渡部君が言っていたが、自動化、ロボット化を進

め、ここ数年で見違えるほど合理化しているがまだまだしんど

い仕事、火造りの鍛造は震動、騒音、高温とは縁が切れない。

「これは男の仕事や！」と同行女性が言っていたが、初めて見

る鍛造に興味津々。日頃は全く縁のない仕事を見て、「これが

技術や！」と感じてくれた様だった。終わってからも会社経営

のこと、技術の話し、日本の動向と話は弾んだ。

昔ヨットで鍛えた息子の社長とは会えなかったが、彼も頑張

っているようだ。

＜第２部＞　ホテル「花水木」でクラス会

17：10 ２台の車で「花水木」着。長島温泉にはホテルが３つ

もある。その内のデラックスなホテルで、眺めのいい部屋に逗

留。さっそく野天温泉で疲れを癒す。単純アルカリ温泉で肌が

すべすべ。金星、木星、三日月の大接近を眺めて楽しんだ。

18：30 広間で宴会。東京から遅れてきたメンバーも全員揃っ

て、再会を祝して乾杯！誰とはなしに「健康で元気が一番！」

と声が出る。東京、名古屋、奈良、神戸と住むところは違って

も現役、リタイヤ組と生活は変わっても、昔、大学で一緒に学

んだ友とは話が弾む。酒も食事も美味しい。一段落したところ

で各自近況報告。ボランティアに精を出しているもの、現役で

経営に苦労しているもの、500坪の畑を耕しているもの、東京

から車で来て、明日は九州まで飛ばして行くというもの、ゴル

フに打ち込んで「エージシュート」を公約にしたもの、最近

「継続は力なり」という言葉がリバイバルしたが、遊びに、勉

強にそれを実行しているもの、・・・今回は幹事と相談して美

人女性２名参加してもらったが、大成功。お互いに打ち解けて

後列左から　岩田、K田謙、後藤、中西、森田、森本、吉田弘、櫻井、長井

前列左から　太田、笠井、大下、西川、椋本、山根、友瀧、木本、

佐野、溝手、角尾
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冗談を言い合い、話しが大いに盛り上がり、和やかなクラス会

をお開きにした。

次回は、徳島出身の長町君、小笠原君、山本の世話で、鳴門

XIVと大塚美術館見学を予定することにした。

＜第３部＞　ナガシマカントリークラブでゴルフ会

6：00 起床。さっそく昨夜と別の温泉に入り、体をしゃんと

させて、デラックスな和朝食。昔は３杯飯食ったのだがなと言

いながら１杯半平らげ、8：00 流れ解散。ゴルフ組７名は２

台の車でナガシマカントリークラブへ。快晴温暖な天候に恵ま

れて、9：04 スタート。

上手いはずのベテラン２人がいきなりチョロ！昨夜の酒がま

だ残っていたか！わいわい言いながら初めての素晴らしいコー

スでラウンド。「グリ－ンが難しい！」とぼやきの多いこと。

可愛いキャディさんにも支えられて、初めてのコースながらま

ずまずのスコアでラウンドできた。14：20 終了。「はよ帰ろ

う」と入浴もそこそこに15：10 東京、名古屋組と別れて一路

帰神。桑名東ICから高速で大津SAで休憩後、復路、からと東

ICまで渋滞にも遭わず、18：00 神戸帰着。

２日間楽しい旅をありがとうございました。

（Ch③　山本和弘）

高知菊水会の集い

H20年11月29日（土）、高知市内の宴会場『浜長』において、

神戸大学高知菊水会（会員数26名）の第25回定例総会が開催さ

れ、同伴者を含む10名が出席しました。

会では会長・名誉会長の挨拶、島田幹事の経過報告等があり、

溝渕健次郎氏（C８）、森光辰夫氏（M22）のご逝去が報じら

れ、ご冥福をお祈りしました。（その後、去る12月９日には坂

本聡平氏（A20）の訃報が報じられ、誠に惜別の情を禁じえま

せん｡）また、内川正信氏（C⑱）が初めて出席され、歓迎の

拍手でお迎えしました。

引き続き懇親会では各人の近況報告等が行われ、湊川神社､

元町､新開地等の写真も披露され、また会長がお持ち帰りにな

った「純米大吟醸酒･神戸の香」も披露された。しかし、本年

はご高齢の方や若い会員の方の出席が少なく、来年こそは皆誘

い合って出席しようということで、来年の再会を誓った。

（C⑭　橋田恭司）

ＫＵＣ三七会（Ｓ37年卒）

10月11日（土）源氏物語千年紀と入学50周年を記念して、ゆ

かりの地「須磨」にて講演会と旧跡の散策、観月懇親会を開催、

遠来の友、先輩、家族を含め67名が参加。好天に恵まれ、一日

を楽しんだ。

講演では大学院文学研究科を卒え、現在阪南大学非常勤講師

の村口進介氏が「源氏物語と須磨」と題して、天皇になれない

皇子が恋愛事件を通して政争政略に巻き込まれ、須磨に流離し、

明石で復活する物語を現在の世相とユーモアを交えてお話し下

さる。（写真）

須磨海岸から蟄居跡に擬えられる現光寺では源氏物語絵巻模

写を、光源氏が植えたと伝えられる若木の桜の須磨寺では参詣

曼荼羅を拝観し、光源氏のモデルと言われる在原行平が月見を

したと伝えられる月見山、離宮公園まで旧跡を散策する。

中天に十三夜の月が冴える中、公園舞台で演じられている王

朝絵巻を眼下に望む「レストラン花離宮」を借り切っての懇親

会で旧友と歓談し、木村岳尚氏の詩吟や大杯で「清酒須磨」の

回し飲みで盛り上がる。

午前中に元気組で、須磨浦公園敦盛塚で青葉の笛を奉唱、鉢

伏山に登山、一の谷を覗き、平家物語の世界を偲んだ。

（M⑩　寺井直行）（法学部　石田紀夫）

学部別参加者・・同伴者を含む合計67名

（文）８、（理）２、（教）10、（法）７、（経）16、（営）12、（工）９、（農）３

後列左から　C⑭橋田、C#0田内、C@1島田、C⑱内川、C⑤竹内、

A@4森崎

前列左から　村山夫人、C11村山、矢野夫人、M21矢野

後列左から　周藤、長町、芦田、古田、渡部、桑名

前列左から　山本、坂井、田中、鈴木、小笠原
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各単位クラブ総会案内

木南会（A）（En）（AC）

日時：平成21年4月4日（土）11：00～11：45

場所：三宮センタープラザ西館6階貸会議室2号室

〒650-0021 神戸市中央区三宮町２丁目11番１－604号

センタープラザ西館6階

TEL：078（391）1808

懇親会費：3,000円（懇親会費）

懇親会は総会終了後、松迺家
ま つ の や

で開催いたします。

〒650-0021 神戸市中央区三宮町１-10-１

神戸交通センタービル９F

TEL： 078（333）0678（13：30頃終了予定）。

備考：総会に先立ち、10：20～11：00の予定で、評議員会

を上記会場で開催いたします。

連絡先：木南会事務局

（神戸大学大学院工学研究科建築学専攻建築学事務室内）

TEL：078-803-6065  FAX：078-881-3921

E-mail：mokunan@kobe-u.com

ホームページ：http：//home.kobe-u.com/mokunan/

竹水会（E）（D）

日時：平成21年３月25日（水）15：00～16：00

場所：神戸大学瀧川記念学術交流会館

会費：5,000円（懇親会費）

備考：総会終了後、新会員歓迎会（16：30～18：30）を開催

いたします。

連絡先：パナソニック電工㈱照明基幹デバイス総合部内

竹水会幹事長　内橋聖明　E@5

TEL （06）6908-2983  

E-mail：kiyouchi@panasonic-denko.co.jp

暁木会（C）

日時：平成21年３月25日（水）18：00～19：00

場所：楠公会館

神戸市中央区多聞通３-１ （湊川神社内）

TEL （078）371-0005

会費：5,000円（懇親会費）

備考：総会終了後、懇親会（19：00～）を開催いたします。

連絡先：暁木会　会計幹事　伊藤裕文　C#2

寺谷　毅　C#3

TEL （078）362-9248  FAX（078）362-4433

E-mail：info@gyoubokukai.jp

ホームページ：http：//www.gyoubokukai.jp

C（　）

機械クラブ（M）（P）（○Ｐ）

日時：平成21年３月25日（水）16：00～20：00

場所：兵庫県私学会館 （JR元町駅山側）

会費：5,000円

備考：総会終了後、記念講演会並びに新会員歓迎会を開催

いたします。

記念講演会：住友金属工業㈱　三澤泰久　M#3

講演演題：「鉄道車両を支えているものは？」

連絡先：神戸大学大学院工学研究科機械工学専攻

松田光正　M@0

TEL （078）803-6127  

ホームページ：http：//home.kobe-u.com./ktcm

応用化学クラブ（Ch）（X）（CX）

日時：平成21年３月25日（水）16：00～16：30

場所：アカデミア館１F食堂　（神戸大学正門左）

TEL （078）882-4694

会費：3,000円

備考：総会終了後、新会員歓迎会（16：30～18：30）を開催

いたします。

連絡先：神戸大学大学院工学研究科応用化学専攻

南　秀人

TEL （078）803-6197

E-mail：minamihi@kobe-u.ac.jp

ＣＳクラブ

旧則水会（In）旧システムクラブ（S）

情報知能工学科同窓会（CS）

日時：平成21年３月25日（水）18：30～20：30

場所：Live&Hallクラブ月世界　TEL（078）331-6540

神戸市中央区下山手通１-３-８

（東急ハンズの東、東門街の中）

会費：8,000円

連絡先：神戸大学大学院工学研究科情報知能学専攻

岩下真士　CS5 TEL （078）803-6319  

E-mail：cs-yakuin@ml.kobe-u.com

ホームページ：http：//home.kobe-u.com/cs-club

（ ）
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【編集後記】

米国の金融バブルの崩壊でリーマンブラザーズが破綻し、世界中がデフレ恐慌に襲われています。トヨタ

自動車でさえ赤字転落とのことで驚いておりますが、ここが踏ん張りどころと耐え忍んでいる会社がほとん

どだと思われます。

変貌する神戸大学「キャリアセンター」取材でも、セミナーに参加する学生が増えたそうで、これも景気

悪化による学生の不安感が影響しているのではないかとのことです。

ただ、学内講演会で川崎重工業（株）の社長大橋忠晴氏が言われておりますが、景気が上向けば瞬時に立

ち上がれるよう、計画通りに開発を続けておられるとのことです（詳細は本文ご参照）。半年先か２年先か

は分かりませんが、景気回復の兆候が少しでも現れれば、あちこちで雨後のタケノコのように明るい話題が

出てくるものと期待しています。

今回は未会員の方々へも配布いたしますので是非とも会員になっていただける様お願いいたします。

（機関誌編集委員長　宮　康弘）

今年３月31日に神戸大学野上智行学長が任期満了により退任されますが、後任として工学研究科の福田秀

樹教授が内定しました。福田教授は自然科学系先端融合研究環長として最先端研究の責任者ですし、

“KTC67号”にも取材記事を載せましたように、世界中で問題になっているバイオエネルギーの創出のため

「バイオプロダクション次世代農工連携拠点」を立ち上げ、その長として活躍されております。先生は民間

企業ご出身で世情をよくご存じなので、この厳しい社会情勢を乗り切っていく舵取りをしていただけると思

います。KTCとしても全面的にバックアップしようと考えてい ますので、皆様の応援をよろしくお願いし

ます。 （KTC副理事長　山本 和弘）

【神戸大学工学振興会機関誌編集委員】
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平成21年度通常総会開催のご案内

会員各位
社団法人　神戸大学工学振興会

理事長　多淵　敏樹
謹啓　早春の候、各位にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
平成21年度通常総会を下記により開催いたします。ご多忙中とは存じますが是非ともご出席下さいますようご案内

申し上げます。
総会終了後、昨年、未知の「惑星X」の存在の仮説を発表された神戸大学大学院理学研究科教授の向井　正先生に

ご講演をお願いいたします。
先生は機関誌64号にも「冥王星はなぜ惑星でなくなったのか」というタイトルでご寄稿下さいましたが、「光散乱

の理論を用いた天文学的観測や探査機測定」によって、惑星間塵の空間構造とその起源の研究や、探査機「はやぶさ」
に搭載するためのレーザー高度計を開発して、小惑星イトカワの内部に無数の空洞があることの発見に繋げたり、太
陽系外縁天体の分布から惑星Xの存在を仮定してその予想軌道を計算といった業績をお持ちです。
小惑星 10146 Mukaitadashi は先生に因んで命名されています。
KTCの総会に併せて同窓の方にもお集まりいただき、旧交を暖めていただく機会となりますようお誘い合わせの上、
是非とも大勢の卒業生各位のご参加をお待ち申し上げます。

敬具
１．日　　時： 平成21年５月15日（金）午後５時～午後８時
２．場　　所： 楠公会館 神戸市中央区多聞通り３-１-１（高速神戸駅すぐ） 電話 078－371－0005
３．総会次第： （１）通常総会

午後５時～午後６時
●平成20年度事業と決算報告　　　●役員の交替
●平成21年度事業予定と予算　　　●その他
20年度優秀教育賞の表彰式（工学研究科教員出席予定）

（２）講演会 午後６時～午後７時
●講師：神戸大学大学院理学研究科　教授　向井　正氏
●演題：　「ガリレオ年－新惑星仮説の意義」
今年はガリレオが初めて望遠鏡で天体を観測してから400年の「世界天文年」にあたります。

講演会講師プロフィール

1945年　大阪市に生まれる
1974年　京都大学大学院理学研究科博士課程修了（理学博士）

金沢工業大学、助教授（1975年）、教授（1977年）を経て
1990年　神戸大学理学部・教授、

その後、大学院自然科学研究科・教授（1998年）を経て2007年から
大学院理学研究科・教授。

2009年3月　定年退職（予定）
2003年－2007年　文部科学省21世紀COE「惑星系の起源と進化」拠点リーダ。
2005年－2006年　日本惑星科学会会長。

●主な著書
「小惑星がやってくる」向井　正、岩波科学ライブラリー8、岩波書店、1994
「人類の住む宇宙」（岡村定矩他編）（シリーズ現代の天文学I）

第4章　太陽系と系外惑星系　（向井　正・中澤　清・海部宣男）、日本評論社、2007
「太陽系に未知の「惑星X」が存在する！」 向井　正、パトリック・ソフィア・リカフィカ、講談社、2008

４．懇 親 会：　午後７時～８時 会費 5,000円
場所　楠公会館
（１）開会の辞（２）来賓挨拶（３）閉会の辞

◎お願い
通常総会成立には会員の定足数の１／２以上の出席が必要です。
同封の返信ハガキ（総会出欠ハガキ）に、データ変更の有無にかかわらず、関係する全項目をもれなくご記入の上、
当総会を欠席される場合には、委任状に必要事項をご記入・押印後データ記載部分を内側にして周囲を糊づけし、
必ずご返信下さるよう重ねてお願いいたします。経費節約・データ保護のためFAX（078-871-5722）、
Email：ktc@mba.nifty.comをご活用下さい。尚、個人のデータはKTCで厳重に管理し機関誌の発送・工学研究科・
各単位クラブからの案内等その他、当会が必要と認めたもの以外には使用・開示致しませんのでご了承下さい。
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